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序

本県には、旧石器時代をはじめとする1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多 く残されていま

す。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正 しく理解す

るのに欠 くことの出来ない歴史資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、将来

にわたって大切に保存 し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づ くりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっては、

環境との調和はもちろんのこと、地中に埋 もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和も求

められるところです。

当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よってやむを得ず消・YAす る遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってまい

りました。

本報告書は、盛岡市の盛岡南新都市土地区画整理事業に関連して平成18年度に発掘調査を実施した、

矢盛遺跡第10。 11次・向中野館遺跡第9次・台太郎遺跡第58次の3遺跡の調査成果をまとめたものです。

今回の調査で矢盛遺跡は中世の集落と居館跡、向中野館遺跡は平安時代の集落と中世の居館跡、台太

郎遺跡は奈良時代の集落の広が りが新たに確認されました。中でもこの調査によって得られた出土遺

物は、この時期の様相を考える上で貴重な資料を提供することができました。本書が広 く活用され、

埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、その保護や活用、学術研究、教育活動などに

役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました独立

行政法人都市再生機構 と盛岡市、盛岡市教育委員会をはじめとする関係各位に対 し、深 く感謝の意を

表します。

平成20年 1月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 武 田 牧 雄



例   言

1 本書は岩手県盛岡市飯岡新田 4地割 9ほかに所在する矢盛遺跡第10。 11次調査と同市飯岡新田 2

地割124-11ま かに所在する向中野館遺跡第 9次調査、同市向中野字向中野40-16ほかに所在する台太

郎遺跡第58次調査の発掘調査報告書である。

2 発掘調査はいずれも「盛岡南新都市土地区画整理事業」に伴って行われた緊急発掘調査である。

3 発掘調査は盛岡市都市整備部盛岡南整備課と独立行政法人都市再生機構岩手都市開発事務所の受

託を受け (財 )岩手県文化振興事業国埋蔵文化財センターが実施した。

4 発掘調査に関わる期間・面積は以下の通 りである。

矢盛遺跡第10次調査

発掘調査 平成18年 6月 5日 ～平成18年 6月 15日  調査面積 147∬

整理作業 平成19年 1月 4日 ～平成19年 1月 31日

矢盛遺跡第11次調査

発掘調査 平成18年 4月 10日 ～平成18年 6月 15日  調査面積 3,891ポ

整理作業 平成18年 11月 1日 ～平成19年 1月 31日

向中野館遺跡第 9次調査

発掘調査 平成18年 6月 16日 ～平成18年 8月 10日  調査面積 2,052ご

整理作業 平成19年 2月 1日 ～平成19年 3月 31日

台太郎遺跡第58次調査

発掘調査 平成18年 8月 7日 ～平成18年 11月 24日 調査面積 3,945だ

整理作業 平成18年 11月 1日 ～平成19年 3月 31日

5 遺跡の現地調査は杉沢昭太郎・北田勲が、矢盛遺跡第10。 11次調査 。向中野館遺跡第 9次調査

の室内整理 。本書の執筆は杉沢昭太郎が、台太郎遺跡第58次調査の室内整理・本書の執筆は北田

勲が担当し、編集は両者が行った。

6 本書で用いる方位は座標北を示す。レベル高は海抜である。

7 遺物番号は種別にかかわりなく、連番を付 した。この番号は写真図版に付 したものと共通である。

8 土層 。遺物の色調は F標準土色帖』 (農林水産省農林技術会議局監修)に準拠 した。

9 遺物の保存処理は岩手県立博物館に、年代測定は (株)加速器研究所にそれぞれ委託 した。

10 調査に関わる諸記録及び出土遺物は、岩手県立埋蔵文化財センターにおいて保管 している。

11 調査にあたり以下の機関 。方々の協力、教示を得た (敬称略・五十音順)。

盛岡市教育委員会 本堂寿一 宮本長次郎
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調査に至る経過

盛岡市新都市開発計画は、現在の既成市街地の他に市域の南部地域を新市街地として開発 し、両者

が有機的に結びついた軸状都心を形成するために策定された都市区画整理事業である。平成 3年度か

ら平成17年度までの15年 間を事業予定として、対象面積 313 haに及ぶ土地区画整理事業が進められて

ヤヽる。

この間、事業対象地域に係わる埋蔵文化財の取 り扱いについても協議が重ねられた。その結果、盛

岡市教育委員会が試堀調査をおこない調査必要範囲を確定し、本調査は、財団法人岩手県文化振興事

業国の受託事業として実施することとなった。

台太郎遺跡は、第58次が平成18年度受託事業として契約された。調査面積は、当初予定3,945ど、終

了面積は3,945だ である。

矢盛遺跡は、第10・ 11次が平成18年度受託事業として契約された。そのうち第10次調査が独立行政

法人都市再生機構委託分として147どの範囲で、第11次調査が盛岡市都市整備部盛岡南整備課委託分と

して、3,891ポ の範囲でそれぞれ予定された。調査終了面積は10次調査が147だ、11次調査が3,891∬ で

ある。なお、第10。 11次調査区は接 しており、遺構 も連続 しているため、本書内ではそれぞれを振 り

分けないで報告する。

向中野館遺跡は、第 9次が平成18年度受託事業として契約された。盛岡市都市整備部盛岡南整備課

委託分として、2,052だ の範囲でそれぞれ予定された。終了面積は2,052ゴ である。

遺跡の立地 。環境

地 形 環 境

岩手県盛岡市は、市域の中央部を北上川が支流の中津川・簗川・雫石川を合わせて南流し、東西を

山々に挟まれ盛岡盆地を形成している。盛岡周辺の山で特筆されるのは、北西側には古来から「南部

片富士」や「巌鷲山」と呼ばれる岩手山 (標高2,038.2m)、 北東には姫神山 (標高1,124.5m)、 南東側

には北上山地の最高峰である早池峰山 (標高1,913.5m)が挙げられる。盆地西縁の篠木山地から東根

山山地にかけては、志和構造線などの第四紀に発生した南北方向の断層を伴う隆起により標高500mを

越す山地を形成し、雫石盆地と盛岡盆地を分離している。

北上川は主流部の延長294km、 流域面積10,250kだ、支流教216を 数える東北最大の河川で、西側に連

なる奥羽脊梁山脈と東側に広がる北上山地の間の低地帯を南流し、宮城県石巻湾に注いでいる。この

地域は盛岡市北部の四十四田渓谷と一関市狐禅寺渓谷を境にして上 。中・下流に分けられ、盛岡市は

中流域の上部にあたる。矢盛・向中野館・台太郎遺跡は北上川の西側、雫石川右岸に位置する。雫石

川は延長40kmで、JR盛岡駅付近で北上川と合流する。

雫石川は盛岡盆地に抜ける一帯では大規模な扇状地を形成せず、右岸に広範囲に渡って沖積地を形

成している。北上川右岸、雫石以南には雫石川の下刻・堆積作用により上位から順に砂礫段丘 I、 砂
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1 地形環境

礫段丘Ⅱ、砂礫段丘Ⅲの沖積段丘面が形成されている。砂礫段丘Ⅲ面には雫石川の大きく4期の河道変

遷が確認されており、広域な沖積地に位置する盛南開発計画範囲は低位段丘 (砂礫段丘Ⅲ)と 氾濫原

である旧河道が複雑に入 り組んでいる。氾濫原である旧河道は今回調査した 3遺跡の調査範囲内だけ

でなく、周辺遺跡からも検出されている。各遺跡周辺の地形図を見ても標高の低い部分が旧河道の可

能性が強く、現在低い部分は水田に、高い部分は畑や宅地として利用されていることが分かる。

台太郎遺跡を含む周辺の古代集落は、旧河道を避け低位段丘 (砂礫段丘Ⅲ)面上に立地することが

多 く、第 3図の遺跡地図に示 した古代集落の立地を見ると、大部分が低位段丘の縁を選地してお り、

各集落は旧河道によって分離されていることが推測される。台太郎遺跡から見て南西の低位段丘上に

立地する飯岡才川遺跡は9世紀代の古代集落であるが、台太郎遺跡とは旧河道によって分離されている

と考えられる。

旧河道の存在は志波城跡に関しても例外ではなく、遺跡範囲内北側に旧河道が入 り込んでいる (盛

岡市教委1999)。 このことは志波城が造営されてわずか約10年後に、矢巾町徳田に所在する徳丹城に主

要な機能を移転したことの一因となった、雫石川の氾濫の裏付けになるといえよう。

2歴 史 的 環 境

平成12年度の岩手県教育委員会のまとめでは、盛岡市内には約500カ 所の遺跡が確認されている。第

2図には雫石川右岸を中心とする範囲に所在する遺跡の中から今回調査をした遺跡の周辺にある遺跡

の分布を示した。
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第 1表 周辺の遺跡

第 2図  周辺の遺跡

Ⅱ 遺跡の立地・環境
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No 遺跡名   遺跡コド  種別      時代     遺構 造物 所在地         調査年度(■5年 度以降)   備考

1 失琳     LE26‐ 0139 散布地     古代 中世  土師器 飯岡新田字矢盛     H4、 11、 15～ 18      小次報告

2 向中野館   LE26‐ 0205 集落跡 城館跡  古代 中世  )|、 土事 飯側粉田字才川     H7、 8、 10、 16～ 18    本次報告

3 台太郎    LE16‐ 2269 集落跡      古代 中性  土師 Pi、 滞跡、堅穴住居跡    向中野字台太郎     H5、 7～ 18        本次報告

4 細谷地    LE26‐ 0214 集落跡      古代     土師各 刺中野
~FttЩ

谷地 、 IIrl tt  H8、 12、 13、 15、 17、 18

5 飯Hオ川  LE16 2291 集洛跡     古代 飯岡新田字才川     H8、 10、 12、 15、 17、 18

6 飯附沢日]  LE16 2169 集 f7r跡      占代     堅穴住居跡 飯岡新田字沢田     H7、 8、 13～ 16

7 野古 A   LE16 2155 集務跡      占代 平安  土師器、竪穴住居跡       本宮字北、野古     H5、 6、 8、 9、 12～ 17

8 野古 B LE16 2170 散布地 古代 t師器 本宮 字 μr古 、北

9 稲荷     LE16 2131 集落跡      占代     十師恭 本宮字稲荷       H6、 8、 9、 13～ 16

10 木宮熊並 A LE16 2107 集 fF71跡       古代     土師器 本宮 宇 熊 主        H6、 8、 13、 15～ 17

11 本宮熊生 B LE16‐ 2118 集沐跡      古代     「li師驀 本宮字熊堂       H4、 5、 7～ 9、 11～ 17

12 小幅     LE16‐ 2009 集幣跡      占代     上師器 本宮字小幅       H5～ 8、 10～ 13、 17    に1大 宮 よ

13 鬼柳 A   LE16‐ 2120 集幣跡      古代     土師器 本官字鬼柳       H5、 6、 8、 9、 11～ 13

4 鬼柳 B   LE 62049 集洛跡 占代 i師器 本官字鬼鵜,

15 鬼柳C     LE 62141 集落跡 占代 :L白,Pi 本宮字鬼柳

t6 大宮北 62036 集落跡      古代     上師器 本宮字大宮       H5、 8、 10～ 13

7 大宮     LE 62035 集洛跡 占イ蛇 中‖[ 上hll器 、墜ク(住活跡 本官字人宮

8 月ヽ IIN      LE 62055 集落跡 古イt 上師器 本宮字小林

19 水Ptt      LE 62075 集落跡 古 代 上師器 本宮字水 F見

20 と越ナ易A   LE 62081 集落跡 古 イ 上師器 本宮字上越場

21 上越場 B LE26‐0003 集落跡 占イ 上 lIIl器 本宮字上越場

22 itt    LE26-0024 散■,地      古代 平安 上lln器、須志器 ド飯FIltti又 :又 I、 Ⅱを統合

23 西田A LE26 0027 集落跡 古イ 上師器 ド鹿妻字西日

24 西田B しE260120 集落跡 古代 上師器 須恵器 ド鹿要学西日1

内41 LE26 0046 集 i4/跡 古代 平安  土師器、須恵器 下飯岡学石橋

前 日 LE26‐ 0131 集落跡 古代 土師器 ド鹿要宇前旺|

27 飯岡林崎 I LE26‐ 1025 集落跡 古代 平安  土師器 L飯岡宇新
『

|

28 飯岡林崎 Ⅱ LE26‐ 1005 集落跡      古代     土師器、須恵器、暖穴住居跡、硯  ヒ飯岡字新田      H13、 14         ‖1林崎

29 深淵 I    LE26 0098 集落跡      古代 平安  竪穴住居跡 下飯岡字深淵 範 lIIl拡大

30 深洲 コ   LE26‐ 1028 集落跡      古代 平安  畢穴住居跡 下飯岡宇深淵 地点変更

31 上新 ll   LE26‐ 1037 集落跡      占代 平安  土師器、竪穴住居跡       下飯岡字上新田 十日上新日 コ

西 LE26‐ 1122 集落跡 古代 平安  土師器、 F.K穴住居跡 下飯岡字 FII

33 高犀敷 I LE26‐0193 散布地 須忠器 下飯岡字高屋敷

34 高屋敷 コ LE26 14 散布地 平安  土師器、須忠掃 下飯岡字高犀敷

35 下久 IIR I 106 散布地 縄 文 古代  縄 文」i1/r、 土 酌,Pi 卜敷 阿7卜 久根

36 石持     LE26 108 散布地 古代 I:l ll器、須恵器 下飯岡宇示II

37 夕覚      Lむ 26 215 散布地      古代     Iを 「中辮 llkl刊 /1「 H7夕 え       H7、 8 卸 中遺跡 改 め

LE26 1239 集落跡 古代 I!印 1器 津志刑字生 rl

39 蘭仙北    LE26 0313 散布地 集准 F4N 槌文 ド「代  純文 L洛 ■m,朴、 L肌 、好穴IIttVlt rl‖ 1北 二 J tt      H6～ 12、 17、 18

40 向中野幅   LE26 0371 柴格跡 li'F器 向中野字幅
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2 歴史的環境

これらの遺跡の分布状況を見ると、縄文時代遺跡は陥し穴状土坑が散在する程度となり、熊堂A遺

跡の縄文時代晩期の竪穴住居跡1棟を除き、居住遺跡が認められない。一方で古代の遺跡は大田蝦夷森

古墳群、803年 に造営された志波城、その周辺の古代集落遺跡が数多 く分布するという特徴がある。

雫石右岸の縄文時代の遺構は、本宮熊堂A遺跡に晩期中頃の竪穴住居跡 1棟がある。他は陥し穴状

遺構が散見される程度で、遺物は旧河道の落ち際にまとまる傾向にある。遺物の大部分は縄文時代晩

期中葉～末葉であり、陥し穴状遺構の時期とほぼ合致する。

近年、雫石川右岸は盛岡南新都市計画整備事業に伴い発掘調査事例が急増し、志波城周辺の古代集

落の様相が明らかにされつつある。その分布を見ると古代集落は旧河道を避け、雫石川によって形成

された低位段丘 (砂礫段丘Ⅲ)上を選地してお り、その標高は120～ 125m付近であることが多い点は

さきに指摘 したとおりである。

調査の進展 している古代集落遺跡としては、向中野館遺跡 (2)・ 台太郎遣跡 (3)。 本宮熊堂B遺

跡 (11)・ 飯岡才川遺跡 (5)。 飯岡沢田遺跡・野古A遺跡 (6・ 7)。 南仙北遺跡 (39)。 飯岡林崎

遺跡 (27・ 28)等がある。

台太郎遺跡は10haと いう広大な広が りを持つ古代を中心とした集落遺跡である。50次以上の調査が

行われ、古代の拠点的な集落であったことが判明している。竪穴住居跡500棟以上が検出されており、

特に 7世紀後半～ 8世紀前半、 9世紀後半～10世紀前半にかけての遺構密度が著しい。細谷地遺跡も

奈良時代～平安時代にかけての大きな集落跡である。

飯岡才川遺跡は 9世紀後半を中心時期とする集落遺跡である。平成13年度に報告書が刊行せれ、調

査の結果、竪穴住居跡・堀立柱建物跡・土坑 。円形周溝・溝跡等の古代集落の構成要素が報告されて

いる。報告書では円形周溝の存在から飯岡沢田遺跡との関連が示唆されている。しかし平成14年度の

飯岡オ川遺跡寄 り地点の飯岡沢田遺跡発掘調査で、竪穴住居跡は検出されているが円形周溝は確認さ

れていないこと、飯岡沢田遺跡の円形周溝は低位段丘の最頂部付近にまとまり両遺跡の間には旧1可道

が入る可能性が高いことから、飯岡才川遺跡の円形周滞は飯岡沢田遺跡の円形周溝とは別のまとまり

である可能性がある。

向中野館遺跡は 9世紀後半～10世紀前半を中心時期とする古代集落である。これまでの調査で竪穴

住居跡が15棟調査されており、飯岡才川遺跡の古代集落と同一面にあたること、ほぼ同時期であるこ

とから、飯岡才川遺跡の古代集落と一体となっていた可能性がある。

以上のように雫石川右岸の志波城跡周辺から南東部の本宮、飯岡地区一帯には、志波城に先行する

古墳～奈良時代の集落、徳丹城へと城柵機能が移行した後の集落遺跡が集中する。実際には志波城存

続期間と併行する時期の集落は少なく、それ以降に大規模な集落を数多 く形成するという特徴がある。

細谷地遺跡も前者にあたる集落遺跡として注目される。

雫石川右岸の中世は台太郎遺跡で大規模な建物跡、土壊墓群や、向中野館遺跡で向中野館跡の一部

と考えられる堀跡が検出されている。向中野館は中世の時代に当地域を支配下にしていた飯岡氏関係

の館跡の可能性があると考えられている。

周辺における近世遺構としては、台太郎遺跡等で屋敷跡・井戸跡・カマ ド状遺構が検出されている。

カマ ド状遺構は燃焼部に焚き口と思われる土坑を付属するものが半数以上占めてお り、細谷地遺跡で

も検出されている。台太郎遺跡のカマ ド状遺構は伴出遺物がなく時期は不明であるが、隣接する近世

の掘立柱建物跡が 2棟、隣接する地点にカマ ド状遺構が 2基検出されており、遺物の出土がなく時期

は不明だが台太郎遺跡の類例を考えると近世の可能性がある。ただし、調査区西側は旧河道が複雑に

入 り込み居住域には適さない。
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Ⅲ 調査・整理の方法

調 査 方 法

(1)グ リッドの設定

調査区全域 をカバーするグリッドの設定については盛岡市教育委員会の方針に準 じ、平面直角座標

第X系 を座標変換 した調査座標 を用いた。その内容については第Ⅳ章以降、遺跡 ごとに分けて記載す

る

(2)粗掘 り、遺構検出

表土を重機により除去 し、その後は入力で掘 り下げ遺構検出に当たった。各遺跡の上質・層序 。遺

構検出面等は後述する。

(3)遺 構 の 命 名

遺構名称は盛岡市教育委員会の方針に準 じ、遺跡全体での通し香号としている。遺構種類の略号は

RA:竪穴住居跡、RB:掘立柱建物跡、RCi柱穴列、RD i土坑、RE:竪穴状遺構、RF:焼土遺構、

RG:溝跡・堀跡、RI:井戸跡、RZ:その他、であ り、それぞれ2桁の数字と組み合わせて遺構名 とし

た。野タト調査中には仮遣構名を付 し、室内整理になってから本登録を行った。精査中に、検出段階で

認識した遺構種類と異なることが半J明 し遺構種類名称を変更したもの、遺構とは確認できず登録抹消

にしたものがある。各遺跡ごとに旧遺構名と正式な遺構名が対応する一覧表を掲載している。

(4)遺 構 精 査

遺構は 4分割、 2分割等で埋土を記録する断面を残 しながら掘 り下げた。竪穴住居跡についてはカ

マ ド部分を残 し竪穴部分の完堀を先行し、堆積土層断面記録用のベル ト記録、除去後にカマ ド、柱穴

等の精査を行った。炭化材、焼土ブロックの残存により焼失家屋と判断できる竪穴住居跡については、

焼失状況の記録後に床面を露出した。

本遺跡における竪穴住居跡のカマ ドは大部分が トンネル式の煙道を伴っており、煙出し部分の堀 り

下げを先行 して完堀後に煙道の半裁に着手した。

焼成面を持つ土坑の精査は焼成面を露出させた段階、掘 り方底面まで掘 り下げた段階のそれぞれで

記録を取った。

(5)遺物の取 り上げ

【遺構外出土遺物】 表上で出上した遺物は大グリッド単位・基本土層単位での取 り上げ、遺構精査

開始後に遺構に近接 して出土した遺物、また直接遺構 とは関連しなくとも一定範囲に分布する遺物に

ついては小グリッド単位での取 り上げを基本とした。ただし、試掘段階ではトレンチ名、グリッド設

定以前に出土 した遺物については大まかな地区名までの記録としている。

〔遺構内出土遺物】 遺構埋土掘り下げ段階での出土遺物は堆積土層を把握しながら取り上げること
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2 整理方法

に努めたが徹底できず、概ね上層 。中層 。下層といった区分を行った。下層～床面、並びにカマ ド周

辺出上の遺物は原位置を図化 して番号をつけ取 り上げた。

(6)実  測  記  録

遺構他の実測は簡易遺り方測量、平板を併用した平面図の作成、及び断面図の作成を行った。縮尺
は通常の遺構については1/20を 基本とし、竪穴住居跡カマ ド等の細部記録が必要なものについて1/10

の縮尺、溝跡等長大な遺構については1/50、 1/100の 縮尺も用いた。

(7)写 真 記 録

野外調査の写真撮影に当たってはメインカメラとして中判カメラ 1台 (モ ノクロ)、 サブカメラとし

て35mm判カメラ 1台、デジタルカメラ 1台 (1300万 画素)、 メモ用にデジタルカメラ 1台 (400万画

素)を使用した。遺跡全体、及び遺跡周辺の空撮は委託撮影とし、各遺跡調査終盤に小形飛行機によ

り6× 7判 (カ ラー、モノクロ)での撮影を行った。

2整 理 方 法

(1)遺構記録の整理

遺構実測図は必要に応 じて合成等の編集作業を行い、第 2原図を作成 した。遺構の計測は実測図、

第 2原図をもとに行った。竪穴住居の規模は 4辺の全長を記載 した。コーナーが九みを持つものにつ

いては竪穴プランと近似する直線を想定し各辺の長さを計測 している。住居跡主軸方位はカマ ド・煙

道のある方向とし、座標北からの偏角により示 した。床面積は前述の竪穴プランと近似する方形の面

積を算出したもので、概算の数値である。遺構写真は複数のカットから報告書掲載用の写真を選抜 し

ている。

(2)遺 物 の 整 理

出土遺物は野外作業の合間に水洗、大別仕分け、出土地点の確認 。注記を行い、種類毎に以下の基

準で選抜し資料化した。遺物実測図にはそれぞれスケールを付している。遺物写真は図化資料の大部
分についてデジタルカメラ (1300万画素)に より撮影したが、その中から選択して掲載している。

【土器類】 遺構単位の接合作業と平行して資料の選択・登録を行った。なお、選択にあたっては
全ての個体を登録 。分類する時間的余裕がないため、主に次ぎの点に留意した。

日縁部破片 推定復原値を含め口径を算出できる個体、及び口縁部の器形が把握できる個体。

体部破片  反転実測が可能な個体、及び須恵器奏・瓶類破片で叩目等の調整痕が明瞭な個体。

底部破片  底径を算出できる個体、底部からの立ち上がり角度が把握できる個体、及びロク
ロ使用上器の底部切り離し手法が判明する個体。

以上により選択した個体を登録し台帳を作成した。更に、1遺構から複数の同一分類に属する個体が出
土している場合は、より残存度の良い個体などに絞って二次選抜を行い実測資料とした。

I陶磁器】 種類不明の小破片を除き全点登録した。掲載は実測可能なものを中心に選択している。

【石器・石製品 。土製品類】 全′点登録し、素材剥片、砥石小破片、微細な焼成粘土塊等を除き掲
載資料としている。カマ ド芯材等の竪穴出土自然礫は野外調査中に砥石、台石等の使用痕が認められ
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Ⅲ 調査・整理の方法

るもの以外 を廃棄 したが、一部集中 して出土 した遺構 については石材同定、重量測定を行っている。

なお、石材は同定をしていない。

【金属製品類】 鉄製品、銅銭がある。明らかに近現代のものと判断される個体、小破片で種類を

特定できないものを除き全点登録し、掲載資料とした。鉄製品は錆落としの後に実測し、保存処理を

外部委託した。

【木製品類】 井戸出土の曲物、抗、角材、柱穴出上の柱根がある。全点登録し掲載資料とした。

材の樹種同定、保存処理については外部委託により実施した。

【自然遺物類】 炭化材・炭化種実・骨片がある。住居跡等から出上した炭化材は出土位置を記録

して取り上げたものの中から年代測定を依頼した。骨片は微細なものが大部分で同定を行っていない。

トーーーーー梁行
―重複遺構 (新期)

[遺 物]
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Ⅳ 矢盛遺跡第10・ 11次調査

1調 査 概 要

今回の矢盛遺跡第10。 11次調査の調査区は失盛遺跡の中では南側にあたる。主に中世の堀を巡らす

居館跡と集落跡を検出しているほか、時期不明の溝跡なども確認された。遺構の総数は掘立柱建物跡

13棟 (中世)、 竪穴建物跡 6棟 (中世)、 土坑 6基、屋外炉 1基、堀跡 2条・溝跡22条、井戸跡13基、

道路遺構 1カ 所、土橋 1カ 所、柱穴729個である。いずれもⅣ層上面で検出している。

出土遺物は総数大コンテナで1.5箱である。内訳は中世の陶磁器、かわらけ、鉄製品、木製品、須恵

器、近世陶磁器、銅製品である。

矢盛遺跡第10次調査では堀跡が 1条検出されている (R GO16堀 跡)。 他に検出された遺構 。出土遺

物はない。このR G016堀跡は第11次調査区にも続いている遺構である。よって本稿第 2節以下では

10・ 11次調査成果をまとめて報告していく。

2 グリッドの設定

調査区全域をカバーするグリッドの設定については盛岡市教育委員会の方針に準 じ、平面直角座標

第X系 を座標変換 した調査座標を用いた。ここには世界測地系の値も記しておく。

矢盛遺跡11次調査 基準点位置

第 1図は遺跡周辺の地形図とグリッド配置図である。

グリッドは 1辺50mの大グリッドにより調査区を区割 りし、更にこれを 1辺 2mの小グリッドに分

割している。大グリッド名は北から南方向に算用数字の 1・ 2。 3・ ・、西から東方向にアルファベッ

ト大文字のA・ B・ C・ ・を組み合わせ lA、 2Bと 表示した。小グリッド名は北から南方向に算用数

字の 1・ 2・ 3・ ・25、 西から東方向にアルファベット小文字の a・ b・ c・ ・yを組み合わせ、 la、 2b
と表示 した。実際のグリッド呼称は大小グリッド表示の組み合わせにより2Flaと いった表示とし、

グリッド抗名称はグリッド北西隅の点に与えた。

基準点 グ リ ツ ド名
日本測地系 世界測地系

X Y X Y

1 9B14n -36476 26076 -361683159 25776.4153

2 10Bln -36500 （
υ

揆
υ -36192.3160 25776.4153

10CJ -36500 26122 -36192.3160 258224134

4 1lCJ -36550 26122 -362423164 25822.4134

-10-
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2 グリットの設定
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第2図 矢盛遺跡第10。 11次調査 遺構配置図①
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Ⅳ 矢盛遺跡第10・ 11次調査

基 本 層 序

L=123800m
―

◎

調査区の現況は大半が休耕田と畑地であ り、平

坦な土地であった。遺構の集中する調査区の中央

から西側や東側調査区の一部については耕作痕や

床土が地山面に及んでいる部分も確認された。本

遺跡ののる微高地が過去には極端な起伏を持つ地

形であったとは思えないものの、自然地形がよく

残されているとはいえない。基本層序は調査区中

央の北壁で記録をとった。

I層 黒褐色土 現耕作土層

Ⅱ層 黒褐色土 旧表土 (部分的にみられる)

Ⅲ層 褐色土 漸移層

Ⅳ層 責褐色粘土質土 地山 遺構検出面

V層 褐・責褐・黒褐 。明黄褐色砂 水分多 く含

む。

Ⅵ層 暗褐・黒褐色砂 中小の円礫を含む部分も

多い。湧水。
第 5図 基本層序

検出された遺構と遺物

(1)掘 立 柱 建 物 跡

掘立柱建物跡は729個の柱穴から13棟 を確認できた。堀内部で11棟、堀外部で 3棟見つかっている。

初めに堀外部地区においてR B006～008が見つかった。これらは柱穴の分布する密度が薄かったため

容易に把握できた。これらを参考にしてR B 009～012な どが見つかっていった。柱穴群を全て図化し

た後に他の掘立柱建物跡が推定された。使っていない柱穴がまだ多くあることから、掘立柱建物跡は

まだ増えるが、調査区外の北側と東側の様相が判らない限りは難しいと感じている。

柱穴はその多くが掘立柱建物跡・柱列を構成しているといえるが、小さい柱穴が殆どであった。調

査途中までは精査しても意味がないのではないかと思うほどであった。結果的には近世まで下る柱穴

はないようで遺跡の状況からは中世後半に位置付けられるものとなった。個々の柱穴を精査していく

と、掘り方の径に近いくらいの径を持つ柱痕跡が確認できる例が目立った。使われた柱材に対して掘

られた穴は必要最小限であったことが判り、その深さは遺構検出面からでも40cm以上の深い柱穴も多

くあった。このような柱穴は18世紀頃の近世民家の柱穴などとは雰囲気が違っていた。形状も前述し

たように異なるほかに近世の柱穴群を調査すれば遺構内外から確実にその時代の遺物を得られるもの

である。この遺跡では近世遺物が殆ど出上していないことも、これらの柱穴群が近世にはあたらない

とする根拠にしている。

本遺跡の場合どちらの表現が適切か分かりかねるが上屋を母屋または身舎、下屋は廂として記載し

ていく。柱間寸法は各柱穴の底面中央または最深部間を単純に計測している。柱径は柱穴底面の規模

から想定したものである。単位であるが、 1尺は30.3 cmで 計算している。

○ ―一――

Ξ 三 二 三 二 三 Eこ こ 三 正 三 三 三 二 三 互 ≡ 巨 三 Ξ lv

9           1占
fr/

基本扁庁(1/SO)

1 10YR2/3黒 IE‖i性やや0う 絲まりややrl現川コ:上

ワa 10YR2/3黒 禍 粘■やや」・l tlま りややFlミ ～中
つい 10YR2/2黒禍 粘仕やや羽 藩まりやや球
3 10YR4/4福 hi性 やや耳,絣まりややF14Fittf7/層 (地山 ITr夕層)

10YR5/6 Ait Wi土 質 粘仕中触まりややFl地山
10YR4/4鴇 砂tt ll性やや弓】結まりやや獄
10YR5/6大樹 砂質 粘仕やや1】 能まりやや疎
10YR2/2黒 制+5YR4/8赤 ttJ 1/11性弱(な し)緒 まりやや疎 水分9く 駿化鉄混入
10YR6/8リユ美 砂質 粘性中～やや強 能まりややFI

IOYミ3/Sl占 褐+2/2黒 褐 砂 Wi社弱(な し)絣 まりrl水 分多!と (かなりのスピー ドで水位上昇)

一このINlま では水没する
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4 検出された遺構 と遺物

R B006掘立柱建物跡 (第 6図、写真図版 3)

[位置]RG 015堀跡の外側、RZ 001土橋跡から南に15mの ところに位置している (10B I nグ リッド)。

[平面形式・規模]桁行 3間、梁行 1間の南北棟建物跡である。軸方向はN-30° 一E。 梁行は柱穴が

ないものの 2間あると考えている。柱間寸法は 6.0～ 7.0尺 である。 [柱穴]柱径は20 cm前後であった。

[建物の性格]月 屋ヽか小規模な住居と考えている。遺物 なし。時期 中世後半 (16世紀頃)。

R B007掘立柱建物跡 (第 6図、写真図版 3)

[位置]RG 015堀跡の外狽I、 RZ 001土橋跡から南に15mの ところに位置している (10B18mグ リッド)。

[平面形式・規模]桁行 2間以上、梁行 1間の身舎に最低でも三面の廂の付 く東西棟建物跡である。西

側が調査区外に延びているため、桁行と四面に廂が付 くのかは不確定である。身舎の梁行は柱穴がな

いものの 2間あると考えている。軸方向はE-30° 一S。 柱間寸法は身舎の桁行が 10,1～ 10.3尺 。梁行

は 8.0尺 で 2間 と考えたい。廂の柱間寸法は桁行 8.1～ 10.8尺、梁行 5。9～ 7.8尺 と多 くの間尺が使われて

いる。身舎と廂 とで柱並びが揃わないように配置されている。 [柱穴]径は20 cm弱 のもので構成され

る。 [建物の性格]規模から住居と思われる。遺物 なし。 時期 中世後半 (16世紀頃)。

R B008掘立柱建物跡 (第 6図、写真図版 4)

[位置]RG 015堀 跡に囲まれた内部、 RZ 001土橋跡から北西へ 13mの ところに位置している (9B23
jグ リッド)。 [平面形式・規模]桁行 5間、梁行 2間の東西棟建物跡である。東側から1間 目に間仕

切 りが付 くと考えている。軸方向E-20° 一S。 柱間寸法は桁行が 4.8～ 6.2尺 と本遺跡では狭い間尺を

使っている。桁行は 7.3尺 と7.2尺 を使っている。 [柱穴]深 さ30～40cmの ものが多い。径は10cm～ 18

cIIlで ある。 [建物の性格]付属小屋 と考えている。遺物 なし。 時期 中世後半 (16世紀頃)。

R B009掘立桂建物跡 (第 7図、写真図版 4)

[位置]RG 015堀 跡に囲まれた内部地区、 RZ 001土橋跡から北西へ 23mの ところに位置している (9

B16kグ リッド)。 [平面形式 。規模]桁行 5間、梁行 2間の南北棟身舎に 2面の廂が付 く建物跡であ

る。軸方向E-18° 一 S。 柱間寸法は梁行で 8.3～ 9.5尺、桁行の総長は45尺 となるようにし、それを 5

間で区切るようにしていたと思われる。梁行は7.9尺 と7.2尺が使われている。 [柱穴]40clll以上の深さ

を持つ柱穴が多 く用いられている。径は 15～20cmが主体で他の建物と大差は見られない感 じがする。

[建物の性格]規模や構造から住居とみている。遺物 なし。時期 中世後半 (16世紀頃)。

R B010掘立柱建物跡 (第 7図、写真図版 4)

[位置]RG 015堀 跡に囲まれた内側、 RZ 001土橋跡から北西へ 25mの ところにある (9B17iグ リッ

ド)。 [平面形式・規模]桁行 4間 (34.6尺 )、 梁行 2間 (16.0尺)の南北棟建物跡である。軸方向はN―

17° ―E。 柱間寸法は桁行きが 7.2尺 ～10.3尺 となり、基準寸法は見出せない。 [柱穴]深 さ40～50cm

となる柱穴を多 く用いている。柱径は 15～20cmが主体と推測される。 [建物の性格]建物規模から付

属小屋か住居と考えている。遺物 なし。 時期 中世後半 (16世紀頃)。

R B011掘立柱建物跡 (第 7図、写真図版 4)

[位置]RG015堀跡に囲まれた内部地区、RZ 001土橋跡から北に25mの ところにある (9B14iグ リッ

ド)。 [平面形式・規模]桁行 3間、梁行 1間の南北棟建物跡である。軸方向はN-24° 一E。 柱間寸
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Ⅳ 矢盛遺跡第10・ 11次調査

法は9.4～ 10.5尺 とまとまりを欠 く。梁行きは柱穴がないものの 2問あると考えた方が自然であろう。

[柱穴]検出面からの深さが40cm以 上となる深い柱穴を主体に使っている。径は20～ 15cmが中心とな

る。 [建物の性格]規模から付属小屋 と考えられる。遺物 なし。 時期 中世後半 (16世紀頃)。

R B012掘立柱建物跡 (第 8図、写真図版 4)

[位置]RG 015堀跡に囲まれた内部、RZ 001土橋跡から北に25mの ところにある (9B14oグ リッド)。

[平面形式 。規模]桁行 4間 (33.2尺 )、 梁行 2間の身舎に 1面ないしは 2面の廂が付 く (21.1尺)の南

北棟建物跡である。軸方向はN-26° 一E。 東側は調査区外に延びているため全容は不明である。柱間

寸法は桁行きでも9,3～ 6.8尺 とばらついている。 [柱穴]深い柱穴はあまりない。柱径は15cm前 後のよ

うである。 [建物の性格]住居に相当する建物と考えている。 遺物 なし。 時期 中世後半 (16世

紀頃)。

R B013掘立柱建物跡 (第 8図、写真図版 4)

[位置]RG 015堀 跡に囲まれた内部地区、 RZ 001土橋跡から北に22mの ところに位置している (9B
15qグ リッド)。 [平面形式・規模]桁行 3間、梁行 2間の南北棟建物跡である。軸方向N-29° 一E。

北東隅が調査区外に延びている。柱間寸法は桁行が 10.4～ 12.5尺 でその中でも11.3尺 が多い。梁行きは

10.5尺 間隔を意識 していたと思われる。 [柱穴]隅 には40cm前後の深い柱穴がくるが、その他は浅い柱

穴からなる。径は10～ 18cmで ある。 [建物の性格]規模から付属小屋か住居を考えている。遺物 な

し。時期 中世後半 (16世紀頃)。

R B014掘立柱建物跡 (第 8図、写真図版 4)

[位置]RG 015堀跡に囲まれた内部、RZ 001土橋跡から北に25mの ところにある (9B15pグ リッド)。

[平面形式・規模]桁行 3問 (29.5尺 )、 梁行 2間 (20.6尺)の南北棟建物跡である。軸方向はN-30°

一E。 東側は調査区外に延びているため全体を把握したわけではない。柱間寸法は 8.8尺 ～11.0尺 が使

われている。 [柱穴]隅には深い柱穴がくるがそれ以外は浅いものからなる。柱径は15cm程のようである。

[建物の性格]州 規ヽ模な住居と考えている。遺物 なし。 時期 中世後半 (16世紀頃)。

R B015掘立柱建物跡 (第 9図、写真図版 4)

[位置]RG 015堀跡に囲まれた内側、RZ 001土橋跡から北へ 23mの ところにある (9B18oグ リッド)。

[平面形式 。規模]桁行 2間 (20.8尺 )、 梁行 1間 (17.1尺)の東西棟建物跡である。軸方向はE-24°

―S。 柱間寸法は桁行で 10尺 台、梁行は柱穴がないものの 2間分あると見るべ きであろう。 [柱穴]

浅い柱穴が主体である。径は 15cm前 後と推測される。 [建物の性格]住居に付属する小屋と思われる。

遺物 なし。時期 中世後半 (16世紀頃)

R B016掘立柱建物跡 (第 9図、写真図版 4)

[位置]RG 015堀 跡に園まれた内部に位置し、RZ 001土 橋跡から北に 18mの ところにある (9B19n

グリッド)。 [平面形式・規模]桁行 3間 (25.0尺 )、 梁行 1間 (13.5)の 東西棟建物跡である。軸方向

はE-21° ―S。 柱間寸法は桁行きで 7.5尺～9.2尺 と統一されていない。梁行は柱穴がないものの 2間

分あると見るべきであろう。 [柱穴]浅い柱穴が主体である。径は15cm程のようである。 [建物の性格]

住居に付属する小屋 と思われる。遺物 なし。時期 中世後半 (16世紀頃)
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4 検出された遺構と遺物

R B017掘立柱建物跡 (第 9図、写真図版 4)

[位置]RG 015堀跡に囲まれた内部に位置し、 RZ 001土橋跡から北に 15mの ところにある (9B20n
グリッド)。 [平面形式・規模]桁行 3間 (18.5尺 )、 梁行 2間 (17.3尺 )の東西棟建物跡である。軸方

向E-20° 一S。 柱間寸法は桁行 4.2尺～7.3尺、梁行は 3,7～ 7.6尺 と多様な間尺が使われている。 [柱穴]

南側より北側の方がやや深い柱穴が多い。径は 10～ 15cmと 推定されるものが主体である。 [建物の性

格]付属小屋 と考えている。遺物 なし。 時期 中世後半 (16世紀頃)。

R B018掘 立桂建物跡 (第 9図、写真図版 4)

[位置]RG 015堀跡に囲まれた内部地区に位置し、 RZ 001土橋跡から北へ 12mの ところに位置 してい

る (9B221グ リッド)。 [平面形式・規模]桁行 3間、梁行 2間の東西棟建物跡である。軸方向はE―

18° ―S。 柱間寸法は7.1～ 8.9尺 と多 くの間尺が用いられているが、 9尺 と7尺 を意識していたと思わ

れる。径は10～ 20cmと 推定されるものが中心であった。 [柱穴]浅い柱穴が多 く、深い柱穴は少ない。

[建物の性格]規模から付属小屋を想定している。遺物 なし。 時期 中世後半 (16世紀頃)。

(2)オ主 アll

R C003柱 列 (第 9図、写真図版 4)

[位置]RG 015堀跡に囲まれた内側、 RZ 001土橋跡から北北西に 7mの ところに位置 している (9B
251グ リッド)。 [平面形式 。規模]北東一南西 2間、北西―南東 3間の「 L」 字形に検出されている。

軸方向はN-22° 一Eo RE003竪穴建物跡を囲むような位置にあり、両遺構は関連を持っていると考

えている。 [柱穴]隅の柱穴は深いが他は浅い柱穴からなる。径は 15～20cmである。遺物 なし。 時

期 中世後半 (16世紀頃)。
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(3)土 坑

19基見つかっている。RG 015堀跡に囲まれた内部地区からは15基、

各土坑の特徴については一覧表に整理した。

第 1表 土坑一覧表

Ⅳ 矢盛遺跡第10。 11次調査

外部からは 4基検出されている。

単 位 ・ Cm

遺構名 図版 位 置 平面形 長軸・短軸 深 さ 堆積土 遺物図 備 考

RD098 9B16g 隅丸方形 103× 90 人為堆積。地山ブロックや炭粒含む。 鉄椀⑩

RD099 10B161 長円形 133× 91 8 人為堆積。

RD100 9B17n 長円形 66× 56 8 人為堆積。炭・焼土粒も含む。

RD101 9B17n 長円形 94× 56 入為堆積。焼土粒含む。

RD102 9B16n 長円形 119× 79 人為堆積。炭・焼土粒も含む。

RD103 10B2p 長円形 82× 63 人為堆積。 RG032よ りF二 い。

RD104 9B21k 不整形 250× 130 人為堆積。

RD105 9B19k 円形 86× 81 自然堆積。

RD106 10B l l 不整形 140X120 地山ブロックを少量含む黒褐色上が主体。

RD107 11 9B20k 円形 89× 86 人為堆積。

RD108 9B14k 長円形 109× 83 人為堆積。

RD109 9B14j 不整形 145× 82 人為堆積。炭・焼土粒も含む。

RDl10 9B13k 円形 98× 88 8 自然堆積。

RDlll 9B17m 長円形 187× 79 人為堆積。焼土粒含む。 RDl12よ り羽無しセヽ。

RDl12 9B17m 長円形 96× 63 人為堆積。焼土粒含む。 RDlllよ り古い。

RDl13 9B15h 長円形 83× 71 7 人為堆積。炭粒含む。

RDl14 9A17p 不整形 118× 63 自然堆積。

RDl15 9A13o 円形 71× 65 人為堆積。

RDl16 9A10g 不整形 220× 80 人為堆積であろう。

(4)竪 穴 建 物 跡

R E002竪穴建物跡 (第 12図、写真図版 9・ 10)

[位置]本遺跡中央より南東偵Iの 8C211グ リッドに位置している。RG 015堀 跡に設けられたRZ 001

土橋跡からは北東へ約80mの ところにある。[平面形 。規模]北側が調査区外へ延びているために詳細

は不明であるが、平面形は方形あるいは長方形となりそうである。東―西4.00m、 南―北1.10m検 出さ

れている。東―西方向を長軸と仮定してE-17° ―S。 [堆積土]地山ブロックの小粒を少量含む黒褐

色上であった。[壁・床面]壁は底面からタト傾して立ち上がっている。最大で14cm程 しか残存していない。

床面は概ね平坦であるが極端に固いわけではなかった。貼床ではない。 [柱穴]な し。遺物 (第 23図 、

写真図版33 )床面から鎌20が出土している。時期 不明である。

R E003竪 穴建物跡 (第 12図、写真図版10。 11)

[位置]遺跡の南狽1(9B25mグ リッド)に位置している。RG 015堀 跡に設けられたRZ 001土橋跡か

ら北西へ約 8mの ところで検出された。居館跡に伴う施設なのかを遺構の重複関係からは明らかにで

きないが、現時点では伴うと考えている。[平面形・規模]北東～南西方向にやや長い隅丸長方形を呈
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4 検出された遺構 と遺物

する。規模は北東一南西で3.40m、 北西一南東で2.93m。 長軸方向はN-20° ― E。 [堆積土]最下層

の 4層が自然堆積、その上の 1。 2層 は明黄褐色土粒を微量に含む黒褐色上であるが、自然堆積か人

為堆積かよくわからなかった。 [壁・床面]壁は直立ではなくタト傾して立ち上がっている。特に北壁か

ら東壁にかけては途中で段が付 きながら立ち上がっている。床面は平坦で固い感 じがした。貼床では

ない。 [柱穴]床面や壁の途中からは見つからなかった。遺物 (第23図、写真図版33)底面北東部から

鉄製品23が出上している。 時期 出土遺物からはよく分からないが遺跡全体の状況から中世後半 (16

世紀頃)と 思われる。

R E004竪 穴建物跡 (第 12図、写真図版11・ 12)

[位置]遺跡の南側に位置する。 RG 015堀跡に設けられたRZ 001土橋跡から西へ約15mの ところで検

出された。RG 015堀 跡と重複関係にあり、本遺構のほうが古い。 [平面形・規模]北側は堀によって

切られているほか、南側は調査区外に延びている。検出されている部分では北西一南東3.85m、 北東一

南西1.95mを 測る。N-21° ―E。 [堆積土]人為堆積である。 [壁・床面]壁の残 りが悪 く最大で15

cm程 しか残存 していない。壁溝はなく床面は平坦である。 [柱穴]4基検出されている。遺物 なし。

時期 遺構に伴う遺物はないが遺跡の状況から中世後半 (16世紀頃)と 思われる。

R E005竪 穴建物跡 (第 12図、写真図版13)

[位置]遺跡南側にあたる 9A14hグ リッドに位置している。RG 015堀 跡に設けられたRZ 001土橋跡

から北西へ約68mの ところで検出された。西北西側約10mの ところには軸方向を同じくするRE 006。

007竪穴建物跡がある。 [平面形・規模]南側が調査区外に延びているが、方形を基調とすると見て良

かろう。3.88m× (3.85m)、 軸方向はN-22° 一E。 [堆積土]底面に近い部分しか残存 していないが、

そこでは人為堆積の様相を呈する。 [壁 ・床面]壁は最大で30cm残存 している。概ねどの壁にも壁溝が

巡っていた。溝の深さは床面から約 7 cmで ある。床面は貼床ではなく、地山面をそのまま床面として

いる。 [柱穴]壁に沿って等間隔で分布 している。壁から離れているP8。 11は本遺構に伴わないかも

しれない。遺物 なし。 時期 遺構の形態や本遺跡の状況から中世後半 (16世紀頃)と 考えている。

R E006竪 穴建物跡 (第 13図、写真図版13。 14)

[位置]遺跡の南側 (9A12bグ リッド)に位置 している。RG 015堀 跡に設けられたRZ 001土橋跡か

ら西北西へ約80mの ところにある。南西約 5mに はRE 007竪 穴建物跡が軸をそろえ、並ぶように検出

されている。東南東約10mに はRE 005竪 穴建物跡もあり、この遺構も軸方向が揃っている。 [平面形 。

規模]長方形の長軸にあたる東壁の一部が張 り出す形態である。長軸5,77m× 短軸3.80mに張 り出し部

分の長さ1.38mが加わる。長軸方向でE-21° 一S。 [堆積土]地山ブロックを不規則に含むので人為

堆積と考えている。 [壁・床面]壁は全体的に残 りが悪い。最大で23cm残存 している。底面は基本的に

地山面をそのまま床面とし、平坦に造られていた。極端に固い場所、軟 らかい場所などはない。張 り

出し部分は床面へと緩やかに下る傾斜となっている。この部分だけは薄い貼床になっているようだっ

た。またここには細長い間仕切 り溝のようなものもあることから階段状になっていた可能性がある。

[柱穴]壁際に沿うようにと、P2-P22を結ぶ長軸線状に配置されている。東壁付近では柱穴どうし

で重なるところもあり、この部分では柱を付けかえたか補強した可能性があると見ている。遺物 な

し。時期 遺構の形態、遺跡の状況から中世後半 (16世紀頃)と 思われる。
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RE005
1 1鋭R3/2黒掲粘性やや有縮まりやや弱地山ブロックを微量含む
2 10YR3/2黒 褐粘性やや有締まりやや弱地山ブロック大小粒を不規則に少量含む
3 1CIYR3/2黒 褐粘性やや有締まりやや有地山ブロックを多量含む
4 1CIYR32暗褐 粘性やや有締まりやや弱地山ブロックを微量含む
5 1CIYR2/3黒 褐粘性、締まりやや有
6 111■R7/6明黄褐砂質粘性弱締まりやや有
※人為増積

ザ

第12図  RE002-RE005竪穴建4勿跡
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1 10YR2/2黒褐粘性やや弱締まりやや疎 10■R4/6褐粘土質(径 lc14Jを縞状に2%含 む
2 10YR2/2黒褐粘性やや弱締まりやや疎 10セR6/8明黄褐粘土質(径 lcm以下)を 3%散在
3 1CIYR2/2黒褐+1儀R5/8黄掲粘土質の混合土 粘性やや弱締まりやや疎
4 10YR2/2黒褐粘畦やや弱縮まりやや疎 10YR6ん 明黄掲粘土質(径 lcm以⊃ を5%散在
5 10YR2/2黒褐粘性やや弱締まりやや疎 10YR5/6黄褐粘土質(径3～ 5cmlを小ブロックで3%散在
6 10YR2/3黒褐粘性やや弱締まりやや疎 10YR4/6褐粘土質(径lcm以下)を 2%散在

旺 006
1 lllYR2/2黒 褐 粘性、締まりやや有地山ブロック小粒を微量含む
2 1klYR3/3暗褐 粘性、締まりやや有地山ブロック大小粒を多量含む
3 1鋭R6/4にぶい黄橙砂質十明黄褐粘土ブロック+黒褐粒を混合粘性、締まりやや有
4 10YR3/2黒褐粘性、締まりやや有地山プロック小粒を少量含む
5 10YR2/3黒褐粘性やや有締まっている地山プロック小。中粒を多量含む貼床か
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Ⅳ 矢盛遺跡第10・ 11次調査

R E007竪 穴建物跡 (第 13図 、写真図版15)

[位置]遺跡南側の9A14aグ リッドに位置している。RG 015堀 跡に設けられたRZ 001土橋跡から西北

西へ約15mの ところにある。付近には同じ軸方向をもつ 4・ 5号竪穴建物跡がある。 [平面形・規模]

殆どが調査区外へ延びているが、長方形を基調とする平面形と思われる。北西一南東方向で6.68m、 北

東―南西方向で2.94mを測る。軸方向はE-24° 一S。 [堆積土]黒褐色土を主体とし、その中に地山

起源の責褐色粘土ブロックを不規則に微量含んでいる。 [壁・床面]壁は残 りが悪 く最大で25cm程 しか

残存してなかった。壁溝が北西側 と北東側では確認できた。深さは床面からで 5 cm前後である。床面

は平坦である。 [柱穴]壁際を中心に分布している。遺物 なし。時期 遺構の形態、遺跡の状況から

中世後半 (16世紀頃)と 考えている。

(5)焼 土 ・ 炉 跡

R F001カ マ ド状遺構 (第 14図、写真図版16)

[位置]調査区の西端、 9-All vグ リッドに位置

している。 RG 015堀 跡に設けられているRZ 001

土橋跡から北西に92mの ところにある。 [形状・規

模]北東一南西方向に長軸を持つ長円形の燃焼部

から張 り出すように煙出しが南西側細長 く取 り付

いている。燃焼部が1.97× 0.82m、 煙出し部分の長

さが0。95mを測る。燃焼部の南半部及び煙出し部

の底面付近では焼土粒が少量確認された。燃焼部

の底面は北側に向かって緩やかに浅 くなっている。

壁面などが強く焼けたような痕跡までは認められ

なかった。本遺構を取り囲むような施設の痕跡は

検出されなかった。遺物 なし。時期 遺跡の状

況から中世後半 (16世紀頃)と 考えているが時期

はさらに新しくなる可能を陛もある。
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RF001
1 10YR3″ 黒褐粘性やや弱締まりやや有地山プロックを少量含む
2 10YR3カ 黒褐粘性やや弱締まりやや有地山ブロック、焼土粒を各少量含む
3 10YR3/3暗褐粘性、締まりやや有 地山ブロックを多量含む
4 10YR4/4褐 粘性、締まりやや有地山ブロックを多量含む

0       1:40      1m

|

第14図  RF001カ マ ド状遺構

刀
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4 検出された遺構 と遺物

(6)堀 。溝 跡

RG015堀跡 (第 4。 15図、写真図版22～ 24)

[位置・重複関係]遺跡の南偵1、 今回の調査区のほぼ中央に位置 している。 R E004竪穴建物跡 。RI

007・ 008・ 009と 重複 してお り本遺構のほうが新 しい。 [規模・形状]北東一南西方向へ直線的に20m

延び、そこから南東に向きを変え微妙に南西へ弓状に膨 らみながら37m行ったところで一旦立ち上が

る。この部分が土橋 (R Z001)と なる。土橋が幅約0,9mあ ってからまた堀が始まっているが、それ

は東側へ 5m程が検出されている。調査区内での全長は62,9mで 東側と北側が調査区タトヘ続いている。

遺構検出面での上幅2.44～ 2.20m、 下幅0.95～0.62m、 深さは0.63～ 0.65mを 測る。底面は平坦で壁は外

傾 して立ち上がっている。底面からの湧水なし。 [堆積土]黒褐色土を主体 とする自然堆積 と思われ

る。堀に水が溜まっていたような砂泥の薄層等は見られなかった。 [その他]堀の南辺に土橋が 1基設

けられていたが、他の場所には土橋及び掘立柱の橋などの痕跡はなかった。調査区外へ続 く部分を周

辺地形から推測すると一辺が80～ 70mの方形に近い形で巡ると思われる。

遺物 (第 22・ 23図 、写真図版31。 33)検出面から鉄釘24が埋土からは25。 26の鉄釘と21の鎌と須恵器

重顕部片 4が出土 した。時期 中世後半 (16世紀頃)。

R G016堀跡 (第 4・ 15・ 20図 、写真図版24)

[位置 。重複関係]遺跡の南側、10次 。11次調査区にかかって位置している。R1015井戸跡と重複 し、

本遺構のほうが古い。 RG 015堀跡の西 4mに ある。 [規模・形状]】ヒ東一南西方向に直線的に33m延

びているが、両端は調査区外へ と続いている。遺構検出面での上幅2.20m前後、下幅090m前後、深さ

0,47m前後である。底面は平坦で壁は外傾して立ち上がっている。底面からの湧水はない。 R G015堀

跡に近く、方向と形状が似ている。 [堆積土]地山ブロックを含み、人為堆積 と思われる。底部付近に

水が溜まっていたような砂泥の堆積は見られなかった。 [その他]橋跡などの付属施設の痕跡も精査 し

たが検出できなかった。遺物 (第22図 。写真図版31)埋土中位から9土師器小皿の口縁部破片が出土

している。小破片で誤認かもしれないが手づ くねかわらけの可能性がある。埋土上位からは 5須恵器

甕片が出上した。時期 遺構に伴っての遺物は出上していないが、遺跡内からは16世紀代の遺物が出

上していることから本遺構 も中世後半と位置づけたい。

溝跡

溝跡は22条確認されている。この中で、R G029～ 0311こ ついては道路側溝 R Z002の ほうに記載して

いる。R G032・ 033溝跡はR G015堀 跡の南辺に設けられた土橋跡 R Z001を 渡って堀内部 (居館内部)

に入って直 ぐのところにある。 R G 032・ 033溝跡は左右対称となるような位置にあり形状も似ている。

土橋 R Z 001か ら弧を描 くようにそれぞれ東西方向へ開き、堀跡 R G015と 平行 して廷びているように

観察された。推測であるが R G015堀 跡とこの溝との間には土塁 。塀等があったのではないかと考えて

いる。その他の溝跡については時期不明なものが多い。
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第 2表 清跡一覧表

遺構名 区域 走 向 延長(m) 申目(cm) 深 (cm) 堆積土 新旧関係 時代

RG017 南東部 北東―南西 黒褐色土に地山ブロックや炭粒微量含む。 不明

RG018 南東部 北東―南西 422 黒褐色上に地山ブロック少量含む。
RG019'020よ り新。

RC023・ 024よ り古。
不明

RC019 南東部 北東―南西 黒色土。 RC018よ り古。 不明

RC020 南東部 北―南 黒褐色上に地山ブロック少量含む。 RG018よ り古。 不明

RG02ユ 南東部 北東―南西 212 黒色土に地山ブロック少量散在。 不明

RG022 南東部 北東―南西 炭粒含む黒褐色土。 不明

RG023 南東部 北西―南東 地山ブロックを含む黒褐色土や暗褐色土。 RG018よ り新。 不明

RG024 南東部 北西―南東 地山ブロックを含む黒色土や暗褐色土。 RG018よ り新。 不明

RG025 東部 北西―南東 127 黒色上に地山ブロックを微量含む。 不明

RG026 東部 北西―南東 暗褐色土に地山ブロックを多量に含む。 不明

RG027 南東部 北西―南東 9 人為堆積か。 不明

令
ｕ 北東部 北西―南東 記録なし。 不明

RC029 中央南 北東―南西 地山ブロックと小礫を含む黒褐色土。 R1005・ 006よ り

'折

。 16c頃

RG030 中央南 北東―南西 地山ブロックを含む黒褐色土。 R1006よ り新。 16c頃

β
〕 中央南 北東―南西 7 地山ブロックを含む黒褐色土。 16c頃

RC032 中央 南西―東 地山ブロックを微量含む黒褐色土 RD103よ り新。 16c頃

RC033 中央 南東―西 地山ブロックを少量含む黒褐色上 16c頃

RC034 中央西 北東―南西 297 記録なし。 不明

RG035 中央西 北東―南西 地山ブロックを含む人為堆積。 不明

RG036 西部 北西―南東 地山ブロックを含む人為堆積。 不明

RG037 西部 北東―南西 地山ブロックを含む人為堆積。 RE006・ 007よ り

'折

。 不明

RG038 西部 北東―南西 黒褐色土に地山ブロックを少量含む。 不明

RC039 西部 北東―南西 暗褐色土と明責褐色粘上の混合土。 不明

Ⅳ 矢盛遺跡第10・ H次調査

(7)井  戸  跡

基本的に埋め戻して廃棄しているが、底面付近が自然堆積となる例がいくつかあった。おそらく使

用中に堆積が始まり、水を汲めなくなると埋め立てて別な丼戸を使ったと考えている。

R1005井戸跡 (第 17図・写真図版24)

[位置]遺跡南側の10B7nグ リッドに位置している。R G015堀 跡に設けられているR Z001土橋跡か

ら南に8mの ところにある。道路側溝R G029と 重複関係にあり、本遺構のほうが古い。

[形状・規模]深 さは遺構検出面から1.12mあ った。上部は径2.23m× 1.94mの 不整円形をしている。中

部から下部にかけては長円形に掘り込まれる。東側の壁は緩やかに、西側の壁は急角度に立ち上がっ

ていた。底面は砂礫層上面 (Ⅵ 層)に達しており地下水が少し湧いた。 [堆積土]地山ブロックを不規

則に含む人為堆積である。遺物 なし。時期 陶磁器、銭貨等の時期を示す遺物は出上していないが、

遺跡の状況から中世後半 (16世紀頃)と 考えている。
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4 検出された遺構と遺物

R1006井 戸跡 (第 17図、写真図版24)

[位置]遺跡の南側にあたる10B6nグ リッドに位置している。RG 015堀 跡に設けられているRZ 001土

橋跡から南に 7mの ところにある。道路側溝 R G029'030と 重複関係にあり、本遺構のほうが古い。

[形状・規模]深 さは遺構検出面から1.09mを 測る。上部は径2.05m× 1.98mの不整円形、下部は径 1.03

mの円形に掘 り込まれる。底面は平坦ではなく丸味を持っている。砂礫層の上面まで達してお り湧水が

認められた。西側壁が他よりも緩やかな角度で立ち上がっている。 [堆積土]地山起源の明責褐色土が

多量に含まれる人為堆積である。遺物 なし。時期 陶磁器、銭貨等の時期を示す遺物は出土 してい

ないが、遺跡の状況から中世後半 (16世紀頃)と 位置づけておく。

R1007井 戸跡 (第 17図、写真図版25)

[位置]遺跡南側の10B4oグ リッドに位置している。RG 015堀 跡に設けられているRZ 001土橋跡から

東に4mの ところにある。 RG015堀跡と重複関係にあり本遺構のほうが古い。R1008井戸跡との前後

関係は不明である。 [形状・規模]遺構検出面からの深さは1.37mあ った。上部は1.53m× 1.45mの 円

形、下部は径0。73mの 円形に掘 り込まれる。底面は概ね平坦で砂礫層を掘 り込んでいる。井戸枠 とし

て曲物を用いていたようであるが細かな破片となっていた。湧水あり。 [堆積土]地山ブロックを不規

則に含む人為堆積。遺物 (第22図 ・写真図版 )木材細片が底面付近を中心に散在するように小 コン

テナで0.3箱 分出上 した。 17・ 18はその中でも曲物の一部と思われ、等間隔に筋目が刻まれている。時

期 陶磁器、銭貨等の時期を示す遺物は出上していないが、遺跡の状況から中世後半 (16世紀頃)と

考えている。

R1008井 戸跡 (第 17図、写真図版25。 26)

[位置]遺跡の南狽1にあたる10B3pグ リッドに位置 している。RG 015堀跡に設けられているRZ 001土

橋跡から東に4.2mの ところにある。 RG 015堀跡より古いが R1007と の新旧関係は不明である。 [形

状・規模]遺構検出面からの深さは1.06mである。上部は2.36m× 1.80mの不整長円形、下部は径0.83

mの円形と径0,85mの 円形が連なるように掘 り込まれる。底面は概ね平坦である。砂礫層までは掘 り

込まれずにその上層の砂層までである。遺物 なし。時期 陶磁器、銭貨等の時期を示す遺物は出土

していないが、遺跡の状況から中世後半 (16世紀頃)と 位置づけておく。

R1009井 戸跡 (第 17図、写真図版25)

[位置]遺跡南側の10B3oグ リッドに位置している。RG 015堀 跡に設けられているRZ 001土 橋跡から

北東に lmの ところにある。RG 015堀 跡と重複関係にあり本遺構のほうが古い。 [形状 。規模]遺構

検出面からの深さは1.21mを 測る。上部は2.77m× 2.72mの 円形、下部は0。93m× 0,70mの長円形に掘 り

込まれている。北西壁に対して南東壁のほうが緩やかな角度で立ち上がっている。底面は九味を持ち

砂礫層にまで達している。湧水も認められた。 [堆積土]底面に近い 3～ 6層は自然堆積であった。他

の井戸跡より平面規模が大きいのは壁が崩れたせいであろう。その上の 1。 2層 は人為堆積である。

遺物 なし。時期 陶磁器、銭貨等の時期を示す遺物は出土 していないが、遺跡の状況から中世後半

(16世紀頃)と 考えている。

R1010井 戸跡 (第 18図、写真図版26)

[位置]遺跡の南側にあたる10B7oグ リッドに位置している。RG 015堀 跡に設けられているRZ 001土
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Ⅳ 矢盛遺跡第10'11次調査

橋跡から南東に10mの ところにある。 [形状・規模]遺構検出面からの深さは1.17mを 測る。東側は調

査区外にある。上部は径2.27mの 円形、下部は径1.50m円 形に掘 り込まれると推測される。底面はやや

丸味を帯び、砂礫層を掘 り込んでいる。壁は途中で段が付きながら外傾気味に立ち上がっている。 [堆

積土]底面付近の 5～ 8層 は自然堆積であった。その上の 1～ 4層 は人為堆積で 3層 には大小の礫が

多量に含まれていた。このように丼戸堆積上の中に多量の礫を含む例は本遺跡の調査ではこのR1010。

016・ 017の 3例がある。遺物 なし。時期 陶磁器、銭貨等の時期を示す遺物は出上していないが、

遺跡の状況から中世後半 (16世紀頃)と 位置づけておく①

R1011井 戸跡 (第 18図 、写真図版26)

[位置]遺跡南側の 9B25pグ リッドに位置している。 RG 015堀跡に設けられているRZ 001土橋跡か

ら北東に10mの ところにある。RG 015堀 跡で囲まれる居館跡の堀内部に位置的にはあたる。 [形状・

規模]遺構検出面からの深さは1.37mを 測る。東側は調査区外に延びているが、上部は2.33mの 円形、

下部は径1.48m円 形に掘 り込まれていると推測される。壁は途中で段が付きながら外傾して立ち上がっ

ている。底面はやや丸味を帯び、砂礫層を掘 り込んでいる。湧水も認められた。 [堆積土]底面付近の

2～ 6層 は自然堆積。その上の 1層 は人為堆積であった。遺物 なし。 時期 陶磁器、銭貨等の時

期を示す遺物は出土 していないが、遺跡の状況から中世後半 (16世紀頃)と 考えている。

R1012井戸跡 (第 19図、写真図版26)

[位置]遺跡の南側にあたる9B19jグ リッドに位置している。 RG 015堀跡に設けられているRZ 001

土橋跡から北西に20mの ところにある。RG 015堀 跡で囲まれる居館跡の堀内部地区に位置的にはあた

る。 [形状 。規模]遺構検出面からの深さは1.08mを 測る。上部は2.32m× 2.24mの不整な円形、下部は

1.21m× 1.16mの不整形をしている。底面は平坦で、砂礫層まで掘 り込んでいる。湧水あり。壁は途中

で段が付 くように外傾 しつつ立ち上がっている。 [堆積土]底面付近の 5～ 8層は自然堆積。その上に

のる 1～ 4層 は人為堆積である。遺物 なし。時期 陶磁器、銭貨等の時期を示す遺物は出土 してい

ないが、遺跡の状況から中世後半 (16世紀頃)と 位置づけてお く。

R1013井戸跡 (第 19図、写真図版26)

[位置]遺跡南側の 9B16jグ リッドに位置している。 RG 015堀跡に設けられているRZ 001土橋跡か

ら北東に26mの ところにある。RG 015堀跡で囲まれる居館跡の堀内部地区に位置としてはあたる。 [形

状・規模]遺構検出面からの深さは1.18mで あった。上部は2.83m× 2.66mの ほぼ円形、下部は1.52m×

1,13mの長円形に掘 り込まれている。底面は平坦で砂礫層直上の砂層まで達 している。壁はタト傾 して

立ち上がっていた。井戸枠 として曲物を使っていたようで、薄い板材が底面付近には残っていた。

[堆積土]底面付近の 8～ 10層 は自然堆積であった。その上にのる 1～ 7層は人為堆積である。遺物

(写真図版32。 33)底面から丼戸枠 として使っていたと考えられる曲物の破片が小コンテナで0.5箱 ほ

ど出土している。細い板材で反ったものもみられた。時期 井戸枠として使っていたとみられる曲物

の破片をAMSに て測定したところ12世紀頃の可能性があるという測定結果が得られている。

R1014井戸跡 (第 19図、写真図版27)

[位置]遺跡の南側にあたる9B121グ リッドに位置している。 RG 015堀跡に設けられているRZ 001

土橋跡から北北西に32mの ところにある。RG 015堀 跡で囲まれる居館跡の堀内部地区に位置的にはあ
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4 検出された遺構と遺物

たる。 [形状 。規模]遺構検出面か らの深 さは1.38mを測る。北側が調査区外になるが上部 は径2.64m

の円形、下部は径 1.25mの 円形に掘 り込 まれていると推測 される。底面は概ね平坦で中央部には直径

20clll以 上と推測される曲げ物が据えられていたようであった。残 りが悪 くその破砕 した木片が確認で

きたに過ぎないが調査区外の北側にはもう少し形を留めた状態で残存 しているかもしれないと感じた。

砂礫層直上まで掘 り込んであり、湧水 も認められた。壁は外傾 しながら立ち上がっている。 [堆積土]

下層の 7～ 12層 は自然堆積で、その上にのる 1～ 6層 は人為堆積であった。遺物 なし。時期 陶磁

器、銭貨等の時期を示す遺物は出土していないが、遺跡の状況から中世後半 (16世紀頃)と 位置づけ

ておく。

R1015井 戸跡 (第20図、写真図版27)

[位置]遺跡南側の 9A12xグ リッドに位置 している。RG 015堀 跡に設けられているRZ 001土橋跡か

ら北西に44mの ところにある。RG 015堀 跡 と重複 し本遺構のほうが新 しい。 [形状・規模]遺構検出

面からの深さは0,78mを測る。上部は径1.50mの 円形、下部は径0.65mの 円形に掘 り込まれる。底面は

砂層下の粘土層に及んでいた。他の井戸よりも浅いため単なる土坑の可能性もある。 [堆積土]底面か

ら壁に沿って所々に自然堆積が見られるが、他は全て人為堆積であった。遺物 なし。時期 陶磁器、

銭貨等の時期を示す遺物は出土していない。遺跡の状況から中世後半 (16世紀頃)と 考えているが時

期はより新 しくなる可能性もある。

R1016井 戸跡 (第20図 、写真図版27)

[位置]遺跡南側の9-A10yグ リッドに位置 している。RG 015堀 跡に設けられているRZ 001土橋跡か

ら北西に88mの ところにある。 [形状・規模]遺構検出面からの深さは1.08mであった。】ヒ側が調査区

外にあるが上部は径2.36mの 円形、下部は径0.88mの 円形になると推測される。底面は平坦で砂礫層直

上の砂層を掘 り込んであり湧水も認められた。壁は段が付きながら立ち上がっている。 [堆積土]人為

堆積の様相を呈する。 5～ 6層には大礫も投げ込まれていた。遺物 なし。時期 陶磁器、銭貨等の

時期を示す遺物は出土していないが、遺跡の状況から中世後半 (16世紀頃)と 位置づけてお く。

R1017井戸跡 (第20図、写真図版27)

[位置]遺跡の南側にあたる9-All xグ リッドに位置している。RG 015堀跡に設けられているRZ 001

土橋跡から北西に87mの ところにある。 [形状・規模]遺構検出面からの深さは1.14mを 測る。上部は

1.43m× 1.33mの 円形、下部は1.08m× 1.05mの円形に掘 り込まれる。底面は平坦で砂礫層まで達してい

る。湧水あり。壁は急角度で立ち上がっている。 [堆積土]基本的に人為堆積で大小の礫 も投げ込まれ

ている。底面に近い部分は自然堆積かもしれない。遺物 なし。時期 陶磁器、銭貨等の時期を示す

遺物は出土 していないが、遺跡の状況から中世後半 (16世紀頃)と位置づけておく。
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A LF123 300m
A B

Ⅳ 矢盛遺跡第10,11次 調査

L=123300m

L123300m

B

RG015ベ ルトA
l 10YR〃 2黒褐粘性やや弱締まり中
2 1鋭R2/1黒 粘土質粘性中縮まりやや疎～中 1儀R6/8明黄褐粘土質小

ブロック(径 1～ 3cm)を 3%含む
3 10YR2/2黒 褐粘性やや弱締まり中 10YR6/8明黄褐粘土質小ブロック

(径 1～ 8cnlを5%含む(下部に多い)

※自然堆積

RCJ015ベ ルトB
l 10ヽR2/2黒褐粘性やや弱締まりやや疎
2 1帆 R2/2黒褐粘性やや弱締まりやや疎 1鋭R6/6

明黄褐粘土質撤径1～ 5clnlを 3%含む
3 10YR2/1黒 粘'性やや弱～中締まりやや疎 10YR5/6

黄褐粘土質小ブロック(径 1～ 3cmlを2%含む
※自然堆積

A A B
L=123400m

B

RG016ベルトA   
砂

1 10■ R2/3黒褐粘性やや有締まりやや密地山ブロックを微量含む
2 10■/R3/2黒褐粘性やや有締まりやや密 地山ブロックを多量含む
3 10YR6/6明黄褐ブロック主体粘性やや有締まりやや疎 隙間に黒掲土

RG016ベ ルトB
l 10YR3/2黒 褐粘性、締まりやや有
2 10YR3/2黒 褐粘性、締まりやや有地山ブロック小粒

を少量含む
3 1鋭 R3/2黒褐粘性、締まりやや有地山ブロック中～

大粒を少量含む

RG015ベルトC
l l鋭R2/3黒掲粘性やや弱締まりやや疎 10ヽR4/6褐粘土質を縞状に2%混入
2 10YR2/2黒 褐粘'陛やや弱締まりやや疎～中
3 10YR2/3黒 褐粘性やや弱締まりややlla l儀R5/8黄褐粘土質徹 径5mm以下)1%混入
4 10YR2/2黒 褐粘性やや弱締まりやや疎 1儀R5/8黄掲粘土質を轟状に2%混入若干水分多い

5 1鋭R2/2黒褐粘'I生やや弱締まりやや疎 1儀R5/8黄褐粘土質を小ブロック(径 1～3cm)で2%
混入若干水分多い

C レ123400m      _9フ

A レ121900m ――♪
´

' 
レ123200m B e L 121600m_ξ

´

寸
RG017ベルトC
l 10YR2/2黒褐粘性やや弱締まり

やや疎～中下位に10YR5/6黄褐粘土質
小ブロック(径 lcm)を 20/。 散在

2 10YR2/1黒 粘性やや弱縮まりやや疎

下位に10YR5/6黄褐粘土質をマーブル

状に2%程度含む

レ121700m _今A

RG017べ )レ トA
l 10■/R2/2黒 ～黒褐 粘性中

締まり中 炭化物を1%以下散在

ー
RG017ベルトB
l 10YR2/1黒 粘性中締まり中

一部に1鋭R76褐 小ブロック

(径 lcm遊 %散在

RG018・ 019ベル トA
(1層がRC.018、  2層 がRGr019)

1 10YR2/2黒褐 粘性中 締まり中

ド部に10YR7お明黄褐ブロック

を少量含む

2 101rR2/1黒 粘性中 締まり中

:一 じ12800m_: C

RG018・ 020べ ,レ トB
l 10YR2/2黒 褐粘性やや弱～中

締まり中 10YR6わ明黄褐粘性中

締まりやや疎地山土をマーブル

状に混入
2 10YR2/2黒 褐より若干暗い粘性中

締まり中下言限こ10■ R6/6明黄褐を

少量混入
3 10V霰 2/2黒褐粘性中締まり中

心――じ121900m――♪
´

1 1儀R2/3黒褐粘性中締まり中に
10■R6/8明黄褐粘土質をマーブル

状に混入(下部になる程多い)

2 10YR3/3暗褐粘性やや弱締まり中

下言pこ 10■
/R6/8明

黄褐粘土質
ブロックを10%〉昆入

3 101R3々 暗褐+10■ R6/6明黄褐
粘土質を同等に混入する層
(明黄褐ブロック径3cm下部に多い)

C
L=121800m    ―

。 P―一レ121600m―-9

=2ヽ =生 ヱ 乾 >
RC.018・ 024べ ,レ トD
(1層力沢G018、 2層 力`RC.024)

1 10YR2/2黒褐粘1生やや弱
締まりやや疎 10YR7/6
明黄褐ブロック(径3cm)少量混入

2 10YR5/6黄 褐+76褐 の混合土

粘性中締まり中地山再堆積

A           A
。一――L121800m ―

O

RG7021,022(1層 がRCJ021、

2層力浪G022)
1 1硯R2/1黒 粘性中

締まりやや疎～中下部に

地山ブロック(径 lcnll少量散在
2 10■/R2/2黒褐粘性中

締まり中炭化物1%以下、

下部～東側にかけて地山と

混ざリマーブル状に堆積

0          1 :50          1 6rn

勲3018・ 023ベルトC
(1^ヤ 3す冒力落G018、 3層力縣3023)
1 lCIYR2/3黒 褐粘性中締まり中

10YR6/6明 黄褐粘土質を小
ブロック(径 1～2cml散在

2 10YRy4暗褐 粘性中締まり中
1鋭R6/6明黄褐粘土質を下部に10%混入

3 1碗 役8た ,音褐 +10WR6/6明 黄褐 粘土質

の混合層粘性中締まり中

A レ121 800m A´

マ
RG024            1 loYR2/1黒 粘性やや有締まり弱
1 1鋭R2/1黒 粘性中締まり中   黄褐ブロック小粒を微量含む

1鋭R5/8黄褐粘土質(地 山)を  ※床土直下で検出 Ⅲ層と同じ堆積土
縞状に5%混入

2 10YR3/3暗 褐粘性中締まり

やや疎に10YR6/6明 黄褐粘土
質を縞状に20%混 入

各Ⅲ 123300m_か
´

トレ

く 二 五 万
―

RCr025

砂 (酸化)

第15図 RG015～RG025堀・溝跡
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今 L123300m― 今

RG026
1 10YR3/3暗褐粘性、締まり

やや有黄褐ブロック多量含む

谷+12M00na♪

士
RG027
1 lllYR2/3黒褐粘性やや弱

縮まり中
2 11143/2黒 褐+10YR4/6

褐粘土質の混合土 粘性やや弱
締まり中混合層であり、固く

締まつている→埋め戻しか

A レ123800m  一―今 Aい12330m A

ーRCFr031

1 10VR2/2黒褐粘性やや弱
締まり中10YR6/6明 黄褐小
ブロック(径1～ 3cm13%散在

RGj028・ 攪乱溝(1層がКЮ28、 2層が攪乱溝)

1 10YR3/3暗褐粘性締まりやや有り

黄褐プロック多量含む

A

RC」029,030rミ ,レ トA
IRG029)
1 10YR2/2黒褐粘性やや弱締まり中
2 10YR2/2黒 褐粘性やや弱締まり

やや疎～中 10YR6/8明 黄褐小ブロック

(径 lcm以 下)を 2%散在
仙3030)
1 10YR2/2黒褐 粘陛やや弱締まり中
2_10YR2/2～ 3黒褐粘性やや弱締まり中

10YR6/8明 黄褐小ブロック(径 lcm以下)を

5%散在

RC.033

1 lCIYR2/3黒褐 粘性、締まりやや有
地山プロックを少量含む

各上望3200m今
´

―
RCr034
1 10YR3/2黒褐粘は 締まり

やや有地山ブロックを少量含む

各 L123400m一 か
´

V
RG035
1 10YR2/3黒褐粘性、縮まりやや有
2 10YR2/3黒 褐粘性、締まりやや有

地山ブロックを少量含む
3 10YR〃3黒褐粘性、縮まりやや有

地山ブロックを多量含む

各ど
=12360吐

谷
´

ヤ
RCJ039
1 10YR3/3暗掲+明黄褐色粘上の混合土

粘性、締まりやや有

RC.029,030冷ミルトB
IRG029)
1 lCIYR2/3黒褐粘′は 縮まりやや有地山

ブロックと小礫を微量含む

QG030)
1_lCIYR2/3黒褐粘ほ 締まりやや有地山

ブロック小粒を微量含む

荒団n

鵠 B2n

RC.036
1_10YR2/2黒 褐粘性、締まりやや有地山

ブロックを微量含む
2 1∝R3/8暗褐粘性、締まりやや有地山

ブロック大粒を多量含む

ざ
―  卜123600m―各

´

RC.038
1 10YR2/3黒 褐粘1生、締まりやや有

地山ブロック大・小粒を少量含む

男16図  RG026～ RG039清跡

C
L=123200m      一

。

RG029・ 030いミ,レ トC
IRCr029)

1 10YR2/3黒 褐粘性、締まりやや有地山
ブロック小粒を微量含む

(RC.030)

1 10■7R2/3黒
褐粘性、締まりやや有 小礫

を少量含む

今―レ123300m― ひ

RC032
1 10YR3/2黒褐粘性、締まりやや有

地山ブロック小～中粒を微量含む

李――レ123600m― ◆

RCr037
1 1帆R3/1黒褐粘1生、締まりやや有地山

ブロックを微量含む
2 10YR4/1褐 灰 粘性やや有締まつている

地山ブロックを少量含む
3 10YR4/1褐 灰粘性やや有締まつている

地山ブロックを多量含む

L=123300m
A :_    I_123200m B

荒

▲
八

C

調

査

区

外
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Ⅳ 矢盛遺跡第10,■次調査

６０

Ｘ

Ｒ‐。

RG030  RG029

111 キI

L123000m

A´

A A

斑005
1 10YR3/2黒褐 粘性、締まり弱地山ブロックを小粒微量、小～極小礫を

多量含む
10YR3/2暗 褐粘性、締まり弱地山ブロックを大～小粒多量、小～極小

礫を多量含む
10YR2/1黒 粘性、締まりやや有
1侃R3/3暗褐粘↑生、締まりやや有地山ブロックを多量含む
10YR6/6明 黄褐 粘性やや強い締まりやや有
10YR2/1黒 粘性、締まりやや有
1碗R5/3にぶい黄褐砂質粘性弱縮まりやや弱
lllYR6/6明黄褐 粘性やや強締まりやや有

0         1:50        16m

粘土質 シル ト

R1006
1 1侃R6/6明黄褐プロック主体、その隙間に黒土を少量含む粘性やや有

締まりやや弱
2 10YR2/1黒 粘4と、締まりやや有地山ブロックが壁付近に不規則に少量

見られるイヽ礫を微量含む
3 10YR6/6明黄褐 粘性、締まりやや有黒褐上を少量混入
4 10YR2/1黒 粘性、締まりやや有地山プロックを少量含む
5 1偶R6/6明黄褐粘性縮まりやや有
6 10YR6/6明黄掲 粘性締まりやや有
7 10YR6/6明黄褐粘性縮まりやや有
8 10YR5/6黄渇 砂質粘性弱締まりやや有掘り過ぎか

Ｂ

ｏ

調

査

区

外

鵠 B4q

第17図  R1005～ 009井戸跡
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検出された遺構 と遺物

L=123300m C C

B B

調

査

区

外

L=123100m

電009
1 lllYR2/3黒 褐粘性やや弱締まり中オヽ東径1～ 3cm)2%、 1鋭R6お明黄褐粘土質をまばらに

5%含む(径lcm以 下)

2 1儀駅2/2黒褐 粘性中締まりやや弱 10YR6/6明黄褐粘土質ブロック(径 1～ 10clulを 5～7%
含む

3 1儀く2/1黒 粘土質粘性中～やや強締まりやや疎
4 1儀く5/8黄褐粘土と10YR7潟黄橙粘土を互層、間に1儀R2カ黒褐を挟む粘性やや強

締まり中水成堆積
5 1儀R7/6明黄 褐粘土と10h R2/1黒 を稿状に互層を成す 水成堆積
6 10■ R2/2黒褐粘上と砂 粘性やや強～強締まり中砂礫を混じる

※1～2層は人為堆積、3～6層 は自然堆積

<く聖く

ギ

I°°1°

調査区外

A

Ⅲ007
1 10VR2/2黒褐 粘性やや弱締まりやや疎 1併k7/8

黄橙色粘土質小ブロック(径 1～ 5cm)を 3%含む
2 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱締まり中全体に1硯R6/8

明黄褐粘土質小ブロック(径 1～ 5cm)を 5～7%含む
3 10ヽR2/2黒褐 粘性やや弱～中締まり中全体に

10ゝR6/8明黄褐粘土質小ブロック(径 1～ 15cm)を 5%含む
4 10■/R7/8黄 橙 粘土粘性中～やや強締まりやや疎

砂を混入

R1008
1 1鋭R2/2黒褐 粘性中締まりやや疎 下部に10YR6/8

明黄褐粘土質小ブロック(径 1～ 10cllllを 5%含む

外区

ｍ
駕
鰐
下

査調

剪寸§ね５十‐

<則
°餌 1

A
L=123700m

可010
1 10■ R3/31音褐表土(水 田耕作土)

Ⅱ 水田床土
■ 1後R2/3黒褐粘性、締まりやや有 小礫、地山ブロック極小粒を微量含む
1 1儀衆2/2黒褐 粘性、締まりやや有地山ブロック中粒を極微量含む
2 10YR2/2黒褐 粘性、締まりやや有地山ブロック極小粒を多量含む
3 1儀R3/2黒褐粘性やや有締まつている地山ブロック、大・小礫を多量含む
4 10壮寵3/2黒褐粘性、縮まりやや有地山ブロックを多量含む
5 1帆R2/2黒掲粘性、縮まりやや有地山ブロック不規則に多量、小礫を微量含む
6 1帆R6/6明黄褐砂質粘性やや弱締まっている
7 10YR6/6明 黄褐砂質締まっている粘土、黒褐土を微量混入
8 10YR6/6明 黄褐砂質締まっている粘上、黒褐土を微量混入
※1～4層は人為増積、5～ 8層 は自然堆積

鷲011
1 10h R3/2黒褐 粘性やや有締まつている小・中礫多量、地山

ブロック小粒を少量含む
2 10Ч段6/6明黄褐 粘土、粘1生有締まりやや有黒褐上を混入
3 1鋭R2/2黒褐 粘性、締まりやや有
4 111YR6/6明黄褐粘土と黒褐との混土粘性有締まりやや有
5 1鋭駅2/1黒 粘性有締まりやや有 グライ化した地山ブロックを

少量含む
6 75YR6/8橙 粘土 粘性有締まっている

※1層は人為堆積、2～6層は自然堆債

0         1:50

下部は酸化鉄、礫 まじり

砂

-40-
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Ⅳ 矢盛遺跡第10・ 11次調査

A

A

R1013

し=123100m

粘土

て__口礫
_

晨」012
1:10■7R3々 暗褐砂質キ10YR6/8明 黄褐 粘土質+1帆R2/2黒褐粘性やや弱

締まりやや疎
2 111YR3/3暗褐砂質粘性やや弱締まりやや疎
3 10YR4/6褐 砂粕陛やや弱締まり疎
4 111YR2/1黒 粘↑生やや弱締まりやや疎 10YR3/4暗 鴇 砂 粘1生やや弱縮まり

やや疎を411%含 む
5 10YR2/1黒 粘性やや弱締まりやや疎 10YR4/6褐 粘土質粘性やや

弱～中締まりやや疎を下部にに 5～ 20cm)の ブロックでお債 5%含む
6 10YR5/6～ 76黄褐～褐 粘土質粘性やや弱縮まりやや疎に1鋭R2/1

黒粘性やや弱～中締まりやや疎 を特に下部に縞状に含む
7 10Wく76褐 粘土質粘性やや弱～中締まりやや疎
8 10WR76褐 砂 粘↑生質締まりやや疎
※1～4層は人為増憤、5～7層は自然堆積、8層 は崩落

L=123000m
A

R1013
1 lllYR2/2黒 褐粘性、締まりやや有
2 1CIYR2/2黒褐粘性、締まりやや有地山ブロックを微量含む
3 1klYR3/2黒褐粘性、締まりやや有地山プロック小粒を多量含む
4 1鋭R5/6黄褐 粘性やや有 締まつている
5 10YR2ρ 黒褐 粘′は 締まりやや有地山ブロックを少量含む
6 10YR2/2黒褐 粘性、締まりやや有
7 10YR3/2黒褐 粘′は 締まりやや有地山ブロック小粒を多量含む
8 10YR3/2黒褐 粘'I生有締まりやや有 地山ブロック小粒を多量含む
9 10YR3/2黒褐粘'I生有締まりやや有 地山ブロック小粒を多量含む
10 10YR6/6明黄褐粘土粘性有締まりやや有黒褐上を少量混入
※1～ 7層 は人為堆積、8～ 10層は自然堆積

A

λ剛014

→ 弛 131

A
L=123200m

シル

R1014
1 1帆R2/2黒褐粘性やや有締まりやや弱地山ブロック小粒を極微量含む
2 10YR2/3黒褐粘性やや有締まつている地山ブロック大粒を多量含む
3 1帆R2/2黒褐粘性やや有締まりやや弱焼土粒を極微量含む
4 10YR2/1黒 粘性やや有締まりやや弱
5 1噸 ″ 黒褐粘性締まりやや有地山ブロック小粒を極微量含む
6 10YR2″ 黒褐粘性やや有 締まり弱下位は8層に似る曲げ物据え付けか
7 10YR2/2黒褐粘1生、締まりやや有地山ブロック小粒を極少量含む
8 10YR7/8黄橙粘土粘性やや有締まっている黒褐土少量混入
9 10YR5れ にぶい黄褐砂粘性なし締まっている
10 10YR6/6明黄褐 砂粘性なし締まっている粘土少量含む
11 lllYRげ 6明黄褐砂粘性なし締まっている
12 1偶R78黄橙粘土砂と互層を成す粘性、締まりやや有
13 10YR2/2黒褐粘性有締まりやや有
※2～ 6層 は自然堆積、7～ 12層は人為堆積

1:50

第 19図  R1012～ R1014井戸跡
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比 ド

検出された遺構 と遺物

L=123000m

R1015
1 10YR3/2黒褐 粘低 締まりやや有地山ブロック小粒を多量含む
2 10YR3/2黒褐粘性、締まりやや有10YR3/1黒褐ブロック少量、

地山プロック小粒を微量含む
3 10YR3/2黒褐 粘↑家 締まりやや有地山ブロック小～中粒を少量含む
4 10YR6/6明黄褐粘土ブロック主体粘性やや強締まりやや有 黒褐土を少量含む

※1～ 3層 は人為Jte、 引冒は自然堆積

A m016

R1017

L=123600m         __各

義用。g

R1016
1 1鋭R2/3黒褐+10YR6/6明 黄褐粘土質の混合粘性やや弱締まりやや疎～中

人為埋め戻し上
10YR2/2黒 褐粘性やや弱締まりやや疎 10YR5/6黄褐粘土質粒(径 1～5nalを3%散在
10YR2/2黒 褐粘性やや弱締まりやや疎 lllYR5/8黄 褐粘土質小ブロック(径3cmlを 1%
以下含む
10YR2/3黒褐 粘性やや弱縮まりやや疎 10YR5海黄褐粘土質小ブロック

(径 1～ 5cmlを3%散在
10YR2/3黒 褐 粘性やや弱締まりやや疎 1帆R4/6褐粘土質緻径1～翫m)を 5～ 7%散在
10YR2/2黒 褐 粘性やや弱締まりやや疎に10■R4/6黄褐 粘土質を縞状に5～7%含む

10YR2/2黒 褐 粘性やや弱締まりやや疎 1鋭R6/6明黄褐粘土質小ブロック(径 1～ 3cm)

を3～5%散在(6層 との境やや多い)

1帆R6/8明黄褐 粘土粘11中 ～やや強縮まり中
10YR4/4褐 粘性やや弱締まりやや疎 10YR2/2黒褐小ブロック(径 1～3cmlを 1%含む
lCIYR3/2黒 褐粘粘性やや弱縮まり中

λ

＆

　

■

　

＆

“

■

　

＆

銭

１０

今__  L=123500m  __今

兆 ド代g

0         1:50 1 6rn

R1017
1 lllYR2/3黒 褐粘性やや弱締まりやや疎 10YR5/8黄褐粘土質小ブロック

(径3～ 5cmlを2%含む
2 1優R3/4暗禍 砂質粘性やや弱縮まりやや疎亜円陳径5cm1 2%下位に散在
3 1優R2″黒褐粘性やや弱締まりやや疎 10YR5/8黄褐 砂質を縞状に3%含む
4 10YR2/2黒褐と10YR4/6砂質の混合粘性やや弱締まりやや疎亜円礫

(径 10cnlj下部に多量含む
5 10YR2/2黒 褐粘性やや弱締まりやや疎水分多い

6 1偶k76褐 砂質 粘性やや弱締まりやや疎水分多い

砂
｀

~~荘r

-42-
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Ⅳ 矢盛遺跡第10・ 11次調査

(8)その他の遺構

R Z001土 橋跡 (第21図 、写真図版28)

[位置]遺跡の南側、調査区のほぼ中央にあたる10B3nグ リッドに位置 している。 [規模・形状・構

造]RG 015堀跡に造られている。堀の南西隅から南東へ36mの ところにある。堀に新たに土砂を入れ、

盛土によって橋にしたのではなく、この上橋 となる部分だけ堀を掘削せずに掘 り残すことで土橋とし

ていた。地山をそのまま使った土橋である。RG 015堀 跡の上端が少し崩れているために土橋の上幅に

ついても性格に測ることが難しい。上幅0.9～ 2.lmの範囲となるが、 5～ 6尺の幅と推測 している。下

幅は2.85m、 長さは1,72mを 測る。堀底から土橋検出面までの高さは約0.65mで あった。石や板などを

路面に敷いたような痕跡は特に見られなかった。 [柱穴]土橋の西側にある柱穴P490。 492は門跡を構

成していたかもしれない。対応する柱穴 2個が土橋東側になければならないが、R1009や RG 015等 に

よって把握できなかった可能性がある。この場合桁行 1間、梁行 1間の門を想定している。 P490と こ

れに姑応する柱穴が東側 (R1009付近)にあったとして二本柱の門と見ることもでき、門を想定する

場合は何れかの構造となると思われる。遺物 なし。時期 RG 015と 同じ時期となり中世後半 (16世

紀頃)と 考えている。

R Z002道 路跡 (第21図、写真図版29)

[位置]遺跡の南側、調査区の中央南側に位置している。 [路面の規模・特徴]RZ 001土橋跡から延び

てお り調査区内では北北東 ―南南西に長さ14.Om、 幅はRG 030-031間 で1.4m～ 18mあ る。南南西側

は調査区外に続いている。路面は極端に固いわけではなかった。柱穴状の小土坑が数個あるが本遺構

に関係のあるものか無関係の遺構なのかよく判らなかった。石を敷いたような痕跡は特になかった。

[側溝の規模・形状 。堆積土]RG 029'030・ 031が道路側溝となる。RG 015堀跡と直交、土橋跡RZ

001と は同じ方向で延びている。北北東―南南西方向にRG 029・ 030は 18.4m、 RG031は 5.lm程検出さ

れた。上幅・深さ・堆積土はRG 029で54cm× 20cm、 地山プロックと小礫を含む黒褐色土。RG 030で 75

cm× 26cm、 地山ブロックを含む黒褐色土。RG 031は 35cm× 7 cmで地山ブロックを含む黒褐色上である。

RG 029・ 030の新旧関係は不明である。いずれの溝跡も南南西側は調査区外に続いていた。遺物 な

し。時期 RZ 001土橋跡と同じ時期といえ、中世後半 (16世紀頃)と位置付けておく。

(9)遺構外出土遺物

[古代の上器](第 22図 、写真図版31)8は須恵器重の体部である。

[陶磁器](第22図、写真図版31・ 32)10は 16世紀頃の中国産染付皿。11は瀬戸美濃産鉄釉陶器碗で16

世紀頃と思われる。12・ 13は近世肥前産染付皿、14。 15・ 16は近世以降の陶磁器であろう。

[金属製品](第23図 、写真図版32)東側調査区北端から31鉄釘と32銅製小箱が出土している。
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4 検出された遺構と遺物
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斗孔団怖

RZ001 EL橋跡・ RZ002道路跡



Ⅳ 矢盛遺跡第10,11次 調査

ゞ 鍛ヽ

鯵 1蘊

-17

扇ア判

十
欝ガ韻

ω″Ql

超 /域

14

第22図 須恵器・土器・陶磁器・木製品
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4 検出された遺構と遺物
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第23図 金属製品
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第 3表 土師器・須恵器観察表

掲載
番号

仮番
出土地点

層位 種類 器種
存
置

残
位

器厚 外面調整 内面調整
面
調

外
色

胎土 重量(ゴ 備 考
遺構名 位 置

1 P10 埋 土 須悪器 一質 体 ロクロ ロクロ 灰 術 薫 器 系 陶 器 か

6 R1008
1,雪

上 部
須恵器 甕 底一体 タタキ 灰 白

3 8 RE003 南東角
主
位

埋
中

須恵器 発 体 クタキ タタキ 灰 白

4 RG015 埋 土 須恵器 壷 顕 ロクロ ロクロ 灰 白 須恵器系陶器か

5 9 RG016
9A
22、v―r

上
位

理
上

須恵器 甕 底 青灰 細石多 1163

6 7 RG030
土
位

埋

下
須恵器 霊 体

ケズリ、
ロクロ

ロクロ 黒褐色 121.6

7 P7
土
位

埋
中

須恵器 斐 頸 タタキ タタキ 灰 656

8 1項 遺構外
調全区

西側
表土 須恵器 霊 体 ロクロ ロクロ 灰 白 206

9 RG016
9A
20v― M′

土
位

埋

中
土師器 小皿 口縁 ヨコナデ 不 明 橙 かわらけか

Ⅳ 矢盛遺跡第10・ 11次調査

第 4表 陶磁器観察表

載
号

掲
番 仮番 出土地点 層位 産地・種類 器種 年代

存
置

残
位

室 (cm)
特徴

重量
(宜 )

備 考
口径 底 径 器 高

l 遺構外 表土 中国産染付
皿か

碗
口縁

外

内

文様なし、

唐草か

遺構外 表土 瀬戸美濃産陶器 碗 16cか 月同
内外 :鉄釉

(茶色)

4 遺構外 表 土 肥前産染付 皿 底 底 差々/1ヽ さ▼

遺構外 表 土 肥前産染付か 皿 近 世

5の
2

遺構外 表 土 陶器 鉢 近世以降カ 口縁 無釉

遺構外 表土 柴付 皿 不 明 口縁
肥前 Ⅱ・Ⅲ頃

か、写真のみ

4c 遺構外 表上 磁 器 不 明 近代以降 内外 :褐色 写真のみ

6 潰構外

第 5表 木製品観察表

載
号

掲
番 仮 番

出土地点
層位 種類

存
置

残
位

計測値 (cm) 存
置

残
位 特徴 備考

遺構名 位置 (グ リッ ド) 長 さ 幅 厚 さ

l R1007 埋土下位 出物か 月同 内 側 に 亥uみ 日 2と 同一

2 R1007 埋土下位 曲物か 月同 内 4F‖ に刻 み 日 1と 同一

第 6表 金属製品観察表

掲載
番号

仮番
出土地

層位
種類 (含む
金属種類)

計測値 (cm)
重量 (g) 特徴 備考

遺構名 位 置 長 さ 幅 )享 さ

RD 098 検出面 鉄碗
口径

(110)
底径 (80) 器高 (53) 2743

RE 002 床 面 鉄鎌 395

RG 015 埋土中位 鉄鎌

RG 032 東端 埋上下位 鉄刀子

6 RE 003 QNE 床 面 鉄製品

3 RG 015 検出面 鉄 釘

7 RG 015 東 側 埋土上位 鉄 釘

RG 015 北 側 埋 土 鉄 釘 (13ユ

5 RG 035 埋土上位 鉄釘か (28) 4と イ以る

1 P5 埋 土 鉄 釘

4 P6 埋 土 鉄釘か 5と イ以る

2 P4 埋 土 鉄 釘 (35)

9 東側調査区 北 端 表土 鉄釘

東側調査区 北 端 表 土 銅製蓋付箱
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4 検出された遺構 と遺物

第 7表 ビッ ト観察表

種 別 番号

位置
(グ リ
ッド)

規模 (cm)

備 考上端 下端

深 さ

底面
標高
(m)長軸 短軸 長 軸 短軸

P 1 9B24m 122662

P 2 9B23m 122497

P 3 9B16o 215 122389

P 4 9B16o 235 125 122550

P 5 9B19o 325 387 122345

P 6 9B151 260 220 122607

P 7

P 8 10AIG 175 122560

P 9 9A9s 375 305 122721

P 10B191 352 122530

P 9B12q 125 122392

P 9B13o 300 122390

P 9B18p 255 122541

P 9B13p 122662

P 9B13p 235 122536

P 9B14o 250 22406

P 9B14o 270 22400

P 9B13q 255 22383

P 9B14o 400 300 275 22443

P 9B14o 135 122596

P 9B14o 255 250 122565

P 9B14o 265 250 22417

P 9B14p 22502

P 9B14p 155 122331

P 9B14p 260 22501

P 9B14p 22586

P 9B14q 205

P 9B14n 225 407 22337

P 9B15n 217 22527

P 9B15れ 155 22307

P 9B15o l■5 122572

P 9B15n 270 122474

P 9B15n 285 165 283 122461

P 9B15o 225 122588

P 9B15o 300 260 122376

P 9B15o 275 155 268 122465

P 9B15o 145 389 122386

9B15p 250 122524

P 9B15p 345 295 155 122560

P 9B16m 576 22162

9B16n 22333

P 9B16n 22493

P 43 255 338 122390

9B16o 22295

P 9B16p 405 122343

P 9B16m 275 135

P 47 9B16n 255 22495

P 9B16o 522 22211

P 9B16o 330 175 155 22524

P 9B16o 22281

種 別 番号

位置
(グ リ
ッド)

規模 (cm)

備考上端 下端

深 さ

底 面

標 高

(m)
「

t朝 1 短 軸 長 軸 短 軸

P 9B16o 275 22428

P 9B16p 22458

P 9B16p 22601

P 9B16q 300 429 22287

P 9B16q 202 22495

P 9B17n 22318

P 9B17n 255 22392

P 58 9B17o 380 115 22462

P 59 9B16p 105 22130

P 60 9B16p 285 337 12234[

P 275 237 12251〔

P 62 9B17n 850 509 12226℃

P 63 9B17o 375 171 12259C

P 9B 7o 260 22576

P 9B17p 22299

P 9B17p

P 9B17p 523 22210

P 9B17p 292 122416

P 9B17p 295 175 22506

P 9B18m 275 22473

P 7] 9B18n 22423

P 9B18n 22566

P 9B18n 275 265 2241

P 9B18n 300 250 200 22288

P 9B18o

P 9Bユ 8o 22630

P 77 9B18o 245 220 122635

P 9B18o 122365

P 9B18p 122385

P 9B18o 305 5 160 122595

P 8ユ 9B18o 295 150 122388

P 9B18p 122580

9B18p 285 245 0 332 122391

P 9B18p 255 122321

P 9B18p 205 22312

9B18p 22221

P 9B18q 220 212 122515

P 9B12i 122227

9B12j 241 22453

P 90 9B12, 22506

P 9B12k 260 22464

9B12k 22485

P 9B13i l■ 0 22522

P 9B139

P 9B13」 22625

P 9B13i 235 122261

P 9B13k 570 122664

P 98 9B14i 12246〔

P 99 9B14j 210 205 122634

P 9B14j 122617

-48-



種別 番号

位置
(グ リ
ッド)

規模 (cn)

備 考上 端 下端

深 さ
蜘
肺
くｍ＞

長軸 短 草由 長軸 短 軸

P 9B14k 355 22335

P 9B141 22364

P 9B141 128

P 9B14i

P 9B14j 275 250 115 22339

9B14k 22545

9B14k 235 235 22450

P 108 9B14k 5 22717

109 9B14k 290 290 115 22584

P 9B141 145 22322

P l 9B141 475 335 330 22376

P 2 9B15i 205 22625

P 3 9B15i 175 165 22548

P 4 9B15i 225 293

P 5 9B15i 300 290 22721

P 6 9B15i 300 22281

P 7 9Bl動 1■0

P 8 9Bl動 245 22218

P 9B15k 22475

P 9B15k 22366

P 1 9B15, 22671

P 9B15k 22195

P 9B15k 22660

P 9B15k 22502

P 9B151 211 22563

P 9B151 120 2238ユ

P 27 9B151 22235

P 128 9B151 22325

P 129 9B151 147 22603

P 9Bユ 6i 265 192 22642

P 9B16i 22595

P 132 9B16j 22334

P 9B16j 105 22265

P 9B16, 22672

P 9B16」 22549

P 9B16に 265 175 122366

P 9B16k 22360

P 9B161 170 22675

P 9B161 105 237 22529

P 9B16m 122508

P 9B16m 22412

P 9B16m 22315

P 9B12h 22270

P 22298

P 255 125

P 9B13f 22715

P 9B131 110 22606

P 9B13h 250 105 22535

P 9B13h 265 l■5 22665

P 9B13h 210 22510

種 別 番号

位置
(グ リ
ッド)

規模 (cm)

備 考上端 下端

渫 さ
輌
鵬
ω

長 軸 短 軸 長軸 短Htll

P 9B13h 265 122508

P 9B 270 122825

P 9B14e 207 122715

P 154 9B14f 122694

P 9B 375 205 223 122657

P 9B14g 122640

P 9B14h 122416

P 158 9B14h 225 122646

P 159 9B 537 122265

P 160 9B14h 122290

P 9B14h 175 122469

P 9B14h 280 208 122590

P 9B14i 170 5 61 122747

P 164 9B15d 122671

P 9B15h 245 122665

P 166 9B15i 110 11ユ 122704

P 167 9B15h 200 122698

P 168 9B15h 122624

P 169 9B15i 275 265 525 122257

P 170 9B16h 800 122082

P 9B16h 175 122716

P 172 9B16i 250 122682

P 173 9B19n 122490

P 174 9B19n 122402

P 9B19n 320 305 466 122304

P 176 9B19n 122435

P 177 9B19m 450 122512

P 178 9B19n 305 526 122192

P 179 9B19n 235 122158

P 180 9B19n 255 122463

P 9B19n 280 202 22546

P 9B19n 22509

P 9B19n 205 859 22388

P 9B19o 22559

P 9B19o 220 22496

P 9B19o 160 150 122406

P 9B19o

P 9B19o 305 265 22505

P 9B19o 265 122188

P 9B19o 75 122170

P 9B19o 375 280 200 386 22349

P 9B19o 265 245 171 22570

P 235 185 22611

P 9B19o 260 260 462 22259

P 9B19p 220 200 22382

P 235 75 22398

P 9B19p 260 245 22433

P 198 9B19p 250 145 22547

P 9B19p 125 22613

P 200 9B19p 385 22365

Ⅳ 矢盛遺跡第10'H次調査
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4 検出された遺構 と遺物

種 別 番号

位置
(グ リ
ッド)

規模 (cm)

備考上端 下端

深 さ
蜘
肺
⑪

長 軸 短 軸 長ll 短 軸

P 9B19p 265 122520

P 202 9B19p 250 122480

203 9B19q 122683

204 9B20n 275 122436

P 205 9B20n 220 122418

P 206 9B20n 290 122252

207 9B20n 174 22590

P 208 9B20n 290 230 215 22540

P 209 9B20o 308 22428

P 9B20o 429 22305

P 9B20o 265 22494

P 9B20。 255 22513

P 9B20o 295 157 22580

P 9B20o 220 22236

P 9B20o 120 22288

P 216 9B20p 22396

P 217 9B20p 275 235 22490

P 9B20p 221 22492

P 9B21n 290 223

P 9B21n 235 215 22359

P 9B21n 22451

P 9B21o 255 22654

P 223 9B21o 165 125 22595

P 9B21o 270 22480

P 225 9B210 375 235 200 22540

P 226 9B21p 400 122514

P 9B22p 300 260 122529

P 9bl巧 122398

P 229 9bl狗 335 300 122443

P 230 9bliJ 280 250 293 122522

P 9b17j 122435

P 232 9b17j 122548

P 233 9b17j 298 122522

P 234 9B18, 588 122219

P 9B18i 125 122642

P 9Bl狗 215 0 122620

P 9Bl衝 0 122597

P 9B17k 535 122300

P 9B17k 122477

P 9B17k 260 0 22669

P 241 9B17k 122262

P 9B17k 300 122396

P 9B181 22554

P 9B171 275 22525

P 9B171 300 95 22548

P 9B171 275 172 22603

P 9B171 305 22574

P 248 9B171 255 125 494 22802

P 9B17m 275 245 22139

P 250 9B18m 570 450 22338

種別 番号

位置
(グ リ
ッド)

規模 (cm)

備 考に端 下端

深 さ

底 面

標 高

(m)長 軸 短 軸 長軸 短軸

P 9B18m 295 22391

P 252 9B18k 22462

P 9B18k 295 290 22649

P 254 9B18! 156 22660

P 255 9B18k 22738

P 256 9B18k 285 250 22593

P 9B18k 215 22430

P 258 9b18監 325 305 155 122422

P 9B19k 320 122493

P 9B18m 345 122268

P 9B181 265 122425

P 262 9B18m 122334

P 9B18m 200 122634

P 264 9B18m 227 122556

P 265 9B18m 170 22522

P 266 9B18m 22582

P 267 9B18m 122458

268 9B19m 260 179 122626

9B19m 22688

P 9B191 2250ユ

P 9B191

272 9B19m 380 355 22303

P 9B191 240 1■5 22568

P 274 9B191 265 235 22575

P 275 9B191 250 22327

P 276 9Bl釘 122666

P 277 9B19j 152 122658

9B19i 113 122725

P 9Bl" 325 122438

P 9B20」 122655

P 9B20J 135

P 9B20k 235 122288

P 285 260 122235

P 245 289 122516

P 9B20k 840 525 175 22540

P 286 9B20k 2263]

P 287 9B201 455 122475

P 288 9B2■ 22260

P 9B2■ 0 22605

P 9B2J 22286

P 9B21k 205 22567

P 9B20m 240 22514

P 9B20m 22420

P 294 9B20m 22527

P 9B201 110 1226ユ 4

P 296 9B21m 285 122445

P 297 9B21m 275 122460

P 298 9B21m 265 225 122485

P 9B21m 336 122378

P 9B20k 256 122587
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種 別 番号

位置
(グ リ
ッド)

規模 (cm)

備 考上端 下端

深 さ

底 面

標 高

(m)長 軸 短 軸 長朝1 短 軸

9B17g 22140

9B17h 110 185 2272ユ

P 9B17h 22758

P 9B17h 22666

P 305 9B16h 235 22705

P 306 9B16h

P 9B16h 22605

P 308 9B17h 22739

P 9B16i 122669

P 9B16i 22454

P 9B17i 295 295 448 22397

P 9B17i 240 122691

P 9B17i 245 22757

P 9B171 205 282 22579

P 9B17i 22698

P 3 6 9B17i 205

P 9B17i 280 302 22752

P 9B18h 22496

P 3 9B18五 205 155 22735

P 9B18h 380 495 22385

P 9B18i 22508

P 9B18i 22599

P 323 9B18i 360 560 22276

P 324 9B18i 125 322 22490

P 325 9B19h 125 22743

P 326 9B19h 205 15 22668

P 9B19h 259 22610

P 328 9B19i 22631

P 9B19i 200 22284

P 330 9B19i 22615

P 9B20g 200 122735

P 9b20h 390 230 347 22558

P 9b20h 245 288 22626

P 9b20h 404 122515

P l15 205 122713

P 9B20i 350 260 22632

P 9B20i 290 255 363 122530

P 9B15e 215 115 122877

P 9B15e 260 276 22699

P 9B15e 22815

P 9B15f 122723

P 9B15g 295 260 22500

P 9B15g 295 22259

P 9B15g 22583

P 9B15g 200 181 22718

P 9B16d 205 133 22884

P 9B16e 165 22735

P 9B16d 220 215 22985

P 9B16e 865 115 22804

P 350 9B16f 22670

種 別 番号

位置
(グ リ
ッド)

規模 (cm)

備 考上端 下 端

深 さ
踊
肺
ｍ長軸 短軸 長 ll 短軸

P 9b16g 122668

P 9b16g 122573

P 9b16g 275 122570

P 354 235

P 355 71 122812

P 356 265 302 122645

P 7f 275 155 122374

P 358 335 446 122479

P 359 122756

P 360 122638

P 285 279 122649

P 122608

P 185 236 122700

P 122848

P 365 9B18g 225 122824

P 366 9B18g 280 122297

P 867 9B19g 305

P 868 9B19g 122685

P 369 9B201 220 122829

P 370 201 122777

P 9B22に 290 22552

P 372 9B22k 265 22628

P 373 9B22k 255 175 145 122382

P 374 9B22k 280 286 22522

P 375 9B22k 630 0 122603

P 376 9B22k 225 120 122400

P 377 9B221 22513

P 378 9B221 211 22543

P 379 9B22m 330 300 200 125 12217]

P 380 9B22m 22512

P 9B22o 22665

P 9B22o 22460

P 9B22o 280 5 15 22499

P 9B23監 430 0 0 22248

P 385 9B24監 295 265 238 22578

P 9b231 22424

P 9b231 275 5 22295

P 9b231 55 22499

P 270 270 22336

P 9B23m 280 235 5 22540

P 9B23m 22393

P 9B23n 60 22565

P 9B23n 380 22443

P 394 9B23れ 175 22615

P 395 9B23o 1■ 5

P 396 9B23o 350 115 122608

P 397 9B23o 275 122562

P 398 9B24k 325 122366

P 399 9B24k 220 301 122494

P 400 9B24k 235 122549

Ⅳ 矢盛遺跡第10。 11次調査
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4 検出された遺構 と遺物

種別 番号

位置
(グ リ
ッド)

規模 (cm)

備考上端 下 端

深 さ

底面

標高

(m)長軸 短軸 長町I 短軸

P 9B241 22547

P 9B24na 280 22552

P 9B24m 375 22485

P 9B24n 22510

P 9B24n 325 22136

P 9B24n 305 275 22493

P 407 9B24n 355 22388

P 408 9B24n 22708

P 409 9B24n 305 275 22508

P 9B24o 375 22399

P 9B24o 22520

P 9B24o 215 22553

P 9B24p 355 275

P 9B25k 265 260 175 175 122642

P 9B25k 280 ユ22614

P 9B25k 245 230 122538

P 9B25k 22402

P 9B25k 285 22798

P 10Blk 655 530 550 22595

P 10Blm 22515

P 9B25n 22517

P 9B25p 215 22330

P 9B21f 250 205 122857

P 9B21g 122602

P 9B21g 285 270 122686

P 426 9B21g 245 220 122649

P 9B2 60 122386

P 428 9B21h 465 275 75 122545

P 429 9B21 305 200 122553

P 9B2 155 122576

P 431 9B21 260 165 122656

P 432 9B21 295 285 122320

P 9B21j 280 122574

P 434 9B21j 122416

P 9B21 122658

P 436 9B2 250 122440

P 437 9B21 122627

P 9B22g 305 300 122667

P 439 9B22h 270 122540

P 9B22h 285 100 122709

P 9B22h 22793

P 9B22i 22606

P 9B22」 22638

P 9B23h 212 22673

P 9B23h 265 22614

P 9B23h 235 22753

P 9B23i 280 270 478 22403

P 9B23i 22473

P 9B23j 290 122565

P 9B23j 225 122520

種房U 番号

位置
(グ リ
ッド)

規模 (cm)

備 考上端 下端

深 さ

底 面

標 高

(m)長軸 短軸 長 軸 短軸

9B23J 175 22814

P 9B23k 235 74 22640

P 9B24g 22795

P 9B25f 1■ 5 22714

9B24g 275 205 117 22777

P 9B24h 210 2273

P 9B24h 22735

458 9B24h 22782

P 9B25五 22840

P 460 9B24i 250 458 22376

9B24J 250 22485

9B24J 204 22613

P 463 9B25」 855 765 22695

464 10Blj 22750

465 10Blj 420 225 22649

P 466 9B25d 22736

P 467 9B25d 22594

468 10B2h 300 230 125 122658

P 469 10Blj 122592

P 470 9B21d 122921

471 9B21d 275 l10

P 9B24e 505 280 122400

P 9B24e 255 275 122617

P 474 9B24c 122724

P 9B25d 122814

P 476 9B25d 237 22577

P 477 9B25d 155 122831

P 9B25d 275 122752

P 10BJ 2■ 5 17ユ 22596

P 480 10Bln 122624

P 10B2m 477

P 482 10B2m 295 115 22568

P 10B2m 335 22354

P 484 10B2m 115 22635

P 485 10B2m 225 288 22346

P 486 10B2m 220 205

P 487 10B2m 147 22502

P 10B2n 350 445 22310

P 10B2n 22495

P 490 10B3m 22126

P 10B31 365 240 22315

P 492 10B4m 521 22204

P 10B4m 455 122395

P 10B4m 230 122645

P 10B5m 122677

P 496 10B4m 485 360 177 122668

P 497 10B4o 380 122367

P 498 10B4o 1■ 0 122466

P 499 10B4o 525 299

P 500 10B4o 360 222 122463
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Ⅳ 矢盛遺跡第10。 11次調査

種 別 番号

位置
(グ リ
ッド)

規模 (cm)

備考上 端 F端
深 さ 輌

酪
ｍ

長軸 短車i 長軸 短引,

P 551 10B81 390

P 552 10B81 380 122556

P 10B81 122377

P 10B91 122698

P 10B91 122626

P 556 10B101 122760

P 10B101 22656

P 558 10B161 122706

P 559 10B16r 255 122644

P 10B171 22522

P 10B17コ 22517

P 10B17n 312

P 10B18o 22454

P 10B18o 275 22537

P 565 10B19o 22603

P 10B19k 260 22658

P 9B17o 265 22256

P 568 10B201 22722

P 569 10B201 22637

P 570 10B20D 378 22542

P 10B21n 255 255 22527

P 572 10B20n 275 105 277 22620

P 573 10B2i 295 122300

P 10B2i 122222

P 575 10B2j 170

P 10B2j 345 240 122290

P 10B3k 395 305 122505

P 10B3k 355 175 122563

P 9Bllc 505 305 螂 0 228 122540

P 9B15c 385 22677

P 9B18a 280 427 22646

P 9B19c 285 22588

P 583 9B20c 245 122860

P 584 9B20a 220 122651

P 585 9B21a 325 22883

P 586 9B21b 22701

P 9B21c 225

P 9B12c 505 260 22478

P 9B12b 265 22526

9B13b 22670

9B14a 1611 570 1260 22532

P 9B15a 220 135 22678

P 593 9B13a 320 295 22727

594 9B13a 22824

P 595 9B13a 575 22634

P 9B13a 260 275 22810

P 9B13a 370 110 122759

P 9A13y 105 122960

P 9A14y 270 122695

9A17w 122754

種別 番号

位置
(グ リ
ッド)

規模 (cm)

備 考上 端 下 端

深 さ
輌
肺
ｍ

民軸 短軸 長軸 短軸

P 10B5p 285 245 122680

P 10B5p 205 580 122306

P 10B5p 175 l14 122764

P 504 10B6o 260 220 202 122661

P 505 10B6p 355 122607

P 506 10B6p 122329

P 507 10B7o 205 227 122696

P 508 10B7o 390 122754

P 509 10B7n 255 122602

P 10B8o 122750

P 10B8o 210 122680

P 10B8p 122280

P 10B8p 255

P 10B8m 122818

P 10B8m 255 122828

P 10B8o 200 155 122737

P 10B9n 225

P 10B9n 275 122611

P 10B9n 291

P 10B9o 235 598 122357

P 10B9■ 275 122632

P 522 10B9n 120

P 10B10n 295 122606

P 10B10n 245 115 287 122679

P 525 10B10n 260 130 なЭ3 122577

P 10Bll 250 118 122893

P 10Bll 155 122608

P 10Bll 255 122682

P 10B121 295 275 22692

P 580 10B12n 285 22554

P 10B12o 320 307 122675

P 10Bllo 22484

P 10B10r 345 305 388 22547

P 534 10B9m 220 22773

P 535 10B9p 245

P 536 10B9p 0 22668

P 10Blln 255 22950

10B61

P 10B5m 385 22468

P 10B5m 22510

10B6m 5 22540

P 10B61 22669

P 10B71 22488

P 10B71 122430

P 10B7m 122687

P 10B71 122566

P 10B71 200 170 217 122718

P 10B7m 260 115 122624

P 10B81 355 122570

10B81 260 122722
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4 検出された遺構 と遺物

種 別 番号

位置
(グ リ
ッド)

規模 (cn)

備 考上 端 下端

深 さ

底 面

標 高

(m)長軸 短軸 長軸 短軸

P 9A17x 22654

P 9A20v 405 22760

P 9A20x 275 122869

P 9A20x 525 485 22935

P 9A20x 265 22865

P 9B23a 290 275 と25 ユ22547

P 607 9B23a 360 122710

P 608 9A25v 230 215 22985

P 609 9A23x 22732

P 9A23x 360 255 250 122932

P 9A23x 22884

P 9A24x 280 255 22744

P 9A24w 335 122728

P 9A25w 290 255

P 9A25w 240 22823

P 10Alw 225 ユ22759

P 617 10Alw 270 120

P 10A 285 22746

P 10Alx 250 122848

P 620 9B24a 122724

P 9A24y 22825

P 9A24y

P 623 9A25y 255 137 122861

P 9A25y 270 22510

P 625 9B25a 380 22746

P 9A25y 365 122799

P 9A25y 22827

P 628 9A25y 540 22721

P 10Alッ 115 22778

P 9B13p 240 22869

P 10Aly 22870

P 9A25s l17 22967

P 9A22r 295 275 125 22920

P 9A19p 22898

P 635 9A18o 295 23070

P 9A18p 156 23060

P 637 9A16q 22825

P 638 9A16q 22931

P 639 9A15q 270 23095

P 640 9A15o 535 520 23158

P 9A16r 22968

P 642 9A17s 250 235 22967

P 643 9Alls 22714

P 644 9A12s 22744

P 645 9Allr 295 22913

P 646 9A12q 23020

P 647 9A12q 270 255 12 23054

P 648 9A12q 355 12 23027

P 649 9A13p 205 lJ

P 9A13p 23027

種 別 番号

位置
(グ リ
ッド)

規模 (cm)

備 考上 端 下端

深 さ

底 面

標 高

(m)長軸 短軸 長軸 短軸

P 9A 123157

P 9A 255 170 123088

9A 3m 270 257 122895

P 654 9A 116 123073

P 655 9A 285 122952

P 656 9A 280

657 9A 22971

P 658 9A 2m 22854

P 659 9A lm 22987

660 9A 290 22881

P 9A 22782

P 662 9A 動 22958

P 663 9A 250 223 122995

P 664 9A 22997

P 665 9A h 2295判

P 666 9A h 123140

9A10f 480 225 22780

P 668 9A10f 355 320 23037

P 669 9A14b 22819

670 9A14b 280 155 220 22732

P 671 9A14a 250 22845

P 672 9A15b 287 22951

673 9A13a 483 22798

P 674 9A14コ 315 533 22824

P 675 9A13x 272 23034

P 9A13x 235 275 23051

P 9A13x 23106

P 9A12x 685 595 22832

P 9‐A12y 260 205 22898

P 9A12x 170 23010

P 9 Ally 23094

P 9-A10x 265 22911

P 9=A10x 280 235 123126

P 9A10y 295 123113

P 9Allc 225 289 122953

P 686 9AHc 270 120 122770

P 687 9A10a 305 123166

P 688 9A10a 385 123035

P 689 9A10a 155 123140

P 690 9A 355 290 123012

P 9 3w 122903

P 692 9A13w 225 123129

P 693 9 2w 250 480 122785

P 694 9 Allw

P 695 9A10v 122970

P 696 9A10v 290 123059

P 697 9A10v 122892

P 698 9 All� 122866

P 9A12v 345 135 122918

P 9 Allu 122968
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種 別 番 号

位置
(グ リ
ッド)

規模 (cm)

備 考上端 下 端

深 さ

底面
標高
(m)長軸 短軸 長軸 短 軸

P 9A 23080

P 9A 220 23106

P 703 9A 285 22927

P 9A 125 23066

P 9△ 300 280 22966

P 706 9A 255 235 23058

P 9‐A 200 155 23150

P 9‐A 255 225 23116

P 709 9A9t 22975

P 9A101 460 22957

P 9A 23094

P 9A 304 23038

P 9‐A 260 23136

9A 4s

P 9A 230 218 23058

種別 番号

位置
(グ リ
ッド)

規模 (cm)

備考上端 下端

深 さ

底 面

標 高

(m)長軸 短 軸 長軸 短 軸

P 9A 505 123038

P 717 9A 2s 685 123064

P 9‐A 23018

P 9A 2t 225 125 22937

P 720 9B16o 275 22378

P 9A 22971

P 722 9A 155 122888

P 9A 250 205 23096

P 724 9‐A 130 323 22911

P 9A 270 122925

P 726 9A13q 580 375 23190

P 727 9A13q 220 23106

P 9A14p 515 123257

P 9‐A14q 115 22722

P 9B17m 325 355 22319

Ⅳ 矢盛遺跡第10。 11次調査

第 8表 遺構内ビット観察表

遺榊名 種別 番号

位置
(グ リ
ッド)

規模 (cm)

備考上端 下 端
深 さ

勅
肺
⑪長軸 短軸 長軸 短軸

RE004

竪  穴

建物跡

P ユ 10Blf 115 724 122070

P 2 10BI 122264

P 3 10Bユ I 12249ユ

P 4 10Blf 895 122688

RE005

竪 穴

建物跡

P 1 9A13g 295 122683

P 2 9a14g 340 122931

P 3 9a14g 122827

P 4 9a14g 200 200 122967

P 5 9A15g 260 122941

P 6 9A14h 178 122938

P 7 9A14h 425 285 12262ユ

P 8 9A14h 350 l■9 122975

P 9 9A14i 122844

P 9A14i 205 390 122767

P 11 9A15h 150 122967

RE006

竪  穴

建物跡

P 1 9A10a 305 265 565 122517

P 2 9Alla 255 122605

P 3 9A12a 525 160 122484

P 4 9A10b 122533

P 5 9AHa 495 122747

P 6 9A12a 122568

P 7 9Allb 225 122686

P 8 9Allb 468 122597

P 9 9Allb 270 250 622 122441

P 9A12b 122612

P 11 9Allc 137 122926

P 12 9A lc 260 122798

P 9Allc 385 122008

P 14 9Allb 380 875 122766

P 9A12b 285 122772

P 16 9Allc 265 142 122946

選構名 種別 番号

位置
(グ リ
ッド)

規模 にm)

備考上端 下端

深 さ
繭
肺
ｍ長軸 短軸 長軸 短ll

RE006

竪 穴

建物跡

P 17 9A 460 623 122616

P 9A 122983

P 9A 380 122958

P 9A 123000

P 9A12c 342 122718

P 9A12c 280 122600

P 9A12c 115 211 122843

P 9A12c 375 122706

P 9A12c 122785

P 9A12c 122800

P 9A12c 455 310 122984

P 9A12c 267 122923

P 9A13c 155 122907

RE007

竪 穴

建物跡

P 1 9‐A 4 250 123104

P 2 9A 4 122847

P 3 9A 3 355 220 205

P 4 併A 275 122566

P 5 9A 365 122761

P 6 9A 122645

P 7 9A 280 225 360 122730

P 8 9A 315 122605

P 9 9A 122640

P 9A14a 290 122826

P 1] 9A14a 535 [22718

P 9A14b 220 122850

P 9A14b 122870

P 9A14b 123100

P 9A15b 122865

9A14y 122680

P 9A14a 402 122736
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5 分析

5分   析

放 射性 炭 素 年代測 定 結 果 報 告 書 (AMS測 定 )矢盛遺 跡  (株 )加速 器 分析 研 究所

(1)遺跡の位置

矢盛遺跡は、岩手県盛岡市飯岡新田2地割17ほ か (39° 40′ 30″ 、141° 07′ 47″ )に位置する。雫石川によって形成

された河岸段丘上 (標高122～ 123m)に 立地する。

(2)測 定の意義

遺構から時期を特定できる遺物が出土 していないため、時期を決定する根拠 とする。

(3)測定対象試料

測定対象試料は、土坑から出上 した木炭 (65a:IAAA-62524)、 深い土坑の底面から出土 した木片 (SE22:IAAA―

62525)、 遺構内から出土 した木炭 (OMN.061:IAAA-62526)、 合計3点 である。

(4)化学処理工程

1)メ ス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取 り除く①

2)AAA(Acid Alkah Add)処 理。酸処理、アルカリ処理、酸処理により内面的な不純物を取 り除 く。最初の酸処

理ではlNの塩酸 (80℃ )を 用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希釈する。アルカリ処理で

は0.001～ lNの水酸化ナ トリウム水溶液 (80℃ )を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希釈

する。最後の酸処理ではlNの塩酸 (80℃ )を用いて数時間処理 した後、超純水で中性 になるまで希釈 し、90℃ で

乾燥する。

3)試料を酸化銅lgと 共に石英管に詰め、真空下で封 じ切 り、500℃ で30分、850℃ で2時間加熟する。

4)液体窒素とエタノール・ ドライアイスの温度差を利用 し、真空ラインで二酸化炭素 (C02)を 精製する。

5)精製した二酸化炭素から鉄を触媒 として炭素のみを抽出 (還元)し、グラファイ トを作製する。

6)グ ラファイ トを内径lmmのカソー ドにハ ンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着 し測定

する。

(5)測定方法

測定機器は、3MVタ ンデム加速器をベースとした14c_AMS専 用装置 (NEC Pelletron 9SDH-2)を 使用する。134個

の試料が装填できる。測定では、米国国立標準局 (NIST)か ら提供されたシュウ酸 (HOxⅡ )を標準試料 とする。こ

の標準試料 とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。また、加速器により13c/12cの 測定も同時に行う。

(6)算出方法

1)年代値の算出には、Libbyの半減期5568年 を使用 した。

2)BP年代値は、過去において大気中の炭素14濃度が一定であったと仮定 して測定された、1950年 を基準年として遡

る放射性炭素年代である。

3)付記 した誤差は、次のように算出した。

複数回の測定値について、χ2検定を行い測定値が1つ の母集団とみなせる場合には測定値の統計誤差から求めた値

を用い、みなせない場合には標準誤差を用いる。

4)δ 13cの 値は、通常は質量分析計を用いて測定するが、AMS測定の場合に同時に測定されるδ13cの 値を用いること

もある。

δ13c補正をしない場合の同位体比および年代値 も参考に掲載する。

同位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差 (%。 ;パ ーミル)で表 した。

δ14c= [(14As-14AR)/14AR]× 1000     (1)

δ13c= [(13As-13APDB)/13APDB]× 1000  (2)
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Ⅳ 矢盛遺跡第10。 11次調査

ここで、 14As:試料炭素の14c濃度 :(14c/12c)sま たは(14c/13c)s

14AR:標準現代炭素の14c濃度 :(14c/12c)Rま たは(14c/13c)R

∂13cは 、質量分析計を用いて試料炭素の13c濃度 (13As=13c/12c)を 測定 し、PDB(白亜紀のベ レムナイ ト (矢

石)類の化石)の値を基準 として、それからのずれを計算 した。但 し、加速器により測定中に同時に13c/12cを 測定 し、

標準試料の測定値 との比較から算出した ∂13cを 用いることもある。この場合には表中に 〔力H速器〕と注記する。

また、△14cは 、試料炭素が δ13c=_25.0(%O)で あるとしたときの14c濃度 (14AN)に換算 した上で計算 した値で

ある。 (1)式の14c濃度を、 δ13cの測定値をもとに次式のように換算する。

14AN=14As×
(0,975′ /(1+δ 13c/1000))2(14Asと して14c/12cを使用するとき)

または

=14As× (0975′/(1+δ13c/1000))(14Asと して14c/13cを使用するとき)

△14c=[(14AN~14AR)/14AR]× 1000(%。 )

貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料については、海洋中の放射性炭素濃度が大気の炭酸ガス中の濃度と異な

るため、同位体補正のみを行った年代値は実際の年代 との差が大 きくなる。多 くの場合、同位体補正をしないδ14cに

相当するBP年代値が比較的よくその貝 と同一時代のものと考えられる木片や木炭などの年代値 と一致する。

14c濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記として、pMC(percent Modem Carbon)が よく使われてお り、

△14cと の関係は次のようになる。

△14c= (pMC//100-1)× 1000(%。 )

pMc =△ 14c//10+100(%)

国際的な取 り決めにより、この△14cぁ るいはpMCに より、放射性炭素年代 (ConventiOnal Radiocarbon Age;

yrBP)が次のように計算される。

T= -8033× ln[(△ 14c/1000)+1]

= -8033× in (ph/1C//100)

5)14c年代値 と誤差は,1桁 目を四捨五入 して10年 単位で表示される。

6)較正暦年代の計算では、IntCa104データベース (Reimer et a1 2004)を 用い、OxCalv3 10較正プログラム (Bronk

Ransey1995  Bronk Ransey 2001 Bronk Ramsey,van der Plicht andヽ Veninger2001)を 佃ζ用 した。

(7)測定結果

土坑から出土した木炭 (65a:IAAA-62524)が 610± 30yrBP、 深い土坑の底面から出上 した木片 (SE22:IAAA-62525)

が 930± 30yrBP、 遺構内から出上 した木炭 (OMN.06.1:IAAA-62526)が 1240± 30yrBPの 14c年代である。暦年較正

(lσ )を行なうと、65aは 1295AD～ 1330AD(27.7%)・ 1340AD～ 1370AD(270%)・ 1380AD～ 1395AD(13.4%)で あ

り、鎌倉時代後半に相当する。SE22は 1030AD～1060AD(125%)。 1070AD～ 1160AD(55,7%)で あ り、平安時代後期

後半に相当する。OMN 0611よ 690AD～ 750AD(376%)。 760AD～ 820AD(255%)・ 840AD～860AD(51%)であ り、

飛鳥時代末から平安時代前期前半に相当する。化学処理および測定内容に問題は無 く、妥当な年代 と考えられる。

参考文献

St■l�er,M alld Polash,H.A(1977)Discussion:Reporting of 14C data ttα 力οθαわοヵ,19:355-363

Bronk Ramsey C(1995) Radiocarbon calibration and analysis of stratigraphyi thc OxCaI Prograkm,Radiocarbon,37(2)425-430

Bronk Ramsey C(2001)Development ofhc Radiocal・ bon PЮgram OxCal,尺 αttο cα /・bοヵ,43(2A)355-363

Bronk Ramsey C,J van der Plicht and B Wcninger(2001)'Wiggle Matchingiradiocarbon dates,Radiocarbon,43(2A)381-389

Reimcr ct al(2004)IntCa104 tcrrestrial radiocarbon age calibration,0‐ 26cal kyr BP ttα ttοεα/bοヵ46,1029-1058
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5 分析

参考資料 :暦年較正用年代

7//Code No. 試料番号 Libby Age(yrBP)

IAAA-62524 65a 614  ■  3]

IAAA-62525 SE22 931  ±  32

IAAA-62526 OMN06.1 1239  ±  31

ここに記載するLibby Age(年代値)と誤差は下 1桁を丸めない値です。

7/7/

7//
物″ Code No. 料資 BP年代および炭素の同位体比

IAAA-62524

#1617-1

試料採取場所 :矢盛遺跡 (岩手県盛岡市 )

試料形態 :  木炭

試料名(番号):65a

Libby Age(yrBP)   :    610±   30

δ13c(%。
)、  (力Ⅱ喪と考S)   =  -2088±   0,71

△14c(%。 )        =  -736±   3.7

pWIC(▼る)          =   9264■  0.37

(参考)    ∂13cの補正無 し

δ14c(%。 )        =  -65,7±   3.4

pWIC(▼る)          =   93.43■  0.34

Age(yrBP)       :   550±   30

IAAA-62525

#1617-2

試料採取場所 :矢盛遺跡 (岩手県盛岡市 )

試料形態 :  木片

試料名(番号)i SE22

Libby Age(yrBP)    :    930±   30

δ13c(%。
)、 (力H速器∋  = -24.54±  0.63

△14c(%。 )         三 十109.5±   3.6

p�IC(▼る)          =   8905±  0.36

(参考)    δ13cの補正無 し

δ14c(%。 )          =  -108.6±   3.4

ph/1C(彰 あ)          =   89.14±  0.34

Age(yrBP)       :   920±   30

IAAA-62526

#1617-3

試料採取場所 :(岩手県盛岡市 )

試料形態 :  木炭

試料名(番号)iOMN.06.1

Libby Age(yrBP)     :    1,240±   30

δ13c(‰
)、  (力口史菫号子)   =  -26.78±   0,71

△14c O侮)        = -1430±   3.4

p�TC(フう)          =   85.70±  0.34

(参考)    δ13cの補正無 し

δ14c(%。 )          = -1461±   3.1

ph/1C(夕う)          =   85.39±  0.31

Age(yrBP)       :  1,270±   30
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【参考値 :暦年補正 Radiocarbon determination】

1200CalAD  1300CalAD  1400CalAD  1500CalAD

Calibrated date

【参考値 :暦年補正 Radiocarbon determination】
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Ⅳ 矢盛遺跡第10。 11次調査

65a:61431BP
6820/O probabiliサ

1295AD(2770/O)1330AD
1340AD(270%)1370AD
1380AD(134%)1395AD

9540/O probabilⅢ

1290AD (954%)1410AD

6820/O probabiliげ

1030AD(125%)1060AD
1070AD(557C/0)H60AD

954%probability

1020AD(954%)1180AD

800CalAD 900CalAD1000CalAI1100Calッ u区 200CalAIX300CalAn400CaIAD

Calibrated date

OWIN.06。1:1239■31BP
682%probab‖ lty

690AD(3760/0)750AD
760AD(2550/O)820AD
840AD(51%)860AD

9540/O probablⅢ

680AD(9540/O)880AD

500CalAD 600CalAD 700C』 AD 800CalAD 900CalAD 1000CalADl100CaIAD

Calibrated date
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6 まとめ

6 ま と め

矢盛遺跡は、 」R東北本線盛岡駅の南側約 3 kmの 雫石川右岸に形成された低位段丘面に立地してお

り、標高は123.4m前後である。遺跡の範囲は東西約500m、 南北約450mと 広 く、今回の10・ 11次調査

は遺跡の中でも南～南東部にかけて調査 したことになる。また、現在の地名・地番でみると矢盛とい

うよりも畑中と呼ばれる地域を調査 したことになる (地名及び歴史的背景は後述する)。 調査を行う前

の土地利用状況は大半が水田で一部が畑地・道路となっていた。遺跡内及びその周辺は概ね平坦で単

調な地形に見えるものの、微妙な高低差は河川の氾濫や浸食によるものが多 く、遺跡と遺跡との境や

遺跡内を網の目のように走る旧河道がいくつか観察される。

検出された遺構は掘立柱建物跡13棟、竪穴建物跡 6棟、土坑 19基、カマ ド状遺構 1基、堀跡 2条、

溝跡22条、井戸跡13基、道路遺構 1カ 所、土橋 1カ 所、柱穴729個 である。溝跡以外は殆ど中世後半

(16世紀頃)の ものと考えている。出土遺物の総量は大コンテナで1.5箱 である。内訳は中世の陶磁器・

かわらけ 。鉄製品・木製品、銅製品、平安時代の須恵器、近世陶磁器で、16世紀頃の中国産染付皿と

瀬戸美濃産陶器碗を遺跡の主たる時期の遺物と考えている。

調査区は西側調査区と東側調査区とに分けられるが、遺構遺物は西側調査区に集中する。 2条の堀

跡 RG 015・ RG 016は西側調査区の中央やや西側に並んで延びている (北東 一南西方向)。 このうちR

G015堀跡は南西端から向きをかえ南東へ廷びてお り南東へ36mの ところにRZ 001土橋跡が構築され

ていた。土橋の上幅は約 lmあ り、RG 015堀 跡は土橋の先にも続いていることが確認されている。 R

Z001土橋跡から続くように南西側にはRG 015'016と RG 017が RG 015堀跡とは直交する角度で延び

ていた。加えてこのRG 015・ 016に並ぶように 3棟の中小規模の掘立柱建物跡 (RB 006・ 007・ 008)

が検出されている。一方、RZ 001土橋跡から北側には井戸跡 4基、土坑15基、竪穴建物跡 1棟、500

個を超す柱穴と遺構が密に広がっていた。掘立柱建物跡もH棟把握されている。土橋の設置されてい

るRG015堀跡から西側では竪穴建物跡が 3棟検出されたほか、井戸跡やカマド状遺構などがみられる。

竪穴建物跡は東側調査区の北端でも1棟確認された。

このような遺構の分布状況から、中世後半 (16世紀頃)の堀を巡らせた居館跡と、周囲には集落が

広がっていることが明らかとなった。具体的には、RZ 001土橋跡の付くRG 015堀 跡は調査していない

部分を含めて一辺が70～80m四方で居館を取り囲んでいると推測される。また、RZ 001土橋跡の南東

側に続くように検出されたRG O15・ 016と RG 017は 道路側溝になり、道幅約1.6mの RZ 002道路跡とな

ると解釈した。これらを踏まえ、調査区外も含めて考えられる中世の遺構の広がりについては第24図

に示している。調査区の南 。西・北側に中世の集落は展開していくことが予測できる。また今回の調

査では居館内部の約1/3(南西側)を調査したことになろう。 RG 015堀 跡の内側付近には遺構が薄い

ので土塁または塀が造られていたかもしれないが、その痕跡は確認できなかった。

遺構変遷案を示すために、ここで重複する遺構の新旧関係を整理しておきたい。中世の居館跡と集

落の広がりがおおよそ明らかになったわけだが、はじめから居館跡が在ったわけではないのである。

また、堀内部に位置する複数の掘立柱建物跡や井戸跡も激しく重複している。切り合い関係をみてい

くと、居館跡を囲むRG 015堀跡についてはRE 004竪穴建物跡や井戸跡R1007・ 008。 009よ りも新し

い。またRZ 002を 構成する道路側溝RG 015・ 016は井戸跡R1005よ りも新しい。このように居館跡を

構成する遺構は他の遺構よりも新しい傾向がある。よって、はじめに掘立柱建物跡・竪穴建物跡・井

戸跡などからなる集落がここには在って、あとから集落の中に堀を巡らす居館跡が築かれたことがわ
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かる。そうすると堀内部地区にある遺構についても居館に伴うものとそれ以前のものとが存在する可

能性があることになる。堀内部地区には掘立柱建物跡ll棟、土坑15基、竪穴建物跡 1棟、井戸跡 4基

等があり、平面的には重複しているものの遺構間で切り合い関係を持つものは殆ど無い。以下の表に

変遷を示すが重複する各遺構が最も矛盾無く納まる一つの案に過ぎない。あまり根拠は無いが最も規

模の大きいRB 010が居館の機能していた時期にあたるのではないかということを前提として組み立て

たものであることを断っておく。

変遷表

関係 変遷 遺構名

古 1 R B 015

↑ R B 012・ R B 014

R B 009・ R B 011・ R B 013・

R B 018

↓ R B 010・ R B 019

新 5。 6 R B 017

1～ 3期 までが居館がなく、集落だけだった時期、

4～ 6期が居館が築かれた段階、よってRB 010。

017・ 018・ 019が居館に伴う建物と想定された。

R1013な ども木材の年代測定から見れば集落期の

遺構とみたほうが妥当である。

今回は居館内部の約1/3、 南―南西部にかけて調

査したことになる。その中で検出された上記の掘

立柱建物跡についても中小規模のものが主体であった。検出された柱穴も小さいものが殆どで、据え

られた柱も太 くはない。そうした中でも最も大きな建物であるRB 010が主屋であった可能性もあろう

が、一般的な居館内の建物配置からすればさらに北側の調査区外に大型の建物跡が存在する可能性が

高いと類推され、 RB 017・ 018な どは主屋の前面 (南)に配置される付属屋ではないかと考えている。

より詳細な変遷や遺構の性格については周辺が調査された段階で再考を要する。

居館跡には村落支配の拠点施設としての機能が考えられるわけだが本遺跡の場合、立地をみると集

落の中心に位置するわけではないようである。各遺構の分布状況からは居館が集落の南東端に位置 し

ているように見え、居館 と集落の位置関係を考える上でも興味深い。

ここで類例をいくつか列記しておく。本県の事例としては盛岡市向中野にある台太郎遺跡の居館跡

がある。歪な五角形に堀 (東西170m、 南北100m)が巡 りその堀は南辺と西辺で拡張されている。掘

立柱の橋跡も 2カ 所つ く。堀内部には比較的大 きな掘立柱建物跡が複数棟 と井戸跡などが検出され、

出土遺物から14世紀前後に機能したと考えられている。居館周辺には中世の遺構が点在していた。台

太郎遺跡ではこの居館跡の東側に別の居館跡とみられるところがある。堀が南南東一北北西約100m以

上、東西約60mに 延びているのが確認されているが、全容は明らかになっていない。堀によって複数

の曲輪に分けられる可能性 も高いと見てお り、矢盛遺跡の例と同じく集落の南東端に立地している。

具体的な年代は明らかではないが、前述した14世紀前後に機能していた居館跡より後出したものと考

えている。盛岡市向中野には向中野館跡という中世城館もあり、矢盛遺跡には直線距離で600mと 近

い。城館の詳細については本報告書に記しているが、向中野北館・南館を含めても南北約200m、 東西

約90mと小規模な城館で出土遺物からは中世後半 (16世紀頃)に機能していたと考えられる。奥州市

水沢区の仙人西遺跡の居館跡は一辺約62mの方形に堀が巡 り、堀内部には掘立柱建物跡も複数検出さ

れている。堀の規模などは矢盛遺跡の居館跡とよく似ているが、出土遺物から15世紀の居館跡とみら

れている。奥州市ではほかにも林前南館 (15世紀、水沢区)、 後田遺跡 (15世紀、水沢区)、 上姉体城

跡 (16世紀、水沢区)、 田高Ⅱ遺跡 (13世紀後半～14世紀前半、前沢区)な ど調査事例が多い。他県の

類例 もあげておく。勝口前畑遺跡 (13・ 14世紀福島市)では微高地に幅広な溝で囲まれた屋敷地を構

え、南面の低地を水田開発 している状況が調査されている。新田遺跡 (1189・ 1190多賀城市教委)、 山
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形県鵜の木館跡 (山形埋分センター2006)な ども構造的に近いといえよう。

遺跡のある飯岡新田矢盛字畑中という地名についてであるが「岩手県管轄地誌」所載の字地をみる

と紫波郡飯岡新田に沢田・才川・矢盛 。畑中 (ハタケナカ)・ 焼野・夕覚 (ユウカク)・ 横屋・野崎 。中谷地・

松島の名がある。飯岡新田については「雑書」寛文九年 (1669)九月七日条に村名がみえ、この頃に

は実質的に一本すをなしていたと考えられている。それ以前は上飯岡村・下飯岡村とともに飯岡村に含

まれていた。「封内郷村志」では焼野・才川の名がみられるが、これは飯岡新田内の枝村であろう。地

内は慶長五年 (1600)以来畑中氏の知行があり、新田開発が進められたとされている。享和三年 (1803)

の仮名付帳によれば飯岡新田の枝村として木杭・才川・焼野・夕覚・松島・矢盛の名があり、これら

は現在の地名としても畑中の周りに残っている。(『岩手県の地名』平凡社1990)今回の調査では17世紀

より始まったと考えられる新田開発に関係する遺構・遺物は得られていないが、今後本遺跡や飯岡才

川遺跡、細谷地遺跡の西側などから見つかるかもしれない。

盛岡の中世についてここで簡単に触れておく。奥州藤原氏を追討した源頼朝は文治五 (1189)年、

御家人を地頭職に任じこの地に配置した。工藤行光が岩手郡、北上川の東部 (東岩手郡と東紫波郡)

を河村秀清が領している。鎌倉幕府滅亡後は南部師行が、陸奥守北畠顕家らと共に多賀国府に入 り、

北奥に派遣された。斯波郡は斯波氏が引き続き領していた。岩手郡にはその後応永年間頃から南部氏

家臣の福士氏が不来方にあって近隣に勢力を持つようになった。15世紀になると、永享 7(1435)年

に和賀・稗貫両郡中で兵乱。康正三 (1456)年に南部氏が出羽仙北で湊安東氏と合戦して敗退してい

る。文明元 (1469)年 には葛西領でも騒乱が起こっており、各地の情勢は不安定になっている。こう

した状況は16世紀に入っても変わらなかったといえ、各地で騒乱が起こる中で国人 。村落領主にも消

長があった。天文九 (1540)年に戸沢氏から南部方が落とした雫石もしばらくして斯波氏に奪われた

ようである。斯波氏は16世紀中頃以降―後半まで雫石、猪去に氏族を置き雫石川南岸にも影響力を強

めていたと考えられ、飯岡氏もその頃には斯波氏の家臣であったと推測される。天正一四 (1586)年

には三戸南部氏は雫石城を攻略、天正十六 (1588)年 に斯波氏は南部氏に攻められ滅亡する。この際

に志和郡の諸臣中で主家を叛いた諸士のなかに飯岡氏の名がある。 (奥南落穂集)。 この後は南部氏支

配のもとで近世をむかえることとなる。志和軍戦記によると飯岡氏は斯波氏に元亀三 (1573)年 頃に

滅ぼされたことになっている。その中で飯岡氏の重臣として大田氏 (太田館・北の押さえ)、 東野文七

(向中野館・東の押さえ)、 杉山一学 (湯沢村大館 。南の押さえ)があり、飯岡氏の勢力範囲もこれで

祭することができる。また家臣のなかには向中野金吾、畑中早太郎・小太郎 (同一人物か)の名があ

げられている。志和軍戦記は後世の物語であるから内容をそのまま引用することはできないが、遺跡

の所在と登場人物とが重なる部分を拾って参考までに紹介した。

県内及び他県の遺跡をみてみると、矢盛遺跡と類似するような規模・構造を有する遺跡では開発領

主の屋敷、村落領主の居館と位置付けられる例が多く、こうした居館は中世初期から出現しており、

15世紀頃までは広く事例を得られる。16世紀代の類例は少ないものの消長を持ちつつ県内では近世ま

で維持されるものもみられる。矢盛遺跡の場合も遺跡内で検出された集落の他に隣接する 2・ 3の村

を束ねる (雰囲気としては今の飯岡新田地内くらいの範囲を領する)本寸落領主の居館と考えて大過は

なかろう。同じように台太郎遺跡の居館跡についても本寸落領主の居館とみることができ、こうした村

落領主の一つ上に位置するのが向中野館跡 (北館・南館)を構えるような存在で、更に上の領主が飯

岡氏にあたるのではないかと推察している。現在の大字 (若 しくはそれより狭い範囲)を治める最末

端の領主層 (村落領主)がそれぞれに小規模な居館を持ち、それらを束ねる存在として向中野館 (北

館 。南館)の ような城館を有する館主がありそれらの上には飯岡氏や福士氏などが位置するのが、こ
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の地域の中世後半の姿ではいかと考えている。

遺跡の内容をまとめるにあたりいくつかの課題も出てきた。まずは遺跡の年代についてである。出

土した陶磁器の年代観から遺跡の機能していた時期を中世後半 (16世紀頃)と しているわけだが、C14

年代測定によるとR D098か ら出土した炭粒は13世紀末～14世紀後半、R1013よ り出上した木片は12

世紀頃との測定結果であった。前述した陶磁器は遺構外出上、年代測定している資料は遺構に伴って

いる。遺跡の機能していた時期をもっと広 く捉えた方がよいかもしれない。また調査の進展し出土遺

物が増加すればより確実な年代が示せるであろう。個々の遺構についは、R G016堀 跡につては直線的

に両端が調査区外へと達しているために、その全容を推測することが難しい。居館跡を二重堀で囲む

ことはないと見ているが、複数の郭からなる可能性や全 く時期の異なる大規模な溝跡となることも考

えられる。R Z002道 路跡についてもどのように続いていくのかは不明である。そのまま南側へ直線的

に延長すると東西に延びていた旧河道にあたる。この旧河道は中世後半には耕地または低湿地であっ

たと思われる。道路がここを渡るように延びていたと考えることもできるが、今のところこの旧河道

と遺跡の南縁辺の境に沿って東西方向に向きを変えると考えている。現在の堰に沿うように道路があっ

たと予測し、第24図 に示している。本稿では居館が集落の東端に位置するように立地しているとして

いるわけだが、それは居館の東側からは明確な遺構が検出されなかったためである。遺構検出の状況

から田畑であったならば検出は難しかったと考えている。

飯岡新田地内は17世紀初頭より新田開発が行われていたとされており、そうした事象を発掘調査か

らも確認できる可能性の高いところである。今回の調査からは中世後半には集落と居館が存在してお

り、この地域が無人であったわけではないことが明らかになっている。それから近世に入って開発が

どのように進み集落が展開していったのかを知ることのできる興味深い地域であろう。

類似する遺跡をあげた中で奥州市の例が多かったわけだが、この中には所謂近世の豪族屋敷と呼ば

れる屋敷へと展開していくものが知られている。これとは別に近世になって出現する豪族屋敷もあり、

両者の規模や形態は厳密に区別することはよく似ているためにできない。盛岡市の小幅遺跡でも溝を

方形に巡らす近世の屋敷跡が検出されている。近世豪族屋敷の類例は盛岡市にも認められるのである。

小幅遺跡の場合は前進として中世居館があったわけではなく、近世になって出現した屋敷跡といえる。

矢盛遺跡の居館跡も台太郎遺跡の居館跡も近世までは存続していない。よって盛岡近郊において中世

後半に存在した小規模な居館跡のなかで近世へ展開するものが認められるかどうかも課題といえる。

向中野館跡 (南館)な どはその可能性もあると思っているが、調査は殆ど行われていない。

堀を巡らす小規模な居館跡の類例は各地で調査例がある。しかしながら、居館と集落とが共に確認

されている例は少ない。集落と居館がセットで検出された本遺跡は極めて珍しいケースといえよう。

またこの遺跡の場合は他の時代の遺構が殆どないため中世集落の様相が分かりやすいので、そういう

意味でも貴重な遺跡である。周辺の中世遺跡も調査が進展してきており考古学的成果に比重をおいた

比較が可能となってきており、岩手県の中世集落研究上興味深い地域となっている。
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Ч

第24図 想定される居館及び集落の広がり
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1  期  (RB015、  R1013)

2 期  (RB012・ 014、  R1011)
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4 期  (RB010。 019、 R1014)

5 期  (RB017、  RE003、  R1012)

3 期 (RB009・ 011 ・013・ 018、 R1009)

第25図 主要遺構変遷実
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「安倍館遺跡・厨川城跡の調査」 盛岡市教育萎員会 1999年

「安倍館・里館遺跡・昭和61年度発掘調査概報」 盛岡市教育委員会 1987年

「盛岡城跡・昭和60年度発掘調査概報」 盛岡市教育委員会 昭和62年

「盛岡城跡・昭和59年度発掘調査概報」 盛岡市教育委員会 昭和61年

「角川日本地名大辞典 3岩手県」角川書店 昭和60年

「日本歴史地名大系第 3巻岩手県の地名」 平凡社 1990有

「増補大日本地名辞書・第七巻奥羽」冨山房 1970年

「南部叢書」第 2・ 5冊 南部叢書刊行会 昭和三・四年

「仙人西遺跡・水沢市埋蔵文化財センター調査報告書第 8集」 (財)水沢市埋蔵文化財調査センター 1997年

「宮久保遺跡Ⅱ」 神奈川県立埋蔵文化財センター 1988寄

「台太郎遺跡第18次調査発掘調査報告書」岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第369集  2001年 ほか

「内史略 (1)～ (4)」 岩手史叢 昭和49年

「岩手県史 第二巻 中世篇下」昭和36年

「向中野館跡第 3次・小幅遺跡第10次発掘調査報告書」岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第338集 2000年 ほ

か

「矢盛遺跡第 6次発掘調査報告書」岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第488集  2005年 ほか

「飯岡才川遺跡第 3次発掘調査報告書」岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第393集  2002年 ほか

「細谷地遺跡発掘調査報告書・第 4・ 5次調査」岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第414集  2002年 ほか

「胆沢城跡・昭和61年度発掘調査概報」 岩手県水沢市教育委員会 昭和62年

「東田遺跡」1987 群馬県新田町教育委員会

「駒井野荒追遺跡」1992 印藩郡市文化財センター

「国道113号バイパス遺跡調査報告Ⅲ」1987 福島県文化センター

「自治医科大学周辺地区 昭和63年度埋蔵文化財発掘調査概報J1988 栃木県文化振興事業団

「中崎館遺跡」1989 青森県埋蔵文化野調査報告書第129集

「鴻ノ巣遺跡」昭和56年度 仙台市文化財調査報告書第32集 2004年 同280集 仙台市教育委員会

「山王遺跡」平成 3年・ 5年 多賀城市埋蔵文化財調査報告書第26・ 27・ 34集 多賀城市埋蔵文化財センター

「南小泉遺跡」1990年 仙台市文化財調査報告書第140集ほか 仙台市教育委員会

「王ノ壇遺跡」2000年  仙台市文化財調査報告書第249集 仙台市教育委員会

「荒井猫田遺跡」平成15年  第15次調査ほか 福島県郡山市教育委員会
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V 向中野館遺跡第 9次調査

調 査 概 要

向中野館跡遺跡は飯岡才川遺跡ののる微高地が東側に細 く張 り出した部分の東端とその周囲に広が

る微高地より1～ 2m低い面からなる。遺跡の範囲は東西約100m、 南北約140mの ほぼ長方形に括ら

れている。本遣跡の西隣にある飯岡才川遺跡から続 く微高地は本遺跡との間で旧河道若しくは低湿地

によって一旦途切れている。本遺跡内でのこの微高地は東西約65m南北約30mあ り、東西に細長い形

をしている。今回の第 9次調査ではこの東西に細長い微高地上と東にある 1段低い面を調査 したこと

になる。

検出された遺構は平安時代、中世、近世に大別される。遺構総数は竪穴住居跡 2棟 (平安時代 )、

掘立柱建物跡 (中世 2棟、近世 6椋 )、 土坑10基、竪穴建物跡 3棟 (中世)、 焼土遺構 2基、堀跡 1条

(中世)、 井戸跡 2基 (近世及びそれ以降)、 柱穴319個である。竪穴住居跡は微高地の南西側にのみ分

布している。掘立柱建物跡は微高地の中央から東側と南東側にみられる。土坑も掘立柱建物跡の分布

と似ている。

出土遺物総量はコンテナ 3箱で、内訳は土師器・赤焼土器 。須恵器0.5箱、陶磁器1.5箱 、金属製品

0.1箱 、石製品 1箱である。この中から土師器 。赤焼土器・須恵器24点 、陶磁器27点 、金属製品 2点、

石製品 8点を掲載した。

グリッドの設定

調査区全域をカバーするグリッドの設定については盛岡市教育委員会の方針に準じ、平面直角座標

第X系 を座標変換 した調査座標を用いた。野外調査では日本測地系を用いたが、対応する世界測地系

の値も記した。

グリッドは 1辺50mの大グリッドにより調査区を区割 りし、更にこれを 1辺 2mの小グリッドに分

割している。大グリッド名は北から南方向に算用数字のユ。2。 3・ ・、西から東方向にアルファベッ

ト大文字のA・ BoC・ ・を組み合わせ lA、 2Bと 表示 した。小グリッド名は北から南方向に算用数

字の1・ 2・ 3。 。
25、 西から東方向にアルファベット小文字の a・ b・ c・ ・yを組み合わせ、la、 2b

と表示 した。実際のグリッド呼称は大小グリッド表示の組み合わせにより2Flaと いった表示とし、

グリッド抗名称はグリッド北西隅の点に与えた。

向中野館遺跡第9次調査基準点位置

基準点 グリッド名
日本測地系 世界測地系

X Y X Y

1 -2Kla -35900 26500 -355923098 26200.4092

2 -2Klu -35900 26540 26240.4084

-2K5a -35910 -35602.3099 26200.4092

4 -2K5u -35910 26540 26240.4084
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2 グリッドの設定
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第 1図 向中野館遺跡グリッ ド配置図
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3 基本層序

調査区は東西に細長い微高地にあたる。層序の確認は 3地点で行い、その中の 2地点の内容を第 3

図に載せている。いずれも南北方向に土層観察用のベル トを設定して記録をとった。

I層 暗褐色土 現耕作土・表土    ´

Ⅱ層 現代を中心とした時期の盛土

Ⅲ層 暗褐色土 旧表土 C― C′ の 1層、D― D′ の12・ 13層

Ⅳ層 黄褐色土 地山 遺構検出面 C― C′ の 4層下、D― D′ の14層

V層 黒褐色土 地山 D― D′ の15層

Ⅵ層 明黄199色粘質土 地山

Ⅶ層 黒褐色粘土 地山

D′

調査区中央 基本層序ベルトD
l 10YR3/4暗褐 粘性やや弱 締まり中現耕作土
2_10YR5/6黄褐 砂質 粘性弱 縮まり中～やや強 一部酸化 地山再堆積土
3_10Y梁 2/3黒褐 粘性やや弱 締まり中 10YR5/6黄 褐砂質小ブロック(径 1～ 10cn)3%含 む→地山散在 住宅基礎、ゴミ含み

埋め立てたとみられる
4 10YR5/6黄褐 粘土質 粘性やや弱 締まり中～やや強 地山再堆積
5 10YR3/8暗褐 粘性やや弱 締まりやや疎 10YR4/6褐 砂質小プロック(径 1～ 5cm)1%含 む→地山散在
6 10YR3/3暗褐 粘性やや弱 締まりやや疎～中 10YR6/6明 黄褐粘土質小プロックを上部に薄く堆積
7 10YR5/6黄褐 粘土質 粘性やや弱 締まり中 地山再堆積
8 10YR3/2～ 2/3黒褐 粘性やや弱 締まりやや疎～中 10YR5/6黄 褐粘土質粒(径 lcm)を 全体に20%以下散在 埋め戻し土と思

われる
9 10YR2/1黒 粘性やや弱 締まりやや疎 10YR5/6黄 褐粘土質粒(径 1～3卿)を一部に1%以下 柱穴あたり
10_10YR3/4暗褐 粘性やや弱 締まり中 10YR5/6黄 褐粘土質粒(径 1～ 3cm)を 2～3%含む 柱穴掘り方
11 10YR2/8～ 3/3黒褐～暗褐 粘性やや弱 締まり中 2色は混在して乱れている 柱穴もしくは何らかの攪乱か
12 10YR3/3暗褐 粘性やや弱 縮まり中
13 10YR2/2黒褐 粘性やや弱 締まり中地山
14 10YR6/8明 黄褐 粘土質 粘性やや弱～中締まり中 全体に酸化箇所が散在 地山
15 10YR3/2黒褐 粘土 粘性やや弱～中縮まり中～やや強 全体に開R5/8明赤褐 酸化鉄を多量に散在 地山

C L=122300m

序層本基

調査区東側 基本層序ベルトC
盛± 10YR2/3黒 褐 粘性、縮まりやや有 黄褐ブロックを少量含む
1 10YR3/8暗褐 粘性、締まりやや有 旧表土
2 10YR2/2黒褐 粘性、締まりやや有 地山ブロックを多量含む
3 10YR2/1黒 粘性やや有 締まりやや弱 暗褐ブロックを少量含む
4 10YR2/1黒 粘性、縮まりやや有 0       1 :30      2m
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V 向中野館遺跡第 9次調査

検出された遺構と遺物

(1)竪 穴 住 居 跡

今回の調査で検出した竪穴住居跡は 2棟である。全て平安時代に属 しⅢ層～Ⅳ層において検出して

いる。いずれも調査区南辺の微高地縁に位置していた。向中野館遺跡 (北館部分)は今回の調査でそ

の殆どの遺跡範囲を調査したことになる。これまでの調査成果も踏まえた平安時代の竪穴住居跡の分

布と時期変遷、集落の特徴については第 5節に記載する。

R A016竪穴住層跡 (第 5図、写真図版 3・ 4)

[位置]東西に細長い微高地の南縁辺に占地 してお り、 -2J10xグ リッドに位置 している。 [平面

形 。規模]平面形は台形に近い方形である。北壁4.30m、 東壁4.25m、 南壁4.60m、 西壁4.10m。 主軸

方向N-80° ―W[堆積土]黒色土及び黒褐色上を主体とする自然堆積 と思われる。火山灰は含まれ

ていないようであった。 [壁・床面]壁高は平均20cm残存 している。住居床面の南半部に貼 り床が施

されてお り、北半部は地山面を床面としていた。 [カ マ ド]住居の西壁のほぼ中央に造られていた。

袖部は責褐色～明黄褐色粘土質土で造られていたが床面からは高さ 5～ 6 cmほ どしか残ってなかっ

た。その上にのる黒褐色土も袖を造るときに使われた土と考えている。燃焼部には支脚は確認できな

かった。70× 60cmの焼成面が形成されており、焼上の厚さは最大 7 cmを 測る。煙道は地山を創 り貫い

て構築され、燃焼部から煙道先端部までは緩やかに深 くなるように勾配をつけて掘られている。煙出

し孔は検出面で径20cmあ る。煙道の天丼部は熱により極暗赤褐色になっており、その一部はこの住居

が使用されていた段階でできた穴 (11層 )の周 りにもできていた。 [柱穴]13個 の柱穴がある。そのう

ちP318'319は 本遺構より新 しい。他の柱穴についてもこの住居の主柱穴を構成するような位置には

ないことから時期が新 しくなる可能性がある。 [土坑]カ マ ド北袖の隣に 1基確認された。 [周溝]北

壁、東壁、南壁にある。西壁は南壁よりに長さ65cmほ ど確認された。壁材等の痕跡は見られない。

遺物 (第 6図、写真図版17)カ マ ド、床面の中央やや南狽1、 煙道先端部等から出土しており、その中

から代表的なものとして土師器郭 3点、土師器奏 5点、須恵器奏 1点を掲載した。

土師器郭 (1～ 3)は底部からゆるやかに内湾する体部で、口縁部もやや内湾する。甕は残 りのよい

ものが無いが何れも非ロクロ整形の奏であった。 9は須恵器奏底部破片であるが、体部や口縁の破片

は出土しなかった。須恵器杯の破片も出土しなかった。

R A017竪穴住居跡 (第 7図、写真図版 4・ 5)

[位置]東西に細長い微高地の南縁辺部に位置している (-2K10cグ リッド)。 1号住居跡の東 5m

にある。 [平面形・規模]平面形は方形である。北壁2.00m、 東壁2.10m、 南壁2.20m、 西壁2,00m。

主軸方向N-71° ―W[堆積土]自 然堆積と思われる暗褐色土が主体。[壁・床面]壁高は南壁で15cm、

北壁では 4 cm程 しか残存していない。床面は地形と同じく北側が高 く南恨Jがやや低 くなっている。貼

り床はない。 [カ マ ド]西壁の南端に構築されていた。袖部は残 りが悪い。明黄褐色粘土質土ブロッ

クをごく微量含む黒褐色上で造られていたようである。燃焼部に支脚は確認されていない。堆積上の

中に焼土ブロックを含む層はあるが焼成面は観察できなかった。煙道は攪乱により失われていた。

[柱穴]主柱穴を構成するような柱穴はなかった。 P2・ 3も 本遺構より新 しい時期の可能性 もある

柱穴である。 [土坑]北壁隅に 1基確認された。 [周溝]な し。
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V 向中野館遺跡第 9次調査

了 ¨ 銀

磯10P)畏

0           1 : 3          10cm

4 10YR5/8黄褐 粘土質 粘性中 締まりやや疎～中煙道上部貼土か

5 10YR2/3黒褐 粘性やや弱 締まりやや疎～中 10YR5/8黄 褐砂質小プロック(径 lCn)1%含む

6 10YR4/4褐 粘土質 粘性中 締まりやや疎～中
7 10YR2/2黒 粘性中 締まりやや疎 中礫何個か含む (煙出し底面)

8 10YR2/3黒褐 粘性やや弱 縮まりやや疎 10YR6/8明 黄褐粘土質小ブロック(径 lcm)2%含む(全体の2層 と共通)

9 10YR2/2黒褐 粘性やや弱 縮まりやや疎 (全体の5層 と共通)

10 10YR2/2黒 褐 粘性やや弱 締まりやや疎 重複ピット
11 10YR3/4暗褐 粘土質 粘性やや弱 締まりやや疎 10YR2/2黒 褐小ブロック(径 1～8cm)を2～ 3%含む 後世の撹乱ピット痕

12 10YR4/6褐 粘土質 粘性やや弱 締まりやや疎 含 上部に10YR2/2黒 褐を薄く堆積
13 10YR4/6掲 粘土質 粘性やや弱～中締まりやや疎
※周辺の焼上の状況から、使用時には空いていた坑とおもわれる 13が 人為か自然か不明だが、煙りは出ていたと考えられる

14 10YR2/8黒 掲～10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 締まりやや疎 10YR7/8責 橙粘土質粒(径 lcn以下)1%含む

15 10YR2/8黒 掲 粘性やや弱 締まりやや疎 10YR5/6黄 褐粘土質粒(径 lcm)1%、 炭化物粒1%含 む

16 5YR2/4極暗赤褐 粘性やや弱 締まり中使用による煙りなどの影響層で(熱 を受け変化している)、 特に煙道上部に影響

17 10YR2/2～ 2/3黒 褐 粘性やや弱 締まりやや疎 10YR5/8黄 褐粘土質粒(径 lcm以下)2～ 3%含む

18 10YR2/2黒 褐 粘性やや弱 締まりやや疎 10YR7/6明 黄褐粘土質粒(径 lcm)3%含 む

19 10YR6/8明 黄褐 粘土質 粘性やや弱 締まりやや疎 カマド崩落か
20 5YR3/4明赤褐 粘性やや弱 締まりやや疎 焼土
21 10YR2/2黒褐 粘性やや弱 締まりやや疎 10YR5/6黄 褐粘土質ブロック(径 1～5cm)3～ 5%含む

※袖部貼土と思われ、固く縮まっている
22 10YR5/8～ 10YR6/8黄 褐～明黄褐 粘土質 粘性やや弱 締まりやや疎～中 袖部構築土

23 25YR4/8赤 褐 粘性やや羽 締まりやや疎 焼土層(強変)厚さ8cm程度ありかなり激しい

第 6図  R A016竪穴住居跡出土遺物
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検出された遺構 と遺物

RD017

o          l :60

RD017カ マ ド

4_   L=122100m     一今
′

A A
L=112100m :_  L=12Z100m  一 号

RA017
1 10YR2/2黒 褐 粘性やや弱 締まりやや疎 10YR7/6明 黄褐粘土質+10YR3/4暗 褐を混入

現耕作土影響層
2 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 締まりやや疎 住居堆積土
3.10YR5/8黄 褐 粘土質 粘性やや弱 締まりやや疎 カマド堆積土か(カ マ ド周辺の高まり)

B B′

L=122100m   ――。

RA017 カマ ド
1 10YR2/2黒褐 粘性やや弱 締まりやや疎 5YR4/8赤 褐焼土粒(径 lcm)1%含む
2 10YR2/1黒 粘性やや弱 締まりやや疎 10YR6/6明 黄褐粘土質粒(径 ■m)1%含む
3 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 締まりやや疎～中 5YR3/6明 赤褐焼土小ブロック(径 1～ 3cm)1%含む
4 10YR2/2黒 褐 粘性やや弱 締まりやや疎 10YR5/6黄 褐粘土質小ブロック(径 1～3cm)1%含む
5 10YR3/2黒 褐 粘性やや弱 締まりやや疎～中 10YR6/6明 黄褐粘土質小ブロック(径 lcm)1～ 2%含む

袖部構築土(貼土)

詞 肩 3

)'m

0″

0          1 :30         11n

鰯 |∞

ローロ∞
0     1:3
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V 向中野館遺跡第 9次調査

遺物 (第 7図、写真図版17)カ マドを中心に出上している。その中から代表的なものとして土師器郭 1

点、赤焼土器 2点、土師器奏 4点を掲載した。10の土師器郭は口縁～体部がやや内湾する。11の赤焼

土器イは底部付近がわずかに突出し、口縁部は外反しないもの。甕類は破片資料のみで残りのよいも

のはないが、何れも非ロクロ整形の奏であった。須恵器は出上しなかった。60は 熱を受けた石である。

(2)掘 立 柱 建 物 跡

319個の柱穴から8棟の掘立柱建物跡を検出した。使っていない柱穴が多 く存在するので、もっと

多 くの掘立柱建物跡が建っていたことは間違いない。しかしながら近現代の攪乱や造成が至る所にあ

り、失われた柱穴もかなりの数になるため、これ以上建物を把握することはできなかった。

今回の調査で検出された掘立柱建物跡は近世と中世の 2時期に分けられると考えている。初めに近

世の掘立柱建物跡 R B001～ 006が見つかり、その後に中世と思われるR B007・ 008が見つかった。

柱間寸法は柱穴の底面中央間で測っている。 1尺は30,3cmで計算 した (四捨五入はしない)。

R B001掘立柱建物跡 (第 8図、写真図版 6・ 7)

[位置]東西に細長い微高地の中央やや東 (-2K4iグ リッド)に位置 している。 [平面形式・規模 ]

桁行 7間以上、梁行 3間の南北棟建物跡である。軸方向はN-5° ―W。 柱間寸法は桁行が 7.0尺 ～

9.5尺、梁行が9.1尺 と10,0尺 を使っている。桁行では9.5尺 と7.0尺が基準寸法であると考えている。攪

乱が多 く、多 くの部分で柱穴を確認できなかった。間仕切 りの柱穴も殆ど把握できなかったし、全体

規模が大きくなる可能性 もある。 [柱穴]P12・ 38・ 259・ 264で は柱材が腐食 していながらも残って

お り、柱は15cm～ 18cmの 角材であることが判った。 [建物の性格]規模から住居 (母屋)であろう。遺

物 なし。時期 近世。

R B002掘 立柱建物跡 (第 8図、写真図版 6。 7)

[位置]東西に細長い微高地の南東側 (-2K10kグ リッド)に位置 している。 R D019・ 025よ りも新

しい。 [平面形式・規模]桁行 3間、梁行 1間以上の東西棟建物跡である。軸方向はN-88° 一E。 桁

行は半間ごとに柱を配している。梁行は南側が低 くなる地形により柱穴が検出できなかった。柱間寸

法は桁行が3.6尺～3.9尺、梁行が8.9尺である。 [建物の性格]規模から付属屋 と思われる。遺物 な

し。時期 近世。

R B003掘 立柱建物跡 (第 9図、写真図版 6。 7)

[位置]東西に細長い微高地の南東側 (-2K91グ リッド)に位置 している。 [平面形式 。規模]桁行

2.5間 、梁行 2間の東西棟建物跡である。軸方向はN-78° 一E。 梁・桁共に半間ごとに柱が使われて

いる。南辺は柱穴が検出できなかったので出入 り口施設があったと考えている。 [柱穴]柱間寸法は

桁行 3.7尺～5。3尺、梁行 3.6尺～4.2尺 とほぼ同じ寸法で柱を並べている。 [建物の性格]規模・構造か

ら付属屋であろう。遺物 なし。時期 近世。

R B004掘 立柱建物跡 (第 9図、写真図版 6。 7)

[位置]東西に細長い微高地の南東側 (-2K9mグ リッド)に ある。 [平面形式・規模]桁行 4間、梁

行2.5間 の南北棟建物跡である。軸方向はN-84° 一E。 柱間寸法は桁行 6.2尺～6.5尺、梁行は4.4尺～

5.8尺 が使われている。 [建物の性格]規模から付属屋と考えている。遺物 なし。時期 近世。
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4 検出された遺構と遺物

R B005掘立柱建物跡 (第 9図、写真図版 6。 7)

[位置]東西に細長い微高地の南東側 (-2K91グ リッド)に位置 している。 [平面形式・規模]桁行

3間、梁行 3間の東西棟建物跡である。軸方向はN-78° ―E。 柱間寸法は桁行が9,7尺 ～11.0尺、梁

行が7.2尺 ・7.4尺 となり、柱間寸法はまとまりを欠いている。 [建物の性格]規模から付属屋 と思われ

る。遺物 なし。時期 近世。

R B006掘立柱建物跡 (第 9図、写真図版 6。 7)

[位置]東西に細長い微高地の南東側 (-2K2Kグ リッド)に位置 している。 [平面形式・規模]桁行

5間、梁行2.5間の南北棟建物跡である。軸方向N-11° 一W。 柱間寸法は桁行約12尺、梁行7.9'7.5

尺となり、南側には廂が一面とりつ く。桁行と梁行の間尺が極端に異なる建物 と推測される。 [建物

の性格]規模から付属屋 と思われる。遺物 なし。時期 近世。

R B007掘立柱建物跡 (第 10図、写真図版 6。 7)

[位置]東西に細長い微高地の東側 (-2K6nグ リッド)に位置 している。 [平面形式・規模]桁行

5間、梁行 1間の身舎に廂が 2面付 く南北棟建物跡である。軸方向はN-1° ―W。 柱間寸法は桁行

が6.1尺 ～8.7尺、梁行は柱穴がないものの約6.5尺 で 2間あると考えたほうがよいとみている。廂の出

は2.4尺、2.7尺 と狭い。 [建物の性格]規模・構造から住居と考えている。遺物 なし。時期 遺跡の

状況から中世後半 (16世紀頃)と 考えている。

R B008掘立柱建物跡 (第 10図、写真図版 6・ 7)

[位置]東西に細長い微高地の東側 (-2K9hグ リッド)に位置 している。 [平面形式・規模]桁行 3

間、梁行 1間の東西棟建物跡である。軸方向N-81° 一E。 柱間寸法は桁行が 9,5尺～15,8尺、梁行は

12尺前後を使用 している。間尺が広いので本来は 6間 ×2間の建物 となるのかもしれない。また、南

側が地形的に低 くなるので建物 も南側に展開していた可能性もある。 [建物の性格]規模から付属屋

を考えている。遺物 なし。時期 遺跡の状況から中世後半 (16世紀頃)に位置付けたい。
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4 検出された遺構 と遺物
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4 検出された遺構 と遺物

(3)土   坑 (第 11・ 12図、写真図版 8～10

今回の調査では10基 の土坑を登録した。殆どの上坑はⅣ層で検出されている。分布に大きな偏りは

なく細長い微高地に散在するが、西狽1に は少ない。出土遺物、他遺構との重複関係がなく時期や用途

が不明な土坑が多かったがR D019・ 025は出土遺物から平安時代の可能性がある。個々の上坑につ

いてはその特徴 を一覧表 としてまとめている。

第 1表 土坑一覧表 計測単位 i cm 褐ブ :褐色土ブロック

(4)竪 穴 建 物 跡

R E001竪穴建物跡 (第 13図、写真図版10・ 11)

[位置]東西に細長い微高地の南側にて検出された (-2K9fグ リッド)① [平面形・規模]南辺と西

辺の南側の壁が確認できなかったが、概ね平面形は一辺が 3mの方形になりそうである。 [壁 。床面]

北壁 と東壁で10cm程が残っているに過ぎない。南壁及び西壁の南側は壁の立ち上が りを確認できな

かった。床面は平坦である。貼 り床ではない。 [柱穴]壁際に沿って巡るPl～ 5が本遺構に伴って

いると見ている。その他の柱穴は本遺構より新しいと考えている。遺物 なし。時期 壁際に沿って

柱穴が配される構造から中世の可能性があるが詳しいことは不明である。

R E002竪穴建物跡 (第 13図、写真図版11・ 12)

[位置]南北に細長い微高地の北東側にて検出された (-lK25kグ リッド)。 R E003竪穴建物跡より

も新 しい。 [平面形・規模]攪乱により南東側は失われているが、平面形は概ね隅丸長方形を呈して

いるといえる。415cm× 285cmの 平面規模で炉跡はなかった。 [堆積土]黒褐色土に地山ブロックを多

量に含む人為堆積であった。 [壁・床面]壁は最大で20cm残存 し、底面は平坦である。 [柱穴]柱穴

はなかった。遺物 なし。時期 本遺跡の状況から中近世の遺構 と考えたい。

R E003竪穴建物跡 (第 14図、写真図版11・ 12)

[位置]南北に細長い微高地の北東側にて検出された (-lK25 kグ リッド)。 R E002竪穴建物跡より

古い遺構である。 [平面形・規模]北側を 2号竪穴建物跡、東側を攪乱によって削られて失なってい

るものの、南北に長い隅丸長方形を呈するようである。375cm× 185cmの規模で残存 している。 [堆積

土]暗褐色土に地山ブロックを多量に含む人為堆積である。 [壁・床面]壁 は最大でも10cm程 しか

残っていなかった。床面は平坦である。 [柱穴]柱穴はなかった。遺物 なし。時期 本遺跡の状況

から中近世の遺構と考えたい。

遺構名 時 期 位置 平面形 長軸・短軸 深 さ 堆積土 遺物図 備 考

R D017 -lK25j 長円形 167× 98 人為堆積か、明責ブ含むe

R D018 -2K7j 不整形 225X108 人為堆積か、明黄ブ含む。

R D019 平安時代か -2K9i 台形 280X266
自然か人為堆積か不明、全体に大礫が多量に入る。

下半中心に地山ブ微量。

砥石など

52～55

土師器、須恵器片微量。
9号土坑より新。

R D020 2K4g 長方形 213X143 人為堆積。

R D021 2K3e 長円形 l12× 77 13 人為堆積。

R D022 2K2g 不整形 143 X l10 入為堆積。

R D023 2K8k 長方形 133× 100 黒褐色上の単層。

R D024 2K6k 長円形 78× 64 15 人為堆積。

R D025 平安時代か -2K9i 長円形 454X135
自然か人為堆積か不明、明黄褐ブロックごく微量

含む。

R D026 -2K8p 円形 275× 235 人為堆積と思われる。
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(5)焼 土 遺 構

R F001焼 土遺構 (第 12図、写真図版12)

[位置]-2K7iグ リッドに位置 している。 [形状・規模]攪乱や柱穴に切 られているが、残っている

ところで42cm× 37cmの広が りをもつ。現地性の焼上で厚さは 6 cmを測る。焼成は良く暗赤褐色に変色

している。出土遺物がなく時期判断の資料を欠 くが近世の柱穴より古いので中世頃の焼土と考えてい

る。

R F002焼土遺構 (第 12図、写真図版12)

[位置]-2K41グ リッドに位置 している。 [形状 。規模]平面形は35cm× 30cmの ほぼ円形を呈する。

現地性の焼上で厚さは最大で 4 clllあ った。焼成は少し弱い感じがした。出土遺物もなく時期は不明で

ある。

R F003焼 土遺構 (第 12図 )

[位置]-2K10nグ リッドに位置 している。 [形状・規模]65clll× 25cmの 不整楕円形をしている。厚

さは 2 cm弱 で現地性の焼上ではないと思われる。出土遺物はなく時期は不明である。

(6)堀 跡

R G011堀 跡 (第 4・ 14図 、写真図版12～ 14)

[位置]東西に細長い微高地の東端から東に広がる一段低い面に位置 している (-2Klvグ リッド付

近)。 この一段低い面は本遺跡の東側及び北 。南東側にも広がっている。 [形状・規模]上幅約 9m、

下幅 3m～ 6mの断面形が逆台形を呈する。堀の両端は調査区外に延びているが検出した部分では、

南から直線的に北に26m延びそこから北西に向きを変え18m程が見つかっている。確認できた長さ

は44mで ある。向中野館跡 (北館)を四む堀の東辺から北東隅が検出されたことになる。堀の全体規

模については第 4図に示 した。 [堆積土]土層断面の観察により前述 した一段低い面というのは低湿

地であることが明らかとなった。堀跡はこの低湿地を改めて掘 り込んで構築されていた。断面A― A'

では 7層が低湿地の堆積土となる。 4～ 6層は人為堆積で堀を掘削してでた上を用いて堀の東側護岸

を構築している部分にあたる。堀埋土は基本的に小中礫を微量に含む黒褐色土の自然堆積である。 1

層及びそれより上層は主に近現代の面となり、微高地と同じ標高にまで,F土によって埋め立てられて

いた。

出土遺物 (第 19図、写真図版21)54砥石が堆積上下位のほうから出上 している。時期 城館の機能し

ていた16世紀頃と位置づけてお く。
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RD017

名 K25k

③A′

A            A
。
一

L=122300m― ――。

RD017
1 10YR3/3暗褐 粘性やや弱 縮まりやや疎 炭化物1%

10YR8/6責 橙粘土質小ブロック(径 1%)2～ 3%含 む
2 10YR3/4暗褐 粘性やや弱 縮まりやや疎 10YR6/6

明黄褐粘土質小ブロック(径 lcm以下)3%含む

対募 む
サ 萬酬

ζ忌&
暮‖ξ

:
ヽ
日

対

|0>

L=122200m

RD018
1 10YR2/3黒褐 粘性やや弱 締まりやや疎

明黄褐粘土質プロック(径 1～ 2cn)5%散在

く
ＲＤＯ‐８

ミギ
く`くくミ「  RD020

A A′

A A
10YR6/6
人為堆積か

Oカ

|

げ
＝

篤

］
ｏ
ｏ
９
Ｌ

A′

鴇 ′

ポ  七勒
RD022

舎一 L=122300m一舎

RD022
1 10■R4/4褐 粘性やや有 締まっている

地山ブロック小粒を多量に含む

くく
17

A                 A
。一― L=122000m  一一 〇

RD023
1 1碗R2/2黒褐 粘性やや弱 締まりやや有

0            1 :50            2 rn

/ RD021

A           A′
o―――L=122200m―一―。

RD021
1 10YR2/3黒褐 粘性やや有 締まつている

地山ブロックを多量に含む
※人為堆積

RD025
1 10YR2/3黒褐 粘性やや弱 締まりやや疎 10YR6/8明 黄褐粘土質小ブロック(径 lcm)1%含む

L=122200m

RD020
1 10YR4μ 褐 粘性、締まりやや有 黒褐・

黄褐ブロックを多量に含む
※人為堆積

RD019
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洋  RD024

ご◎ざ
ぎ

RD024
1.10YR3/4暗褐と10YR5/8黄 褐

粘性やや弱 締まりやや疎～中

'畠

II凸ェ RD026
詐

A L=122100m A′

ヤ

粘土質の混合(下部に黄褐集中)

RD026
1 10YR2/3黒褐 粘土質 粘性やや弱 締まり中 10■R73に ぶい黄褐砂質小ブロック(径 lcШ)1～ 2%含 む

2 10YR2/2黒褐 粘土質 粘性やや弱 縮まり中 5YR6/8橙 粘土質小ブロック(径 lm)、 酸化鉄3%を筋状に含む

3 10YR2/2黒褐 粘土質 粘性やや弱 縮まり中
4 10YR2/1黒 粘土質 粘性やや弱 締まり中底面に重複ピットか

RF001

。 A′

A                                                 A′

o一―  L=122000m ―― 。

カク
懸 001
1 5YR3/6暗赤褐 粘性やや弱 締まりやや疎 10YR2/3黒 褐をほぼ同等混合

炭化物1%

京 舎」 =ワ
"∽

吐 今
′

北K勘

RF002
1.5YR3/4暗赤褐 砂質 粘性やや弱締まりやや疎

弱変焼土

００３

人

ＦＲ

0       1 :20      50c皿

井戸 (新 しい)

第 12図  R D024・ 026土坑 。 R F001´ウR F003焼土遺構
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RE002

ド
レ
ン
チ

L=122Ю 00m

REC101
1.10YR3/3暗褐粘性やや弱締まり中10YR6/8明 黄褐粘上質小

ブロック(径 1～ 3cln)鬱%含む
2.10YR3/4暗褐粘性やや弱締まりヽ や疎～中10YR5ん黄捐粘

土寮粒雀 lcmj l%含む
3.10YR3/1黒褐粘性ゃゃ弱締まりやや弱

L=122300m

L=122300m

＞
＾

①
    (i「】(こ) |

P164

A′

Br

RE002・ 003(1・ 2層→REC10家 3層‐RE008)
1.10YR3/2黒褐粘性やや有締まっている壁側に地山ブロック多量に含む

ζ:1縦療遣た騨箆缶猪写銘 錨留
ロツク種小粒を多郵こ含む
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(7)井 戸 跡

井戸跡は2基確認された。何れも微高地の東側に位置している。近世から現代にかけて造り答えら

れた井戸跡群である。

R1001井戸跡 (第 15図、写真図版15)

[位置]東西に細長い微高地の東側に位置している (-l K 24oグ リッド)。 [形状・規模]平面形は円

形を呈する。1.94m× 1.84m規模の掘り方を持ち、井戸の壁面は明責褐色上で厚さ15cm前後に固めら

れていた。実際は直径150cmの上端径となる。遺構検出面から底面までの深さは65c皿 を測る。粘土層

下の砂層まで掘り込んで構築されていた。かなり上部は削られていたし、今回の調査でも遺構が見に

くかったので深く削って検出した。 [堆積土]地山ブロックを多量に含む褐灰色土が主体となる人為

堆積であった。遺物 なし。時期 近世と考えている。

R1002井戸跡 (第 15図、写真図版15)

[位置]東西に細長い微高地の東南縁辺部に位置している(-2K8tグ リッド)。 [形状・規模]深さは

不明である。検出面から2.4mま では掘り下げたが、それより深くなる。検出面での掘り方は径1.5×

1.4mあ る。その中に、標高121.Omよ り下位では桶を底が上になるように、 5段に重ねて井戸枠とし

て使っていた。桶の大きさは個々に異なるが、最大の物は最も上段の桶で高さ75cIIlを測る。他は高さ

40clll～ 50cmの桶であった。最も下段の桶より下にはもう桶は使われていないことを確認しているが、

A
o一一  L=12■ 500m

A
O―一  L=121800m

R1001
1 10YR4/2灰黄褐と地山のブロック粘性やや有 締まっている
2 10YR4/1褐灰 粘性やや有 締まっている
3 10YR4/1褐灰 粘性やや有 締まっている地山ブロック多量に含む
4 5Y5/3灰 オリーブ砂 粘性やや有 締まっている灰色土ブロック多量含む
5 25Y6/6明 黄褐 粘性やや有 締まっている 褐灰プロック微量含む
6 25Y6/6明 黄褐 砂 粘性弱 縮まりやや有 褐灰プロック少量含む
7 10Y7/2灰白砂 粘性弱 締まりやや有
8 25Y7/6明 黄掲 砂 粘性弱 締まりやや有
※全て人為堆積、近代以降

2m

R1002
1 10■R3/2黒褐 粘性やや有 締まっている地山ブロック微量、

中小礫含む
2 10YR3/2黒褐 粘性やや有 締まっている地山ブロック大粒を

多量含む
3 10YR3/2黒褐 地山プロック大粒を多量に含み、グライ化して

いる
4 10YR2/1黒 粘性、締まりやや有 暗褐ブロックを少量含む
※全て人為堆積

・ R 1002井戸跡

札

0            1 :50

R1002

r
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井戸の底はもっと深いところにある。最下段の桶 より下は完掘 していない。

[堆積土]地山ブロックを多量に含む人為堆積である。 3層 になるとグライ化している。 1層には中

小の礫も混じる。遺物 なし。時期 近代か近世末と思われる。

(8)遺構外出土遺物

[陶磁器](第16～ 18図、写真図版18～ 20)

調査区内は前地権者の屋敷地内であったため大量の陶磁器が出土した。その大半を発掘調査中に仕

分けしたが殆どは近 。現代の陶磁器であった。調査開始寸前まで排土置き場となっており、それを除

去する際に以前の表土もかなり乱された。近世及びそれより古い資料を中心に掲載遺物をえらんでい

るが、近世陶磁器もそれほど多 くは調査区内から出土していなかった。

向中野館 (北館)の時代にあたる遺物は25瀬戸美濃産天目碗 1点のみであった。錆釉が薄く掛けら

れており、16世紀中葉に位置付けられそうである。

その他は近世及びそれ以降の陶磁器である。肥前産陶磁器、大堀相馬産陶器、瀬戸産陶器、主に東

北在地と思われる産地のよく分からない陶器等が出土している。各陶磁器の特徴については観察表を

作成しまとめている。

[金属製品](第 18図、写真図版20)

62は銅鏡で「藤原重任」という銘が読める。61は鉄製品で小刀のような形状であるが刃がついてい

ないようである。いずれも東側低地から出土した。

[石製品](第 19図、写真図版21)

遺構内から出土した遺物を中心に掲載している。遺構外出土は56砥石、59縄文時代の石器がある。

各石製品の特徴は遺物観察表にまとめた。
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厠 愛2

ツ國
28

0           1 : 3           1 ocm

て妻湧ノσ

ｈ
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第16図 土師器・須恵器・陶磁器 (1)
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く          9

0           1 : 3           1 0Cm

Ｍ

３６

第47図 陶磁器 (2)
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第司3図 陶磁器 (3)。 鉄製品 。石製品 (1)
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第19図 石製品 (2)
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第 2表 土師器・須恵器観察表

鼓

号

掲

な

出土地点

層位 種 類 器種
残存

位置

計嶺」値 (cm)

外面調整 内面調整
面

調

外

色
内面

色調
胎 土

重量

(g)
備 老

遺構名
位置
グリッド

口径 底径 器 高 器厚

] ユ RA016
煙 出底

面

7層 下

位
土師器 郭 回 ―月同 ロクロ

ヘ ラ ミガキ、黒色

処理

にメドし

橙

里
【

58と

2 3 RA016 北 西 床直よ 土師器 イ ロ ー月同 (38) ロクロ
ヘ ラ ミガキ、黒色

処理
栓 里

〔
9ィ

3
RA016

カマ ド

左袖部

ド層

貼 り土

外側
土師器 邦 胴 部 ロクロ

ヘ ラ ミガキ、黒色

処理
浅費橙 里

ヽ
7ユ

4 2
RA016

カマ ド

左袖部

下層
土師器 菱 口縁

口 :ヨ コナデ、

胴ヘ ラナデ

口 :ヨ コナデ、

4111:ヘ ラナデ
橙 灰褐

細砂

多

5 4 RA016 床 面 遺物 1 土師器 菱 口縁

国 :ヨ コナデ、

胴 :ヘ ラナデ、

ヘラケズリ

回
　

胴

ヨコナデ、

ヘラナデ
灰 赤

にぶ

い橙

7
RA016

カマ ド

左袖部

下層
土RT器 発 月厨音【 ヘラナデ ヘラナデ 橙

1こ ぶ

Wヽ橙
6〔

7 7
RA016

カマ ド

左袖部

下層
上師器 甕 月同言ト ヘラナデ ヘラナデ 掲

にぶ

い褐

5
RA016

カマド

左袖都

下層
土師器 賽 底 部 ヘラケズリ ヘラナデ

にパい

橙

1完黄

橙

細可

多

RA016 床 面 遺物 1 須恵器 発
底部

一月同
ヘラケズリ ケヽメ 暗灰 灰 白 527「

RA017 南 東
上位

一括
土師器 杯 日 ―肺] ロクロ

ヘ ラ ミガキ、黒色

処理

にぶい

橙
里
〔

11 9 RA017 南東
上位

一括
赤焼き 不 日 ―底 ロクロ ロクロ 橙 橙 1351

ll RA017
床面北

側
赤焼き lTN 底部 ロクロ ロクロ 浅責猛 橙

13 15 RA017 1:師器 鶏 口縁 ヨヨナデ ヨヨナデ 明黄褐
におい

貨橙

RA017 南東 上 位 土師器 艶 日 ―月同
口 :ヨ コナデ、

胴 :ヘ ラケズリ

回 :ヨ コナデ、

胴 :ハ ケメ
橙 橙

RA017

カマ ド
左袖 土師器 箋 底 部 122 ヘラケズリ ハケメ

にぶ�ゝ

褐
灰褐

率田砂

多

16 13 RA017 上位 土師器 弩 ヘラケズリ ヘラナデ 明褐
極暗

赤褐

細砂

多

17 RD019 埋 土 赤焼 き 郭 月同言焉 ロクロ ロクロ
にぶ�ヽ

栓

ぶ

橙

に

い

RD019 埋 土 赤焼 き
高台付

不
底 部 ロクロ ロクロ 橙

に
雲母

17 RD019 埋 土 土 RW器 甕 底 部 ヘラナデ ヘラナデ
にぶい

赤褐

浅黄

橙

細砂

多

20 RD019
東側低

地

堆積土

上位
須恵器 士更 口縁 180 ロクロ ロクロ 灰 白 灰 白 1082

RD019 埋 土 須恵器 一笠 ロ ー月同 ロクロ ロクロ H旨灰 灰

RD019 埋 土 須恵器 斐 ヘラケスリ、カキメ カキメ 灰 白 灰

P18 埋 土 須恵器 発 月同音悟 タタキ あて具痕 日き灰 灰 白 180[

RD019 埋 上 須恵器 斐 底 部 ハケメ 灰 灰 砂底
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第 3表 陶磁器観察表

掲載
番号

仮番 ■土地点 層位 産地・種類 器種 年代
存
置

残
位

言取 J値  (cm)

特徴
重量

(g)
備考

日径 底径 器高

遺構外 云 土 瀬 戸 陶器 天 目碗 16c中 錆釉薄

遺構外 表土 月巴前 磁 器 皿 17c 中 底 460 年代 自信 なし

遺構外 表 土 一酬 磁 器 皿 中～ 底 高台脇 にO× 文 292

44 違構外 表土 一酬 磁 器 皿 中 ～ 43と 同器種

遺構外 表土 一酬 磁 器 皿 ロ ー底
内 :蛸唐草、見込み

松竹梅

遺構外 表土 肥前・磁器 皿 後半 ロ ー底 蛇 ノ ロ凹形高台 155

遺構外 表土 月巴前 磁 器 皿 後半 底 蛇 ノ ロ凹形高台

遺穂外 表土 一削 磁 器 皿 18c後半 国―底 蛇ノロ凹形高台 826

遺構 外 表土 肥前・磁器 蓋 蛸唐草

遺構外 表土 単削 磁 器 蓋 18c中～末 日

35 遺構外 表土 不甥・確器 皿 近代以降 底
蛇 ノロ凹形高台、

型紙摺
2135

遺構外 表土 肥前・磁器 紅 皿 ロ ー底 4狛

無釉のところ黒くなっ

ている。
67

遺構外 表土 平制 磁 器 鉢 19c ロ ー底
見込 :壽、内 1人角に

区画した中に草木
型打 成形

38 通構外 表土 一副 磁 器 段 重 18c後半か ロ ー底 色絵、焼継 369

39 遺構外 表 土
大堀相馬 ・陶

器
碗 ロー

Blll 灰釉

40 逮構外 表土
大堀相馬 陶

器
皿 ,表 ―丹Π 灰釉 299

遺構外 表土 一削 陶 器 皿
17c中 -18c

後
底 ―胴

白化粧上 を刷毛塗、見

込み に 目跡
3689

遺構外 表土 不明・陶器 皿 不 明 印花文、鉄釉

43 童構外 表土 在地 陶 器 皿 近代以降 底
見込み目跡、内外白濁

した〆由
2742

44 遺構外 表土 在 地 陶 器 片 口 近代以降 国 ―底 内外褐色 の釉

45 47 遺構外 表土 不明・陶器 鉢 か 近代以降 底
―

胴 80 灰色の釉 1028

46 遺構外 表土 不明・陶器 鉢 不 明 ロー底 内外鉄釉

47 遺構外 表土 一削 陶 器 火 鉢 近 世 底
―

胴 (160) 鉄絵 30831

遺構外 表土 瀬 戸 陶 器 種 り外 近代以降 ロ ー底 内外鉄釉 12917

49 遺構外 表土 瀬戸・陶器 火 入 れ ,真 ―月Π 365

50 遺構外 表土 瀬 戸 陶 器 不 明 不 明 袖は48に似 る

遺格外 表土 在地 陶器 一壁 近代以降 ,真 ―据同 (117)
外面に濁った責色の釉、

内 :無 THl

3371

V 向中野館遺跡第 9次調査
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4 検出された遺構 と遺物

第 4表 金属製品観察表

掲載
番号

仮番 出土地点 層位
種類

(金属種類)

計潰1値 (cm)
重且

(g)
特 徴 備 考

長 さ 厚 さ

50 東側低地 -3K区 堆積土上位 鏡 (銅 ) 藤原重任

東側低地 -3 KIX 堆積土中位 不明 (鉄 ) 14 小刀ではな�

第 5表 石製品観察表

掲載

番号
仮 香 出土地点 層位 器種

計測値 (cm)

重量 (g) 備考
長 さ 幅 厚 さ

R D019 堆積土上位 砥 石 12286

R D019 地積土 砥 石 1491

R G01] 堆積上下位 砥 石 (181) 8388

P16 堆積上中 瓦 か 956

P20 22周辺 黒色土上面 砥 石 (130) 23834 焼 け焦げている

R D019 堆積土 21

58 55 R D019 堆積土 不定形石器 l■8

59 60 排土中

56 R A017カ マ ド左袖 検 出面 不 明 (33) 被熟

第 6表 ビット観察表

種別 番号

位置
(グ リ
ッド)

規模 (cm)

備考上端 下端
深 さ

底面

標高
(m)長軸 短軸 長軸 短軸

1 2K6d 159 797

P 2 2K3j 575 987

P 3 2K4J 225

P 4 2K71 505

P 5 2K8, 490 21245

P 6 2K10k 740 21377

P 7 2K10k 225 21044

P 8 2K9k 455 21218

P 9 2K91 355 340 21287

P 2K81 285 鬱 3 21275

P 2K8k 525 21224

P 2K6k 21548

P 2K9p 21284

P 2K8D 555 21660

P 2K8m 400 21392

P 2K101 425 275 220 21163

P 2K101 340 260 20980

P 2K9j 540 20952

P 2K9h 21067

P ‐2K8n 365 305 21265

P Ⅲ2K10n 365 100

P 2K90 480

P 2K9p 400 250 306

P 2K10o 640 106

P ‐2K10g 144

種別 番号

位置
(グ リ
ッド)

規模 化m)

備考上端 下端
深 さ

蜘
肺
ｍ長珈 短軸 長軸 短軸

P 2K9g 227 121436

P 2K9n 435 355 270 843 121202

P 2Kl■ 480 445 330 121390

P 2K2s 1800 1735 [575 1515 121397

P 2K10h 280 75 121327

P 2K10g 390 350 121140

P 2K9h 320 640 121060

P 2K7o 440 121502

P 2K6k 290 220 339 121625

P 2K6k 295 275 240 121695

P 2K7k 12■ 453

P 2K7k 500 325 121584

P 2K7k 460 303 121522

P ‐2K7k 121602

P 2K71 360 121473

P 2K71 121533

P 2K71 320 121455

P ‐2K8k 110 121255

P 2K8k 121635

P 2K8k 350 121159

P 2K8k 121406

P ‐2K81 480 121516

P 2K81 200 121128

P 2K81 125 121187

P 2K9K 435 121284
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種別 番号

位置
(グ リ
ッド)

規模 (cm)

備考上端 下端
深 さ

鰤
鵬
ｍ長軸 短莉1 長ll 煙車i

P 2K91 350 285 121385

P 2K9k 225 121277

P 2K61 605 426 121534

P 2K71 215 388 121550

P 2K6m 235 121787

P 2K6m 121715

P 2K6m 121574

P 2K6m 620 465 121757

P 2K7m 121684

P 2K6m 490 296 121562

P 2K7m 121618

P 62 2K7m 121670

P 2K7m 121612

P 64 2K71 420 325 121563

P 65 2K8m 265 673 121114

P 2K8m 121006

P 67 2K8m 115 75 234 121517

P 68 2K7n 480 275 121274

P 69 2K7n 438 21398

P 2K8m 75 21206

P 2K81 121388

P 2K81 315 285 235 1■4 21486

P 2K81 460 21458

P 2K8m 260 121580

P 2K91 21054

P 2K8m 21523

P 2K8m 470 21357

P 2K8m 345 121594

P 2K8m 330 21434

P 2K8n 215 21.348

P 2K8n 21236

P 2K6n 21768

P 2K6n 150 21755

P 2K6o 265 21755

P 2K7o 21435

P 2K7n 260 235 21303

P 2K7n 225 21524

P 2K7n 280 21494

P 2K7n

P ‐2K8n 121447

P 2K8n 370 121435

P 2K8o 340 121577

P 2K7p 175 121391

P 2K8p 207 121495

P 2K8o 240 220 121604

P 2K8o 215 287 121410

P 2K8o 280 255 155 121557

P 2K8o 220 121608

P 2K8n 325 121472

P ‐2K9n 121552

種別 番号

位置
(グ リ
ッド)

規模 (cm)

柿考上 端 下端

深 さ
勅
鵬
ｍ長軸 短軸 長コI 短41

P 2K9o 275 400 21266

P 2K9o 230 21537

P 2K9o 375 21534

P ‐2K9n 232

P 2K9k 21225

P 2K働 525 265 21268

P 2K9k 350 21104

P 108 2K10j 165 137 21400

P 109 2K10k 121320

P ‐2K10監 415 355 121424

P 1 2K10k 460 121183

P 2 2K10k 575 120903

P 3 2Kllk 505 429 121025

P 4 2K91 295 121035

5 ‐2K91 121092

P 2K101 1005 389 121088

P 117 2K101 200 373 121145

2K101 475

P 2K9m 475 375 121424

P ‐2K101 110 564 120973

P 2K10m 675 260 121172

P 2K10m 485 325 322 21248

P 2K10m 150 21405

P 2K10m 560 362 21190

P 2K10m 21238

P 26 2K9n 925 583 20955

P 127 2K10正 385 21153

28 2K10n 255 488 21048

P 29 2K100 355 250 200 21185

P 2K10n 21127

1 2K8p 325 133 21544

P 2K8r 21080

P 2K9r 21052

P 2K9r

P 2K9p 121137

P 2K9p 185 121255

P 2K9p 260 121420

P 2K10J 595 5 505 121012

P 2K勤 445 120970

P 2K9, 355 340 121215

P 2K9i 550 280 121335

P 142 ‐2K9i 121240

P 143 -2K8h 121320

P 2K9h 121176

P 145 ‐2K9h 197 121238

P 2K10h 121205

P 147 2K9h 355 21334

P ‐2K9g 445 21253

P 2K9g 255 325 121342

P 2K9g 21135

V 向中野館遺跡第 9次調査
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種別 番号

位置
(グ リ
ッド)

規模 化m)

備考上端 下端
深 さ

帥
肺
ｍ長勒 短軸 長軸 短莉1

P 2K6b 255 121786

P 2K6c 215 t21800

P 203 2K5d 225 325 21558

P 204 2K5e 205 21636

P 2K8g 21482

P 206 2K8k 470 380 554 21546

P 2K8g 450

P 208 2K81 375 355 121650

P 209 2K8i 215 21380

P 2K8i 121584

P ‐2K8i 665

P 2K8i

P 2K8i 210 529

P 2K8J

P 2K‐l

P ‐2K8J

P 217 2K狗 1155 155 225

P 2K衛 265

P 2K7, 638

P 220 ‐2K7j 575

P 221 2K7i 269 634

P 2K6i

223 2K61

P 2K6J 190 670

P 2K61

226 2K6k 456

2K3k 460 103 22015

P 2K3j 210 21886

2K3j 21877

P 2K3J 22025

P 2K41 335 21773

2K4J 21865

2K4」 195 21945

P 2K4」 255 21945

P 2K莉 455 21866

P 236 ‐2K動 21903

P 237 2K「J」 560 205 21916

2K釘 21925

2K5j 450 21775

P 240 2K動 295 175 21874

P 2K5i 215 21780

242 2K5i 540 390 220 21874

P ‐2K5i 470 163 121873

P 244 2K5i 325 228 21807

2K5i 500 228 21807

P 2K4i 121920

P ‐2K3i 285 230 306 21769

248 2K4i 695 500 325 21915

P 249 2K4i 255 21617

P 2K3i 235 241 21865

TH別 番号

位置
(グ リ
ッド)

規模 (cm)

備考上端 下端
深 さ

鰤
肺
ｍ長軸 短軸 長勒 短軸

P 2K9g 385 250 377 1336

P -2K8g 1547

P 2K8g 345 220 21665

P ‐2K10g 20832

P 2K ユ162

P 2K 335 275 358 21127

P 157 2K10f 21075

P 158 2K10f と85 21235

P 2K10f 21228

P 160 ‐2K10f 250 21386

P 2K10e 735 670 20885

P 2K9f 290 255 21073

P 2K9f 280 21175

P 2K9f 205 21265

P ‐2K9f 355 295 21197

P 166 2K9f 121350

P 167 2K9f 529 121035

P 168 2K9f 220 121398

P 169 2K9f 330 121345

P 170 2K9f 21198

P 171 2K8e 121262

P 2K8f 355 325 490 121078

P 173 2K8f 185 121254

P =2K8f t21260

P 2K7e 21273

P 2K7f 375 590 280 21610

177 2K6f 190 21615

P ‐2K9e 21485

P 179 2K10c 355 286 21284

180 2K8d 200 21627

P 2K9d 260 21620

P ‐2K9d 270 208 21508

2K9d 245 65 21488

P 2K10c 568 21182

P 2K10b 215 21492

P ‐2K10b 5 642 21173

2K10b 260 21552

P 2K9b 227 21607

2K10a 210 277 21565

‐2K9a 21417

P 2K8c 21695

P 2K8a 21882

P 198 2K8a 260 201 21746

P 194 ‐2K8a 21815

P 195 2K7a 270 220 21797

P 196 2K7b 70 21843

P 2K7b 21835

P 2K7a 400 365 21453

P 2K6b 295 265 177 21730

P 2K7b 21837

4 検出された遺構 と遺物
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rt別 番号

位置
(グ リ
ッド)

規模 (cn)

備考上端 下端

深 さ

底面
標高
(m)長軸 短珈I 長軸 短軸

P ‐2K3i 290 1938

P 252 2K8i 335 1938

P 2K2i 270 121997

P 2K3f 475 325 21912

2K2f 465 305 21747

256 2K3f 325 347 21710

P 2K3f 880 760 290 21758

P 2K8e 630 465 380 21892

2K5k 21500

P 260 2K5k 400 375 285 21853

P 2K4k 121895

P 2K41 121907

‐2K41 121946

P 2K4k 505 115 121516

P 2K4k 230 121911

2K4k 580 121957

P 2K4〕 121990

P 2K31 390 280 111 122025

P 2K3k 121777

P 2K3k 225 121872

P 2K31 498 121582

P 2K41 80 121842

P 2K3m 425 335 121716

P 2K4m 265 121682

P 275 2K5m 365 305 267 12 707

P 276 2K5m 121458

P 277 ‐2K3n 121776

P 278 2K3n 305 266 856

P 2K3n 767

P 280 2K3n 272 121714

P ‐2K3o 328 357

P 282 2K3o 200 327 440

P 2K5n 121780

P 2K5o 345 121756

P 285 2K5o 350 121712

種別 番号

位置
(グ リ
ッド)

規模 (卿 )

備考上端 端
深 さ

鰤
肺
ｍ長軸 短可 長軸 短軸

P 286 2K3p 21527

P 287 2K4q 127 21638

P 2K7p 1640 1470 21615

P 289 2K7q ll1 5 l14 21424

P 290 2K8r 121300

P 291 2K8r 21357

P 292 2K8r 21358

P 298 2K7r 121275

P 294 ‐2K7r 21350

P 295 2K5s 1730 1685 1580 21446

P 296 2K6( 2125 1990 1965 1800 265 21355

P 297 2K6t 21386

P 298 2K5u 1605 1450 1205 390 21204

P 299 2K6s 121397

P 300 2K7s 21373

P 2K8t 21092

P 2K21 110 244 21798

P 308 ‐2Kユ j 340 121764

P 304 2Klj 300 101 21790

P 2Klj 21604

P 306 2Klk 21887

P 307 K2動 21642

P 308 K25J 21877

P 309 K2衝 220 と75 121865

P K2苛 300 215

P K2莉 295

P K24」 400 280 121762

P K24」 205 121994

P K24i 21930

P K241 295 21608

P K23k 21720

P K24k 295 240 206 21652

P ‐郷 10W 255 140 21360

P ‐獅 10X 121462

V 向中野館遺跡第 9次調査

第 7表 遺構内ピット観察表

遺構名 否号

位置
(グ リ
ッド)

規模 化m)

備考上端 下端

深 さ
繭
縣
⑪長軸 短動 長軸 短軸

RA016

竪  穴

住居跡

P ユ 2J8w 121665

P 2 2J9w 240 121588

P 3 =2J9w 115 121635

P 4 2J10w 325 362 121350

P 5 ‐2J10x 175 121527

P ‐2J10x 320 496 121182

P 7 ‐2J10x 264 121368

P ‐2J10x 250 121538

P 9 ‐2J10x 121561

P 10 ‐2J9x 210 121572

P 250 293 121366

遺構名 瞳〕 番号

位置
(グ リ
ッド)

規模 (cm)

備考上端 下端

深 さ
蜘
肺
ｍ長軸 短軸 長瓢| 短軸

P -2」 10y 121467

RA017

竪  穴

住居跡

P 1 2K7f 175 121285

P 2 2K8f 121290

P 3 2K8e 155 121288

P 4 2K8e 260 121317

P 5 ‐2K9e 121358

RE001

竪 穴

建物跡

P 1 2K9b 240 12152コ

P 2 2K9b 121584

P 3 2K9b 245 121602

P 4 2K9c 285 121535
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5 まとめ

と め

向中野館遺跡は JR東 日本盛岡駅から南へ約2.5kmに 位置 している。遺跡は飯岡才川遺跡ののる微

高地が東狽Iへ細 く張 り出した部分の東端とその周辺に広がる微高地よリー段低い面からなる。遺跡の

範囲は東西約100m、 南北約140mの ほぼ長方形に括 られてお り、今回の調査区は微高地部分とその東

側に広がる微高地よリー段低い面であり、遺跡の北側を調査 したことになる。加えて遺跡の中でも一

番高い地点を調査 したことにもなる。

検出された遺構 と遺物は第 4節で示 したように平安時代、中世、近世及びそれ以降に大別される。

今回の 9次調査を持って向中野館遺跡の中でも北館にあたる部分はその殆 どを調査 したことになる

が、これまでの調査を通 じて検出された遺構・遺物の主たる時期も平安時代、中世、近世及びそれ以

降に分けられる。よってここでは、今までの調査で検出された遺構 。遺物についても盛 り込んで時期

ごとに整理していきたい。

平安時代

本遺跡は西側にある飯岡才川遺跡ののる微高地が細長く東に張 り出した東端とその南側の一段低い

面 (中世でいう北館)と 細谷地遺跡ののる微高地 (中世でいう南館)と に分けられる。前者の東西に細

長い微高地も本調査はされていないが旧河道によって途切れていると推測され、飯岡才川遺跡の遺構

も本遺跡までは連続して延びないようである。本遺跡の各時代の遺構 も同様で飯岡才川遺跡のほうに

は続いていかない。細谷地遺跡ののる微高地内はまだ未調査であるが、今後の調査で平安時代の遺構

が確認されても細谷地遺跡の中で扱われるべきであろう。 5・ 6次調査で出土した低湿地出土の上器

群についても本遺跡からだけではなく細谷地遺跡 (南館)側からの投げ込みも含まれる。こうしたこ

とから、本遺跡は僅か2000∬程 しかない微高地を中心に四方は低湿地や旧河道で囲まれ、他の追跡と

は隔てられたような地形的な特徴を有するといえる。そして今回の調査を持ってほぼ全域を調査した

ことになる (第20図 )。

竪穴住居跡が17棟検出され何れも平安時

代に属するが。その分布をみると東西に細

長い微高地の南狽1及 び微高地より南側の一

段低い面に分布 している。微高地の全面に

遺構が広がるわけではなく、縁辺部と一段

低い面を中心に竪穴住居跡が占地 している

のが特徴の一つといえる。

検出された竪穴住居跡の時期的な変遷に

ついて出土遺物を中心に考えてみたい。こ

こでは主に胆沢城 S E 1050井戸跡出土遺物

と細谷地遺跡第 4・ 5次調査での上器年代

観を参考にしていく。

胆沢城 S E 1050井 戸跡は灰白色火山灰を

挟んで上層、下層から土器が出土 している。

井戸の裏込土 も含めて 5層 に分かれてお

り、郭は模式図を見ても分かるように各層

器高

10

9

評耐 456739101112131415161718
S E1050の 5層裏込め  口径と底径

(実線は土師器、破線は須恵系土器 )

孔

/ 多
′

/ /
ノ

多7
/

JZ ◆
V
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V 向中野館遺跡第 9次調査

模式図4～ 1層 (実線は土師器、破線は須恵系土器)

でその形態が異なるので時期的な変化が層位的に確認できる例といえよう。但し須恵器と須恵系土器

が未選別であることを注意しなければならないが、本稿では大半が須恵系土器であると考えて話を進

めていく。この遺構から出上した郭の特徴は以下のようにまとめられる。

ここでは胆沢城SE1050出上の郭について主に器高と口径に着 目してその特徴をあげた。特に器高に

ついては火山灰層直下から時期が新 しくなるにつれて低 くなる傾向を読み取ることができた。ここで

は示 していないが10世紀中葉には土師器の郭 。皿が小型化し、足高高台が現れる。後葉になると小皿

45G78010,11213,41516,718 346G78010■ 12131415161718

5S789,01112131415161'18

層位 時期 T4Nの特徴 1(器高) 郭の特徴 2(口径)

5層

(裏込め)

9世紀第 3四半 48～ 3 9cmと 一括してもよいが、 4 cmを 中心とするやや低し

グループと45 cm以上のやや高いグループに分けてもよい。

144- 12 8cm

4層 9世紀第 4四半

火山灰より下層

3つ に分けられる。

56´ヤ4 4cmが 主体、 次に39-3 6 cm、  皿に近い28‐ 2 6cn

のグループも少ないがある。

2つ に大別されるだけ。

16 cm以上と14-13 cm代 。器高が低くなっ

ても口径に変化はない。

3層 10世紀初頭

火山灰より上層

2つ に分けられる

主体となるのは47～ 3 5cm。 6-5 cn代が一定量ある。

4層 より器高の低いものが増える。

2分される。

14 cm以上と以下。器高が高くなると口径も

広くなるわけではない。

2層 10世紀前葉

火山灰より上層

3つに分けられる。

主体となるのは50～ 3文 cn。 器高の高い55～ 5 3 cmの グル

ープと皿のような浅い器種 25～ ■8 cnが ある。 3層 と同じ

く4層 より器高の低いものが増える。

2分 される。

16 cm代 と 15 cm以下 とがある。

1層 10世紀前～中葉

火山灰より上層

3つに分けられる。

2・ 3層で主体となっていた器高 5～ 3 cmの ものが、50～

45cmの グループ、40～ 35cmの グループに分かれる。加え

て 3 0 cm以 下の皿 (2層 でも見られた)も ある。

15 cm前 後の個体と12 cnl前後の個体とに分

かれる。前者は器高が高く後者は器高が低

いという傾向がややある。
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V 向中野館遺跡第 9次調査

が見られるようになると考えられていることからも、器高が低くなるといった変化は時期的な流れに

矛盾しない。回径についても小さくなるはずだが、ここではその変化がまだ現れていないといえる。

次に細谷地遺跡第 4・ 5次調査の上器年代であるが、ここでは前述した胆沢城SE1050井 戸跡出土

資料の他に宮城県の土師器年代観 (柳沢1994・ 1998、 村田2000)を 基にしつつ、遺構と十和田a火山

灰との関係も踏まえて時期区分している。その内容を簡単にまとめると以下のようになる。

細谷地遺跡第 4。 5次調査では必の器高の変化に着目している。この中でも9世紀第 4四半期以降、

須恵器郭と非内黒郭に関しては時期が新しくなるにつれて器高は低くなるといえる。またここでは各

時期における3種の割合についても触れられており、時期が新しくなるにつれて内黒土師器郭が少な

く、非内黒土師器が多くなることも明らかにしている。

以上の事柄を踏まえて向中野館遺跡から出土している平安時代の土器についても考えて見たい。し

かしながら本遺跡の住居跡から出上したイの中で法量を求められる個体は多くはない。法量を求めら

れる個体が 5点以下の住居跡ばかりである。中には破片のみ出土している住居跡もある。よって以下

に示す年代観は数少ない資料に基づいており、多少年代幅をもって捉えていることをここで断ってお

く。

【向中野館遺跡第 1～ 9次】

個体数が少ないためここでは大雑把な年代 しか示せないが本遣跡の集落は 9世紀の後半頃から始ま

り、10世紀の前半頃まれ営まれたことになりそうである。個々の住居跡について見てみるとR A010

からは法量を計測できる個体は出土 してないものの R A008を 切って造られているので10世紀前半よ

区分 年 代

種類・器種

備考

須恵器杯 内黒土師器不 非内黒土師器イ

第 I期 9世紀中葉 器高 5 cn以上 器高 5 cm以 下

手持ちヘラケズリ多

な し 住居に火山灰含まない古段階

第 1期 9世紀

第 3四半期

9世紀後葉

器高 5 cm以 上 器高 5 cm以 下のみ。

5割以上を占め、内黒

土師器不が主体

器高 5 cm以 下のみ。 土師器 :回転糸切 りが主体で手持ち

ヘラケズリもある

第Ⅲ期 9世紀

第 4四半期

9世紀末葉

器高 5 cm付 近 内黒土師器イ主体

器高 5 cmを 超すもの

出現

器高 5 cmを超すもの

出現

土師器 :回転糸切、手持ちヘラケズ

リ少量残存

第Ⅳ期 10世紀前業 器高 5 cm以 下 器高 5 cm以 上 5割以上占め非内黒土

師器郭が主体になる。

器高37～ 4 7cm

土師器 :回転糸切 り

住居に火山灰含まない新段階

RAユ RA2 RA3 RA4 RA5 RA6 RA7 RA8 RA9 RA10 RAll RA12 RA13 RA14 RA15 RA16 RA17 RA18

9

世

旅己

10

世

紀

-103-
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り新しいと考えられる。R A009と R A011も かなり位置関係が近いのでR Allを 9世紀後半、R A09

をlo世紀前半と分けてみた。全体を通してカマドの位置や住居の角度はそれほど重視していない。

続いて飯岡才川遺跡における平安時代の集落についても少し見ておきたい。飯岡オ川遺跡は本遺跡

の西隣りの遺跡で、遺跡ののる微高地は同じといっても過言ではなく、本遺跡の集落と最も近しい遺

跡と思われる。ここでは 3次調査出上の上器について上記の考え方に従って年代を与えてみた。これ

によると大凡 9世中葉から10世紀初頭頃に位置付けられそうである。なお飯岡オ川遺跡はその後も調

査が継続されており報告書の刊行を待って更に考察を深めたい①

【飯岡才川遺跡 3次調査】

RA01 RA02 RA03 RA04 RA05 RA06 RA07 RA08

9

世

紀

10

世

率じ

本遺跡と最も関係が深い

と思われる飯岡才川遺跡の

平安時代の集落は 9世紀中

葉から10世紀初頭に営まれ

ていたことになる。結果的

に向中野館遺跡の平安時代

の集落と重なる時期が多い

ことになった。細谷地遺跡

や台太郎遺跡も9～ 10世紀

の大集落である。このこと

から、本遺跡は飯岡才川遺跡の集落が次第に飽和状態となり、周囲に展開していった中で遺跡ののる

微高地の東側に新たに築かれた可能性 と、細谷地遺跡・台太郎遺跡等の集落が拡大し、土地がなく

なったために飯岡才川遺跡や向中野館遺跡に移ってきたという可能性がでてきた。

本遺跡における集落の成立と展開について飯岡才川遺跡の集落との関係の中で考えてみたが多 くの

課題も露呈 した。それらをここで整理しておく。まず年代の根拠にした邦の分類であるが、本稿では

胆沢城 S E 1050井戸跡出上の資料と細谷地遺跡第 4・ 5次調査の上器年代観を用いているが、比較す

る個体数の少ない場合は位置付けがかなり難しい印象を持った。法量を計測できる個体の少ない本遺

跡の場合は年代を絞 り込むのには限界があろうが、出土状態の良好な宮城県の資料も加え、盛岡地区

の重複関係を持つ住居跡出上の資料などを比較 して再検討 してみたい。またR A016住居跡からは

AMSに よると飛鳥時代末から平安時代前半 (最 も新 しくみて 9世紀第 1四半期)と なる炭木片がある

が土器編年と一致 しないことも指摘 しておきたい (本報告書56頁からの分析にある資料OHM.06.1)。 今後

も年代測定は続ける方がよいと考えている。細谷地遺跡の集落の内容についてもここでは土器編年の

参考程度しか触れることができなかったが本遺跡と全 く無関係に営まれた遺跡とは考えられない。ま

た飯岡才川遺跡もその一部を挙げたに過ぎない。両遺跡とも調査が進展し、その性格も明らかに成 り

つつある。報告書の刊行を待ちたいが予想以上に大きく性格 も単純な集落では済まない面もある。

北側には台太郎遺跡、南狽1に は細谷地遺跡という大集落があ り、本遺跡は大きな集落遺跡に囲まれ

た小集落といえる。その成立は 9世紀後半で飯岡才川遺跡の拡大か、周辺にある細谷地遺跡・台太郎

遺跡といった大遺跡の集落拡大に関係がありそうだとの見通 しを得た。集落が絶えるのは10世紀前半

と考えているが、その理由については不明である。本稿では未解明のまま残った課題、各遺跡の成立

と展開、集落間での繋が りについては別稿で考察したい①

中世

本遺跡は向中野館跡の北館と南館からなる。北館は前述 したように飯岡才川遺跡がのる微高地の東
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V 向中野館遺跡第9次調査

端 とその周辺の一段低い面からなり、南館は細谷地遺跡ののる微高地と同じ面にあたる。これまで

の調査により北館のほぼ全容が明になったため、ここからは北館を中心に城館の内容を記していく

こととする。

向中野館遺跡 1～ 9次調査は全て北館の調査であった。中世の主な遺構 としては掘立柱建物跡 2

棟、竪穴建物跡 3棟、堀跡 4条 などが検出されている。出土遺物では中国産磁器、瀬戸美濃産陶器

片などがあ り何れも16世紀頃が中心で15世紀代の珠洲産陶器 も出土 している。このことから城館の

機能していた年代 も中世後半 (16世紀頃)と 捉えている。遺構 。遺物については城館のほぼ全域を調

査 したわりには極めて少ないといえる (中世陶磁器は小 1箱 にも満たない)。

各遺構の配置並びに想定される縄張 りについては第21図 に示 した。掘立柱建物跡や竪穴建物跡が

検出されたところ (第 9次調査区)が飯岡才川遺跡から延びる東西に細長い微高地にあたり、北館の

中では地形的に一番高い面になる。ここが北館の主郭 と考えられる。これまでの調査により北・

西 。南側からは低湿地 (ま たは旧河道)が北館を取り囲むように検出されている。これらの低湿地を

堀のように使いながら、更に堀を4条巡らして堀内部は少なくとも主郭を含めて 5つの曲輪に分け

られている。主郭部分南側の一段低い面にある曲輪、更に南のR G08堀 跡を渡ったところにある曲

輪、主郭より西側のR G08・ 07堀跡に挟まれた曲輪、この曲輪から南へ土橋を渡ったところにある

曲輪からなり、何れの曲輪もほぼ同じ標高で主郭よリー段低い面に造られている。飯岡才川遺跡と

本遺跡との間は遺跡として括られていないので微高地を南北に分断する旧河道が入っているとも考

えられる。そうすると、北館はその四方を低湿地で囲まれた微高地を中心に構築された城館という

ことになろう。南館については殆ど調査されていない。南館の北縁 (北館と低湿地を挟んで接する部

分)に は土塁とみられる高まりが確認できるものの、それ以外に城館の様相を現地形から推測するの

は特徴がなくて難しい。

北館の主郭以外の各曲輪からは中世の遺構が検出されていない。主郭からも中世の遺構は掘立柱

建物跡 2棟、竪穴建物跡 3棟 しかなく、井戸跡も造られていないようである。陶磁器類も量的には

微量で、遺構・遺物ともに北館のほぼ全域を調査したわりには極めて薄いという結果が得られたわ

けである。こうしたことから、北館については生活の場としてではなく、有事の際に利用するよう

な、立て籠もるときのために構築されたと推測される。南館は調査されていないが、北館のこうし

た状況から日常の居住施設を備えていると考えられる。北館と南館を一体の城館として捉え、それ

ぞれ機能分化していると解釈している (盛岡市教委 室野氏のご教示から)。 他に北館・南館で時期差

がある可能性も考えられる。

今回の調査区は盛岡市飯岡新田 2地割に位置し、かつての都南村、南館は盛岡市向中野字野原で

あり、この地域の盛岡市と旧都南村との境界は複雑である。「岩手県管轄地誌」によると岩手郡向中

野村 (中世には中野郷のうちとされている)に は千苅田 (センカリタ)、 八日市場、向中野、台太郎、下久

保 (シタクホ
｀
)、 小中島、中島、五合田、石川町、オ川、野原、細谷地、道明 (トウミョウ)、 東道明、幅、鶴

子、観音地、畑返、川久保、地蔵田、古屋、小鷹、西門 (エシハ)、 新田 (シンテン)と いった字名がみら

れ、紫波郡の飯岡新田村には沢田、オ川、矢盛、畑中、焼野、夕覚、横屋、野崎、中谷地、松島と

いった字名がある。どちらにも才川という字名がみられた。慶長一二年 (1607)の南部利直知行宛行

状 (盛 岡東顕寺文書)に 「向中野之内本宮」とあり、近世初頭まで地名は遡ることができる。飯岡新

田については「雑書」寛文九年 (1669)九月七日条に村名がみえ、この頃には実質的に一村をなして

いたと考えられている。それ以前は上飯岡村・下飯岡村とともに飯岡村に含まれていた。「封内郷村

志」では焼野・オ川の名がみられるが、これは飯岡新田内の枝村であろう。地内は慶長五年 (1600)
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以来畑中氏の知行があ り、新田開発が進められたとされている。享和三年 (1803)の仮名付帳によれ

ば飯岡新田の枝村 として木抗・才川・焼野・夕覚 。松島・矢盛の名があり、これらは現在の地名 とし

ても残っている。この地区の盛岡市と旧都南村 との境界は複雑であることに加え、同じ遺跡の】ヒ館 と

南館とで宇名が異なる点などは興味深い。中世に於いても飯岡村と向中野村の境界にあたるとか、集

落より広い意味での領地間の境に位置していたと考えられないであろうか。

ここで歴史的環境について簡単に触れてお く。奥州藤原氏を追討 した源頼朝は文治五 (1189)年、

御家人を地頭職に任 じこの地に配置 した。工藤行光が岩手郡、北上川の東部 (東岩手郡 と東紫波郡 )

を河村秀清が領 している。鎌倉幕府滅亡後は南部師行が、陸奥守北畠顕家らと共に多賀国府に入 り、

北奥に派遣された。斯波郡は斯波氏が引き続き領 していた。岩手郡にはその後応永年間頃から南部氏

家臣の福士氏が不来方にあって近隣に勢力を持つようになっていったという。15世紀になると、永享

7(1435)年 に和賀・稗貫両郡中で兵乱。康正三 (1456)年 に南部氏が出羽仙北で湊安東氏 と合戦 して

敗退している。文明元 (1469)年 には葛西領でも騒乱が起こるなど、各地の情勢は不安定になってい

る。こうした状況は16世紀に入っても継続 していたと類推され、各地で騒乱が起こる中で国人・村落

領主にも盛衰があった。天文九 (1540)年に戸沢氏から南部方が奪った雫石 も、しばらくして斯波氏

に落とされてしまう。斯波氏は16世紀中頃以降―後半まで雫石、猪去に氏族を置き雫石川南岸に勢力

を有 していたと考えられ、飯岡氏もその頃には斯波氏方に属 していたと推測される。天正一四 (1586)

年には三戸南部氏は雫石城を攻略し、天正十六 (1588)年 に斯波氏は南部氏に攻められ減亡 した。こ

の際に志和郡の諸臣中で主家を叛いた諸士のなかに飯岡氏の名がある。 (奥南落穂集)。 この後は南部

氏支配のもとで近世をむかえることとなる。志和軍戦記によると飯岡氏は斯波氏に元亀三 (1573)年

頃に滅ぼされたことになっている。その中で飯岡氏の重臣として大田氏 (太田館・北の押さえ)、 東

野文七 (向 中野館・東の押さえ)、 杉山一学 (湯沢村大館 。南の押さえ)があり、飯岡氏の勢力範囲も

これで察することができる。また家臣のなかには向中野金吾、畑中早太郎 。小太郎 (同 一人物か)の

名があげられている。志和軍戦記は後世の物語であるから内容をそのまま引用することはできないた

め、遺跡の所在 と登場人物とが重なる部分を拾い紹介する程度に留めておきたい。

中世城館の調査は県内でも数多 く実施されてきた。類例は矢盛遺跡の第 6節に掲載している。本遺

跡の場合、南館を常の居所、北館は詰城的性格を持つ空間と機能分化 していると解釈したわけだが、

同じような解釈を飯岡山館と飯岡館とでもなされている (盛岡市教育委員会1987「安倍館・里館遺跡」

昭和61年度発掘調査概報)。 また普段はあまり使わずに必要な時だけ人が詰める城館 としては、遠野

市の篠館跡などが本県の調査例としてある。

北館のほぼ全域を調査 したわけだが、課題として残った点もある。以下にそれらをあげてい く。遺

構に関係 したものとしては、第一に掘立柱建物跡が僅かしか確認されなかったことがある。第 9次調

査区では300個 強の柱穴を検出している。その中から掘立柱建物跡を抽出できたのは 8棟 しかない。

多 くの柱穴を使うことができないまま残ってしまった。近世の柱穴が主体だとは思っているが、中世

の掘立柱建物跡があと1～ 2棟はあってもよいのではないかと考えている。次に曲輪間を往来する橋

についてであるが 3・ 4次調査で土橋が 1カ 所確認されているだけである。今回の調査でも注意 して

探 したが各堀跡からは橋脚の痕跡は見つかっておらず主郭・各曲輪への動線が不明確なものとなって

いる。南館との間にある旧河道には幅約 9mの S X007が ある。これを上橋 と考えたいのだが中世に

構築されたのかどうか調査では明らかにできなかった。北館 と南館 とを一体の城館 とここでは考えて

いるが、南館の時期は発掘調査が行われていないため不明である。両館には時期差がある可能性 もあ

る。向中野館跡に伴う中世集落が近 くで確認できないことも大きな課題である。
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5 まとめ

中世向中野館跡は北館と南館からなり、北館は有事の際に籠もる空間、南館は日常の居所と想定さ

れた。周辺の矢盛遺跡や台太郎遺跡でも中世の居館跡が見つかっているが、 とないし2条の堀で屋敷

を取 り囲むだけの単純な構造で、複数の曲輪を有しているわけではない。このような規模 。構造の違

いが館主の階層を反映しているとここでは考え、矢盛・台太郎遺跡の館主を 1・ 2村程度に勢力をも

つ最末端の領主層、向中野館の館主はこれら小領主よりも一つ上の領主層という印象をもつ。これに

は前述したように本遺跡が複雑な地番に所在 していることも踏まえている。

本遺跡の周辺では城館・居館跡だけではなく集落・墓地・道路跡など多様な中世遺構が見つかって

いる。こうした各遺跡・遺構の関係については別稿でまとめたい。

近世及びそれ以降

本遺跡は同じ遺跡の中で北館が旧都南村、南館が盛岡市に区分されていたことは中世のまとめの中

で触れた。ここでは北館のかつての地権者である浅沼家の家人から聞き取りした内容を中心に記載す

る。因みに南館には高橋家が地権者であり、北館と南館の間は発掘調査によって旧河道が東西に走っ

ていることが確認されているが、近年までは都南村と盛岡市の境界となる水路 (こ れが才川と呼ばれ

ていたのか)と 幼稚園があった。

近世及びそれ以降の遺構は第 9次調査区を中心に掘立柱建物跡 6棟、井戸跡 2基他がある。出土し

た陶磁器類は17世紀中葉から現代まであった。

浅沼家は屋号を「館」といった。しかしながら向中野館跡について殆ど情報を持ってはいなかった。

所有していた土地は中世向中野館跡でいうと北館の主郭部分とその南側と西側に位置する曲輪、東側

の堀及び低湿地である。住宅は主郭部分に建てていて、この地へは矢盛地区より分家して移り住んだ

という。その時期は不確実であるが大正以前ではないかとのことであった。その際に民家をここに移

築したそうで、その民家がもともとあったのは矢盛地区ではない。この地 (北館)よ り北西方向に

あったようなので沢田・野古・才川付近であろうか。この時点では向中野館跡の北館付近は屋敷がな

かった土地であったといえよう。昭和20年代の航空写真には茅葺き屋根の屋敷が写っており移築した

民家と考えられる。それから間もなくしてこの民家を取り壊して瓦屋根の住宅 (3・ 4次調査報告書

に写真がある)に し、平成12年頃まで暮らしていた。瓦屋根の住宅の西側には小さな稲荷社も造られ

ていたが当初は簡易な造りであったという (第 1図 )。 家人が記憶していた井戸や半地下式作業室な

どの位置は現地でご教示いただいたものもある。

第 9次調査では最も新しい段階の瓦屋根住宅の礎石が確認できたものの、移築したという民家の礎

石は把握できなかった。瓦屋根住宅を建てる際に敷地内を造成しているので動かされてしまったので

あろう。検出された 6棟の掘立柱建物跡は浅沼家とは直接つながらない遺構と考えている。南北棟の

S B001を 主屋とし、複数の付属屋を持つ屋敷である。想定される変遷案を示しておく。出土した陶

磁器から17世紀中葉～18世紀後半頃と推測できよう。検出された掘立柱建物跡のなかで17世紀初頭ま

で遡るものがあるとは現時点では考えていない。よって向中野館跡 (北館)はおそらく16世紀末で廃

絶し無宿となったのであろう。それから17世紀中葉～18世紀後半頃には近世屋敷として使われるが、

またしばらく断絶し浅沼家が分家して移り住んでいたということで大過ないであろう。

【建物跡の変遷図】(古い順)

RB007.…
(断絶 )中

●RB005… 。RB003-・ RB006
RB008

。002・ 004・・・RB001・・
下
・・移築民家…瓦屋根の住宅

(断絶)
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V 向中野館遺跡第 9次調査

第22図 向中野館遺跡第 3～ 9次調査 遺構配置図
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Ⅵ 台太郎遺跡第58次調査

調 査 の 方 法

(1)グ リッドの設定 (第 1図 )

盛岡市教育委員会の方針に準 じ、平面直角座標第X系 (日 本測地系)を座標変換 した調査座標 を用

いた。盛岡市向中野に所在する台太郎遺跡の調査座標原点はX=-35,500,000、 Y=+26,500.000で あ

る。調査のための区画割付は委託測量により基準点1～ 4を 設置 した。基準点座標は以下の通 りである。

第1表 台太郎遺跡第58次調査 基準点位置

グリッドは調査座標原点を起点として、まず調査区全体を覆う1辺50mの大グリッドを設定し、更

にこれを1辺2mの小グリッドで分割している。大グリッド名は原点から東に向かってアルファベット

大文字でA・ BoC・・・、原点から南に向かって算用数字で1・ 2・ 3・ ―と表している。また小グリッド名

は各大グリッド北西隅を起点とし、東に向かってアルファベット小文字でa・ b・ c・・・y、 南に向かっ

て算用数字で1・ 2・ 3・ …25と 表した。例えば、調査座標原点は「lAla」 という表示とし、グリッド名

称は北西隅を呼ぶこととしている。

(2)今次調査区の呼称

今次調査区は遺跡範囲のほぼ中央地点と南東端地点の2ヵ 所に分かれる。そこで、報告の利便性を

考慮し、lB。 2B区 に位置する中央地点 (1,030ど)を 「北区」、3～ 5。 F～H区に位置する南東端地点

(2,915ご )を「南区」と呼称する。

(3)遺構の命名と変更

野外調査時点での遺構名は、報告書掲載名と異なる仮名称を設定してい

る。これを盛岡市教育委員会の方針に準じ、台太郎遺跡全体の通し番号に

変更して命名している。遺構種類の略号については第2表に示した。ただ

し、ピットは通し番号の規制がないため、建物跡を構成する、構成しない

に関わらず今次報告のみの連番としている。

なお、野外調査時点で付した仮名称と異なる性格の遺構種類となる場合

や、野外調査時点では認識出来ずに室内整理によって明らかになった遺構

がある場合についても随時変更を行っている (第3表参照)。

(4)基本層序と調査区内の地形

調査区内の地形は、近年の住宅建築などによる造成工事により元地形を見ることは出来ない。北区

の現況は近年まで宅地として利用されてお り、調査前に現地を確認した際には住宅に伴う基礎や便槽、

基準点 グリッド名
日本測地系 世界測地系

X Y X Y

1 lB21p -35540 -352323044 26280.4123

2 2B6p -35560 26580 -352523048 262804122

3 4G21k -35690 26820 -35382.3068 26520.4047

4 5Gllk -35720 26820 -35412.3072 26520.4044

第2表 遺構略号表

略号 遺構種類

RA 竪穴住居跡

RB 掘立柱建物跡

RC 柱穴列

RD 土坑

RE 竪穴建物跡

RG 堀跡・溝跡

P ピット
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1 調査の方法
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第 1図 台太郎遺跡グリッ ド配置図
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1 調査の方法

第3表 遺構名変更表

掲載遺構名 野外調査での仮遺構名 備 考

RA245竪 穴

RA587零 穴

肘 豚 3号 撃 欠 住 居 跡 第 23次調 査 で 命 名 済

居 跡 6号 乎 穴 住 居 跡 第 51次調 査 で 命 名 済

RA620竪 欠 住 居 跡 l号 竪 穴 住 居 跡

RA621竪 穴 住 居 跡 2号竪 穴 住 居 跡

RA622竪 穴 住 居 跡 4号竪 穴住 ん

RA623竪 穴 仁 居 | 労
碍
一鰐

R A 624撃 貨

R A 625撃 父 居 跡

A626撃欠 9号 撃 欠 住 居 跡

R A627暉持穴イ王拝帯と小 10号竪 穴住 居 跡

RA628畢欠 住 居 跡 ■ 号 竪 穴 住 居 跡

RB056掘立 柱 建 物 弥 1号掘 立 柱 建

RB057掘立 建 物 跡 里]タトコ司望辱¬G

PR05R
RR05写

立た
=住

物 跡

RB061編 立本主建 4/J跡

RB062掘 立 ,建 物 跡

RB063掘 立 柱 建 物 跡

RB0641FT立 柱 建 物 跡

RB065掘立 柱 建 物 跡

RC005本ギ欠
'

RC006癖 欠

007TT欠

RD2011 i坑 1号土 坑

登録 抹 消 2号土 坑

RD2012土 坑 3号土 坑

RD2013土 坑 4

RD2014土 坑
RD201馬 十坊

12016-r ln― 坑

掲載遺構名 野外調査での仮遺構名 備   考

RD2017土坑 8号土坑

登 録 抹 消 9号土坑

RD2018土坑
RD2019+
RD2020+ 2ウ

=
021-「 3号土坑

RD2022土 坑 14号土坑

RD2023土 t 土 坑

RD2024土 七 土 坑

RD2025土坑
Rn夕026+
RE07C
RE071

「TH皆構 1

性 格 不 明 潰 構 2

RE072零欠 建 物 跡 性 格 不 明潰 構 3

RE073畢欠 建 物 跡 性 格 不 明遺 構 4

RG264堀跡 1号堀 跡 第23次調 査 で

RG273堀跡 2号堀 跡 第2教 訓 査 で

Pβ525澄 訴 1■溝跡

RG526
P∩民,7

2号

RC528渾呈跡 4号蕊豚

RG529渾呈跡 5号溝 跡

RG530溝跡 6号溝 跡

RG531静 子跡 7号濤 跡

RG532溝跡 R■澄絲

P∩ 5舟£澄訴

RC5a4浮最七爪 10与子

弓35留章B休 1号 跡

RG586溝跡 12号 跡

RG587溝跡 13号 写也小

RG538溝跡 4 脈

またU字溝が東西に走 り、電柱が埋設された状態であった。南区もほぼ同様であるが、現況土下層に

旧水田造成面が確認された。近隣住民の開き取 りによれば、昭和前半までは水田として利用されてい

たとのことである。昭和20年代に撮影された米軍写真 (国土地理院日本地図センター提供)を見ると、

向中野地区一帯はこの年代まではまだ水田として利用されていたことが分かる。これらの影響により、

遺構検出面は大幅に削平され、攪乱されている。

調査区内の基本層序は、過去の調査と同様である。第 2図 に第 35次調査 (岩文振第417集 )に記載

された基本層序模式図を示 した。層序は上位からI～ V層 に大別される。北区は I層直下がⅣ層であ

り、Ⅱ・Ⅲ層はすでに失われている。南区はⅡ層旧水田床土が広 く分布してお り、中央付近は攪乱が

著 しい。南側は地形が下がってお り、lm近い盛上が堆積 しているが、遺構は残存 していなかった。

中央から南側については遺構検出面がV層 となってお り、かなりの厚さ

で削平されたと見られる。

I層 :黒褐色粘質土 現在の表土層で、宅地造成上や田畑の耕作土

である。層厚は10～ 40cm。

Ⅱ層 :掲色粘土 旧水田床土で、下部には赤褐色の水酸化鉄の集積

が見られる。層厚は2～ 5cm。

Ⅲ層 :黒褐色土 本来はこの層の中～下位が生活面 と見 られるが、

今次調査では南区の一部のみで しか確認出来ない。層厚10～

30cm。

Ⅳ層 :黄褐色土 いわゆる地山層。今次調査での主な遺構検出面。

層厚50cm以上 (南区は薄い)。

V層 :褐色砂礫層 低位段丘基盤層。層厚不明。

-114-

第 3図 基本層序模式図



Ⅵ 台太郎遺跡第58次調査
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2 検出遺構と出土遺物
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第 5図 南区遺構配置図 (刊 )
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第 7図 南区遺構配置図 (3)

Ⅵ 台太郎遺跡.第58次調査
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Ⅵ 台太郎遺跡第58次調査

2 検出遺構と出土遺物

(1)調査の概要 (第4～ 7図 )

台太郎遺跡は、これまでの調査で、古墳時代末～平安時代にかけての竪穴住居を中心とした集落が

営まれ、中世には堀で囲まれた居館を中心とした集落、近世には掘立柱建物を中心とした集落が営ま

れていたことが明らかとなっている。

今次は台太郎遺跡の中央部 (北区)と 南東部 (南区)の 2ヵ 所を調査 し、過去の調査を裏付けるよ

うな同様の成果が得 られた。今次の遺構総数は竪穴住居跡11棟 (奈良時代10棟・平安時代 1棟 )、 掘

立柱建物跡10棟、柱穴列 3列、土坑16基、竪穴建物跡 4棟、堀跡 2条、溝跡14条 、ピット122個 (帰

属遺構が判明したもの以外)である。

遺跡中央部の北区からは、竪穴住居跡 6棟、堀跡 1条、溝跡 1条、ピット1個 を検出した。奈良時

代の竪穴住居跡が万遍なく分布 している。北側には第 23・ 51・ 54次調査でも検出されているRG264

堀跡が東西に横断して見つかっている。遺構内の遺物出土は多 くの場合、廃絶時の状況を良好に残存

しているが、遺構外からの遺物出土は攪乱内のみに限られる。

一方、遺跡南東部の南区からは、竪穴住居跡 5棟、掘立柱建物跡 10棟、柱穴列 3列、土坑 16基、

竪穴建物跡 4棟、堀跡 1条、溝跡14条、ピット121個 を検出した。竪穴住居跡は RA627の 1棟を除き

奈良時代に帰属 し、大半が北側に集中している。RA627と RA626は 重複 してお り、RA627が新期の

遺構である。北側東端を南北に走るRG273堀 跡は過去に第 22・ 51次調査で確認されており、さらに

南に延びることが分かった。また、南側は大小の溝が東西方向を中心に走ってお り、このうち最も長

い RG526は RG273と 繋がる可能性を持っている。北側の南西付近には柱穴状のビットがまとまって

確認されたが、調査中に建物に帰属すると認識できたピットは少数に限られる。整理の段階で想定さ

れた遺構を新たに追加 し、掲載 した (宮本長二郎氏のご教示による)。 遺物出土は北区と同様にほぼ

遺構内に限られるが、北側中央付近のやや低地部分からも若干の出上が認められる。

出土遺物は大コンテナ換算で計10箱程度であり、種類は土師器・須恵器、陶磁器、石器、土製品、

石製品、金属製品、銭貨である。土器の接合率は高く、全体の6～ 7割程度は復元して掲載した。掲載

した遺物点数は、土師器・須恵器104点、陶磁器27点、石器 4点、土製品 6点、石製品 2点、金属製

品 3点、銭貨 4点で総数150点である。
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2 検出遺構 と出土遺物

(2)竪 穴 住 居 跡

RA245竪穴住居跡

遺構 (第 8図、写真図版 3)

[位置]北区東側の 2B7y付近に位置 し、遺構の大半が調査区域外である。遺構東側の一部は第23次

調査で検出している。検出面は、Ⅳ層上面である。

[平面形・規模]やや南北辺が長い隅丸方形を呈する。規模は北壁365m、 東壁3.30m、 南壁3.60m、

西壁3.70mで ある (北 。南壁は中間が未調査)。 主軸方向はN-8° ―W。

[堆積土]黒褐色土主体の 1～ 5層で構成される。上部の 1。 2層 には地山ブロックが極少量～微量含

まれる。3層に含まれる少量の焼土・炭粒は、北西隅に集中している。これはカマ ド堆積土付近であ

るためと思われる。よって、検出していないがカマ ドは北側に設置されていると見られる。

[壁 ・床面]北・南壁は中間が未調査のため、詳細は明らかに出来ない。調査部分から考えると、外

傾 しながら急斜度に立ち上がると思われる。壁高は、北壁 37cm、 南壁 29 cm、 西壁 26 cmが 残存 してい

る。貼床は認められない。

[カ マ ド]堆積状況から、北壁に設置されていると思われるが、調査区域外のため明らかでない。

[柱穴]調査部分からは見つかっていない。

[土坑]同上。

遺物 (掲載なし)

[遺物出土状況]今次調査では土師器甕片が2点 出土しているが、細片のため掲載 し得ない。第23次調

査では土師器奏が1点 出上している。

[土器]第 23次調査で、ロクロ未使用の土師器長胴甕片が1点出上 してお り、今次調査出土分と同一

個体と思われる。

小結 今次調査では土師器奏の細片のみが出土してお り、また第23次調査で奈良時代の上師器奏が見

つかっている。このことから、奈良時代以降と大きく捉えたい。

RA587竪穴住居跡

遺構 (第 8図、写真図版 3。 4)

[位置]北区北東端の lB17v付 近に位置 し、遺構東側は調査区外だが、一部は第51次調査で検出して

いる。今次では北側に4m範囲を拡張して調査を行った。検出面はⅣ層上面である。

[平面形 。規模]やや南東壁が長い隅丸台形を呈する。規模は北西壁 4.00m、 北東壁 5,00m、 南東壁

4,90m、 南西壁4.60mで ある (北西・南東壁は中間が未調査)。 主軸方向はN-40° 一W。

[堆積土]黒褐色～暗褐色上の 1～5層で構成される。2～ 5層は地山ブロックを微～少量含んでいる。

自然堆積と思われる。第51次調査でも黒褐色主体のレンズ状堆積をしてお り、自然に埋没したものと

推測 している (岩文振第 468集  2005)。

[壁・床面]北西・南東壁の一部は未調査である。調査部分から考えると、外傾 しながら緩やかに立

ち上がると思われる。壁高は、北西壁 22 cm、 北東壁 7 cm、 南東壁 7側、南西壁 27 cmが残存 している

(北東・南東壁は第 51次調査)。 貼床は今次では調査 していないが、褐色土主体に黒褐色上が層状に

混入する層が厚さ5 cmで施されている。その下層には黒褐色上の掘方埋土が堆積 している。

[カ マ ド]北壁のほぼ中央に設置される。大半が調査区域外となり、今次は左袖の一部のみ検出した。

[柱穴]第51次調査で見つかっている P4と 、今次調査の P8・ 9の 3個が主柱穴と考えられる。北側

-122-



RA245

Ⅵ 台太郎遺跡第58次調査

A´A

12C8a

L=120800m

塩 7y

RA245
1 10YR3/2黒 褐 粘性、縮まりやや有 地山ブロック極小粒を極微量含む
2 10YR3/3黒 褐 粘性、締まりやや有 地山ブロック小粒を極少量含む
3 10YR3/2黒 褐 粘性やや有 締まり弱 焼土・炭粒を少量含む
4 10YR5/6黄 褐と黒褐の混合 粘性、縮まりやや有
5 10YR5/6黄 褐と暗褐の混合 粘性、締まりやや有

RA587
1 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 締まりやや有
2 10YR3/1黒 褐 粘性、締まりやや有 地山ブロックを微量含む
3 10YR3/2黒 褐 粘性やや弱 締まりやや有 地山ブロックを少量含む
4 10YR3/1黒褐 粘性やや弱 締まりやや有 地山ブロックを微量含む
5 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 縮まりやや有 地山ブロックを微量含む
※自然堆積だと思うがあまり自信がない

6 10YR3/3暗 褐 粘性やや有 締まりやや弱 地山ブロックを多量、焼土粒を

少量含む P10

第51次調査分

0         1:60        2m
|

RA587

千
>

げ
＝
解
囀
∵
い
ｏ
ｏ
景
）

焼土ブロック

第 8図 RA245・ RA587竪穴住居跡
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2 検出遺構 と出土遺物

にもう1個 あると思われるが、調査区域外のため検出できなかった。深さは、P4が不明、P8が 38cm、

P9が 52.6cmである。P4は 2個の柱穴が連結し、そのうちの 1個 は斜位に据えられた形跡がある。

[壁溝]北東壁北側を除き、ほぼ全周すると思われる。深さ7 cm、 P5。 7の 2個は壁柱穴と見られる。

[土坑]P2・ 7・ 10・ 11の計 4個ある。このうち、今次調査の P10。 11の 2個 は南隅に位置し、堆積

土中に地山ブロックを多量、焼土粒を少量含んでお り、人為的に埋め戻 した形跡がある。深さはP10

が20cm程度。堆積土中から土師器奏片が出上している。

遺物 (第 9。 10図、写真図版30～ 32)

[遺物出土状況]遺物量は特に多 く、接合率も高い。遺物の出土は住居廃絶時の状況をほぼ留めてお

り、元位置から移動していないものと考えられる。分布はカマ ドが設置されていると見られる北壁寄

りの床面を中心に出土している。特にカマ ド左側から西隅にかけて集中し、土師器郭2点 と土師器奏

類 7点がまとまって出上している。北隅からは土師器郭2点 と土師器奏類 3点がまとまって見つかっ

ている (第 51次調査分)。

[土器]総数 24個体を確認 している。内訳は、いずれもロクロ未使用の土師器で、郭類 7点 (郭 6

点・高郭 1点 )、 発類 17点 (長胴甕 11点 ・球胴奏 4点・奏 1点・小型甕 1点 )である。このうち、今

次調査掲載分は、郭類 3点、甕類 9点 (長胴奏 4点・球胴甕 3点・奏 1点、小型奏 1点)である。な

お、12球胴奏は第 51次調査 112球胴奏と同一個体である。今次調査分に限れば、郭類 3点のうち 2

の 1点のみが内面黒色処理が施されたものである。いずれも外面下部に段を有するが、非黒色処理の

1・ 3は段下から底部にかけてハケメ調整が残る。甕類は概ね内外面にハケメ調整が認められるが、6

長胴奏や 9小型奏は外面にケズリ調整、11球胴甕は外面に縦位 ミガキ調整、4長胴奏の内面下半、8

甕、9小型奏の内面にはミガキ調整が施されている。また、6長胴奏は口縁外面に段を有し、他とは異

質である。第51次調査出上分についてもほぼ同様の傾向であるが、郭はいずれも内面黒色処理された

もので、高郭 1点が出土 している。長胴奏は内外面ナデ調整されるものが多い。

小結 RA622竪 穴住居跡の出土状況と同様に、遺物出土は大半が主柱穴を結んだ線よりも外側で、且

つカマ ドが設置してある北狽1に集中している。カマ ドの左右は奏類を貯蔵する空間で、そのす ぐ傍ら

には郭が置かれていた①南隅と主柱穴P9の 間には廃棄土坑P10・ 11が作 られてお り、人為的に埋めた

形跡がある。主柱穴の内側の床面は他よりも堅 く締まっている。おそらく、主な居住空間であつたの

だろう。出土遺物から、奈良時代に帰属する。

RA620竪穴住居跡

遺構 (第 11図、写真図版5)

[位置]北区西側 2B5k付近に位置する。西側は南北に走る最近の溝によって壊されている。検出面は

Ⅳ層上面である。

[平面形・規模]隅丸方形を呈する。規模は、北壁 2,75m(残存値 )、 東壁 3.65m、 南F_43.20m(残 存

値)。 主軸方向はN-10° ―W。

[堆積土]暗褐色土～黒褐色土主体の 1～6層 で構成される。下部の 4・ 5層 には地山ブロックが少量

含まれる。レンズ状に堆積 してお り、自然堆積 と思われる。

[壁・床面]西壁は消失しているが、他の 3辺 は外傾 しながら急斜度に立ち上がる。壁高は、北壁32

cm、 東壁27cm、 南壁19cmが残存。床面は黄褐色と黒褐色の混合土で貼床が施されてお り (7層 )、 厚

さは5～ 12cmである。

[カ マ ド]南壁に設置される。南壁の西側は消失しているため詳細は不明だが、南東側に偏っている。
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Ⅵ 台太郎遺跡第58次調査

0          1:3        10cm

●

第 9図 RA587竪穴住居跡出土遺物 (1)
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2 検出遺構 と出土遺物
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Ⅵ 台太郎遺跡第58次調査

煙道方位はN-16° ―W。 袖の残存部分は住居構築時からの造 り付けである。左袖は若千外側に開き、右

袖は左袖に比べて大きめである。燃焼部の底面は床面から 10 cmほ ど掘 り窪められており、径 80 cmの

焼成面がある。袖内側 も強 く赤変している。焼成面のやや南側には支脚 と思われる円礫 1個 がある。

煙道は全長 160 cmで、先端の直径 33 cm、 深さ 38 cmの 円形の煙出し孔まで到 り貫かれている。煙出し

孔は緩やかに立ち上がっている。煙道天丼は一部を残存 して崩落してお り、煙道部分底面に堆積 して

いる (4層 )。

[柱穴]Pl・ 6は柱穴と思われるが深 くない。

[壁溝]北壁及び東壁北狽1にあり、深さは 5 cm程度である。

[土坑]カ マ ド外側の左右に P2・ 7、 北壁狽1に P3、 東壁側に P5がある。P5。 7か らは土師器奏片が

出土している。P7は堆積土中に焼土粒を多量、P5は焼土粒や炭粒を少量含んでいる。

遺物 (第 12図、写真図版 32・ 33)

[遺物出土状況]全体に遺物量は多 くない。まとまって出上が認められたのは床面出土の 15土師器長

胴甕、堆積土上位出上の 14土師器郭 (完形)で、その他にロクロ未使用の黒色処理土師器郭が 1個体

分出上している。各土坑からは一定量出土しているが少ない。その中で P7か らの出土が多 く、ロクロ

未使用の上師器奏が 1個体分出土しているが接合率は低い。カマ ドからはロクロ未使用の土師器奏片

を中心に少量出上している。床面北東隅から刀片 1点が出上している。

[土器]計 4個体確認出来るが、その他は細片のため不明である。このうち、2点 を掲載 した。14は

ロクロ未使用で若干小型、内外面にヘラミガキが施される。15は ロクロ未使用の長胴甕で、内外面に

ハケメ調整、胴下半に径 2 2cmの 円形穿孔が施されている①

[鉄製品]16刀が 1点出土している。先端部のみが 16.Ocm残存している。

小結 南壁にカマ ドを持つ竪穴住居跡である。時期は、出土遺物から奈良時代と思われる。

RA621竪穴住居跡

遺構 (第 13'14図 、写真図版 6・ 7)

[位置]北区中央南側 2B6u付近に位置する。南側は最近の攪乱により壊されている。検出面はⅣ層上

面である。

[平面形・規模]やや南北辺が長い隅丸台形を呈する。規模は北壁 3,70m、 東壁 3.20m(残存値)、 南

壁 4.15m(残存値 )、 西壁 3.55mで ある。主軸方向はN-22° ―W。

[堆積土]黒褐色土主体の 1～ 7層で構成される。3層 は焼土粒を多量に合み、床面直上に堆積 してい

る6層 は純粋な炭化物層である。炭化物層中には主に戊化 した柱材 (ク リ・ナラ材)は観察されるが、

屋根材は残っていない。2・ 5層 は地山ブロックを多量に混入することから、壁材 頓占土)が崩落した

ものと思われるが、上部の 1層 は自然堆積である。戊化物層の下には焼土層が形成されておらず、上

層に認められることから、内部からの出火とは考えにくい。

[壁・床面]攪乱のため、南壁は消失 している。他の 3辺は外傾 しながら急斜度に立ち上がる。壁高

は、北壁 20 cm、 東壁 17 cm、 西壁 23 cmが残存。床面は黒褐色上に地山ブロックを多量に混合した上で

貼床が施されており、厚さは5～ 14側で東側が厚 く堆積 している。

[カ マ ド]北壁のほぼ中央に設置される。煙道方位はN-25° 一W。 袖の残存部分は住居構築時からの造

り付けである。両袖は壁から平行に40 cm程 度延びてお り、先端で内側に屈曲し、焚き口を成す。この

箇所の底面に 47× 36cmの 円形に焼成面が形成される。煙道は全長140 cmで、先端に直径 30 cm、 深さ

37cmの円形の煙出し孔まで到 り貫かれている。煙出し孔は急斜度に立ち上がっている。煙道天丼は一
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RA620 P5
1 10YR4/4褐 粘性、締まりやや有 焼土・炭粒を少量含む

0          1:60        2m

B´

RA620 カマド

く。

A L=120700m

L二 120700m

RA620カ マド
10YR2/2黒 褐 粘性やや有 締まり弱
10YR4/4褐 粘性やや有 締まり弱 黒褐が少量混入
10YR4/4褐 粘性、締まりやや有 地山ブロック・焼土・炭粒を含む
10YR4/3に ぶい黄褐 粘性、締まりやや有 北側には焼土粒も混じる
10YR2/3黒 褐 粘性、締まりやや有 地山ブロック・炭・焼土粒を微量含む
25YR守 8赤褐 粘性やや弱 締まっている 焼土
10R6/8赤橙 粘性弱 締まっている焼土
10YR3/3暗 褐 粘性やや有 締まり弱 焼土粒を多量含む P7堆積土

0          1:30        1m

-128-

t÷

kttd 

続

第11図  RA620竪穴住居跡



Ⅵ 台太郎遺跡第58次調査

~― 一十 ~―_一
石
~~｀ ~ヤイ

 16●

0       1 :2        5cm
●L============」

0          1,3         10cm

第12図  RA620竪穴住居跡出土遺物

部を残存 して崩落しており、2・ 3層 を形成している。燃焼部天丼は手前に貼っていた上が崩落し、4・

5層 を形成しているが、使用時と思われる熱で赤変して硬化 している。

[柱穴]Pl・ 2・ 4。 5の 4個が主柱穴と思われる。深さは Pと が 25.lcm、 P2が 48.9cm、 P4が 32.8cm、

P5が 24.3cmo P2が 特に深 く掘 り込まれている。P3は P4を 支える副柱穴と思われる。

[壁溝]南辺を欠いているが、全周すると思われる。深さは3～ 5 cm程度である。

[土坑]な し。

遺物 (第 15図、写真図版 33。 34)

[遺物出土状況]全体に遺物量が多 く、接合率も高い。また、遺物は住居廃絶時の状況をほぼ留めて

出上している。カマ ドの左側床面からは土師器郭 2点、土師器高郭 2点、小型甕 1点がまとまって出

上した。いずれも正位に置かれた状態で見つかっている。このうち、17土師器郭の中には28鉄鏃が

入れられていた。北東隅床面には土師器郭と甕 (完形)が出土している。カマ ド内部からは25長胴奏、

カマ ド前の床面からは22甑が見つかっている。その他は細片のため掲載しなかったが、土師器・甕類

片が若干出上している。

[土器]計 10個体を確認したが、その他は細片であり、埋没時の混入と思われる。内訳は、土師器必

3点、土師器高必 2点、土師器甑 1点、土師器奏 4点である。土師器奏のうち26は検出面出上のため、

本遺構に伴わない可能性もある。土器はいずれもロクロ未使用である。郭は、18・ 19は ほぼ同サイズ

であるが、17は小型である。3点 とも胴下半に段を持つ。20。 21高郭は20が若千小さいが、両者と

も内外面はミガキ調整、21は 内面に黒色処理が施される。胴下半に段、または急に屈曲する。23・ 24

はサイズが異なるものの、器高・器厚から類似する。両者とも内外面ハケメ調整、23は その後に外面

のみヘラミガキを施 している。25の残存が悪いのは使用から脆 くなっているためかもしれない。22

導
套

器

荼
導

ヽ
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RA621 カマ ド
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炭

壁

RA621カ マド
1 10YR2/2黒 褐 粘性 縮まりやや有 炭粒含む
2 10YR2/21音褐 粘性、縮まりやや有 地山ブロックを多量含む
3 10YR2/2黒 褐 椎性、締まりやや有 地山ブロックを多量含む
4 焼土 粘性弱 締まっている カマド天丼崩落土
5 焼土 粘性弱 締まっている カマド天丼崩落土
6 10YR2/3黒 褐 粘性弱 締まりやや弱 焼土粒を多量含む
7 10YR2/3暗 褐 粘性、締まりやや有 地山ブロックを微量含む
8 焼土 粘性弱 締まっている

0>

0          1 :30 l lan

第14図 RA621堅穴住居跡 (2)

甑は、元々は奏であったものの底を抜 き、転用 したものであろう。

[土製品]カ マ ド焼土内から27土玉が 1点 出上 した。直径 811mの球形で、中央に直径 211mの 貫通孔が

ある。重量 0.4g。

[鉄製品]28鉄鏃が 17小型郭内から出上 した。長さは 6.7 cIIl(残 存値)。 内側に刃が付けられている。

小結 焼失住居である。堆積土と床面に拡がる焼土・炭化材の状況から、先に屋根材・外壁材から出

火 し、内側に崩落したものと考えられる。炭化 した屋根材が全 く出土していないことから、かなり強

い火災であったことが窺える。それに対 して、床面には全 く焼上が形成されていない。時期は、出土

遺物から奈良時代に帰属する。

RA622竪穴住居跡

遺構 (第 16・ 17図、写真図版 8。 9)

[位置]北区中央南側 2B7o付 近に位置する。東隣には 6.5m間 隔をおいてRA621竪穴住居跡、西隣に

は3m間隔をおいてRA620竪穴住居跡と隣接する。検出面はⅣ層上面である。

[平面形・規模]隅丸方形を呈する。規模は北壁 5。40m、 東壁 5。45m、 南壁 5.50m、 西壁 5,75mで ある。

主軸方向はN-12° ―W。

[堆積土]暗褐色土主体の 1～ 3層で構成される。全体に明責褐～黄褐色粘土質小ブロックを少量含ん

でいる。自然堆積であろう。

[壁 。床面]壁は外傾しながら急斜度に立ち上がる。壁高は、北壁 26 cm、 東壁 1l cm、 南壁 16 cm、 西

壁 22 cmで ある。床面は地山ブロックを多量に含む暗褐色土で貼床が施されてお り、厚さは2～ 16 cmで

西側が厚 く堆積 している。

[カ マ ド]北壁のほぼ中央に設置される。煙道方位はN-10° ―W。 袖の残存部分は住居構築時からの造

り付けである。両袖部は壁からほぼ平行に延びてお り、左袖 76 cm、 右袖は 90 cmである。袖の先端、

口
＝
〕
］
９

∞
ｏ
ｏ
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一

ヽ
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、
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2 検出遺構 と出土遺物
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第15図  RA621竪穴住居跡出土遺物

焚き口には40・ 43・ 44土師器長胴奏などが芯材として利用されていた。断面から芯材は7層から出土

してお り、カマ ド燃焼部天丼にも使用されていたと見られる。芯材を含む7層直下には 80× 66 cmの

楕円形に焼成面が形成されてお り、袖内側まで赤変 している。焼成面の中央やや北には亜円礫 1個 を

設置 してお り、支脚 として機能していたと考えられる。煙道は全長135cmで、先端に直径 40cm、 深さ

28cmの 円形の煙出し孔 まで水平に到 り貫かれている。煙出し孔はほぼ垂直に立ち上がっている。煙道

天丼は一部を残存 して崩落してお り、住居廃絶後に堆積 した10層 を聞層にして 4層 が形成されている。

燃焼部の 7層 や12層 上面から、不明骨片を21.lg採取 している。なお、本遺構カマ ドと同様の出土状

-132-
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RA622
1 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 締まりやや疎

10YR6/8明黄褐粘土質小ブロック(径 lcm)を 2%、

一部覇状に混入
2 10YR2/3暗 褐 粘性やや弱 締まりやや疎10YR6/8

明黄褐粘土質小ブロック(径 lcm)を 2%、 一部鏑状に混入

3 10YR3/8暗 褐 粘性やや弱 締まりやや疎と
10YR2/3黒褐 粘性やや弱 締まりやや疎を混合
10YR5/6黄褐小プロック(径 1～ 2cm)1～ 2%含 む

4 10YR3/3暗褐 粘性やや有 締まっている

地山プロックを多量含む 貼床

RA622 P3
1 10YR2/2黒 褐 粘性、縮まりやや有 焼土粒・炭粒を

微量含む
2 10YR4/4褐 色土
3 10YRク 3にぶい黄褐 粘性、締まりやや有

焼土粒・炭粒を多量含む
2層 と同 じ

3層 と同 じ

RA622 P10
10YR2/3黒褐 粘性弱 締まりやや有 焼土 炭粒を多量含む

0          1:60         2m
|

第16図 RA622竪穴住居跡 (1)
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検出遺構 と出土遺物
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RA622カ マド
1 10YR4/4褐 粘性弱 締まりやや有 黒褐土を微量混入

。>  :: II¥晨ニチニ暑亀権筆緑重:専召写地
山ブロックを少量含む

4 10YR4/4褐 粘性弱 締まっている カマド煙道天丼崩落土
5 10YR3/4暗 褐 粘性やや有 締まつている地山ブロック・焼土粒を多量含む
6 10YR2/3黒 褐 粘性やや有 締まり弱 地山ブロックを少量含む
7 10YR3/3暗 褐 粘性弱 締まりやや有 焼土粒を多量含む
8 10YR3/3暗 掲 焼土粒を多量含む
9 10YR3/2黒 褐 粘性、締まりやや有
10 10YR2/2黒 褐 粘性やや有 締まり弱 地山ブロックを微量含む
11 10YR5/6黄 褐 粘性やや有 締まりやや有
12 焼土 粘性弱 締まっている 骨片含む

＞
、

B B
L・120700m

L=120700m

第17図 RA622竪穴住居跡 (2)

況を持つ RA586竪穴住居跡が第51次で調査されている (岩文振第 468集  2005)。

[柱穴]Pl。 2・ 7・ 9の 4個が主柱穴と考えられる。深さはPlが 46.O cm、 P2が 42.2 cm、 P7が 32.0

CIIl、 P9が 34.l cm。 西側の Pl・ 2が若干深 く掘 り込まれている。

[壁溝]北壁のカマ ドを設置した付近を除いた箇所に作 られている。深さは8 cm程度である。

[土坑]P3～ 6。 8。 10～ 13の計 9個ある。このうち、P3。 10は堆積土中に焼土粒・炭粒 (ク リ材)を

多量に含み、人為的に埋め戻した形跡がある。特にP3は破損した土器を廃棄したと考えられ、29。 34

土師器郭や48土師器長胴奏が破損状態で出上している。P■～13は土器を安定させるために浅く掘っ

た土坑であろう。

遺物 (第 18～ 21図、写真図版34～ 38)

[遺物出土状況]遺物量は特に多く、接合率も高い。また、遺物は住居廃絶時の状況をほぼ留めてお

り、元位置から移動していないものと考えられる。分布はカマ ドのある北側床面を中心に出土してい

る。特にカマ ド右側から北東隅にかけて集中し、土師器長胴奏4点 と土師器球胴奏1点が出土してい

-134-
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第18図 RA622竪穴住居跡出土遺物 (1)
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第19図  RA622堅穴住居跡出土遺物 (2)
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第20図 RA622竪穴住居跡出土遺物 (3)



2 検出遺構 と出土遺物

回邑

5crn

0           1 :3         10cm

第21図  RA622竪穴住居跡出土遺物 (4)

る。床面中央やや北東寄 りからは、内面黒色処理された土師器必が 3点出土 してお り、32と 33は入

れ子の状態で見つかっている。床面中央やや北西寄 りからは、30土師器郭、35土師器甑、42土師器

長胴奏の 3点が出土している。30。 35の 2点はほぼ完形であるのに対して、42の みが木っ端に潰れた

状態で見つかった。人為的な破壊 も想定される。

[土器]総数 22個体を確認している。内訳は、いずれもロクロ未使用の土師器で、郭 6点、甑 1点、

奏類 15点 (長胴甕 12点・球胴奏 2点・奏 1点)である。長胴甕のうち、3点 はカマ ド芯材に用いら

れている。郭は6点のうち5点は内面黒色処理が施されたもので、P3に 廃棄された 29の みが非黒色

処理である。また、33を除く29～ 32・ 34の 5点はタト面やや下部に段を有する。35瓢はRA621か ら出

土 したものとは異なり、予め底部を付けないで製作されたものである。これも外面に段を有 し、内外

面にハケメ調整が認められる。奏類は長胴奏の 44・ 46を 除き、すべて内外面にハケメ調整がある。

44。 46は外面下半にハケメ後のケズリ調整が認められる。長胴甕は器高が 27.8～ 80.O cm範 囲で平均

29。2cm(計浪15個体 )、 口径が 17.4～ 22.3 cm範 囲で平均 20.Ocm(計測 8個体)と ほぼ定型である。

[土製品]P3内から紡錘車 1点が出土 している (51)① 側面にはミガキ調整が認められる。中央にあ

る貫通孔の直径は約 8 mmで ある。

小結 遺物出土は大半が主柱穴を結んだ線よりも外側で、且つカマ ドが設置 してある北側に集中して

いる。出土状況から見れば、カマ ドの左右は奏類を貯蔵する空間で、郭類は柱周辺に寄せていたこと

が分かる。南辺とP2・ 7の 間は廃棄のための上坑が作られている。居住空間は4個の柱穴を結んだ内

側 と見られる。カマ ドには芯材として土器が用いられているが、カマ ド奥偵Iは造 り付けのため、調査
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RA623

A

舎_         L・ 121000m         ―を

電位によ

RA623
1 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 締まりやや疎 5YR6/8橙(土 中の鉄分が酸化)を 翻状に混入
2 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 締まりやや疎 10YR6/8明 貴褐粘土質粒(径 lcm)1%含 む
3 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 締まりやや疎
4 10YR6/6明 黄褐 粘性やや為 締まっている 地山ブロック主体で、隙間に黒褐土

0          1:60        1m

第22図  RA623竪穴住居跡

か らは確認で きなかったが補修の際に使われたのか もしれない。出土遺物か ら、奈良時代 に帰属する。

RA623竪穴住居跡

遺構 (第 22図、写真図版 10)

[位置]北区西狽l lB24k付 近に位置する。西側は電柱、南側は住宅基礎による攪乱で消失、北側は

RG264堀跡に切 られる。検出面はⅣ層上面である。

[平面形・規模]残存から隅丸方形を呈すると見 られる。規模は東壁 2.50m(残 存値 )、 南壁 3.15m、

北壁、西壁は消失してお り不明である。主軸方向はN-20° ―W。

[堆積土]黒褐色土主体の 1～ 3層 で構成される。1層 は鉄分が多 く、2層 には地山ブロックが微量見

られる。

[壁・床面]西壁と南壁の一部は攪乱、北壁は RG264に 切 られて消失している。残存 した南壁や東壁

は外傾 しながら急斜度に立ち上がる。壁高は、東壁 23 cm、 南壁 20 cmが 残存。床面は明黄褐色の地山

主体で、黒褐色土が混合 しており、厚さは5～ 12 cm堆積 している。中央がPlで若干掘 り込まれている

が、地積土に違いは見られなかった。

[カ マ ド]残存 した東・南壁にはないことから、北壁 もしくは西壁に設置されたと見られる。RG264に

切 られているが、北側堆積土中に焼土粒が微量混入することから、北壁に設置されたのかもしれない。

[柱穴]見つかっていない。

[壁溝]な し。

[土坑]Plを 1個確認 している。堆積は貼床と相違が見られなかったことから、人為的に埋め戻され

たと考えられる。

遺物 (第 23図、写真図版 38・ 39)

[遺物出土状況]遺物量はそれほど多 くないが、接合率は高い。出土土器はすべてロクロ未使用の上

師器で、北側床面からは53～ 55郭 3点 と56・ 58奏類が各々まとまって出土 してお り、ほぼ元位置を

留めている。57奏類は堆積上下位から出土 してお り、他にも奏類の破片を中心に出土している。

霧
つ
　
　
⇔

騨
５３”

カ ク ラ ン
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2 検出遺構と出土遺物

印
ル
≧

第23図  RA623竪穴住居跡出土遺物
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Ⅵ 台太郎遺跡第58次調査

[土器]総数 6個体を確認 している。内訳は、いずれもロクロ未使用の土師器で、郭 3点、奏類 3点

(長胴奏 1点、球胴奏 2点)である。郭はいずれも内面に黒色処理が施されたもので、53・ 54は外面

下部に、また 55は 内外面下部に段を有する。53は段を付けた後にミガキ調整を施しているため、段

が明確でない。55は 口縁が他の2点 より直立し、深 くなる。56長胴甕は、外面ケズリ、内面ハケメ調

整が施され、口縁が直立する。57は小型の球胴甕で、内外面ハケメ調整される。58も 球胴奏であるが、

頸部の括れが若干弱 く、口縁は大きく歪んでいる。

小結 RG264堀跡に切られた竪穴住居跡である́。出土遺物から、奈良時代に帰属する。

RA624竪穴住居跡

遺構 (第24図、写真図版11)

[位置]南区中央 4G16o付近に位置する。検出面はⅣ層上面である。

[平面形・規模]北東辺がやや広い隅丸の逆台形を呈する。規模は北東壁 3.00m、 南東壁 2.70m、 南西

壁 2.15m、 北西壁 2.38mで ある。主軸方向はN-65° ―E。

[堆積土]黒褐色土主体の 1～ 3層で構成される。1。 3層 には黄褐色粘土質上が混合する。堆積はレ

ンズ状であり、自然堆積と考えられる。

[壁 ・床面]壁は外傾 しながら急斜度に立ち上がる。壁高は、北東壁 32 cm、 南東壁 23 cm、 南西壁 25

cm、 北西壁 16 cmで ある。床面は黒褐色土に地山ブロックを多量に含んだ上で貼床が施されており、厚

さは4～ 14 cm堆積 している。

[カ マ ド]北東壁のやや北西壁寄 りに設置される。煙道方位はN61° ―W。 袖の残存部分は住居構築時

からの造 り付けである。両袖部は壁からほぼ平行に延びており、左袖 77 cm、 右袖 74 cmで ある。焚き

日付近に焼成面が形成されていると思われたが、焼土粒・炭粒を多量に含む 5層が堆積 しているのみ

で、検出されなかった。煙道は全長 155 cmで 下降しながら、先端に直径 45 cm、 深さ65 cmの 円形の煙

出し孔まで割 り貫かれている。煙出し孔はほぼ垂直に立ち上がっている。煙道天丼は崩落することな

く残存しており、煙道断面は 32× 46 cmの楕円形を呈している。

[柱穴]P2～ 5の 4個が主柱穴と思われる。しかし、深さは、P2が 4.7 cm、 P3が 4.l cm、 P4が 4.2 cm、

P5が 6.5 cmと イ莞▼ヽ。

[壁溝]な し。

[土坑]Pl・ 6・ 7の 3個ある。Pl・ 7の 2個はカマ ド左右に作られてお り、カマ ドと関わりを持つ可

能′陛がある。

遺物 (第 25図、写真図版40)

[遺物出土状況]遺物量は少なく、接合率は低い。床面の遺物は散在 しており、カマ ドの左右に若千

のまとまりがある。また、床面出土よりも堆積土からの出上が多い。しかし、完全に復元できたもの

は60土師器高郭のみである。

[土器]総数 5個体程度を確認している。土師器奏類の破片が多いが、復元出来ないものが大半であ

る。このうち、3点のみを掲載した。いずれもロクロ未使用の上師器で、復元出来たのは 60高郭のみ

である。タト面下部に段を有し、台部は直立、底部は剥落しているが開く。内面は黒色処理が施されて

いる。61長胴甕、62球胴轟はいずれも胴上半の破片資料で、61は 内外面ハケメ調整、62は 内外面と

もにハケメ後にナデが施されている。

[土製品]63紡錘車がカマ ド右側の 2層 中位から1点 出上 している。側面にはケズリ調整が認められ

る。中央やや上にある貫通孔の直径は約 9 mm、 重量は43.08gである。
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Ⅵ 台太郎遺跡第58次調査

0           1 :3          10cnn

第25図 RA622竪穴住居跡出土遺物 (3)

[石製品]64紡錘車が南隅側の床面直上から1点出土 している。全体に欠損 してお り、外面は残存 し

ていない。中央にある貫通了しの直径は現状では 12.5× 10 mmの楕円形で、重量は10.41gで ある。

小結 北東壁にカマ ドを持つ竪穴住居跡である。遺物出土は堆積土が中心で、床面は散在 してお り、

住屋廃絶時の状況を残 していない。堆積土中の遺物は遺構北側に存在すると思われる遺構から飛散 し

たものかもしれない。カマ ド煙道部は大きめに作 られているが、燃焼部には明確な焼成面が残ってい

ない。出土遺物から、奈良時代に帰属する。

RA625竪穴住居跡

遺構 (第 26～ 28図、写真図版 12・ 13)

[位置]南区北東側 4Glr付近に位置する。南側は調査区域外のため全形は不明である。3.5mの 間隔

をあけて RA626竪穴住居跡と隣接する。検出面はⅣ層上面である。

[平面形 。規模]全形は明らかでないが、隅丸方形を呈すると思われる。ただし、3号 カマ ドの位置

からすると、拡張を行ったと思われ、現存する規模は 1号 カマ ドが設置された住居廃絶直前のもので

ある。規模は北東壁 6.50m、 北西壁 6.40m、 南西壁 2.50m(残存値)で、南東壁から南西壁の途中まで

は調査区域外である。主軸方向はN-52° ―W。

[堆積土]暗褐色～黒褐色土主体の 1～ 4層 で構成される。1層 は後世の攪乱層、4層の地山再堆積は

植物痕による堆積と思われるため、純粋な自然堆積層は最も広範囲に認められる2層黒褐色土と壁際

に堆積する3層暗褐色土である。

[壁 。床面]南東壁から南西壁の途中までは調査区域外のため不明である。残存する壁から判断する

と、北東壁 20 cm、 北西壁 12 clll、 南西壁 22 cmが残存。床面は 2度構築されたと見られる。9層は最 も

古い床面に盛土 した層で、その後 7層黒褐色上で埋め立て、5層黄褐色粘土質土と暗褐色土の混合で、

2～ 6 cmの厚さで貼床を施したと考えられる。
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2 検出遺構 と出土遺物

A A
L=120400m

調査区外

B
L=120400m

B´

根RA625
1 10YR3/2黒褐 粘土質 粘性やや弱～中 締まりやや疎 10YR5/6黄褐粘土質を銹状に混入
2.10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 締まりやや疎～中 自然堆積
3 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 締まりやや疎 10YR5/4に ぶい黄褐粘土質を上部に霞状に混入
4 10YR4/6褐 粘土質 粘性やや弱 縮まりやや疎 地山再堆積
5 10YR5/6黄 褐 粘土質+10YR3/3暗褐の混合土 層厚1～ 2cm粘性やや弱 締まりやや疎～中 貼床 使用途中に床面を再構築したものと思われる。

6 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 締まりやや疎 10YR5/6責褐粘土質を下部に騒状に少量混入 周溝か

7 10YR2/2黒 褐 粘性やや弱 締まり中 10YR4/4褐粘土質を誘状に混入 床面を水平にするために入れた盛土と思われる。

8 10Y又 3/2黒褐 粘性やや弱～中 締まりやや疎 10YR4/3に ぶい黄褐を語状に混入 貼床構築以前の濤
9 10YR5/6黄 褐 粘土質+10YR3/4暗褐 粘性やや弱 縮まり疎～中 7層を盛土する前に旧床と入れた上で造成した盛土

0         1:60         2m
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Ⅵ 台太郎遺跡第58次調査
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RA625 1号カマド
1 10YR3/3暗 褐 粘性やや有 締まりやや弱 地山ブロック、

焼土粒を多量含む
2 10YR4/4褐 粘性やや有 締まりやや弱 地山ブロックを少量、

焼土粒を多量含む
3a 25YR5/6明 赤褐 粘性弱 締まっている 焼土
3b 25YR7/6橙 粘性弱 締まっている 焼土
3c 25YR3/6暗 赤褐 粘性弱 締まりやや有 焼土
4 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 締まりやや弱 炭粒を多量含む
5 10YR2/2黒 褐 粘性やや弱 締まりやや弱 地山ブロックを多量含む
6 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 締まりやや弱 地山ブロックを少量含む
7 10YR7/4に ぶい黄橙と黒褐の混合 粘性やや弱 締まりやや弱 焼上を

少量混入 袖構築土

0          1:30

L=120200m

RA625 3号 カマド
1 10YR3/2黒褐 粘性、締まり弱 炭粒・焼土ブロックを多量含む
2_10YR2/2黒 褐 粘性、縮まりやや有 焼土粒を少量含む
3 10YR3/4暗 褐 粘性、締まり弱 炭・焼土粒を少量含む
4 10YR5/8明 赤褐 粘性弱 締まっている焼土
5 10YR3/2黒 褐 粘性弱 締まり弱 地山ブロック・焼土粒・炭粒を不規則に含む
6 10YR3/1黒 褐 粘性やや有 締まつている 地山ブロック小粒を少量含む
7 10YR7/6明 黄褐 粘性やや有 締まり弱 黒褐ブロック小粒を少量含む
8 10YR2/1黒 砂質 粘性弱 締まりやや弱
9 10YR6/4に ぶい黄橙 粘性やや有 締まり弱
10 10YR2/1黒 粘性、締まり弱 炭粒を多量含む
11 10YR2/2黒褐 砂質 粘性、締まり弱 地山プロックを微量含む

第27区] RA625竪穴住居跡 (2)
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2 検出遺構 と出土遺物

RA625 2号カマ ド く 。

RA625 2号 カマ ド

1 10YR2/8黒 褐 粘性やや弱 締 まつて いる 地山ブロックを多量含む

2 10YR3/2黒 褐 粘性、締 ま りやや有 焼土粒 を少量含む

3 10YR3/2黒 褐 粘性、締 ま りやや有

4 10YR3/2黒 褐 粘性 締 まりやや有 地山ブロックを多量 含む

5 10YR7/6明 黄褐 プロック 粘性やや有 締 まつている 隙間に黒褐土

6 10YR3/3暗 褐 粘性、締 ま りやや有 地山ブロック・焼土・炭粒 を少量含む

7 炭化物層 層厚 lcm程度

8 2 5YR4/8赤 褐 粘性弱 締 まつて いる 焼土

0          1:30 l laa

一七

ｏ
ｏ
¨

ｏ
”
出
＝
ｎ

界28図  RA625竪穴イ主居跡 (3)

[カ マ ド]北西壁に2基、北東壁に 1基の計 3基が設置されている。カマ ドの残存状況から、北西壁

に設置されている3号 カマ ドが最も古 く、次に北東壁に設置されている2号カマ ド、最も新 しい住居

廃絶時のカマ ドは 1号カマ ドと考えられる。同時存在の痕跡は認められない。

1号 カマ ドは3基のうち、唯一袖部が残存する。北西壁の中央からやや西狽1に設置されている。煙

道方位は N-48° ―W。 袖の残存部分は2号カマ ドが廃絶された後に取 り付けられたとみられ、にぶい黄

橙色土と黒褐色土の混合で構築されている。両袖は壁から平行に 120cm程 度延びてお り、左袖は先端

でやや内側に膨 らみ、焚き口を成している。この箇所の底面には 91× 53 cmの 不整な楕円形に焼成面

が形成される。焼成面の燃焼による影響は深さ 10 cmに もなり、また袖部の内側まで明赤褐色に焼成さ

れている。煙道は全長で 180 cm、 先端は北に若千曲がっている。煙出し孔まで到 り貫かれていたと思

われるが、崩落及び削平の影響で残存 していない。煙出し孔の直径は約 40 cm程 度あったと見られ、深

さは25 cmで、急斜度に立ち上がっている。自然堆積と考えられる。

2号 カマ ドは北東壁の中央から若千北側に設置されている。袖部などの住居内施設はカマ ドを移す

際に取 り壊されているため、残存するのはカマ ド煙道と燃焼部のみである。燃焼部は 156× 97 cmの 楕

円形に掘 り窪められてお り、その中央に焼成面が 74× 75 cmの 不整な楕円形に形成されている。燃焼

部から比べると、煙道部は 3 cmほ ど高 く作 られている。煙道は全長 130 cmで徐々に下降し、深さ30

cmの煙出しが急斜度に立ち上がっている。堆積からは掘 り込みか、また創 り貫きかは判断出来ない。

廃絶後は 1号 カマ ドが北西壁に設置されていることと堆積状況も踏まえて、人為堆積と考えられる。

3号 カマ ドは北西壁のほぼ中央に設置されている。ただし、プランを拡張する以前の設置であるた

め、実際は北か西にずれていたかは不明である。袖部などの住居内施設は拡張する際に壊されている

ため、残存するのはカマ ド煙道と燃焼部のみである。燃焼部は 2号 カマ ドと同様に 85× 62 cmの 不整
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0         1:3        10m
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毛

第29図  RA625竪穴住居跡出土遺物 (1)
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2 検出遺構 と出土遺物

△0       1 : 1      2 5cm
0       1:2       5cm
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」

0         1:3         10m

第30図 RA625竪穴住居跡出土遺物 (2)

形に掘 り窪められてお り、45 cmの 焼成面が中央やや北西寄 りに形成されている。煙道は全長 235 cmで

下降し、深さ70 cmの 煙出し孔まで到 り貫かれていたと思われる。6～ 11層 は拡張前に人為的に埋めら

れた層位、1・ 3・ 5層 はプラン拡張後まもなく床面を平滑にするために施された貼床と考えられる。

[柱穴]P3・ 7・ 9。 11の 4個が主柱穴と思われる。この中で、P3'7・ 11がプラン拡張後の主柱穴と

見られ、調査区域外の南隅付近にもう1個あると思われる。深さは、P3が 29,8 cm、 P7が 35.6 cm、 P9

が 50.7 cm、 Pllが 27.3cmo P9は 炭の集中する範囲を切って作 られているため、プラン拡張後の 1・ 2

号カマ ドが使用されていた時期に使用されたと見られる。

[壁溝]住居廃絶時と思われる溝は検出されなかったが、断面を観察すると、壁際が若干窪んでいる。

また、南西側の P2と P3の間に 215× 30 cm、 深さ7 cmの短い溝を検出している。

[土坑]Pl・ 2・ 4～ 6・ 8。 10の 7個ある。いずれも浅 く、また P4・ 5は後世の攪乱の可能性 もある。
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北隅にあるP8の 上部には廃棄された焼土とともに74・ 76・ 80土師器奏類や復元出来ない土師器奏類

破片が一括で見つかった。

遺物 (第 29・ 30図、写真図版 40～ 42)

[遺物出土状況]遺物量は多 く、堆積土を中心に多量の破片を出土しているが、接合率は低 く復元出

来ないものが大半である。床面の分布は1号 カマ ドが設置されている北西壁側に集中してお り、特に

西隅から土師器奏 1点、1号カマ ド右側から北隅にかけて土師器甕4点 がまとまって出土 している。

また、人為的に廃棄された 2・ 3号カマ ド埋土からも一定量出土している。

[土器]総数 21個体程度を確認している。このうち、65～ 81の 17点 を掲載 した。いずれもロクロ未

使用の上師器で、掲載分の内訳は郭類 7点、奏類 10点 (長胴奏 9点、奏 1点)である。郭類は7点す

べてが内面に黒色処理を施したもので、66～ 71は外面下部に段を有し、また 65は 内外面下部に段を

有する。69は刻書土器で外面底部には2本の直線がおそらく交差するように刻まれている。奏類は72

を除きすべて長胴甕であるが、いずれも接合率は低 く、完形近 くまで復元出来たのは 73・ 74の 2点の

みである。また、底部のみ残存する 80。 81以外はすべて内外面ともにハケメ調整が施される。80は

内タト面ナデ調整、81は 内面ナデ、外面ハケメ調整である。

[土製品]75土師器長胴奏内の堆積土中から、83土玉が 1点 出上 した。直径 l cmの球形で、中央に

1.51111の 貫通孔、重量 0.9gで ある。また、1号 カマ ド前の床面から84紡錘車が 1点、3号カマ ド燃焼

部付近から82勾玉が 1点 出土した。84は土製で、半分を欠損 している。82も 土製で、長さ 2.8 cm、

重量 4.8g、 端部に直径 1.5～ 2.O Illnの 貫通孔が穿たれている。

小結 やや大型の竪穴住居跡である。北西壁に2基、北東壁に 1基の計 3基のカマ ドを持つ。カマ ド

の設置状況と堆積から、3号→ 2号→ 1号の作 り替えが想定出来る。ただし、3号から2号ヘカマ ドを

作 り替える際に、住居プラン自体を拡張して作 り替えていると考えられる。このことから、検出され

た住居プランは最終的に住居が廃絶された 1号 カマ ドが設置されていた時と見ることが出来る。出土

遺物についても、2・ 3号カマ ドの人為的な埋土内から出上したものより、床面及び 1号 カマ ドから出

上したものの方が新 しい可能性がある。出土遺物から、奈良時代に帰属する。

RA626竪穴住居跡

遺構 (第 31図、写真図版 13。 14)

[位置]南区北恨I中央 3G25m付近に位置する。南東側はRA627竪穴住居跡と新旧関係を持ち、本遺構

が旧期、またRG532溝跡が東西に走ってお り、本遺構が旧期である。また、RA625竪穴住居跡と隣接

する。検出面はⅣ層上面である。

[平面形 。規模]隅丸方形を呈する。規模は北西壁 3.90m(推 定値 )、 北東壁 4.45m、 南東壁 4.40m、

南西壁 3.90m(推定値)である。主軸方向は S-49° ―E。

[堆積土]黒褐色土主体の 2～ 6層 の計 5層 で構成される。3～ 6層 は壁崩落土を含む 1次流入土、 2

層は堆積土の主体である2次流入上であり、自然堆積である。7層 は平面では捉えられなかったが、

断面からピットと思われ、地山混合上で人為的に埋め戻されている。

[壁 。床面]壁は外傾 しながら急に立ち上がる。壁高は、北西壁 18 cm、 北東壁 1l cm、 南東壁 20 cm、

南西壁 26 cmで ある。床面は暗褐色土と黒褐色土、黄褐色土の混合上で貼床が施されてお り (8層 )、

厚さは3～ 14 cm堆積 している。

[カ マ ド]南東壁の東隅寄 りに設置される。煙道方位は S-40° ―E。 袖の残存部分は住居構築時からの

造 り付けである。両袖は壁からほぼ平行に延びてお り、左袖 45 cm、 右袖 40 cmで ある。焚き口付近に
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検出遺構 と出土遺物
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RA626・ 627(2～ 8層→RA626、 1・ 9～ 13層→RA627)
1 10YR3/2黒 褐 粘性やや弱 縮まりやや疎～中
2 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 縮まりやや疎 10YR5/6黄褐粘土質を轟状に散在 下部に炭化物粒(径 lcm以下)2%含む
3 10YR2/1黒 粘性やや弱 締まりやや疎
4 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 縮まりやや疎 10YR5/6黄褐粘土質を全体に多量散在
5 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 締まりやや疎 10YR5/6黄 褐粘土質を下部のみに轟状散在(2層 より濃い)

6 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 締まりやや疎 10YR5/6黄 褐粘土質粒(径 5mn程度)を 2%含む
7 10YR2/3黒 褐と10YR5/6黄褐の混合(黒褐が主)粘性やや弱 締まりやや疎 炭化物2%ピ ット堆積土(人為)

8 10YR3/4暗 褐+10YR2/3黒 褐+10YR5/6黄褐の混合 粘性やや弱 締まりやや疎～中 貼床
9 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 締まりやや疎 10YR4/6褐 粘土質を轟状に散在
10 10YR2/3黒褐 粘性やや弱 締まりやや疎～中
11 10YR2/3黒褐 粘性やや弱 締まりやや疎 10YR4/6褐 粘土質を下部に轟状に散在
12 10YR4/4褐 粘土質+10YR2/3黒 褐の混合 粘性やや弱 締まりやや疎 褐粘土質が主体
13 10YR4/4褐色 粘性やや有 締まっている地山ブロックを多量含む 貼床
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RA627カ マド
1 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 締まりやや疎 崩落土
2 10YR2/8黒 褐 粘性やや弱 締まり中礫を支える構築土か
3 5YR5/6～ 4/6明 赤褐～赤褐 粘性なし締まりやや強(硬化している)

燃焼面(上部が明赤褐、 下部が赤褐)

RA626カマド
10YR3/1黒 褐 粘性 締まりやや有
10YR4/1褐 灰 粘性、締まりやや有 地山プロック多量、焼土粒を少量含む

10YR3/3暗 褐 粘性、締まり弱 焼土粒を多量含み、下層に炭化物層が薄く堆積している

10YR4/2灰 黄褐 粘性 締まり弱 焼上、炭粒を多量含む
10YR3/2黒 褐 粘性弱 締まり弱 焼土粒を多量、炭粒を微量含む
25YR5/6明 赤褐 粘性弱 締まっている焼土(壁が焼けたもの)

10YR4/1褐 灰 粘性、縮まりやや有 地山ブロック、焼土粒を微量含む
10YR4/3に ぶい黄褐 粘性、締まりやや有 焼上、地山ブロックを少量含む

※底面に焼成面がほとんど発達していない

9 10YR2/2黒 褐 粘性、締まりやや有 地山ブロック・炭粒・焼土粒を少量含む
10 10YR2/3黒褐 粘性やや弱 縮まりやや疎
11 10YR3/2黒褐 粘性やや弱 締まりやや疎 10YR4/6褐 粘土質を鏑状に混入
12 10YR3/3暗褐 粘性やや弱 締まりやや疎 10YR4/6褐 粘土質を上部中心に騒状に混入
13 10YR4/4褐 砂質 粘性やや弱 締まりやや疎 10YR5/6黄 褐粘土質小プロック(径 1～ 2cm)を 2～ 3%散在
14 10YR4/4褐 砂質 粘性やや弱 締まりやや疎～中 カマド煙道天丼崩落土
15 10YR2/3黒褐 粘性やや弱～中 締まりやや疎

第32図  RA627竪穴イ主居跡 (2)

焼成面が形成されると思われたが、焼土粒を多量に含み、その下に薄い炭化物層を堆積する3層があ

るのみで、検出されなかった。右袖内側が焼成しているため、底面は掻き出された可能性もある。袖

煙道は全長 140 clllと 思われるが、途中をRA627の P10。 11に切 られている。断面観察から煙道天丼の

一部が残存 しているため、煙出し孔まで到 り貫かれていたと考えられるが、破壊されており掴めない。

10,11層 はRA627の P10・ 11堆積土と見られるため、純粋な煙道堆積土は 8・ 12～ 15層の計 5層 と考

えられる (8層 と12層の境界は未観察)。
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2 検出遺構と出土遺物

[柱穴]P4・ 7。 H。 13の 4個が主柱穴と思われる。深さは、P4が 24.3 cm、 P7が 20.8 cm、 Pllが 27.8

cm、 P13が 21.8 cmで ある。P2。 3・ 5・ 6。 9・ 10。 12の計 7個 も柱穴と思われるが、配置は定かでない。

P5。 6は P4、 P9・ 10は Pllに近接 しており、支柱として使用された可能性もある。

[土坑]Pl・ 8の計 2個ある。いずれも浅いが、カマ ド左偵1に並んでおり、貯蔵穴と考えられる。

遺物 (第 33図、写真図版 42・ 43)

[遺物出土状況]床面を中心に出土しているが、堆積土中からも一定量出上している。接合率は低 く、

完形品はない。床面の分布はカマ ドから南東隅に集中しており、土師器必 4点 。土師器奏類 3点がま

とまって出土している。

[土器]総数 12個体程度を確認している。このうち、85～ 96の 12点 を掲載した。88。 89の 2点のみ

がロクロ使用の上師器で、その他はロクロ未使用の上師器である。掲載分の内訳は郭類 8点 (ロ クロ

使用 2点含む)、 甕類 4点 (長胴甕 3点、奏 1点)である。郭類はロクロ未使用の土師器 6点のうち小

型が90～92の 3点あり、92を 除く2点は内外面に黒色処理を施したものである。85～ 87の 3点は内

面に黒色処理を施したもので、このうち 85・ 87の 2点は外面下部に段を有し、さらに871ま 丸底を呈

する。88は ロクロ使用の上師器郭であるが、堆積土からの出上であり、流れ込みと思われる。奏類

はいずれもロクロ未使用の土師器で、93以外は長胴奏であるが、上半を欠く。唯一、93の みが全形

を推浪1で きる。すべて、内外面ハケメ調整である。

[土製品]97紡錘車が床面中央やや東から1点出土した。97は土製で、半分を欠損 している。

小結 南東壁にカマ ドを持つ竪穴住居跡である。南半でRA627と 新旧関係を持ち、本遺構が旧期であ

る。主柱穴と思われる4個のピットの内側床面は踏みしめられ、硬化 している。床面中央には 115×

53 cmの 範囲に炭化材 (ク リ材)が検出された。カマ ドは南東壁の東隅寄 りに設置されているが、明確

な焼成は確認できなかった。出土遺物から、奈良時代に帰属する。

RA627竪穴住居跡

遺構 (第 31・ 32図、写真図版 13・ 14)

[位置]南区北側中央 4Gln付近に位置する。北西側はRA626竪穴住居跡と新旧関係を持ち、本遺構が

新期である。検出面はⅣ層上面である。

[平面形・規模]南北辺がやや長い隅丸方形を呈する。規模は東壁 4.00m、 南壁 4.35m、 北壁、西壁は

重複するRA626を 調査の際に失っている。主軸方向は不明である。

[堆積土]黒褐色土主体の 1、 9～ 12層の計 5層で構成される。 1・ 9層は純粋な堆積土、10～ 12層 は

重複する土坑の堆積土の可能性もあるが、判然としない。

[壁・床面]壁は外傾しながら緩やかに立ち上がる。壁高は、北壁 5 cm、 東壁 1l cm、 南壁 9 cm、 西壁

5 cmで ある。床面は地山ブロックを多量に含む褐色上で貼床が施されてお り (13層 )、 厚さは4～ 29

cmで 、東壁側はピット状に深 く掘られた後に埋め立てられている。

[カ マ ド]検出されていない。ただし、床面中央やや西側に現地性焼上を 1基検出している。規模は、

102× 70 cmの 不整形に拡がっており、上面は硬化 している。焼土上には中～大礫 (角 ～亜角礫)が散

在 していた。焼成面が床面レベルよりも若干低い面に形成されていることから考えると、廃棄された

カマ ドの一部 (燃焼部)の可能性がある。

[柱穴]Pl～ 9。 12の計 10個 が柱穴と思われるが、この中に主柱穴が存在するかは不明である。また、

検出面が浅いことから、攪乱に属するピットの可能
〃
隆もある。

[土坑]P10。 11の 計 2個 ある。RA626のカマ ド煙道を破壊するように作 られており、P10内 には大～
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(鞠

%"
中礫 (亜円礫)が 10個以上、人為的に投げ入れられていた。Pllは P10よ りも以前に掘削されたもの

の可能性がある。深さはP10が 29.4 cm、 Pllが 12,9 cmで ある。

遺物 (第 33図、写真図版43)

[遺物出土状況]遺物量は少ない。堆積土を中心に出上しているが、ほぼ接合 しない。

[土器]破片のみの出土であり、個体数は不明である。98。 99の 2点を掲載した。981よ ロクロ未使用

の土師器杯で、内面は黒色処理が施されている。外面下部には段を有し、九底を呈する。99は須恵器

奏の体部破片である。

[陶磁器]100の 1点 を掲載した。100磁器は産地不明の白磁小皿である。堆積土出上であり、流れ込

んだものと考えられる。

小結 RA626よ り新期の竪穴住居跡である。床面中央に強い焼成痕跡を有するが、カマ ドは検出され

ていない。カマ ドが設置されていたとすれば、精査の際に失われた東壁か西壁のどちらかであろう。

出土遺物は少量であり、平安時代の遺物は見つかっていないが、RA626と の新旧関係から奈良時代～

平安時代に帰属される。

＼＼ミミ
=くこ≡全三ことき護=j::]]]]III'日 !::

級

第33図  RA626・ RA627堅穴住居跡出土遺物
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2 検出遺構 と出土遺物

RA628竪穴住居跡

遺構 (第 34図、写真図版 15)

[位置]南区北側西端の3F25y付 近に位置する。検出面はⅣ層上面である。

[平面形・規模]】ヒ西辺、南東辺がやや長い隅丸長方形を呈する。規模は北東壁 3.50m、 南東壁 3.90m、

南西壁 3.30m、 北西壁 3。70mである。主軸方向はN-49° ―E。

[堆積土]黒褐色土主体の 1～ 14層 の計 14層で構成される。堆積土全体に中小粒の地山ブロックを多

～微量含む。l～3層 は攪乱の可能性 もあり、14層 はカマ ド崩落土と思われる。北西一南東方向の堆

積は安定しているが、北東一南西方向はやや乱れている。

[壁・床面]壁は外傾 しながら急に立ち上がる。壁高は、北東壁 30 cm、 南東壁 24 cm、 南西壁 24 cm、

北西壁 24 clllで ある。床面は地山ブロックを多量に含む褐色上で貼床が施されており (15層 )、 厚さは

3～ 8 cm堆積 している。

[カ マ ド]北東壁のほぼ中央に設置される。煙道方位は N-47° ―E。 袖の残存部分は住居構築後に作 ら

れたと見られ、焼土粒を少量含む暗褐～褐色上で構築されている。両袖は壁からほぼ平行に 60 cm程 度

延びてお り、残存 した袖の先端付近が焚 き口を成している。この箇所の底面には 50× 42 cmの 楕円形

に拡がる焼成面が形成されている。この面は床面レベルから6 cm程掘 り窪められている。焼成面の燃

焼による影響は深さ 10 cmに も及び、明赤褐色に焼成されている。焼成面上からは 106土師器長胴奏が

倒立した状態で出上している。煙道は全長で 112 cmで 下降しながら、先端に直径 30 cm、 深さ 53 clllの

円形の煙出し孔まで割 り貫かれている。煙出し孔はほぼ垂直に立ち上がっている。煙道天丼は一部を

残存 して崩落しており、煙道部分に堆積 している (2・ 4層 )① 残存した煙道断面は 32× 27 cIIlの 楕円形

を呈している。

[柱穴]Pl。 2・ 4。 6の 4個が主柱穴と思われる。深さは Plが 25,2cm、 P2が 33.6 cm、 P4が 35.9 cm、

P6が 35,9cmo P5は本遺構に伴わない可能性もある。

[壁溝]ほぼ全周する。深さは6 cm程度である。

[土坑]床面ほぼ中央にP3が 1個ある。83.5× 71.5 cmの 楕円形で、深さは 9.2 cmの 皿形で浅い。貯

蔵穴と思われる。

遺物 (第 35図、写真図版 43・ 44)

[遺物出土状況]床面を中心に出土 してお り、接合率は高い。遺物は住居廃絶時の状況をほぼ留めて

おり、床面の分布はカマ ド内とその周辺、主柱穴 P2・ 6と 壁の間にまとまって出土している。カマ ド

内からは土師器長胴奏 1点、カマ ド脇からは土師器郭 2点 。長胴奏 1点が出上しており、またP2脇に

はほぼ完形の状態で口縁が内湾する郭 (毬)1点が見つかっている。主柱穴を結ぶ線の内部床面から

は出上しておらず、居住空間と考えられる。

[土器]総数 7個体を確認している。内訳は、いずれもロクロ未使用の上師器で、郭 5点、長胴奏 2

点である。郭は5点のうち4点は内面黒色処理が施されたものである。101を 除く102～ 104は外面や

や下部に段を有する。103。 104は器形が他に比べて浅 く、平底である。非黒色処理の 105は口縁が内

湾し、胴部下半に 1× 1.l cmの 円形穿孔が施される。また、101についても底部に 3× 2.7 cmの 楕円形

穿孔を持つ。奏類はいずれも長胴奏で、内外面にハケメ調整が認められる。カマ ド内から倒立した状

態で見つかった 106は器高 30,l cm、 口径 20.2 cmで、外面に煤が付着してお り、内面にはやや斜位に

汽水線が認められる。

小結 北東壁にカマ ドを有する竪穴住居跡である。遺物出土は大半が主柱穴を結んだ線よりも外恨Iで
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RA628
1 10YR3/2黒 掲 粘性、締まりやや有 地山ブロック

小粒を微量含む
2 10YR2/2黒 褐 粘性、締まりやや有 地山ブロック

大中粒を多量に含む
3 10YR2/2黒 褐 粘性、締まりやや有 地山ブロック

中小粒を少量含む
4 10YR3/2黒 褐 粘性やや有 締まっている

地山ブロック中小粒を少量含む
5 10YR3/2黒 褐 粘性、締まりやや有 地山ブロック

中粒を不規則に少量含む
6 10YR3/5暗 褐 粘性やや有 締まつている

地山ブロック中小粒を多量含む
7 10YR5/6黄 褐地山ブロック主体 粘性やや弱

締まっている 黒掲微量混入
8 10YR2/1黒 粘性、締まりやや有 地山ブロック

小粒を多量に含む
9 10YR2/1黒 粘性、締まりやや有 地山ブロック

中小粒を多量に含む
10 10YR2/2黒 褐 粘性、締まりやや有 地山プロック

大～中粒を少量含む
11 10YR3/2黒 褐 粘性、締まりやや有 地山ブロック

中小粒を少量含む
12 10YR3/2黒 褐 粘性やや有 締まっている 酸化鉄有

地山ブロック小粒を微量含む
18 10YR2/2黒 褐 粘性、締まりやや有 地山ブロック

小粒を微量含む
14 10YR4/2灰 黄褐 粘性、締まりやや有

地山ブロック極小粒を微量含む
15 10YR4/4褐 粘性やや弱 縮まっている

地山ブロックを多量含む

0         1:60         2m

RA628カ マド
1 10YR3/2黒 褐 粘性、締まりやや有

炭・焼土粒を微量含む
10YR6/6明 黄褐 粘性やや有 締まっている
10YR2/1黒 粘性やや弱 締まりやや弱 炭粒を

多量含む
10YR4/3に ぶい黄褐 粘性、締まりやや弱
焼土・炭粒を多量含む
10YR2/2黒褐 粘性、締まりやや有
10YR5/4に ぶい黄褐 粘性、縮まりやや有
10YR3/1黒褐 粘性、締まりやや有
25YR5/8明 赤褐 粘性なし縮まっている 焼土
10YR3/3暗褐 粘性やや有 締まっている (貼床)

10YR3/4暗褐 粘性やや弱 締まっている
10YR4/4褐 粘性やや弱 締まっている

焼土粒を少量含む
10YR3/4暗褐 粘性やや弱 締まっている

焼土粒を少量含む
10YR5/4に ぶい黄褐 粘性やや弱

締まっている

重複ピット
P240

RA628カ マ ド
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第34図  RA628竪穴住居跡

-155-



2 検出遺構 と出土遺物

0          1 :3           10cm

第35図 RA628竪穴住居跡出土遺物

あ り、住居廃絶時の状況を良好に残存 している。雰類は RA622と 同様に主柱穴近 くで見つかってお り、

柱付近に寄せて収納 していた形跡を残 している。床面の東隅やカマ ド左側か らは扁平礫が数個出土 し

てお り、何 らかの理由で住居内に持ち込 まれたものである。時期は、出土遺物か ら奈良時代に帰属す

る。

(3)掘 立 柱 建 物 跡

RB056掘立柱建物跡

遺構 (第 37図、写真図版 16)

[位置]南区北側東端の 3G20r付近に位置する。検出面はⅣ層上面である。

[平面形式・規模]掘立柱建物。桁行 2間、梁行 2間の総柱建物で、桁行 3.4m、 梁行 3.2mである。

面積は 10.88ご (3.3坪 )。 桁行の軸方向は N-35° ―E。 柱間寸法は 1.7～ 1.8m(5.6～ 5,9尺)が用いら

れている。

[柱穴]P221～ 225。 227・ 229。 231・ 232の 9個 を使用 している。掘 り方は円形で平均 41.6 cm× 36.6

cm、 深さは平均 31.lcm(23.9～ 40,O cm範 囲)である。

≡ 嚢
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<
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第36図 掘立桂建物跡配置図 (南区 )
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Ⅵ 台太郎遺跡第58次調査

小結 規模 と構造から倉庫的な建物と見られる。古代～中世と思われるが、出土遺物はなく、詳細は

不明である。

RB057掘立柱建物跡

遺構 (第 37図 、写真図版 16。 17)

[位置]南区北側西端の4F2y付近に位置する。検出面はⅣ層上面である。RB060。 061・ 065、 RG537

と重複 しているが、新旧関係は不明である。また、RA628と 新旧関係にあり、本遺構が新期である。

[平面形式・規模]掘立柱建物。桁行 2間、梁行 2間の方形建物で、桁行 4.9m、 梁行 4.8mで ある。

面積は23.52m(7.13坪 )。 桁行の軸方向は N-15° ―W。 柱間寸法は約 2.4m(8,0尺)が用いられている。

[柱穴]P184。 186。 187・ 200。 207・ 239・ 241・ 244の 8個を使用 している。掘 り方は円形で平均 43.1

cm× 86.3 cm、 深さは平均45.3 cm(30,7～60.2 cm範囲)である。

小結 本遺構範囲内は44× 3.8mの方形、皿形に浅 く掘 り窪められていた。堆積土は大～小礫、砕石

を多量に含んでお り、人為的な埋め戻 しと見 られる。142大堀相馬産碗 (18C)の他に、138指鉢 (中

世)を 出土してお り、近世～近現代の建物 と見られる。

RB058掘立桂建物跡

遺構 (第 37図、写真図版 16・ 17)

[位置]南区北側の4G5g付近に位置する。検出面はⅣ層上面である。RB059・ 062～ 065と 重複してい

るが、新旧関係は不明である。

[平面形式・規模]掘立柱建物。桁行 2間、梁行 2間の総柱建物で、桁行 6.8m、 梁行 5.8mと 思われ

る (南側は未検出)。 面積は推定で 39.44だ (11.95坪 )。 桁行の軸方向は真北である。柱間寸法は桁

行が 3.2～ 3.6m(10.6～ 11.9尺 )、 梁行が 2.9m(9,6尺 )が用いられている。

[柱穴]P35・ 67・ 85・ 96。 100・ 119の 6個 と未検出 3個 を使用 していると思われる。掘 り方は円～

楕円形で平均 33.9× 27.0側、深さは平均 28.5 cm(13.8～39.5 cm範 囲)である。

小結 規模と構造から倉庫的な建物と見られるが、若千歪んでいる。南側を調査すれば、変更される

可能性 もある。古代～中世と思われるが、出土遺物はなく、詳細は不明である。

RB059掘立桂建物跡

遺構 (第 37図、写真図版 16。 17)

[位置]南区北側の4G5e付近に位置する。検出面はⅣ層上面である。RB058。 060～065と 重複 してい

るが、新旧関係は不明である。

[平面形式・規模]掘立柱建物。桁行 3間、梁行 3間の総柱建物で、桁行 7.9m、 梁行 6.2mである。

面積は48.98だ (14.84坪 )。 桁行の軸方向は N-90° ―E(N-90° ‐W)で 、真東または真西である。柱

間寸法は桁行が 2.4～ 2.5m(8.0～ 8.3尺 )、 梁行が 1.9～2.2m(6.3～ 7.3尺 )が用いられている。

[柱穴]P3・ 89'96。 99。 102・ 113・ 114・ 117・ 121・ 135。 152の 11個 と未検出の 5個 を使用してい

ると思われる。円形・不整円形で平均 57.0× 40.4 cm、 深さは平均 33.lcm(13.8～ 55,0範囲)である。

小結 規模と構造から倉庫的な建物と見 られる。古代～中世と思われるが、出土遺物はなく、詳細は

不明である。
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2 検出遺構と出土遺物

RB060掘立柱建物跡

遺構 (第 37図 、写真図版 16・ 17)

[位置]南区北狽1の 4G5a付近に位置する。検出面はⅣ層上面である。RB057・ 061・ 065、 RC007、 RD2021、

RG532・ 537と 重複するが、新旧関係は不明である。

[平面形式 。規模]掘立柱建物。桁行 4間、梁行 3間の長方形建物で、桁行 9,Om、 梁行 5.75mで ある。

面積は51,75だ (15.68坪 )。 桁行の軸方向は真北である。柱間寸法は 2.1～2.2m(7.0～ 7.3尺 )、 1,7

m(5.6尺 )が用いられている。

[柱穴]Pl・ 141・ 150。 155・ 165。 171～ 173・ 201・ 203の 10個 と未検出 3個 を使用 していると思わ

れる。掘 り方は円形・不整円形で平均 36.4× 28.9 cm、 深さは平均 22.O cm(8.2～ 33.6 cm範囲 )であ

る。

小結 規模から附属屋と思われる。時期は近世以降と考えられるが、出土遺物がなく、不明である。

RB061掘立柱建物跡

遣構 (第 38図、写真図版 16。 17)

[位置]南区北側の 4F4x付近に位置する。検出面はⅣ層上面である。RB057・ 059・ 065、 RD2021、

RG532・ 537と 重複するが、新旧関係は不明である。

[平面形式・規模]掘立柱建物。桁行 4間、梁行 3間の長方形建物で、南半には東西に張 り出す二面

廂を有する。桁行は 13,7m、 梁行は8.2mである。面積は 112.34だ (34坪 )。 桁行の軸方向は N-2° ―W。

柱間寸法は桁行が 2.7～ 2.8m(8,0～ 9.2尺 )、 梁行が 1.8、 2.0、 3.8m(5,9、 6.6、 12.5尺 )と 様々で

ある。廂の東側は 8.1× 2.5m(26.7× 8.3尺 )、 西狽Iは 8,1× 1.2m(26.7× 4.0尺 )張 り出している。

[柱穴]P109。 133・ 138・ 145。 147・ 149・ 152・ 159～ 163・ 169。 181・ 205。 230・ 242の 17個 と未検

出の 3個 を使用 していると思われる。円形 。不整円形で平均 50.2× 38.4 cm、 深さは平均 33.9 cm(11.5

～55,O cm範 囲)である。

小結 規模 と構造から主屋 と思われ、近世～近現代 と考えられるが、出土遺物がなく、不明である。

RB062掘立柱建物跡

遺構 (第 38図、写真図版 16・ 17)

[位置]南区北側の 4G4f付 近に位置する。検出県はⅣ層上面である。RB058・ 059・ 063・ 064、

RG532と 重複するが、新旧関係は不明である。

[平面形式・規模]掘立柱建物。桁行 3間、梁行 2間の長方形建物で、桁行は 6.8m、 梁行は4.3mで

ある。面積は29.24ご (8,9坪 )。 桁行の軸方向は N-20° ―W。 柱間寸法は桁行が 1.7、 2.4、 2.7、 2.9m

(5.6、 7.9、 8.9、 9.6尺 )、 2.0、 2.3m(6.6、 7.6尺)と 様々である。

[柱穴]P19。 20。 22。 35・ 73・ 82'91・ 101の 8個 と未検出の 2個 を使用 していると思われる。円形・

不整円形で平均 29,6× 24.4 cm、 深さは平均 29.5 cm(8,7～ 48,l cm範 囲)である。

小結 規模から附属屋 と思われる。近世～近現代と考えられるが、出土遺物がなく、不明である。

RB063掘立柱建物跡

遺構 (第 38図、写真図版 16。 17)

[位 置]南 区北側の 4G3g付近に位置する。検出面はⅣ層上面である。RB058・ 059・ 062・ 064、

RD2020、 RG532と 重複するが、新旧関係は不明である。
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2 検出遺構と出土遺物
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[平面形式・規模]掘立柱建物。桁行 4間、梁行 2間の長方形建物で、北側に片面廂を有する。桁行

は 70m、 梁行は4.7mで ある①面積は 32.9ご (10坪 )。 桁行の軸方向は N-80° ―E。 柱間寸法は桁行が

1.2、 2.Om(4.0、 6.6尺 )を 基準、梁行が 2.2、 2.4m(7.3、 8.0尺 )を 用いている。廂は 7.0× 1.8m

(23.1× 6.0尺)張 り出している。

[柱穴]P18。 21'23・ 34・ 36・ 57・ 62・ 70・ 89。 90。 98。 104～106の 14個 と未検出の2個 を使用 し

ていると思われる。 円～楕円形で平均 38.0× 32.6 cm、 深さは平均 31.3 cm(15.4～ 54.6 cm範囲 )であ

る。

小結 規模 と構造から附属屋 と思われる。時期は近世～近現代と考えられるが、出土遺物がなく、不

明である。

RB064掘立柱建物跡

遺構 (第 39図、写真図版 16・ 17)

[位置]南区北側の 4G3g付近に位置する。検出面はⅣ層上面である。RB058・ 059・ 062'063、

RC006、 RG532と 重複するが、新旧関係は不明である。

[平面形式・規模]掘立柱建物。桁行 5間、梁行 1間 の長方形建物で、南にも建物が続 く可能性があ

る。桁行は 12.Om、 梁行は3.8mである。面積は 45.6ご (13.8坪 )。 桁行の軸方向は真西 (真東)であ

る。柱間寸法は桁行が 1.4、 1.5、 1.8、 2.6、 3.lm(4.7、 5.0、 6.0、 8.7、 10.3尺 )、 梁行が 3.8m(12.7

尺)と 一定しない。南側に続 く可能性のある建物はL字に曲がるように想定される。規模は 7.3× 4.Om

以上と思われるが、調査区域タトヘ延びており、不明である。

[柱穴]P21・ 25。 43・ 50・ 61・ 94。 95。 H5・ 122。 179の 10個 と未検出の 1個 などを使用 している

と思われる。円～楕円形で平均 30.1× 25.2 cm、 深さが平均 23.6 cm(9.5～ 44.8cm範囲)である。

小結 規模 と構造から主屋 と思われる。近世～近現代 と考えられるが、出土遺物がなく、不明である。

RB065掘立柱建物跡

遺構 (第 39図 、写真図版 16。 17)

[位置]南区北側の 4G5b付近に位置する。RB057～ 060・ 061、 RC005。 007、 RD2021、 RG532・ 537

と重複 しているが、新旧関係は不明である。

[平面形式・規模]掘立柱建物。桁行 4間、梁行 3間の長方形建物で、北側の西半と西側に張 り出す

二面廂を有する。桁行は 10.2m、 梁行は 7.7mで ある。面積は 78.54だ (23.8坪 )。 桁行の軸方向は N―

70° ―E。 柱間寸法は桁行が 2.0、 2.2、 2.3、 3.7m(6.6、 7.3、 7.6、 12.2尺 )と 様々、梁行が 1.97、 2.■、

3.7m(6.5、 7.0、 12.2尺 )と 一定しない。廂の北側は 6.5× 1.9m(21.5× 6.3尺 )、 西側は 7.7× 0.8m

(25.4× 2.6尺)張 り出している。

[たとダく] P2・ 7・ 110。  111。 121 ・125。  132。 186・ 137。 143・  146。 151 。 156～ 158・ 164・ 167・ 168・

174。 176。 182・ 183・ 187。 190・ 198。 201・ 202・ 204・ 251の 29個 と未検出の2個 を使用 していると

思われる。円形・不整円形で平均 41.4× 33.8 cm、 深さが平均 35.5 cm(11.1～ 61.8 cm範 囲)である。

遺物 (第 41図、写真図版44)

[出土状況]P2か ら108磁器、P7か ら110銭貨が各 1点 出土している。 [磁器]19C以 降の染付碗が 1

点出土 している (108)。 [銭貨]寛永通賓 1点が出土 している (110)。

小結 規模 と構造から主屋と思われる。出土遺物と建物構造から、近代～近現代 (19C以 降か)と 考

えられる。
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(4)柱  穴  列

RC005オ主穴列

遺構 (第 40図 )

[位置]南区北側の4G6d付近に位置する。検出面はⅣ層上面である。

[規模]掘立柱式。長さ5,8m。 軸方向はN-77° ―E。 柱間寸法は■8、 2.Om(6.0、 6.6尺 )が用いられ

ている。

[柱穴]P8・ 118・ 127・ 148の 4個が使用 されている。円形基調で平均 29.3× 23.5 cm、 深さは平均

19.l cm(14.5～ 27.O cm範 囲)である。

小結 当初、建物を構成するとも思われたが、対応する柱穴が検出できなかったため、柱穴列として

捉えた。今後、変更される可能性もある。時期は不明である。

RC006桂穴列

遺構 (第 40図 )

[位置]南区北側の4G4g付近に位置する。検出面はⅣ層上面である。

[規模]掘立柱式。長さ 19,Om。 軸方向は N-69° ―E。 柱間寸法は 2.5、 2.7、 3.1、 3.2、 3.4m(8.3、 9.0、

9。 1、 10.6、 11.2尺 )と 一定しない①

[柱穴]P3・ 48・ 53・ 66。 112・ 123・ 153の 7個が使用されている。円形・不整円形で平均 39.1～ 29.4

cm、 深さは平均 24.9 cm(12.0～ 33.7 cm範 囲)である。

小結 当初、建物を構成するとも思われたが、対応する柱穴が検出できなかったため、柱穴列として

捉えた。今後、変更される可能性もある。時期は不明である。

RC007オ主穴列

遺構 (第 40図 )

[位置]南区北側の4F3y付近に位置する。検出面はⅣ層上面である。

[規模]掘立柱式。長さ13.6m。 軸方向は N-88° ‐E。 柱間寸法は 2.0、 2.4、 2.7m(6.6、 8.0、 9.0尺 )

があり、2.Om(6.6尺)が多用されている。

[柱穴]P103・ 185。 188。 192・ 209の 5個 と未検出の2個 を使用 していると思われる。円形基調で平

均 40.7× 37.6 cm、 深さは平均 23.8 cm(11.6～ 41.6 cm範囲)である。

小結 当初、建物を構成するとも思われたが、対応する柱穴が検出できなかったため、柱穴列として

捉えた。時期は不明である。

(5)土    坑 (第 4表、第42～46図、写真図版451

計 16基見つかっている。本頂では、各土坑の記載については省略し、一覧表としてまとめた。この

中で、特徴のある土坑のみを取 り上げた。

土坑の帰属時期を想定すると、出土遺物から奈良時代と思われる 1基 と、近世～近代 と思われる2

基、新旧関係から中世以前と以後に位置付けられる2基の計 5基を除いて、その他は時期不明である。

分布は、南区に集中してお り、北区からは皆無である。南区では南側から6基、残 りは北側に散在

している。
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第41図  ピット出土遺物

南区北側の RD2021土坑は、形状が不整な円形を呈 してお り、皿形に掘 り込まれている①底面は

118× 60cmの範囲で強く焼成面が形成されている。また、中央は炭化物層と焼土層が互層を成して観

察され、各 3層堆積 している。炭化物層は木屑のような細片を焼いたことによる炭の堆積 と見られ、

3回以上焼成が行われたことを示 している。

同じく南区北側の RD2019・ 2020土坑の2基は、形状が楕円形を呈 してお り、鍋底形に掘 り込まれて

いる。深さは他の上坑と比べて若干深 く、62cmと 43cmを 測る。これらのうち、RD2020土坑は RG532・

533溝跡と重複 しているが、断面観察から同時存在と見られ、滞跡に連結する溜池と想定される。

その他の上坑については用途は想定できないが、堆積上の状況から自然堆積が 6基、人為堆積が 10

基ある。これを踏まえると、RD2026土坑は人為の堆積土中に一定量の陶磁器を混入することから、

廃棄土坑の可能性 も考えられる。

土坑からの遺物出土は4基に限られる。RD2018土 坑底面から完形の非ロクロ小型郭 (111)が 1点

のみ出土している。口径 7.3 clll、 器高 4 45 cmで、底面は丸底である。RD2022土坑堆積土中からは頁

岩製の横長剥片 (116)1点を出土しているが、新旧関係も鑑みれば、後世の混入であろう。RD2021・

2026土坑からは陶磁器が出土 している。RD2021土坑からは 17C中 頃の肥前産染付皿 (1■ と同一個

体)、 19Cの 114産地不明染付碗 と115東北在地産陶器瓶類が出上 していることから、近代以降の廃

棄と見られる。RD2026土坑からは 117肥前系染付皿 (18C)、 118肥前産染付皿 (17C中 頃)、 119肥前

産染付瓶類 (18C後半～19C)、 120大堀相馬産陶器碗 (18C後半)が出上してお り、こちらも近代以降

の廃棄と見られる。また、両遺構から出土している17C中 頃の 118肥前産染付皿は同一個体と思われ

ることから、同時期の離れた遺構に直接投棄されたと考えられる。

(6)竪 穴 建 物 跡

RE070竪穴建物跡

遺構 (第 45図、写真図版 22。 23)

[位置]南区南側 5G3i付近に位置する。北西狽Iは RE071竪穴建物跡と新旧関係を持ち、本遺構が旧期、
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2 検出遺構と出土遺物

RD2011

A Ĺこ 120 100m  A′

RD2012  ~
1 10YR3/2～ 2/2黒褐 粘性やや弱 締まり中～強

中礫(径 lcm亜角)1%含む 底面は砂礫

RD2016

4__  L=120300m  ―一ざ

RD2016
1_10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 締まり中下部に炭化物を

2%含む 自然推積

A

RD2019

RD2013

A L=120100m A′

RD2013
1 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 締まり中～強

10YR5/6黄褐粘土小ブロック(径 lcn)混 入
2 10YR2/2黒 褐 粘性やや弱 締まりやや強

下部を中心に10YR5/6黄褐粘土小ブロック

(径 1～ 3cm)を 5～ 7%含 む

A L=120 100m A′

RD2011
1 10YR3/2黒褐 粘性、締まりやや有 4ヽ礫を少量含む
2 10YR5/8黄 褐 粘性、締まりやや有 刀ヽ礫を含む
3 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 締まりやや有 打ヽ礫を微量、

地山ブロックを少量含む 少し砂っぱい

RD2014

汁

ざ
が

A L=120 000m A′

ー
RD2014
1 10YR3/2黒褐 粘性やや弱 締まり中～強

A

ラくドダ
ド＼くくミ平

レЮ別8

RD2018
1 10YR2/3黒 褐粘性やや弱締まりやや疎

10YR5/6黄 褐粘土質小ブロック(径 1～ 3cm)

1%含む

RD2019

L・120200m

1 10YR3/3晴 褐 粘性やや弱 締まっている
2 10YR5/8黄 褐 粘性やや有 締まっている
3 10YR2/3黒 褐 粘性やや有 締まっている
4 10YR3/3暗 褐 粘性やや有 締まっている
5 10YR3/4暗 褐 粘性やや有 締まっている

暗褐土を少量含む
地山ブロック小礫を少量含む

地山ブロックを多量含む

地山ブロックを多量含む

A′

L=120300m

RD2017
1 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 締まり中～やや強 炭化物粒(径 5mm)1～ 2%含む

0            1:50          2m

A′

RD2017
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A L=120 300m A′

RD2023 ~
1 10YR3/8暗 褐 粘性やや弱 締まりやや疎

A A A L=121300mL=120200m

1 10YR3/2黒 褐 粘性、締まりやや有 ′卜礫を微量含む
2 10YR3/3暗 褐 粘性、締まりやや有 地山プロックを多量含む
3 10YR3/3暗 褐 粘性、締まりやや有 地山プロックを多量、

中礫を少量含む
4 10YR2/3黒 褐 粘性、締まりやや有

1 10YR3/3暗 褐 粘性やや有 締まつている 焼土・炭粒を少量含む
2 10YR3/3暗 褐 粘性弱 締まり弱 炭・灰を多量含む
8 75YR8/4浅黄橙焼土と炭統が互層を成している 粘性弱 締まりやや弱
4 10YT5/4赤 掲 粘性弱 縮まっている 焼土 (壁が焼けたもの)

※炭粒は細かいが、イネ類ではないと思う。木屑のような細かいものを焼いた炭。染付片が一点出土。

A L=120 000m A′

RD2024 ~｀
くミEE正三三三5匪π

~

1 10YR3/2黒 褐 粘性、締 ま りやや有

各―― L=120300m ――李
′

RD2025
1 10YR2/2黒 褐 粘性、縮まりやや有

界43図  RD2020。 2021 ・2023-2026土坑

また遺構中央で RE072竪穴建物跡と新旧関係を持ち、本遺構が新期である。検出面はⅣ層上面である。

[平面形・規模]東西辺が長い隅丸長方形を呈 し、南壁に南側へ方形に張 り出し部を持つ。規模は北

壁が 4.40m(推定値)、 東壁が 5。50m、 南壁が 3.45m、 西壁が 5.20m(推定値)で、北西隅はRE071竪穴

建物跡の精査の際に失われている。張 り出し部は南壁の西寄 りにあり、155× 135cmと やや東西辺が長

い長方形を呈する。掘 り込みは主体部よりも浅い。主軸方向は N-4° ―W。

[堆積土]黒褐色土主体の 1～ 3層の計 3層で構成される。1層 は建物跡堆積土、2・ 3層 は壁溝堆積土

各―一 L=120300m ――今
′

RD2026
1 10YR3/2黒 褐 粘性、締まりやや有 大小礫を少量含む

0             1:50           2m
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2 検出遺構 と出土遺物

RD2018

第44図 土坑出土遺物

である。

[壁・床面]壁は外傾 しなが ら急斜度に立ち上がる。壁高は、北壁 21 cm、 東壁 17 cm、 南壁 7 cm、 西

壁 15 cmで ある。貼床は施されていない。南半は砂礫層が露出している。

[柱穴]Plの 1個あるが、主柱穴かは不明である。深さは 34,9 cm。

[壁溝]北辺、東西辺の極一部にのみ認められる。深さは 13 cm前後である。

[土坑]見つかっていない。

小結 南壁に張 り出し部を有する竪穴建物跡である。遺物は出土 していないため、明確な時期は不明

であるが、遺構の形態から見れば中世に帰属する可能性がある。

RE071竪穴建物跡

遺構 (第 45図、写真図版 22・ 23)

[位置]南区南側 5G2h付近に位置する。南東狽Iは RE070・ 072竪穴建物跡 と新旧関係を持ち、いずれ

も本遺構が新期である。また、遺構中央にRD2015土坑があるが、本遺構が新期である。検出面はⅣ

層上面である。

[平面形・規模]ほぼ方形の隅丸方形を呈する。規模は、北壁が 3.Om、 東壁が 3.3m(推定値 )、 南壁

0           113          10Cm

RD2026
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B

日

ｏ
ｏ
¨

ｏ
［
Ｈ
＝
白

レ119800m

F         F′

RD2015
1 10YR2/2黒褐 粘性やや弱 締まりやや疎

10YR6/8明 黄褐粘土質小ブロック(径 1～ 3cm)

を全体に3～ 5%散在

L・ 120200m

E    E′

予
1

RG531
1 10YR3/2黒 褐 粘性やや弱 締 ま りやや強

く!

L=120200m

C

RE070・ 072(1～ 3層→RE070、 4・ 5層→RE072)
1 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 締まり中～やや強 中礫(径 lcm亜角)2%含む 人為の可能性有
2 10YR4/6褐 (～ 10YR5/6黄褐)粘土質粘性やや弱 締まりやや強 地山再堆積
3 10YR2/2黒 褐 粘性やや弱 締まり中 5層 に似る
4 10YR2/2黒 褐 粘性やや弱 締まり中 1層 よりやや濃い
5 10YR2/2黒 褐 粘性やや弱 締まり中 黄褐粘土質小ブロック(径 1～ 5cm)を 霜降状に10%散在

一括埋め戻し(人為か)

RE071
1 10YR2/2黒 褐 粘土質 粘性やや弱 締まりやや強 10YR6/6明 黄褐粘土質小ブロック(径 1～ 3cm)と

語状を2～ 3%含む
2 10YR1 7/1黒 炭化物層 材残存
3 10YR4/8赤 褐 焼土層(上部強)→ 5層上面が重複する方形プランの底面と思われる
4 10YR3/2黒 褐 粘性やや弱 締まり中～やや強
5 10YR2/2黒 褐 粘性やや弱 締まり中～やや強 10YR5/6黄褐粘土質を緊状に2～ 3%含む

C′

L・120200m

L=120200m

0         1:60 2rn

指
凛
ツ

重
ピ

RE070

(ヨ )P2

RE072

第45図  RD2015土 坑・RE070～ 072竪穴建物跡・RG53刊 溝跡
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2 検出遺構 と出土遺物

L=120 800na

L=120300m

RE073・ RD2022
1 10YR2/3黒 褐 粘性、締 ま りやや有 地 山ブロック中粒 を少量含む

2 10YR4/2灰 黄褐 粘性、締 ま りやや有

3 10YR2/2黒 褐 粘性やや弱 縮 ま りやや疎 埋め戻 し上Q占 土 )

4 10YR6/6明 黄褐 粘性やや有 締 まって いる 黒褐上 を少量、 大～中礫 を含む

5 10YR4/2灰 黄掲 粘性やや有 締 まって いる 地 山プロック中～大粒多量に含む

6 10YR3/2黒 褐 粘性、締 ま りやや有 打ヽ礫 を少量含む

7 10YR2/8黒 褐 粘性やや弱～中 締 ま りやや疎 埋め戻 し土(貼 土)=3層 も同 じ

※ 14号土坑構築時 に何 らかの JfE由 で4号竪穴建物跡 を埋め戻 し、黄掲上 を貼 り付けている(人 為 )

♯
？

0          1:60         2m

弗46図  RE073竪穴建4勿跡・RD2022 L坑

が 315m(推定値)、 西壁が 2.73mで、南東隅はRE070'072竪 穴建物跡の精査の際に失われている。

主軸方向は不明であるが、北方向とすれば N-14° ―Wである。

[堆積土]明黄褐色粘土質小ブロックを含む黒褐色土の単一層で構成される。床面には部分的に炭化

物 (2層 )が確認でき、平面では明確に捉えられなかったがその下に焼成面が形成されている。

[壁・床面]壁は外傾 しなが ら緩やかに立ち上がる。壁高は、北壁が 10 cm、 東壁が 12 cm、 南壁が 12

cm、 西壁が 15 cmで ある。床面は全体に堅 く締まっ

ているが、東側はRE070竪穴建物跡 4・ 5層の黒褐

色上で形成されるやや締まった土が堆積 してお り、

その上に床が作られている。

[柱穴]Pl～ 4の 4個が主柱穴と思われる。深さは

Plが 48.2 cm、  P2が 33.9 cm、 P3が 45,O cm、 P4が

53.l cm。 また、北辺の中央や南東隅にも存在 した可

能性もあるが、重複遺構により失われている。

[壁溝]存在しない。

[土坑]な し。

小結 ほぼ方形の竪穴建物跡である。遺物は出土

していないため、明確な時期は不明であるが、遺

構の形態と新旧関係か ら中世 もしくはそれ以降に

帰属する可能性がある。
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か_と翌α700m_ざ

一
RG525
1,10YR3/4暗 褐粘性やや弱絡まりゃゃ疎

0    1:40   1m

i艦
魂推甲 籠まつ歳

Z,ilJYR3/オ 黒褐粘桂やや弱締まっている
小藤を少量含む

3.10YR2/2黒 褐砂質 粘性やや弱締まっている
中小礫を多量含む

―

RG26■ 1～ 10層 は近年の擁乱、■～14膚が城堆積土)

1.砂利
2 砂利
β 砂利
4 10YR3/2黒 褐砂利を多く含む
5 10YR2/1黒 炭粒・砂利少量含む
6 10YR4/2灰 黄絹 冶1隆弱締まっている
7 10YR2/3黒 褐粘性(締ま―リーやや有
B 10YR4/2灰 黄褐 粘性、締まりやや有

小礫'炭粒を少量含む
0 10YR3ん 暗褐 粘性やや有締まっている
10.10マR3/1～2/3黒福粘性弱綺ま,ている

地山ブロックを多量、小藤を多量含む
■ ,10YR3/1黒褐粘性やや有締まつている

中小礫を少量含む
12 10YR3/1黒禍 粘性～締まりやや有

地山プロックを多量、礫を微量含む
18 10YR2/3黒褐粘性、締まりやや有

地山ブロックを微量、礫を多量含む
14.10VR3/4暗禍粘1生弱締まりやヽ有

地1山 プロッタを多量、礫を微量含む

L=121.400m

L=120,300m

Ⅵ 台太郎遺跡第58次調査
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第48国  RG264・ 273堀跡 。RG525溝跡
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Ⅵ 台太郎遺跡第58次調査

RE072竪穴建物跡

遺構 (第 45図、写真図版 22・ 23)

[位置]南区南側 5G3i付近に位置する。遺構全体で RE070竪穴建物跡と新旧関係を持ち、本遺構が旧

期、また北西狽1で RE071竪穴建物跡と新旧関係を持ち、これも本遺構が旧期である。検出面は RE070

竪穴建物跡床面である。

[平面形・規模]東西辺が長いI品丸長方形を呈 し、南壁に南狽Iへ若干の張 り出し部を持つ。規模は北

壁が 1.65m、 東壁が 2.80m、 南壁が 2.50m、 西壁が 3.10mである。張 り出し部は南壁の西寄 りにあ り、

70× 50 cmと 東西辺が短い長方形を呈する。掘 り込みは主体部よりも浅い。主軸方向は N-9° 一W。

[堆積土]黒褐色土主体の 4。 5層の計 2層で構成される。5層は黄褐色粘土質小ブロックを10%散在

し、人為的な一括埋め戻 しの可能性がある。

[壁・床面]壁 は外傾 しながら緩やかに立ち上がる。壁高は、北壁 9 cm、 東壁 10 cm、 南壁 20 cm、 西

壁 17 cmで ある。貼床は施されていない。南半は砂礫層が露出している。

[柱穴]Pl・ 2の 2個あり、主柱穴と思われるが、対応する柱穴は見つかっていない。

[壁溝]な し。

[土坑]な し。

小結 南壁に張 り出し部を有する竪穴建物跡である。遺構の形態は後続するRE070竪穴建物跡の先形

であり、主軸方向も近似する。遺物は出上していないため、明確な時期は不明であるが、遺構形態及

び新旧関係から見れば中世もしくはそれ以前に帰属する可能性がある。

RE073竪穴建物跡

遺構 (第 46図、写真図版23)

[位置]南区北西端 4F3t付近に位置する。西側はRD2022土坑と新旧関係を持ち、本遺構が旧期であ

る。検出面はⅣ層上面である。

[平面形・規模]東西辺が長い隅九長方形を呈すると思われるが、西壁は調査区外へ延びるため全形

は不明である。規模は北壁 4.30m(残存値)、 東壁 2.50m、 南壁 3.85m(残存値)。 西側はRD2022土坑

が後に構築されており、この箇所の南北壁は残存 していない。主軸方向はN-76° ―E。

[堆積土]大 きく分けて黒褐色土と明黄褐～灰黄褐色上の 2つ のまとまりで構成され、人為堆積 と判

断できる。まず 6。 7層黒褐色土を埋め戻 し、その後、5層地山プロックを多量に含む灰黄褐色土、4

層大～中礫を含む明責褐色上の順で埋め戻されたと見 られる。理由は不明であるが、RD2022土坑を

構築する際に、底面を黄褐色上で貼土しなければならなかったと考えられる。

[壁 ・床面]壁 は外傾 しながら緩やかに立ち上がる。壁高は、北壁 6 cm(残存値)、 東壁 26 cm、 南壁

13 cm(残存値)で、西壁は調査区域外である。堆積± 4層明黄褐色土は貼床的に施された可能性があ

る。只占床以前の床面は礫層が露出する状態であった。

[柱穴]な し。

[壁溝]な し。

[土坑]な し。

遺物 (第 47図、写真図版45)

[遺物出土状況]銭貨 1点が東壁際の堆積土上位から出上 している。

[銭貨]121は 寛永通賓の無背銭である。

小結 本遺構廃絶後に人為的な埋め戻 しを行い、RD2022土坑を構築している。埋め戻 し土の中から
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Ⅵ 台太郎遺跡第58次調査

寛永通賓 1点が出土 しているため、これを下限年代 と捉 えたいが、堆積土上位の出上であ り、流れ込

みの可能性 もある。このことか ら、中世～近代 と大 きく捉 えるに留めたい。

(7)堀  跡 ・ 溝  跡 (第48～54図、写真図版24～ 29・ 45。 40

計 16条見つかっている。内訳は堀跡 2条 と溝跡 14条である。本項では、各堀跡・溝跡の記載につ

いては省略し、一覧表にまとめた。この中で、特徴のある堀跡・溝跡のみを取 り上げた。

① 堀跡

計 2条見つかっている。両遺構 ともに過年度調査から続 く堀跡で、北区北側で検出したのが RG264、

南区東側で検出したのが RG273で ある。

RG264は これまで第 23・ 51・ 54次の調査で検出されている。北西から南東 (N-73～ 77° 一E)に かけ

て直線的に走っており、今回検出した分の 25,1l mを 加えると、全長約 170mの 長大な規模である。幅

は440～ 5。12mで、深さは 0。90mの 逆台形を呈 している。廃絶後も窪んだ状態であったことから、後

世には水路や配水管が設置され、上部は大きく攪乱されている。廃絶後まもなく造 られた水路の側面

に設けられていた柵列の杭が残存 していた。

第 54次調査では南西隅が検出されてお り、北に屈曲するようである。本遺構の北側には同走向を持

ち、東西 170m、 南北 100mの 範囲を区画する RG042堀 跡があるが、この RG042の西辺に連結するの

ではないかと思われる。盛岡市の調査では、RG042よ りもRG264が新 しいことが判明していること

から、南側に拡張するために本遺構が構築された可能性がある。

遺構の帰属時期は、これまでの調査で 13C末～14C初 の瀬戸産陶器瓶類、15Cか と思われる北陸産

陶器鉢 (以上、第 23次 )、 13C後半～14C前半の宮城県伊豆沼窯産陶器鉢 (奏 )、 龍泉窯産青磁碗 (以

上、第 54次)が出土 してお り、今次調査でも中世の常滑産陶器甕 (123)が 出土 していることから、

13C末～14C初 に帰属すると考えられる。

南区で検出した RG273 1よ 、これまで第 22・ 51調査で検出されている。今次調査で見つかった分は、

北西から南東 (N-30° ―W)にかけて走ってお り、長さが 18.62m、 幅 1.85～ 2.35m、 深さ0.57mで、断

面形状は逆台形である。第 22次調査では、南西から北東 (N-66° ―E)方 向に屈曲する北東隅が見つ

かってお り、今次及び第 51次調査分を加えると全長は 151.66m、 このうち北辺は 52.86m、 東辺が98.80m

となる。また、今次調査で南区南側に検出した RG526溝跡もRG273と 繁がるものと思われるが、南東

隅が未検出のため、別遺構として扱っている。今後の調査により、一括 した遺構 となる可能性が高い。

今次では未検出だが、第44次調査において、北東から南西 (N-70° ―E)にかけて走るRG461堀跡が

見つかっている。この堀跡は RG273の北辺 とほぼ平行してお り、今次調査区の北側に存在する。今

後の調査で RG273と RG461の関係性 も明らかになると考えられる (岩埋文第 468集 2005)。

遺構の帰属時期については、過年度の調査では、ロクロ使用の上師器郭 。奏、須恵器甕 (第 22次 )

が出土 してお り、今次調査でも 128・ 129須恵器大甕が出土 している。しかし、いずれも堆積土中の出

土であ り、遺構存続時とは思われない。よって、平安時代を含む、平安時代以降と大 きく捉えたい。

これまでの調査を踏まえれば、中世まで新 しくなる可能性 もある。

② 溝跡

計14条見つかっている。分布は、北区が1条 (RG525)、 南区が13条 (RG526～ 538)である。また、

南区を細分すれば、南区北側が4条 (RG532・ 533・ 537・ 538)、 南区南側が9条 (RG526～ 531、 534～ 536)
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検出遺構 と出土遺物

A
Li120 100m

RG526・ 527ベル トA(1～ 5層→RG526、 8～ 10層 →RG527)
1 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 締まり中～やや強 全体に10YR5/6黄褐粘土質小ブロック(径 1～ 2cm)を 30～40%含む

人為的な埋め戻し上
2 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 縮まり中 下部を中心に10YR5/6黄褐粘土質小プロック(径 1～ 3cm)を 10%含む

3 10YR5/6黄 褐～4/6褐 粘土質 粘性やや弱 縮まり中 下部南側に10YR2/3黒褐をやや多く含む
4 10YR2/3黒褐 粘性やや弱 締まりやや疎～中若干 10YR5/6黄褐粘土質(径 1～ 3mm)を 含む

5 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 締まり中 若千粘土質 一部に10YR6/8明黄褐粘土質小ブロック(径 1～ 5釦)を 2%含む
→自然堆積

6 10YR5/8黄 褐 粘土質 粘性やや弱 締まり中 10YR3/3暗褐を需状に混入→人為的な盛土(土塁か)

7 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 締まり中 攪乱
8 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 締まり中～やや強 一部に2cm大 の亜円礫少量→人為堆積
9 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 締まり中 全体に10YR5/6黄褐粘土質小ブロック(径 1～ 3cn)を 20%含 む

※もともと何らかの理由(土塁か)で盛った上が、流入したものと思われる。または単なる自然堆積か。
10 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 縮まり中 一部に10YR5/6黄褐粘土質小ブロック(径 1～ 2cm)を 2%含む 自然堆積

→5層 と同じか

D′

し=120100m  ――――o

A′

L・120200m  十~:B L=120200m B′     D E

RG526ベ ル トB
l 10YR3/3～ 3/2暗褐～黒褐 粘性やや有

締まっている イヽ礫を多量含む
2 10YR3/3暗 褐 粘性やや有 締まっている

地山プロックを少量、小礫を微量含む
3 10YR2/3黒 褐 粘性やや有 締まつている

小礫を多量含む
4 10YR3/3暗 褐 粘性やや有 締まつている

地山ブロックを多量含む
5 10YR3/3暗 褐 粘性、縮まりやや有

地山ブロックを多量、小礫を少量含む
※人為堆積。ベルトAのほうが明瞭。

RG527ベルトD
l 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱

締まりやや疎
小礫(亜 円 径1～3cm)2%含む

2 10YR2/2黒 褐 粘性やや弱
締まりやや疎 オヽ～中礫(亜 円
径1～6cm)3%含 む

3 10YR3/2黒 褐 粘性やや弱
締まりやや疎 10YR4/6褐を

覇状に混入
※人為堆積。

RG528ベ ルトE
l 10YR2/3黒褐 粘性やや弱

締まり中 中～大礫(亜 円 径8～ 1 0cm)

3%散在 断面南側の粒径が大きい

ことから、北側からの混入と思われる

人為堆積

A  L=120 200m  A′

RG530べ ,レ トA
l 10YR2/2黒 褐 粘性、

締まりやや有 地山ブロック

極小粒を微量含む
2 10YR2/8黒 褐 粘性、

締まりやや有 地山ブロック

中小粒を多量含む

C
L=120100m

砂の多い砂礫

RG527ベ ル トC
l 10YR2/2黒 褐 粘性やや弱 締まりやや強～強

全体に1～ 2cm大の亜円礫を10%、 一部8cn大 の

亜円礫を含む
2 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 締まり中～やや強

全体にlcm以下の五円礫を3%含 む 酸化鉄散在
3 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 縮まり中 全仏に

1～ 3cmの 亜円礫を5%、 砂を若干含む

FC′ F′

L=120200m 一―― o

RG529べ ,レ トF
1 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱

締まりやや疎 中礫(亜角 径7cm)

人為堆積の可能性

0               1:40

砂 質

一部粘土を含む砂
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A  L=120 100m A′ A
O―一― L=120300m

Ⅵ 台太郎遺跡第58次調査

L=120300m
BAC L=120200m C′ B′

一RG533ベ ル トC
l 10YR3/3暗 掲

粘性やや弱 締 ま りやや疎RG532べ ,レ トA
l 10YR2/2黒 褐 粘性、

締 まりやや有

2 10YR3/3暗 褐 粘性、

締 ま りやや有

※区画溝 というよ り、地形

に沿 って作 られた溝だろう。

GL=lD900m G′

ミG536ベルトG
l 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱

締まりやや疎 10YR6/6明 黄褐粘土質
小ブロック(径 lcm)1%含 む

RC534ベ ルトA
l 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 締まりやや疎

小礫(径 1～ 3cm)1%含む
10YR3/3暗 褐 粘性やや弱～中 締 ま りやや疎

10YR5/6黄 褐粘土質ブロックを少量含む

10YRV4暗 褐 粘性やや弱 綿 ま りやや疎

旧表土(遺構掘込面 )

10YR4/6～ 5/6掲 ～黄褐 粘土質 粘性 中

締 ま りやや疎～中 地山

B′

L=120300m          ――― o
B

RG532ベ ルトB
l 10YR2/3黒褐 粘性やや弱 締まりやや疎

RG537ベ ルトB
l 10YR2/3黒褐 粘性やや弱～中締まりやや疎

0                1:40               2m

第53図  RG532～538溝跡

に分けられる。

南区南狽Iで検出した RG526は 、北東から南西 (N-79° ―E)にかけて走ってお り、全長 52.78m、 幅

2.00～2.68m、 深さ0。93mの規模を持っている。東西は調査区域外へと延びており、全体は掴めていな

いが、前項で触れた通 り、東側が屈曲してRG273堀跡と繁がる可能性がある。規模から推定すれば、

堀跡と見なすべきであろうが、南東隅が未調査のため、現在のところ溝跡としておく。遺物出土は98

須恵器大奏1点 のみが検出面から出土している。

南区南狽Iで検出したRG527～ 529はすべて繋がっており、同時存在 していたと見られる。RG527は

北東―南西から北西―南東にかけてL字形に屈曲する溝で、RG528及び 529は これに連結 し、北東―南西

にかけてほぼ平行して走る。帰属時期は、RG528堆積土上～中位から99・ 100須恵器大奏 2点が出土

しているが、遺構存続期の所産とするには足 りないため、平安時代を含む、平安時代以降と捉える。

南区北側の RG532・ 533・ 537・ 538の 4条は、最も長い RG532を主溝とし、その他の3条がこれに連結

する枝溝と考えられる。また、RG533については、堆積状況から若干の時期差も認められる。RG532

は、平面形が直線を成すのではなく、やや蛇行しながら北東から南西にかけて走っている。これは当

時の地形に沿って造られたためと思われる。中央にはRD2020土坑があり、これも同時存在と見られ、

隣り合うRD2019土坑と合わせて、溜池の機能を呆たしていたものと考えられる。遺物出土は、RG532

から133須恵器大甕 (平安)、 134陶器指鎌 (中世)、 135大堀相馬産陶器碗 (19C)が出土しているが、

135は攪乱による混入と見られる。RG526と RG532が 同時存在と見られること、134の中世と思われる

遺物が出土していることを考えると、時期は中世もしくは中世以降に帰属すると考えられる。中世以

降とすれば、廃棄後のRG526が水路として用いられていたとも推察される。

RG535べ ,レ トB
l 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 締まりやや疎

小礫(径 1～ 3cm)1%含む
2 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱～中縮まりやや疎

10YR5/6黄 褐粘土質ブロックを少量含む

P__子 120300叫_P′

RG538ベ リレトD
l 10YR3/2黒 褐 粘性、締まりやや有
2 10YR6/8明 黄褐 粘性、締まりやや有
3 10YR4/4褐 粘性、締まりやや有
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2 検出遺構 と出土遺物

RG264

125

7

麟 韻
qフ

135

0           1 :3          10cm
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)40

寺 死

＼  ＼

0          1:3        10cm

第55図  遺構外出土遺物 (1)
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2 検出遺構 と出土遺物

0                 1 : 1                 5cm

0               1:4

第56図 遺構外出土遺物 (2)

(8)遺構外出土遺物

[古代の上器](第 55図、写真図版46)

須恵器奏が 2点出土している。1361ま 外面ハケメ調整、137は内外面にナデ調整が認められる。いず

れも攪乱内または攪乱検出面からの出上である。

[陶磁器](第 55図 、写真図版46)

陶器は 138。 140。 142の 3点。138は中世と思われる橋鉢、140は 19C以降の産地不明の壺類、142

は 18Cの大堀相馬産碗である。磁器は 139。 141・ 143～ 146の 6点。139は 須恵器 とも思われる甕、

141は 1910～ 1930年 に作 られた軍隊食器の皿、143は 18Cの肥前産染付碗、144は 18C後半の肥前産

染付皿、145は 17C後半からの肥前産染付碗、146は 18C後半から19Cの肥前産染付蓋物である。

[石器](第 55。 56図 、写真図版 46。 47)

147は 扁平な礫を使用 した砥石で、周縁に擦痕が著 しい。石材は安山岩である。148は挽 き臼 (下

臼)で、挽 き国の目のパターンは中心から放射状に走る主溝により8分害Jさ れてお り、主溝から枝分

かれした副溝が斜位に各 3本入れられている。石材は安山岩。

[銭貨](第 56図 、写真図版 46・ 47)

4点出上 している。1491ま 元祐通質 (初鋳年 1086年・北宋 )、 121・ 150は寛永通賓 (初鋳年 1686年 。

古寛永)、 1101よ 寛永通賓 (初鋳年 1697年 。新寛永)である。
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2 検出遺構 と出土遺物

第 6表  ピッ ト観察表

番号 立置(グ リッド)

規     模  (cm)

帰属遺構 備考種別 上端 下端
深 さ 底面標高(m)

長軸 短軸 長軸 短軸

P 1 4G3b 245 125 255 19658 RB060

P 2 4G2d 510 210 155 6■ 8 19273 RB065 108磁器

P 3 4G5g 370 220 337 19470 RB059・ RC006

P 4 4G3g 320 275 250 190 147 19640

P 5 4G3f 590 270 185 19700

P 6 5Glg 265 192 19460 109台石

P 7 4F8y 425 265 245 385 19640 RB065 110銭貨

P 8 4G6c 375 250 270 19670 RC005

P 9 3G21t 19892

P 3G23u 330 19882

P 3G23u 19857

P 3G25o 215 254 19720

P 3G24e 290

P 3G25e 275 185 127

P 3G23e 325

P 3G241 425 415 275 126

P 4Glg 315

P 4Glg 320 19458 RB063

P 4Glh 376 19520 RB062

P 4G2g 275 135 365 19510 RB062

P 4G2g 395 205 119738 RB063・ 064

P 4G2h 205 125 119712 RB062

P 4G2h 370 285 205 337 196X4 RB063

P 4G2i 275 19520

P 4G2i 19483 RB064

P 4G3h 210 210 19730

P 4G3h 285 240 19585

P 4G3h 208 19553

P 4G3h 220 165 19622

P 4G3h 275 l■ 5 19441

P 4G3h 220 220

P 4G3i 215 175 19559

P 4G3i 210 125 282 19525

P 4G3i 310 165 RB063

P 4G3h 390 295 l■ 5 319 19型7 RB058・ 062

P 4G3i 250 RB063

P 4G3i 220 145

P 4G3, 250 190 440 119417

P 4G3i 195 125 19671

P 4G2j 225 130 274 19587

P 4G3j 330 19583

P 42 4G2i 475 270

P 4G2止 310 280 333 19611 RB064

P 4G3k 275 250 467 19411

P 4G31 19779

P 4G31 195 19729

P 4G41 275 220 19563

P 4G41 230 200 覧9580 RC006
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踵別 番号 位置(グ リッド)

規   模 (cm)

帰属追構 備 考上始 下 端
深 さ 底面標高 (m)

長 軸 j9軸 長軸 匁豆車由

P 4G3上 9435

P 4G4k RB064

P 4G4k 165

P 4G5k 275 225 9464

P 4G4u 375 9598 RC006

P 4G4j 9487

P 4G3i 125 9570

P 4G3, 75

P 4G4J RB063

P 4G4i 600 505 215 9669

P 4G3i 220

P 4G3i 285 9618

P 4G3i 325 265 119627 RB064

P 4G4i 290 119466 RB063

P 4G5i 9535

P 4G5i 9662

P 4G5i 9622

P 4G5h 175 9482 RC006

P 4G5h 9480 RB058

P 4G5h

P 4G5h 119311

P 4G4h 355 155 RB063

P 7] 4G4h 9608

P 4G4h 9582

P 4G5h 220 RB062

P 4G6h 9339

P 4G6h

P 4G6h

P 4G6g 335

P 4G6g 220

P 4G6g 305 280 125 19529

P 4G6g 295 125 119518

P 4G6f 305 230 119582

P 4G5g 19336 RB062

P 4G5g 390 275 305 250 19570

P 4G5g 390

P 4G5g 19425 RB058

P 4G5g

P 4G5g 9775

P 4G5g 255 9695

P 4G4g 465 220 RB059・ 063

P 4G 365 9525 RB063

P 4G 9682 RB062

P 4G4 9679

P 4G4 515 275 285

P 4G 245 215 115 9629 RB064

P 4G4g 275 235 305 19451 RB064

P 4G3g 330 305 138 19651 RB058・ 059

P 4G3g 26ユ 119514
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2 検出遺構 と出土遺物

番号 位置(グ リッド)

規    模  (cm)

帰属遺構 備 考臣別 L端 端
深 さ 底面標高(m)

長軸 短軸 長軸 短軸

P 4G3f 345 340 19490 RB063

P 4G3f 325 185 346 19448 RB059

P 4G3f 385 335 155 19495 RB058

P l 4G3f 240 120 75 225 19559 RB062

P 4G3e 245 230 140 155 19662 RB059

P 4G3d 285 275 125 176 19654 RC007

4G2f 315 249 19515 RB063

4G2f 255 155 19575 RB063

4Glf 205 19458 RB063

4Gle 19609

4Gle 230 200 259 19538

P 4Glb 270 255 166 19747 RB061

P 4G2c 255 210 111 19747 RB065

P l 4G3c 355 320 245 RB065

P 2 4G6f 235 328 RC006

P 3 4G5f 435 305 19435 RB059

P 4 4G4f 125 RB059

P 5 4G4f 119723 RB064

P 4G6e 280 210 175 119685

7 4G7e 670 655 225 119675 RB059

8 4C6e 225 125 19650 RC005

4G5e 300 260 125 330 19420 RB058

P 4G5e 315 215 180 325 19395

P l 4G4e 590 355 19380 RB059・ 065

P 4G4e 180 19617 RB064

P 4G7d 230 200 240 RC006

P 4G7d 1015 9715

P 4G6d 355 300 245 240 RB065

P 4G6d 230 280 9588

P 4G6d 240 115 9745 RC005

4G6d 205 9615

P 4G5d 255 9665

P 4G4d 295 377 9553

P l 4G4d 215 110 9750

P 4G4c 235 9795 RB065

4G4c 575 440 320 RB06ユ

4G4c 320 19798

4G4c 395 360 280 19613 RB059

4G5c 220 215 318 119623 RB065

4G4b 615 450 19572 RB065

P 4G4b 445 400 170 19503 RB061

P 4G4b 285 310 305 19635

P 4G4b 345 200 19730

P l 4G4a 320 290 145 19730 RB060

P 2 4G5b 395 245 210 357 19618

P 4G5b 415 285 210 155 9502 RB065

P 4G5c 275 155 135 3■ 5 9620

P 4G5b 470 490 340 395 9565 RB061

P 4G6a 340 225 9775 RB065
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瞳別 番号 位置(グ リッド)

規   模 (cm)

帰属遺構 備考上端 下 端
,朱 さ 底面標高(m)

長軸 短軸 長 軸 短軸

P 4G7a 275 19645 RB061

P 4G6b 225 175 19755 RC005

P 4G7b 675 240 19440 RB061

P 4G6b 19790 RB060

P 4G7c 385 19580 RB065

P 4G6c 1260 465 810 315 19350 RB059'061

P 4G7c 445 19800 RC006

P 4G7c 545 290 270 19650

P 155 4G7b 335 290 220 119740 RB060

P 4G7b 415 370 270 240 119765 RB065

P 4G7a 525 290 210 119770 RB065

P 4F8w 540 525 19520 RB065

P 4F8w 305 275 19555 RB06

4F8w 510 275 245 265 19750 RB06

P 4F7w 375 225 19755 RB06

P 4F7w 475 205 175 305 19595 RB06

4F7x 455 395 290 285 19680 RB06

4F7y 430 370 215 365 19625 RB065

P 165 4F6x 155 19770 RB060

P 4F5y 245 195 175 210 19765

P 4F6y 445 19525 RB065

P 4F6x 540 355 19615 RB065

P 4F6w 425 375 260 220 19715 RB061

P 4F5w 490 410 225

P 4G5b 375 255 230 297 RB060

P 172 4G4b 223 RB060

P 173 4F5y 425 490 285 20008 RB060

174 4F5x 450 365 200 433 RB065

4F3y 240 265 205 19698

176 4F4y 260 548 119516 RB065

P 177 4F4y 430 270 119790

P 178 4F4y 240 108 l19760

P 179 4G4a 365 290 19728 RB064

P 4G4a 395 210 120 224

P 4F4w 325 461 19615 RB061

P 4F4x 375 315 155 9621 RB065

P 4F4x 440 345 255 589 9475 RB065

P 4F4x 325 RB057

4F3y 535 280 255 9871 RC007

P 4F3y 360 255 9570 RB057

P 4G3a 270 270 235 9705 RB057・ 065

P 4G3a 520 130 416 9599 RC007

P 4G3a 2■ 5 155 9566

P 4G3b 395 330 130 388 9572 RB065

P 4G3b 620 380

P 4G3b 110 272 RC007

P 4G3b 215 130 216 119752

P 4G3b 119531

P 4G3a 170 218 119722

Ⅵ 台太郎遺跡第58次調査
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2 検出遺構 と出土遺物

瞳別 番号 位置(グ リッド)

規 模 (cm)

帰属遺構 備考上端 下端
深 さ 底面標高(m)

長 軸 短軸 長軸 短軸

P 4G2a 250 160 125 9796

P 4G2b 160 120 9615

P 4G2b 1■ 5 19654 RB065

P 4G2b 215 170 272

P 4G2a 275 429 119509 RB057

P 4G2a 220 281 119644 RB060・ 065

P 202 4F3y 170 119728 RB065

P 4F3y 265 119591 RB060

P 4F3x 220 205 323 119770 RB065

P 205 4F3w 475 155 453 19645 RB061

P 4F3x 475 435 19969

P 4F2x 390 215 387 19709 RB057

P 208 4F2x 19961

P 209 4F3w 390 365 245 19986 RC007

P 4F4v 425 20014

P 4F4t 335 210 144 19903

P 212 3G23k 19834

P 213 3G23〕 275 210 19716

P 3G22〕 225 19894

P 3G22n 240 251 19742

P 3G22o 265 245 296

P 3G20m 290 210 186 19872

P 4Glu 255

P 3G24v 470 365 125 110 19599

P 3G22q 250 215 135 115

P 221 3G21r 19827 RB056

222 3G21q 385 239 19805 RB056

223 3G20r 450 387 19737 RB056

P 3G20s 205 400 RB056

P 3G20r 395 270 119776 RB056

P 3G20q 290 290 119842

P 3G20q 280 19795 RB056

P 3G20q 19888

P 229 3G19q 385 19806 RB056

P 3G19q 210 173 19915 RB061

P 3G19r 405 350 220 19734 RB056

P 232 3G 375 19702 RB056

P 4G 525 19446

P 4G 250 185 19509

P 4G 350 230 19483

P 4F 555 480 19580

P 237 4F 355 285 170 170 19720

P 238 4F 375 370 225 125

P 239 4Flx 430 325 19458 RB057

P 4Flx 300 208

P 4Gla 595 430 470 RB057

P 4Gla 375 389 19578 RB061

P 4Fly 475 450 75 19780

P 244 4Fly 400 19435 RB057
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重房! 番号 位置(グ リッド)

規   模 (cm)

帰属遺構 備考上端 下 端
深 さ 底面標高 (m)

長 軸 短軸 長 軸 短 軸

P 4Gll 350 215 9747

P 246 4G2m 572 9438

P 247 4G2o 290 9651

P 248 4G2o 250 240 278 9716

P 249 5Glg 335 325 525 9158

P 250 lB23u 235 135 120 120345

P 251 4F5x 365 350 119709 RB065

Ⅵ 台太郎遺跡第58次調査

第 7表 遺構内ピッ ト観察表

遺構名 種別 番号
位置

(グ リッド)

規   模 (cm)

出土遣物 備考上端 下 端
深 さ

底面標高
(m)長 軸 短 軸 長軸 短軸

RA587竪穴住居跡

(Pl～7は 51次調査分)

P 8 lB 270 19800

P lB 340 275 19679

lB 965 830 770 19955

1孔 lB 975 20137

RA620竪 穴住居跡

l 2B6k 395 280 193 20009

P 2 2B6k 835 265 760 175 20040

P 3 2B4k 860 655 700 20048

P 4 2B4k 335 20118

P 5 2B51 1245 1150 875 20066

P 2B61 750 665 280 20112

P 7 2B61 450 410 320 285 20064

RA621竪穴住居跡

P l 2B6t 260 220 120101

P 2B7t 315 270 19847

P 2B5u 20217

P 4 2B5u 475 328 20006

P 5 2B6u 240 210 19943

RA622竪穴住居跡

P l 2B7n 350 19646

P 2B9n 375 3■ 5 422 19682

P 3 2B9n 1615 825 1460 20067

P 4 2B9p 970 725 810 20129

P 2B8p 455 355 20175

P 2B8p 725 495 665 20185

P 7 2B8p 715 535 19950

P 2B8p 1245 925 1165 20165

P 2B7o 430 405 19817

P 2B6p 1025 745 965 20230

P 11 2B6o 670 470 20140

P 2B6o 445 310 20137

P 2B6o 545 280 20195

RA623竪穴住居跡 P ユ lB24k 1085 1025 945 20199

RA624竪穴住居跡

P ] 4G15o 380 345 295 250 134 19458

P 4G15n 215 205 19547

P 4G15n 19604

P 4G16n 250 205 19590

P 4G16o 310 215 175 19418

P 6 4G16o 675 550 395 19427

P 7 4G15o 330 255 230 19445
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2 検出遺構 と出土遺物

遺構名 種 別 番号
位置

(グ リッド)

規   模 (cm)

出土遺物 備考上 端 下 端
深 さ

底面標高
(m)長 軸 短軸 長 軸 短軸

RA625竪 穴住居跡

1 3G25q 205 19658

P 2 4G2q 425 340 275 19589

3 4Glp 335 160 298 19402

4 4G2q 19571

5 4G2q 170 125 19655

6 3G25q 220 215 19685

7 3G25r 290 200 19472

P 8 3G24r 795 735 550 19752

9 3G25r 365 19314

P 3G25s 250 245 19749

P ll 4Gls 280 19545

RA626竪 穴住居跡

P l 3G24n 725 690 19569

P 2 3G251 240 19605

P 3 3G25m 265 262 19478

P 4 3G251 19722

P 5 3G251 19505

P 6 3G251 175 19667

P 3G24m 365 275

P 8 3G24n 605 19585

P 9 3G25n 230 206 19528

P 3G25n 290 19556

P 11 3G25n 230

P 12 4Glm 200 252

P 13 4Glm 550 19475

RA627竪 穴住居跡

P l 4G2m 19477

P 2 4Glm 420 119618

P 3 4G2m 225 323 19504

P 4 4G2m 250 175 267 9555

P 5 4G2m 202 9665

P 6 4G2n 267

P 7 4G2n 395 380 325

P 8 4G2n 210 228 9672

P 9 4G2n 270 170 315 9559

P 4Glo 9583

P 3G25n

P 3G25o 175 9773

RA628竪 穴住居跡

P ユ 3F24x 252

P 2 3F25x 295 19395

P 3 3F25x 670

P 4 3F25y

P 5 4Fly 445 360 260 19665

P 6 4Flx 19390

RE070竪穴建物跡 P l 5G21 805 119198

RE071竪穴建物跡

P ユ 5Glg 390 482 119251

P 2 5Glh 339 19287

P 3 5G2h 556 19160

P 4 5G2g 340 9224

RE072竪穴建物跡
P l 5G2i 225 19014

P 2 5G2i
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)、

底
:木

業
痕

75
Yミ

3/
6浅

黄
性

色

Pl
北

側
床

rI
I

上
師

器
長

1同
盟
t

「
jヨ

ヨ
ナ

デ
、

体
:ハ

ケ
メ

(縦
)→

―
郡

ナ
デ

(被
)

10
YR
6/
8明

費
褐
色

イ
[積

上
中

長
】同

熱
ロ

ヨ
コ

ナ
デ

、
体

ハ
ケ

メ
(縦

)
口

:ヨ
コ

ナ
デ
 

体
:ハ

ケ
メ

(杖
 

下
半

一
部

縦
)

10
YR
8/
8衣

F‐
色

球
】 同

衰
ハ

ケ
メ

(徴
)

ハ
ケ

メ
(l
lt
)

75
YR
7/
8黄

桂
色

50
底

而
球

胴
喪

20
3

ロ
ヨ
コ
ナ
デ
、
体
ツヽ

ケ
メ

(縦
、
横
、
斜

)、
底
沐

業
度

ハ
ケ

メ
(縦

、
被
 

ド
)

10
YR
3/
8董

橙
色

床
面

■
1市

器
lF
N

(1
64
1

10
Yミ

″
/8
☆

橙
色

内
FF
黒

色
処

理

北
側

床
而

口
～

体
:ミ

ガ
キ

(積
)、

底
:ケ

ズ
'?
→

ミ
ガ

キ
10
Yミ

7/
8☆

橙
色

内
rn
黒

色
処

理

北
側

ミ
ガ

キ
(横

)
10
Yミ

7/
8黄

橙
色

内
rl
黒

色
処

剛

北
側

一
括

床
lB

上
師

器
長

l 
li
l

(2
15

口
:ヨ

コ
ナ

デ
、
体

ケ
ズ

リ
(t
rt
)、

底
キ

ズ
?

ロ
ヨ
コ
ナ
デ
 
体

!バ
ケ
メ

(I
ll
l)

10
YR
7/
8貨

橙
色

l■
J:

上
h,
器

球
胴

喪
(8
0)

口
:ヨ

コ
ナ
デ
 
体
ツヽ

ケ
メ

(縦
 
横

)
ハ

ケ
メ

(機
)

10
YR
8/
3浅

女
性

色

≦ 　 け 汁 裂 廊 事 淋 協 澪 訓 瞬

Ｉ Ｐ Φ 伽 ―



Ｉ Ｐ Ｏ ω ｌ

層
位

種
類

器
種

タ
ト面

lt
q整

内
面

調
整

色
調

重
量

捕
  

考

カ
マ

ド
左

右
～

南
隅

床
面

■
mF
2S

l.
IT
N

ミ
ガ
キ

(積
)

ミ
ガ
キ

(縦
)

10
YR
3/
3浅

黄
橙

色
内

rI
黒

色
処

理

北
 

南
隅

床
面

上
側
i器

長
胴

疑
ロ

ヨ
コ
ナ
デ
、
体

:ハ
ケ
メ

(祉
)

10
Yミ

7/
3に

ぶ
い
費
総
色

北
lI
Tl

床
両

上
師

器
球

胴
誕

(6
8)

口
:ヨ

コ
ナ
デ
、
体

:バ
ケ

メ
(縦

)つ
ナ
テ

体
:ハ

ケ
メ

(根
)→

ナ
デ

(縦
)

10
YR
8/
3f
■

黄
14
色

QN
私

町
:積

上
中

土
師「

BH
[〕

～
体

:ケ
ズ

リ
(横

)―
ミ

ガ
キ

(杖
)底

!ナ
デ

‐
ミ

ガ
キ

10
YR
S/
6費

橙
色

内
面
黒

色
処

F■

QS
ヽ

V、
3号

カ
マ

ド
前

床
面

上
衝
1器

イ
(1
88
)

口
～

体
:ミ

ガ
キ

、
底

ミ
ガ

キ
ミ
ガ
キ

10
YR
3/
1灰

白
色

内
而
黒

色
処

II

lI
粒

土
中

上
lj
'Z
S

(1
71
)

(5
3)

口
～

体
:ミ

ガ
キ

(横
)、

底
:不

明
内

面
塁

色
処

」 l
11
げ

雅
積

上
中

上
師

器
口
～
体

ミ
ガ
キ
、
底

iヘ
ラ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

7 
5Y
R7
/8
文

栓
色

内
mi
梨

色
処

理

土
師

器
ミ
ガ
キ

10
YR
7/
4イ

こ
ぶ
い

黄
峰

色
内

面
駅

色
処
IH
 

刻
ユ
|?
J

QA
TW

険
‖I

tt
 l
tl
l上

中
±

1市
器

lT
口
～

体
:な

し
、

底
:ミ

ガ
キ

IO
YR
7/
6明

黄
褐

色
内

面
梨

色
処

理

2号
カ

マ
ド
煙

道
土

師
器

口
～
体

ミ
ガ
キ

(横
)、

底
Iハ

ケ
メ
ー

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

内
面

氣
色

処
理

北
西

隅
lt
積
上
中
位

土
問
i器

裂
口

:ヨ
コ
ナ
デ
、
体
ツヽ

ケ
メ

(縦
)

口
:ヨ

コ
ナ
デ
、
体

:ハ
ケ
メ

(被
)

10
VR
3/
4浅

黄
椎
色

西
ll
T

堆
積

土
中

位
土

印
F器

長
胴

喪
ロ
ヨ
コ
ナ
デ
、
体
ハ
ケ
メ

(縦
)、

底
iヘ
ラ
ナ
デ

?
日

:ヨ
コ
ナ
デ
、
体

:ハ
ケ
メ

(横
)

10
YR
7/
6明

費
協
色

18
53
3

1ヒ
FI
TI

床
面

■
1市
器

長
1同

喪
(2
12
)

(8
4)

ロ
ヨ
コ
ナ
デ
、
体

ハ
ケ
メ

(縦
)

口
:ヨ

コ
ナ

デ
、

体
ハ

ケ
メ

(杖
)

ぷ
い
」歳
檻
色

1号
カ
マ

ド
右

側
■

1“
器

長
胴

駆
(2
02
)

ロ
ヨ
コ
ナ
デ
、
体

:ハ
ケ
メ

(7
11
)

ロ
ヨ

コ
ナ

デ
、

体
ハ

ケ
メ
(横

)→
ナ
デ

(l
l■

)
OY
R7
/コ

ぶ
い

薇
橙

色
外

而
煤

付
着

‖ヒ
FA
R

床
面

上
師

器
長

胴
盟
t

ロ
ヨ
コ
ナ
デ
、
体

iナ
デ

(l
t)

10
VR
7/
4に

ぶ
い
貴
栓

色

3号
カ

マ
ド
束

側
床

nl
上
hF
器

長
胴
ヨ
t

(1
91
)

(9
1)

ロ
ツヽ

ケ
メ

(縦
 

一
部

'尚

え
ず

に
残

る
)→

ヨ
ヨ

ナ
デ

、
体
:A
ケ

メ
(縦

ぶ
い
A裕

色

3号
カ

マ
ド
煙

道
堆

積
上

中
土

研
i器

長
胴

製
(2
19
1

口
:ヨ

ヨ
ナ
デ
、
体
上
‖生

ハ
ケ
メ

(縦
)

Ⅲl
:ヨ

コ
ナ
デ
 
体
上

J争
ハ
ケ
メ

(桜
)

2号
カ

マ
ド
煙

道
II
l積

止
中

上
ll
l器

長
胴

製
(1
64
)

曰
:ヨ

ヨ
ナ

デ
、

体
上

半
:ハ

ケ
メ

(縦
)

口
:ヨ

ヨ
ナ

デ
、

体
に
‖
生
ハ

ケ
メ

(被
)

tO
VR
3/
4,
隻

黄
橙
色

土
l・
ff
i器

長
胴

薬
(3
4)

体
下

半
:ナ

デ
(横

)
体

下
J令

ハ
ケ

メ
(一

部
拙

え
ず

に
残

る
)‐

ナ
デ

10
YR
6/
6明

表
褐

色

If
l積

土
中

長
胴

型
体

下
半

:ハ
ケ

メ
(縦

)
体
下
‖争

ナ
デ

10
YR
6/
6明

大
褐

色

北
束

隅
床

面
七
師

器
7 
5V
R7
/8
黄

橙
色

内
耐

梨
色

処
理

北
隅

床
面

上
帥

器
」IT

N
(1
28
)

口
:ミ

ガ
キ

(核
)、

体
～
底

:ハ
ケ
メ

内
市
F駅

色
71
理

束
隅

床
面

上
1市

器
lT
N

ミ
ガ

キ
(骰

)
ミ
ガ
キ

(口
は
被
 
体
は
縦

)
10
YR
7/
2に

ぶ
い

黄
粒

色

QN
E

tr
積

_L
lT
N

(1
36
)

(5
6)

(3
6)

ロ
ク

ロ
調

整
 

底
四
十ほ

糸
切

り
ロ
ク
ロ
』

t々
10
YR
3/
2灰

白
色

平
安

須
恵

器
(1
6)

ロ
ク

ロ
Fj
l坐

、
底

i回
転

糸
切

り
ロ

ク
ロ

調
整

10
YR
4/
1f
B灰

色
平

安

カ
マ

ド
付
近

床
面

上
4市

器
イ

(小
型

)
(7
5)

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

10
YR
3/
1黒

鵜
色

内
外

面
Ж

色
処

理

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

10
YR
3/
1熙

褐
色

内
外

耐
黒

色
処

理

QN
E

堆
積

土
上
印
F器

lf
N(
小
型

)

束
隅

床
面

上
1市

Z母
型

口
:ヨ

コ
ナ
デ
、
体

:ハ
ケ
メ

?(
4v
r)

|」
:ヨ

コ
ナ

デ
、

体
:ハ

ケ
メ
→

ナ
デ

?
10
YR
3/
4浅

貢
橙

色

束
隅

床
面

上
rT
 7
s

長
胴

喪
体

下
H争

ハ
ケ

メ
(縦

)
体

ド
Ч
生
ハ

ケ
メ

(積
)

と
OY
R3
/6
査

橙
色

床
耐

上
れ 市

]I
長

1同
数

(2
23

日
～

体
上

】
生
な

し
、

体
下

H■
ハ

ケ
メ

(l
ll
)

日
～

体
上

‖々
な

し
、

体
下

J生
ハ

ケ
メ

(状
)

10
YR
3/
6黄

桂
色

RA
62
6カ

マ
ド
|1
上

と
弦

含

土
ll
器

Lk
】
同
類

体
下

十
ハ

ケ
メ

(l
lt
)→

ナ
デ

?(
粒

)
体

下
‖■

ハ
ケ

メ
(I
l)

ll
l積

■
上

師
器

口
～

体
:ミ

ガ
キ

、
底

:ケ
ズ

リ
(横

)
ミ

ガ
キ

(被
)

10
YR
8/
2灰

白
色

内
市
F果

色
処

理

QN
E

ll
l積

上
中

須
恵

器
喪

N4
/O
灰

色

北
14
WI

床
面

上
l・
ll
器

口
～

体
:ミ

ガ
キ

(横
)底

:ナ
デ

?
ミ
ガ
キ

10
YR
8/
4,
tJ
篭

精
也

内
Fn
黒

色
処

理
 

底
イ
L?

南
ll
l

土
師

器
!O
YR
7/
3に

ぶ
い
黄
糖
色

内
而

黒
色

処
理

カ
マ

ド
右

側
床

而
上

山
,器

rT
N

口
～

体
:ミ

ガ
キ

(横
)底

;ハ
ケ

メ
ミ
ガ
キ

10
YR
7/
3に

ぶ
い

黄
橙

色
内

面
繋

色
処

I■

南
hT
j

床
面

生
侑 T

ポ
不

(1
42
)

口
～

体
:ミ

ガ
キ

(横
)、

底
iハ

ケ
メ

ミ
ガ

キ
、

底
に

キ
ズ

IO
YR
7/
4に

ぶ
い

黄
袴

色
内

面
塁

色
処

理
E

西
隅

床
面

土
m'
器

IT
S(
毬

)
ケヽ

メ
(杖

)
ハ

ケ
メ

(横
)

10
YR
7/
61
舅

資
褐

色
単
イ
と

カ
マ

ド
内

床
面

土
lI
洛

侵
胴

雲
口

:ヨ
コ
ナ
デ
、
休
ブヽ

ケ
メ

(縦
)

E:
ヨ

コ
ナ
デ

 l
ls
:ハ

ケ
メ

(級
)

IO
VR
7/
6明

黄
IL
J色

外
面

無
付

清
 

内
i価

イ気
水

線

カ
マ

ド
左

側
上

側
'器

長
】「

lX
・

ロ
ブヽ

ケ
メ

(縦
)→

ヨ
コ

ナ
デ
 

体
ハ

ケ
メ

(縦
)

7 
5Y
R7
/8
貨

栓
色

外
而

煤
付

着

II
積

止
中

上
ni
器

lT
N(
小

型
)

口
～

体
フヽ

ケ
メ

(械
)や

ナ
デ

?(
機

)、
底

iケ
ズ

リ
回

～
体

:ハ
ケ

メ
→

ナ
デ

?
10
YR
7/
6明

黄
協

色
85
8

東
瑞

堆
積

土
中

須
恵

Z母
大
型

平
行

文
連

Al
l文

75
V5
/1
灰

色

堆
稽

上
中

位
須

恵
Z:

平
行

文
ll
・
加

文
N4
/0
灰

色

中
央

付
近

堆
積

■
中

位
須

恵
Z母

大
型

自
然

れ
Iケ

ズ
リ

N4
/0
灰

色

検
IH
面

堆
積

上
中

須
恵

Z,
大

設
平

行
文

連
II
文

25
Y5
/2
暗

灰
tl
色

西
拡

張
分

ll
l■

〔上
上
位

須
志

器
大

LI
I

平
行

文
75
Y5
/1
灰

色

西
拡

張
分

ll
機

上
中

須
な

器
大

毀
平

行
文

75
Y5
/1
灰

色

耳
[積

上
中

須
恵

器
喪

ケ
ズ

1,
(縦

)
ハ

ケ
メ

(被
)

75
Y5
/1
灰

色

南
区
5C
投

苦
し Q
NW

耳
t積

土
中

須
忠

2S
大

衰
10
Yミ

6/
3に

ぶ
い
☆
橙
色

喪
採

須
忠

洛
ナ

デ
ナ

ア

堆
(h
土

中

が 離 廊 謙 卜 Ｖ 卜 肺 彗



第
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土

製
品
観

察
表

掲
載
陥

出
土

地
点

層
位

種
類

器
種

(c
ll
l)

欠
損

備
考

種
別

香
号

位
置

(グ
リ

ッ
ド

)
長

さ
厚

さ
巨
量

(g
)

RA
カ

マ
ド
内

焼
土

土
製

品
土

玉
08
6

RA
p■

2
堆

積
土

中
土

製
品

紡
錘

草

RA
カ
マ

ド
六
狙
‖

2層
中

位
土

製
品

紡
錘

草

RA
62
5

3号
カ
マ

ド
燃
峰
部
付
汗

堆
積

土
土

製
品

勾
玉

32
7

RA
62
5

75
+器

内
14
橋

十
中

床
面

土
製

品
土

玉
11
2

RA
62
61
中

央
や

や
北

東
床

面
十

製
品

結
纏

童
(R
67
Ⅲ

(0
5R
】

R4
R

第
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石
器

観
察
表

掲
載

NI
o

層
位

種
類

器
種

石
材

欠
損

備
考

種
別

誉
す

(グ
リ
ッ

ド
)

長
さ

厚
さ

)

RD
20
22

Nべ
,レ

ト
霊土

中
石

器
剥

片
37
6

百
渚

P
6

景土
中

石
器

台
石

(2
1,
15
)

(1
36
3)

34
2

正
裏

に
煤

付
着

。
礎

板
石

の
可

能
性

あ
り
。

南
区
3G
24
1攪

乱
(溜

池
)

地
橋

十
中

石
器

砥
石

22
04

67
1

安
山

岩
下

墓
及

び
2側

面
に

標
雇

北
区

表
石

器
石

由
(下

自
安

山
岩

第
11
表
 

石
製

品
観

察
表

掲
載

No
出

十
jH
J

層
位

種
類

器
種

量
(c
n)

石
材

外
面
調
整

欠
損

備
考

種
別

香
号

イ立
直

 (
第

リ
ッ

ト
長

さ
)早

さ
穿

径
重

量
(ビ

)

RA
62
4 
1南

円爵
lH
‖

床
直

上
石

製
品

紡
錘

草
(3
87
)

(0
82
)

凝
灰

岩
不

明
PA

62
51
1号

カ
マ

ド
前

床
而

石
製

品
紡

錘
童

簿
灰

井
不

明

蔦 　 け 汁 饗 帥 事 測 協 埓 訓 齢

― 中 Φ ミ ー
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陶
磁

器
観

察
表

弓
載

No
層

位
種

類
器

種
残

π
(0
0)

法
呈

(c
m)

産
地

年
代

特
徴

lr
ll
考

種
別

番
号

位
置

(グ
リ

ッ
ド

)
日

縁
部

底
詈

'

口
径

底
径

器
高

RA
62
2

QN
W

検
出

面
磁

器
瓶

類
0

単 削
19
C

染
付

kA
62
3

上
層

磁
続

0
(5
2)

不
明

19
C以

降
染

付
 

灰
自

色
の

胎
土

、
釉

厚
し

RA
62
7

埋
土

磁
/1
ヽ
皿

5
0

不
明

不
明

白
磁

RB
堆

積
土

中
磁

器
碗

0
不

明
19
C以

降
染

付

2
RD

20
19

堆
積

土
中

磁
器

皿
29
0

肥
前

17
C中

～
後

染
付

3
RD

20
19

堆
積

土
中

磁
器

不
明

0
0

ユ 削
18
C後

以
降

色
絵
 

色
落

ち
し
て

い
る

4
RD

20
21

堆
積

土
中

磁
器

続
0

(5
1)

不
明

19
C以

降
染

付

5
RD

20
21

堆
積

土
中

陶
瓶

類
0

0
東

北
在

地
東

灰
釉

7
RD

堆
橋

十
中

皿
と4
0

肥
前

系
18
C

染
付
 

畳
付

に
砂

、
灰

白
色

の
胎

主

8
RD

堆
橋

土
中

磁
セ

皿
12
7

単 酬
17
C中

染
付

9
RD

堆
積

土
中

磁
器

瓶
類

0
0

一 酬
18
C後

～
19
C

染
付

RD
堆

積
土

中
陶

器
碗

0
(2
6)

大
堀

相
馬

18
C後

//
1:
鉄

・
灰

来
由
、

内
:灰

釉

3
RG

中
央

付
近

南
時

堆
積

土
中

陶
器

空
0

0
常

滑
産

か
中

世

RG
埋

土
上

層
陶

器
鉢

5
0

東
北

在
地

19
C以

降
透

明
釉

5
RG

26
4

埋
土

上
層

陶
器

橋
鉢

0
0

不
明

19
C以

降
焼

綿

RG
砂

利
層

陶
器

悟
鉢

0
0

不
F/
1

19
C以

降
焼

締

7
RG

堆
宿

十
中

種
鉢

5
0

不
明

19
C以

降

4
RG

53
2

3G
25
r付

析
堆

積
土

中
信

鉢
0

中
世

RG
3G
25
r4
+i

堆
積

土
中

陶
器

碗
0

大
堀

相
馬

19
C

藁
灰

釉

首
区
4F
2x
惜

乱
上

画
陶

器
括

鉢
0

0
中

世

0
:彦

∈
表

陶
器

壺
類

0
0

不
明

19
C以

降
内

外
鉄

釉

1
:彦

豆
表

摂
磁

器
皿

5
17
5

不
明

19
10
-1
93
0

2
南

区
RA
62
8南

攪
乱

砂
利

堆
積

層
陶

器
碗

0
0

大
lP
a相

馬
外

:鉄
釉

、
内

:灰
不由

8
北

区
表

採
磁

腕
0

5
(2
6)

立 醐
染

付
 

蛇
ノ

ロ
釉

烈
|

1ヒ
区

表
採

磁
器

皿
0

ヱ 削
18
C後

染
付
 

鹿
の

子
・

松
竹

梅

北
区

表
採

磁
器

腕
0

平 則
17
C後

～
染

付
銘

:大
明

年
製

十
ヌ

秦
採

磁
器

奉
物

5
11
0

一 酬
18
C後

～
19
C

準
付
 

日
辰

jl
 t
綸
 

基
笥

康

］ が 離 跡 謙 ド 臣 卜 飾 さ

― 四 〇 ∞ ―

第
13
表
 

金
属

製
品
観

察
表

鵜
載

No
出

土
地

点
層

位
種

類
器

種
法

量
(c
m)

材
質

欠
損

術
考

種
別

呑
号

位
置

(グ
リ

ッ
ド

)
長

さ
厚

さ
TI
景

(ω

RA
II
ク
ヽ

唯
積

土
中

金
属

製
品

鎌
(1
17
0)

(1
65
)

15
1

鉄
中

央
折

損
(基

部
無

し
)

RA
北

東
隅

床
面

金
属

製
品

刀
(1
64
0)

(2
40
)

90
9

鉄
端

部
欠

損

PA
62

R十
果

丙
金

属
型

品
緋

謙
(6
70
)

13
0)

(0
1「

D)
27

鱗
中

央
析

摺

第
14
表
 

銭
貨

観
察
表

掲
載

Nt
出

土
地

点
層

位
種

類
器

種
法

(c
m)

材
質

欠
損

初
鋳

年
術

考
種

別
イ立
遣
立

(ク
リ
ツ

ド
)

直
径

穿
径

厚
重

量
(宣

|

10
7

堆
積

土
中

錢
貨

寛
永

通
賞

23
0

0
2

10
銅

○
16
97
年

新
寛

永

RE
07
3

堆
積

土
上

位
銭

貨
寛

永
通

質
23
3

06
5

0
3

1途
16
86
年

管
永

南
区
5G
8n
付

近
攪

乱
検

出
面

銭
貨

元
祐

通
賓

0
5

23
10
86
年

宋

P●
52
Aル

重
癒

す
る

懲
剖

14
繕

十
卜
村

鶴
省

管
永

i局
審

06
1

0
銅

16
86
年

古
雪

永



Ⅵ 台太郎遺跡第58次調査

3調 査 の ま とめ

(1)出土遺物について

今次調査で出土した遺物は、土器 (土師器・須恵器)、 土製品、石器、石製品、陶磁器、金属製品、

銭貨である。出土遺物は大コンテナ換算で計 10箱程度あり、大半は土師器で占められる。このうち、

掲載した遺物点数は、土師器・須恵器104点、陶磁器 27点、土製品6点、石器4点、石製品2点、金

属製品3点、銭貨 4点で総数150点である。

掲載した遺物のうち、出土量が最も多い土師器について簡略的に触れる。

今次調査で出土した土師器のうち、遺構内出土を中心に92点を掲載した。器種別にみると、必 37

点、高郭 3点、奏類 50点、甑 2点である。このうち、ロクロを使用したものはRA626竪穴住居跡か

ら出上した88郭の 1点のみで、その他はロクロを使用しないで整形されたものである。掲載出来な

かった土師器についても、大半がロクロ不使用であり、ロクロ使用のものは僅少である。

郭のうち、単孔を有し口縁が内湾する105、 口縁の残存していない 70、 ロクロ使用の88を 除く34

点について法量散布図を作

成した (第57図 )。

縦軸に口径 (cm)、 横軸に  20

器高 (cm)を 設定 した とこ
18

ろ、大 きく2つ の集中域が

認められた。口径・器高と  16

もイこ/1ヽ さしヽ 90。 91・ 92・ 111
14

の 4点については特に月ヽ型

郭とし、その他を杯 とした。  12

禁号:締。ご 。とを〔ff;再往
屋Ю

は器高が小 さい。一方で、  8
18・ 31 。34・ 55。 1011ま暑畢    6
高が大きく、大振 りである。

器形はこれまでの台太郎   4
遺跡の報告から、底部・口  2
縁 の形状 と体部内外面の

段 。沈線の有無が特徴的な  0

属性であることが指摘され

ている (岩埋文第 416。 417・ 468集など)。 これを踏まえて観察すると、底部形状は大半が丸底の範

疇と捉えられるが、器高が小さくなるとそれに伴いやや平底になる傾向がある。日縁についても大半

が外傾する形状だが、14。 30。 32'33の ように直立するものもあり、また3の ようにやや外反 しなが

ら立ち上がる形状がある。体部外面の段・沈線は大半に認められるが、内面に有するものはなく、器

高が小さい 2・ 103。 104に 屈曲線が見られる。

調整は内外面にミガキが見られるものが大半であるが、外面の段・沈線より下半にハケメ・ナデ・

ケズリが残るものも認められる。

第Ы図  ロクロ不使用の土師器郵法量散布図 (単位:cm)

４
縞

● 69 
。 87 ● 55
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092  ・
9°        ° 111
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3 調査のまとめ

黒色処理については口縁の残存 していない 70を 含め 31点 中 24点 に内面処理、小型郭 は 4点中 2点

に内外面処理が行われている。

甕のうち、体部が大きく張り特徴のある球胴甕9点 を除き、口径・器高の数値が残存または推定出

来る計19点 について法量散布図を作成した (第 58図 )。

縦軸に器高 (cm)、 横軸に

口径 (cm)を 設定す ると、

2つ の集中域が認め られ  40
た。 8。 24・ 45。 72・ 93の

35

5点にまとまりがあ り、ま

た器高 25cm付近に境界 を  30

持ち2分 される。
25

奏類の特徴 としては、こ

れまでの報告により口縁部  書20

形状、体部形状 (最大径の  16
位置)を主とし、その他に

口唇部・底部形状などに注  10
目されている。        5
奏を見ると、8。 24が体

部下半に最大径を持つ器形   0
であり、その他が体部上半

に最大径を持っている。長胴轟では、大半が体部上半に最大径を持つが、15・ 42・ 73・ 106な どのよ

うにやや下半に膨 らみを持つ器形が含まれている。口縁部形状では、日縁が外反しながら急に直立す

る4。 6・ 15・ 56が特徴的である。

調整は長胴奏 。奏ともにほとんどが内外面ハケメ、口縁部はヨコナデであるが、まれに 6・ 56の よ

うに外面ケズリが成される場合もある。

器形が特徴的な球胴奏は計9点 出上しているが、全形を把握できるのは12・ 49・ 50。 57・ 58の 5点で

ある。RA623竪穴住居跡出上の57・ 58は他に比べて若干小振 りな器形である。球胴奏については、こ

れまでの報告から回縁形状や体部形状 (最大径の位置)が特徴 として挙げられてお り、体部形状に視

点をおいて観察すると、RA587竪穴住居跡出上の10。 12は体部下半に最大径を持つ器形である。また、

RA622竪穴住居跡出土の49や小振 りな器形の57・ 58な どは体都中央、11・ 50は体部上半に最大径を持

つ。調整はほとんどの場合、内外面ハケメであるが、11外面のようにミガキも施されるようである。

以上、出土土師器について概観してきたが最後に年代観について述べると、これまでの台太郎遺跡

の報告を踏襲すれば、概ね8世紀後半に位置付けられる (岩文振第416。 417集 など)。 さらに従来の研

究から見出された編年に当てはめると、人木編年のC～D期 (八木1992)、 宇部編年の3段階 (宇部

2002)に相当すると思われる。ただし、RA587出土の3郭や6長胴奏・12球胴奏、RA623出土の56長胴

甕などはこれよりも古 く位置付けられる可能性がある (人木B～C期・宇部 2段階か)。

(2)検出遺構について

今次調査で検出した遺構は、竪穴住居跡11棟 (奈良期10棟・平安期1棟 )、 掘立柱建物跡10棟、柱穴

列3列、土坑16基、竪穴建物跡4棟、堀跡2条、溝跡14条、ピット122個である。

第硬回  ロクロ不使用の上師器菱法量散布図 (単位:cm)
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Ⅵ 台太郎遺跡第58次調査
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Ⅵ 台太郎遺跡第58次調査

このうち竪穴住居跡を概観すると、北区6棟 。南区5棟 (平安期は南区RA627の 1棟)を検出し、南

区のRA627(平安期)と RA628(奈良期)が重複したのみで、他は重ならずに見つかった。

これまでの調査で台太郎遺跡の奈良期の竪穴住居跡の規模 (床面積)は、大型 (40だ以上)。 中

型 (20～ 40ゴ )。 小型 (20ご 以下)の 3傾向があることが指摘されてお り (岩文振第417・ 468集など)、

これに今次調査を当てはめれば、大型1棟 (RA625)。 中型3棟 (RA587・ 622・ 626)。 小型6棟

(RA245。 620。 621・ 623・ 624・ 628)と なる。特に南区で検出したRA625は、全形は不明だが時期差

のある北西2基・北東1基のカマ ドを有してお り、これまでの台太郎遺跡の調査で最 も南東端で見つ

かった大型の竪穴住居跡である。出土土器の年代観からは8世紀後半を中心とするが、RA587な どは

若千古い可能性もある。

また、計10棟が想定される掘立柱建物跡はいずれも南区で検出しているが、RB065以外はピットか

ら遺物が出土しておらず、詳細な時期は不明である。形態からはRB056～ 059は古代～中世、RB060

～065は近世以降と捉えたが、調査区外に延びる遺構も少なくないため、柱穴配置から見る確かな平

面形式については今後の調査に委ねる。

最後に北 。南区で各1条検出した堀跡は、これまでの調査で見つかっていたものを連結、または延

長する結果 となった。北区のRG264は 隣接 した第23・ 54次調査分を連結する形 となり、総全長が

170mに 及ぶ長大な規模 となった。また、RG273は 第22・ 51次調査分を南へ延長するもので、こちら

も全長150mを越える規模 となった。さらに南へ延びるのか、または今次調査で検出したRG526や 第

44次のRG4611こ 繋がるかにより、遺跡南東部の中世以降の様相がかいま見られると思われる。

さ い  ご  に

今次調査で得られた成果は、これまでの台太郎遺跡の調査で得られたものを補足、または追加す

るものとなった。今回の報告で深く検証できなかったが、RA587・ 621・ 622な どの竪穴住居跡では廃

絶時の状況を良好に示す遺物の出土状態が認められた。土器の器種組成や住居内の空間分析など、

今後の集落研究に貴重な資料が提供できたと思う。十分に検討の及ばなかったものについては、今

後の課題としたい。
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写真図版2 遺跡遠景・基本層序
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写真図版4 掘立柱建物跡 (2)
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写真図版6 土坑 (2)
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写真図版8 土坑 (4)
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写真図版10 RE002・ 003竪穴建物跡
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写真図版12 RE004・ 005竪穴建物跡
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写真図版 14 RE006竪 穴建物跡



矢
盛
遺
跡

r!子14
イドミ

'「ヒ
引嬌

‐
 !Ⅲ玉々

・ t・ 脅中鷲と帯
~'~IBFnⅢ

 Ⅲ t l,‐

RE007 断面 (北から)

・穂i●揺

RE007 平面 (西から)

呼Ⅲ
“

…Ⅲ
…

‐:rⅧ

RE007 断面 (西から)

写真図版 15 RE007竪 穴建物跡

-221-



矢
盛
遺
跡

RF001 平面 (北東から)

ォ I斎寺

RF001 平面 (南から) RG017 断面 (南から)

RG017 平面 (南から) RG017 平面 (南東から)

-222-

写真図版 16 RF001・ 溝跡 (1)
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写真図版18 溝跡 (3)
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写真図版20 溝跡 (5)
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写真図版22 溝跡 (7)・ 堀跡 (1)
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写真図版24 堀跡 (3)・ 井戸跡 (1)
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写真図版26 井戸跡 (3)
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写真図版28 土橋跡
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写真図版30 調査状況ほか
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写真図版32 陶磁器 (2)・ 木製品 (1)
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写真図版33 木製品 (2)・ 金属製品
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写真図版3 RA016竪穴住居跡
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写真図版5 RA017堅穴住居跡
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写真図版7 掘立柱建物跡・柱穴ほか
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写真図版9 土坑 (2)

RD024 断面 (東から)



向
中
野
館
追
跡

RD025 平面 (西から) RD025 断面 (東から)

逮賛
一妙

輩
，

孝一一一ギ子
，

一●

・
　
一
／

ギ
，

タ

RD026 平面 (南から) RD026 断面 (東から)

RE001 平面 (南西から)

写真図版10 土坑 (3)・ RE001堅穴建物跡

-249-



向
中
野
館
遺
跡

RE001 断面 (西から)

REO02・ 003 平面 (南東から)

REO02 断面 (南から)

-250-
写真図版 1l RE002・ 003竪穴建物跡
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写真図版19 陶磁器 (2)
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写真図版4 RA587堅穴住居跡
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写真図版8 RA622竪穴住居跡 (1)
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写真図版 10 RA623堅穴住居跡
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写真図版12 RA625堅穴住居跡 (1)
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写真図版 14 RA626・ 627堅穴住居跡 (2)
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写真図版18 RD2011～2014土坑
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写真図版20 RD2019～ 2022土坑
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写真図版23 RE070～ 072竪穴建物跡 (2)・ RE073竪穴建物跡

-283-



台
太
郎
遣
跡

・サ

■
=●

Ⅲ
 lll

こ
=筆

●ど

1予IⅢⅢ

i!ニチすゞと  `  |

‐
=tF■

!I

1誓 ii」

RG264 断面 (西から)

-284-
写真図版24 RG264堀 跡
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写真図版26 RG525～ 529溝跡
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写真図版28 RG531～ 533・ 537溝跡
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写真図版31 RA587竪穴住居跡 (2)出土遺物
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写真図版32 RA587竪 穴住居跡 (3)・ RA620堅穴住居跡 (1)出土遺物
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写真図版33 RA620堅穴住居跡 (2)・ RA621堅穴住居跡 (1)出土遺物
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写真図版34 RA621堅 穴住居跡 (2)・ RA622堅六住居跡 (1)出土遺物
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写真図版35 RA622堅穴住居跡 (2)出土遺物
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写真図版36 RA622堅 穴住居跡 (3)出土遺物
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写真図版37 RA622竪 穴住居跡 (4)出上遺物
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写真図版38 RA622竪 穴住居跡 (5)・ RA623竪穴住居跡 (1)出土遺物
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写真図版39 RA623竪 穴住居跡 (2)出土遺物
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写真図版41 RA625堅穴住居跡 (2)出土遺物
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写真図版42 RA625竪穴住居跡 (3)・ RA626竪穴住居跡 (1)出土遺物
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写真図版43 RA626堅穴住居跡 (2)・ RA627堅穴住居跡・RA628竪穴住居跡 (1)出土遺物
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写真図版44 RA628竪 穴住居跡 (2)・ P2・ 6・ 7ピット出土遺物
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写真図版46 RG526・ 528・ 532溝跡出土遺物・遺構外出土遺物 (1)
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ふ り が な やもりいせきだいЮ・11じ・むかいなかのたていせきだい9じ 。だいたろういせきだい58じはっくつちようさほうこくしよ

書 名 矢盛遺跡第10。 11次・向中野館遺跡第9次・台太郎遺跡第58次発掘調査報告書

副  書  名 盛岡南新都市土地区画整備事業関連遺跡発掘調査

巻 次

シ リ ー ズ 名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号 第516集

編 著 者 名 杉沢昭太郎・北田 勲

編 集 機 関 側岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所  在  地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11地割185番地 TEL(019)638-9001

発 行 年 月 日 2008年 1月 25日

ふ り が な ふりがな コー ド

北練

O/〃

東経

O/〃
調査期間 調査面積 調査原因

所 収 遺 跡 名 所在地 市町村 遺跡番号

矢盛遺跡

第10次調査

岩手県盛岡

市飯岡新田

亀靴笥掌輸
中101ま か

03201 LE26-0139

39B蓋

40ケ併

26ん少

141度

8分

1秒

2006.06.05

20060615

147∬

盛岡南新都市土地区

画整理事業に係 る発

掘調査

所 収 遺 跡 名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

矢盛遺跡

第10次調査

居館及び

集落跡

平安時代 須恵器片

中 世 堀跡 1条 土師器小皿 1片

時期不明

要  約

第10'11次調査区では中世後半 (16世紀頃)の居館跡 と集落跡が確認されている。
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報 告 書 抄 録

ふ り が な やもりいせきだいЮ。11じ・むかいなかのたていせきだい9じ・だいたろういせきだい58じはっくつちょうさほうこくしよ

書 名 矢盛遺跡第10・ 11次・向中野館遺跡第9次・台太郎遺跡第58次発掘調査報告書

副  書  名 盛岡南新都市土地区画整備事業関連遺跡発掘調査

巻 次

シ リ ー ズ 名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号 第516集

編 著 者 名 杉沢昭太郎・北田 勲

編 集 機 関 側岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所  在  地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11地割185番地 TEL(019)638-9001

発 行 年 月 日 2008年 1月 25日

ふ り が な ふりがな コー ド

ヨヒ奈単

O/〃
東経

○ ///

調査期間 調査面積 調査原因

所 収 遺 跡 名 所在地 市町村 遺跡番号

矢盛遺跡

第11次調査

岩手県盛岡

市飯岡新田

4サ也害↓91ま

か

03201 LE26-0139

39F毒

40,)

25ん少

141度

8分

1秒

2006.0410

2006.06.15

3,8911ゞ

盛岡南新都市土地区

画整理事業に係 る発

掘調査

所 収 遺 跡 名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

矢盛遺跡

第11次調査

居館

及び

集落跡

平安時代 須恵器片

中 世

堀跡2条

掘立柱建物跡11棟

竪穴建物跡 6棟

井戸跡13基

土坑 6基

道路跡 1カ 所ほか

土師器小皿 1片

中世陶磁器 2片

鉄製品ほか

時期不明 溝跡22条

要 約

第10。 11次調査区では中世後半 (16世 紀頃)の居館跡 と集落跡が確認されている。一辺が70～80mの堀が概ね

方形に巡ると考えられる居館跡が見つかった。居館跡の周辺 (特に西 。南・北側)には集落が展開しているこ

とが判った。居館跡を取 り囲む堀跡には土橋が造 られてお り、そこから道路跡が延びている。集落の成立は居

館跡に先行するといえ、中世後半のある段階に集落の中に居館が築かれていったと想定される。
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垂 名 矢盛遺跡第10。 11次・向中野館遺跡第9次・台太郎遺跡第58九発掘調査報告書

副  書  名 盛岡南新都市土地区画整備事業関連遺跡発掘調査

巻 次

シ リ ー ズ 名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シ リーズ番号 第516集

編 著 者 名 杉沢昭太郎・北田 勲

編 集 機 関 側岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所  在  地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11地割185番地 TEL(019)638-9001

発 行 年 月 日 2008年 1月 25日

ふ り が な ふりがな コー ト

北緯

○ ///

東経

〇 ///

調査期間 調査面積 調査原因

所 収 遺 跡 名 所在地 市町村 遺跡番号

向中野館遺跡

第 9次調査

岩手県盛岡

市飯岡新田

2地割

124-1

1ま か

03201 LE26-0205

39B轟

40ケ}

44ん少

141度

8分

19秒

200606.16

2006.0810

2.052∬

盛岡南新都市土地区

画整理事業に係る発

掘調査

所 収 遺 跡 名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

向中野館遺跡

第 9次調査

中世城館

及び古代

集落跡

平安時代 竪穴住居跡 2棟 土師器・須恵器片

中 世

堀跡 1条

竪穴建物跡 3基

掘立柱建物跡 2棟

中世陶磁器 1片
向中野館 (北館)の主郭にあたる

地点を調査している。

近世

及び

それ以降

掘立柱建物跡 6棟

井戸跡 2基
陶磁器・鏡

要  約

平安時代に関しては、これまでの調査も含めると集落のほぼ全域を調査 したことになる。概ね 9世紀後半に成

立し10世紀前半まで営まれた。 9世紀前半及びそれ以前の遺構遺物は少ない。

中世には向中野館跡 (16世紀頃)の北館にあたる。これまでの調査を含めると北館のほぼ全域を調査 したこ

とになる。向中野北館は複数の堀 と曲輪から成るが、遺構や遺物は少ない。隣接する向中野南館は殆ど調査が

なされていないが、向中野南館が常の居所で北館は詰城的な使われかたをしていたと推察される。
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盛岡南新都市土地区

画整理事業に係る発

掘調査

所 収 遺 跡 名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

台太郎遺跡

第58次調査
集落跡

奈良時代 竪穴住居跡10棟

土師器

土製品

石製品

金属製品

遺跡中央部の北区から6棟、南東

部の南区から4棟

平安時代 竪穴住居跡1棟 土師器・須恵器 遺跡南東部の南区から1棟

中 世
竪穴建物跡4棟

堀跡2条

時期不明

掘立柱建物跡10棟、

土坑16基、ピット

122個、溝跡14条

要  約

今次で本遺跡58回 目の調査。今次は遺跡中央部と南東部の2カ 所を調査 し、奈良時代の竪穴住居跡10棟を中心

に該期の遺構・遺物が出土 した。中世の堀跡2条はそれぞれの調査区で見つか り、特に遺跡南東部で見つかっ

たRG273は これまで第22・ 51及調査で確認されていたが、さらに南へ延びていることが判明 した。
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